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序 文

新たな世紀、 21世紀を迎え、携帯電話やパソコンなど高度情報通信機器が普及し、これらな

くしての社会生活は考えられない時代となりました。これらの情報通信技術や情報処理技術は

これからも進歩し、われわれの社会生活や世の中の仕組みまでも変えていくことでしょう。こ

のような日々変化していく時代の中にあって私たちの行く末を考えるとき、来し方を正確に知

ることの重要性がますます増してきております。

歴史は、過去に起こった事実の積み重ねから明らかにされていかねばなりません。県内各地

域は情報の共有化により均質化しておりますが、特に地域との結びの5郎、埋蔵文化財は各地域

の個性溢れる歴史を明確にするためにも欠くことのできない重要な位置を与えられてきており

ます。しかし、埋蔵文化財は道路や宅地の造成、ほ場整備などの大規模開発により年々破壊さ

れ、消滅の危機にさらされています。

このような中にあって、宮城県教育委員会では、開発部局等に遺跡の所在を周知徹底すると

ともに、開発との関わりが生じた場合には積極的に保護することに努めてきております。

本書は、国土交通省東北地方整備局仙台工事事務所との保存協議に基づき、三陸自動車道路

一矢本石巻道路ー建設工事に先立って実施した河北町新田東遺跡の発掘調査報告書です。調査

の結果、隣接する奈良時代の著名な城柵官街遺跡である桃生城を支えた大規模な集落跡の様子

が明らかとなりました。この成果が広く県民の皆様や各地の研究者に活用され、地域の歴史解

明の一助になれば幸いです。

最後に、遺跡の保存に理解を示され、調査に際しては多大なる御協力をいただいた関係機関

の方々、さらに実際に調査にあたられた皆様に対し、厚く御礼申し上げる次第です。

平成15年3月

宮城県教育委員会

教育長千葉員弘
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1.本書は国土交通省東北地方整備局仙台工事事務所との保存協議に基づき、 三陸自動車道一矢本石

巻道路一建設工事に先立って平成13年度に実施した発揃調査報告書である。

2.調査は宮城県教育委員会が主体となり、宮城県教育庁文化財保護課が担当した。

3.発掘調査の測量は、新田東遺跡地内の基準杭No.1 :国家座標第X系X= -162，830.133、y=

39.281.710、H=43.887、と基準杭No.2 : X = -162，925.908、Y=39，397.161、H=31.609の2点を結

ぶ直線を基準線とし、 3m方眼のグリッドを設定して行った。この基準線と磁北との偏差は西に

50019'19"で、磁北の真北との偏差は7010である。検出した遺構の実測図は、グリッドを基準に

平面図 ・断面図とも原則として 1/20の縮尺で作成した。

4 .本書の遺構番号は、遺構の種別ごとに調査現場で検出)1債に番号を付したものを使用した。

遺構の種別については次の略号を使用した。

掘立柱建物跡 (SB)、竪穴住居跡 (S1)、井戸跡 (SE)、土壌 (SK)、柱列 (SA)、溝 (SD)、焼

成遺構 ・遺物包含層 ・その他性格の不明な遺構 (SX)

5.本書で扱う遺構は、縮尺 1/400の全体図に示した(第3図)。また、各遺構の個別の平面図 ・断

面図は、原則として掘立柱建物跡は平面図が 1/100、断面図が 1/50、竪穴住居跡 ・井戸跡 ・土

墳は平面図 ・断面図とも 1/60の縮尺で図示した。また、造物実測図は土器 ・土製品・鉄製品が

1/3、石器が2/3、石製品が 1/3または 1/6、鏡・ガラス小玉が1/1の縮尺で図示した。

6.遺構の記録写真は35mmフィルムのリバーサル・カラー、モノクロと 6cmX7 cmのモノクロ、ネガ

カラーを使用して撮影した。また、遺構全体写真は無人ラジコン ・ヘリコプターによる航空写真

撮影業務を側日本特殊撮影に委託して行った。

7. 土色については 『新版標準土色帳~ (小山正忠・竹原秀雄， 1976)を参照した。

8.本調査で得られた遺物、図面、写真などの諸資料は、宮城県教育委員会で一括して保管している。

9.出土遺物は報告書掲載図面No. を付記し、掲載 「収納」番号と一致させて平箱に収納した。

10.鉄製品の保存処理については、東北歴史博物館の及川規氏の協力を得た。

11.鉄棒の分析は掛川崎テクノリサーチに業務委託し、その成果を付章2に掲載した。

12.珠文鏡の保存処理・復元は、蜘東都文化財研究所に業務委託し、その成果の一部を付編に掲載し

fこ。

13.炭化材 ・種子の分析は鮒古代の森研究舎が行い、その成果を付章2に掲載した。

14.遺物の写莫撮影は、側アートプロフィールに業務委託して実施した。

15.本調査成果の一部は、 『現地説明会資料』、 『平成13年度宮城県遺跡調査成果発表会資料』、『第28回

古代城柵官街遺跡発表会資料J、『発掘された臼本列島展2002Jにすでに概要を一部報告している

が、本書の内容がすべてに優先する。



16.報告書作成のための整理作業は、遺構図面を柳津和明が担当し、そのトレースを柳揮、大沼美代

子が行った。遺物整理は柳津和明、茂木好光、西村力が担当した。遺物実測は柳津の指導のもと

で古代の土器については主に佐藤悦子があたり、トレースを柳津、大沼が行った。縄文土器につ

いては茂木、鉄製品と石器などについては西村が担当した。遺構 ・遺物写真の整理は茂木が担当

した。

17.本書の第3章8の縄文土器 ・弥生土器 ・続縄文土器 ・古墳時代前期土器の項と写真図版の作成を

茂木好光、縄文石器の項を西-村力が担当し、それ以外の図版作成と本文執筆 ・編集は柳様和明が

担当した。

18.調査の実施及び報告書の作成にあたっては、以下の方々、機関、団体から御協力、御指導を賜っ

た。御芳名を記し、感謝の意を表したい。

相揮清幸IJ、池田敏宏、井上喜久男、及川規、金子裕之、金田明大、坂井秀弥、佐川正敏、佐藤

敏幸、鈴木三男、巽淳一郎、田中宏明、辻秀人、深津敦仁、藤沢敦、望月精司、森下章司、八

木光則、山口明、渡辺博人;河北地区教育委員会、奈良国立文化財研究所平城京跡調査部 ・飛

鳥藤原京跡調査部・文化財調査センタ一、 東北歴史博物館、長野市立博物館、文化庁記念物謀、

宮城県多賀城跡調査研究所
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調 査 要 項

1.遺跡名:新田東遺跡(宮城県遺跡地名表記載番号66073)

2.追跡記号:SE 

3.遺跡の性格:集落跡

4.所在地:宮城県桃生郡河北町飯野字新田

5.事業 主 体:同土交通省東北地方整備局仙台工事事務所

6.翻祈主体:宮域県教育委員会

7.調査拘 些i:宮城県教育庁文化財保護課

8.調査協力:国土交通省東北整備局仙台工事事務所、河北地区教育委員会、宮城県多賀城跡調査

研究所

9.調査期間:i確認調葺平成12年11月 27 日 ~12月 5 日

事前調査平成13年 4 月 23 日 ~12月 10 日

10.調査対象面積:約10.000rrf

11.調査商積:8.500rrf 

12.調査以

〔確認調査〕佐藤則之，佐久間光平

〔事前調査〕柳津和明， 茂木好光，西村力，佐藤則之，佐久間光平，須田良平，吉野武，引地弘行



第 1章はじめに

1 .遺跡の位置と地理的環境

新田東遺跡は河北町飯野字新田に所在し、河北町の中心部である成田(通称飯野川)から北西に約

2.5kmの距離にある。本遺跡は南東に向かつて傾斜する丘陵上に立地する。この丘陵の北 ・西 ・南に

沢が入札南には沖積面が広がる。沖積面の標高は 3mii背後で、本遺跡は44m付近から 3m付近まで

広がり、比高差が約40mと大きL、。丘陵裾部の傾斜は急、峻で、丘陵尾根も約5。と比較的傾斜がある。

本遺跡は東西約300m、南北約350m、約6万rrfの広がりをもっ(巻頭図版1-1・2)。

本遺跡は東西約3.5km、南北約4kmの独立丘際の南西端に位置する。この独立丘陵は北上山地の

末端部をなし、東が南流する北上川によって分断され、北・西・南が沖積面となっている。さらに北・

西 ・南には旧北上川がこの独立丘陵を抱き込むように弧状に南流している。

2 .周辺の遺跡

本遺跡の西隣、閉じ独立丘陵上には奈良時代の城柵官街遺跡として著名な桃生城跡がある。r続日

本紀』によれば、桃生城は天平宝字2年 (758)頃から造営が開始され、翌3年 (759)秋頃には完成

し、 15年後の宝亀5年 (774)7月に海道蝦夷の攻曜によって西郭が敗られたことなど、造営から廃絶

までの経緯がよく知られている。桃生城跡については、宮城県多賀城跡調査研究所が昭和49年~平成

13年度まで10カ年計画で調査し、遺跡の概要が次第に明らかになってきた (宮城県多賀城跡調査研究

所.1975・1976・1995-2002;柳津.2001;白鳥他.2002)。

新田東遺跡はこの桃生城跡の外郭東辺から約50mの至近距離にあり、本遺跡のある丘陵を登って行

くと、桃生城跡の外郭東辺北部にある土橋状の通路部分(桃生城跡第4次調査区)に到る(第151図)。

本遺跡は桃生城跡と同じ奈良時代を中心としており、 年代的 ・位置的にみて本一泊跡は桃生城跡と密接

に関連する。

新聞東遺跡、桃生城跡の立地するこの独立丘陵上には、高屋敷遺跡 (72)、問答山遺跡 (60)、外吉

野遺跡 (61)、後谷地遺跡 (62)、万歳山B遺跡 (31)、細谷B遺跡 (28)、細谷遺跡 (10)、宗全山遺跡

(8 )、拾貫壱番遺跡 (32)、角山遺跡 (29)など古代の集落跡が多く あり、桃生城跡に瓦を供給した

とみられる太田窯跡 (27)もある。

第 2章 調査の方法と経過

新国東遺跡は、三陸自動車道の路線策定に先立つ分布調査で平成2年に発見された。この時に建設

省と宮城県教育委員会との問で協議が行われ、桃生城跡の城内を通る計画であった路線を点に大きく

振ったため、新田東遺跡の中央を路線が縦断することになった(第2図;巻頭幽版 1-1 )。

三陸自動車道の建設の進捗に伴い、国土交通省の袋詰?を受け、平成13年度に織認調査を行い、その

結県をみてから事前調査の時期、期間などを協議することになった。確認調査は、平成12年11月27日



第 1図新田東遺跡と周辺の遺跡(1 /50，000) 
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-12月5日の延べ7日間行った。1龍認調査の際には澗査対象地の大部分が杉林であったため、杉林の

聞をぬうようにして 9本のトレンチを設定し確認調査を行った。その結果、古代の竪穴住居跡数棟、

掘立柱建物跡、七壊など古代を中心とする遺構が多数検出された。そして、これを受けた再協議で、

平成14年度当初より 4ヶ月間の予定で事前調査を行うことになった。

三陸自動車道也設に伴う事前調査は、平成13年4月23日-12月10日の延べ132日間行った。

三陸自動車道の路線内で、標高25m-45mまで広がる丘陵頂部が遺跡中心部にあたる。この主要調

査区を I区とした。調査対象面積は約10.000nfで、発掘調査面積は8.500nfである。

4月23日より発掘機材を搬入し、 7月24日までに重機による I区全体の表土除去を終え、掘立柱建

物跡、竪穴住屈跡、井戸跡、土城など主要遺構の検出作業をほぼ終えた。 I区で検出した主要遺構に

は、掘立柱建物跡14棟、竪穴住民跡49棟(建て替えを含めると60棟)、井戸跡3基、焼成:i!l構2基、炉

跡 1 基、土域20~彦、平場 1 などがあり、この他に遺物包含庖 2 筒所がある (第 3 図〉。

表土除去と遺構検出作業の進捗に併せ、光波測距儀による 3m方眼のグリッド設定とレベル基準点

設定を行った。辿・構平面図の作成も主要遺構の精査の進捗に併せて随時行ったが、 10月以降に精査と

併行しながら平面図の作成とレベル測定を集中して行った。 I区の調査区は細長いため、各主要遺構

の精査が終了した時点で、写真撮影を行った。そして、調査区全体と遺跡全景の写真撮影については、

無人ラジコン ・ヘリコプターによる航空写真撮影を10月31日に行った。

9月29日には一般を対象とする現地説明会を開催し、発掘調査現場を公開して調査成果の概要を説

明した。約200名の方が遺跡を訪れ、見学された。

I区の調査区の斜面下方は、標高16m-25mまで傾斜がきっくなっていて、その下に南京に向けて

入る比較的大きな沢がある。その沢頭にあたる標高15m-17mまでの聞に比較的緩やかな斜面があ

り、ここにE区を設定した。

E区では遺物包含層 (SX 3遺物包含層)の北西端部を検出した。E区の下方の斜面も三陸自動車

道の計画路線の範囲内に入り、そこまでSX3遺物包合届が広がると考えられる。しかし、この斜面

に面した三陸自動車道の計画路線の範囲内で、まだ買収契約が完了せず、移転が行われていない民家

もあったため、この民家跡地を含めた確認調査を来年度以降に行うこととし、 E区については危険防

止のため、それ以上は発掘調流面積を拡げなかった。

なお、日区の南西斜面下にある三陸自動車道計両路線内の民家については、三陸自動車道計画路線

の両脇に移転することになったため、宮城県教育庁文化財保護課、河北地区教育委員会、地権者で協

議し、確認調授を行うことにし、その結果をみて再度協議することにした。そして、 E区の南側をE

区、東側をW区とし、国庫補助の緊急調査貨を用いて、皿 .IV区の倣i融制査を行った。

皿区は丘陵斜面が大きく削平を受けた人為的な平坦面であったため、遺構は検出されなかった。表

土から古代の遺物が少数出土した。

W区で掘立柱建物跡、竪穴住居跡などが検出されたので、事前調査を行い、掘立柱建物跡2棟、柱

列跡2条、堕穴住居跡3棟、造物包合間 l箇所を検出した(第2・127図)。宮城県教育庁文化財保護

謀、河北地区教育委員会、地権者で協議し、遺構面を土盛り保存した後に民家を移転 ・建設するよう
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地権者に指導して、了承が得られた。そのため、遺構の掘り下げは掘立柱建物跡、柱列跡について必

要最小限に留め、竪穴住居跡、遺物包含層の掘り下げは行わなかった。W区の概要については、一連

の遺跡であるため、本報告書に記すことにした。

0 
紛尺 1/20ω 

50 

第 2図新田東遺跡の調査区配置図 ( 1 /2，000) 
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第 3章 I区で発見された遺構と遺物

I区は本調査の主体となる調査区である。検出された主な遺構には、掘立柱建物跡14棟、竪穴住居

跡49棟 (建て替えを含めると60練)、井戸跡3基、焼成遺構2基、炉跡l基、土壌20基、 平場1などが

あり、この他に遺物包含層 2筒所がある(第3~I、関版 1 ・ 2 )。

1 .掘立柱建物跡

【SB 1掘立柱建物跡】(平面図 ・断面図:第4問、遺物:第5問、図版 3-1 ) 

〔位置〕調査区中央部西際、丘陵尾椴上の標高35m付近に位置する。柱穴の残存状況と地形からみて、

南半部は上部を大きく削平されている。

〔重複)S [ 18竪穴住居跡と重複するが、 S[ 18竪穴住居跡の残りが悪く、新旧関係は不明である。

〔柱間数 ・蝶方向〕桁行3問、梁行2間の東西棟で、東妻より西に 1問自に間仕切りがある。

〔柱穴〕一辺40.......50cm程の方形で、深さは最も残りのよい北西間住穴で37cm、最も残りの悪い東妻

棟通り下柱穴で10cmある。間仕切りの柱穴は一辺45cmの正方形で、深さ20cmある。;埋土は地山粘

板岩礁片を多く含む褐色土の互層で、しまりがよL、。

〔柱痕跡〕直径約18cmの円形で、しまりの悪い褐色土である。

〔平面規模〕桁行総長は北側本HIJで約5.8m、柱問、j"法は西から2.0m• 2.1m .1.7mである。梁行総長

は東妻で約4.0m、柱間寸法は北から2.0m.2.0mである。

〔方向〕東主でみると北で西に約3。偏る。建物の方向は丘陵尾根 ・等尚線とは無関係である。

〔出土遺物〕掘方から土師諮杯 ・範、須恵器杯、縄文上器深鉢の破片が少数出土した。土師器はL、ず

れも製作にロクロを使用しないもの(以下、 「非ロク口調整jと略称する)で、杯は体部に段のある

ものである。須恵器杯(1)は静止糸切り後に体下部~底部を回転へラケズりしたものである。ま

た、柱痕跡から非ロク口調整の上師器坪 ・盟、須恵器聾の破片が少数出土した。

【SB2掘立柱建物跡】(平面図:第6・59図、断面図:第7図、遺物:第8図、図版3-2-4)

〔位置〕調査区中央部南寄りの酋際、丘陵尾根上やや西側の標高31.5m付近に位置する。柱穴の残存

状況と地形からみて、南半部は大きく削平されているとみられる。

.... 
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〔重複)S 121竪穴住居跡、 SB9・11掘立柱建物跡と重複する。S121竪穴住居跡よりも新しく、

S B 9・11掘立柱建物跡よりも古L、。

〔柱間数 ・棟方向〕桁行4問、梁行3聞の南北棟で、東側に廟が付く。東側柱列と東臓が桁行4閥、

西側柱列が桁行3聞と変則的である。

〔柱穴〕身舎の柱穴は一辺l.lm前後の正方形または長辺約1.1m、短辺約O.7mの長方形で、深さは最

も残りのよい北西隅柱穴で90cm、最も残りの悪い南妻練通り下柱穴で54cmある。南西隅柱穴を除

く身舎柱穴はL、ずれも柱痕跡部分を深く段掘りしている。また、身舎の柱穴では斜面側にあたる南

妻柱穴3箇所とそれ以外の柱穴3箇所で板状の粘板岩礁片や須恵器聾の大きめの体部破片(11-13)

を礎盤に入れている。廟の柱穴は一辺約40cmの正方形のものが多く、身舎の柱穴よりかなり小さ

い。深さも、最も残りのよい北端から l間目柱穴でも43cmと、身舎の柱穴よりも約50cm浅い。段

掘りはなく、礎盤も入れていなし、。身舎 ・廟の柱穴とも埋土は粘板岩礁片を多く含む暗褐色土の互

層で、しまりがよい。

〔柱痕跡〕身舎は径約30cmの円形、廟は径約24cmの円形である。堆積土は粘板岩礁片、明黄褐色土

を含む褐色土で、しまりが悪い。

〔平面規模〕桁行総長は東側柱列で約7.7m、柱間寸法は北から1.9m・1.9m・2.1m・1.8mである。。
口

11 

、こ二土=グ

せ高多ク ヂコ

オ 三三震グ 。 5 lOcm 

番η 積怨 分紙 治情 踊 fol': 銭。 特 自E .写E主収納
i 事U!.(6!it事 A3 SBI Jt~flIIIE穴鍋li 2/3 続1革7‘8cm.外i面:1.居期l静止糸t:JJ" ・体下館~底割l厄l転ヘラケズ'1.ft層面1サンドイヲチ伏. 。01
2 I J二郷締高原 Ss6 l!!i韮ItiよりIfDl日住Y主婦A 鍍H 4ドロクロ調慨。外面 N守ちヘラケズ九内面ヘラミガ争-!ll色処JOe勾 ~4-4 ω1 
3 土師;器保 ICI Ss6 Jt内問I.f.穴綱方 厳/i 成筏7.6cm.非ロヲロ湖筏o'It成.外価:ヘラミガキ :u位処時. 内00 : ヘラミガキ-:.II~処空軍. 001 
4 事1泌総叫t B4 Ss6 l亘書ItIよりl問自性穴綾取穴 7E形 11 筏 1 2.4、 i斑i革8.2、~"官".7cm~ 外岨~ -:底部ヘラ切り『腹筋ナデ ・体ド部凶伝ヘラケズり。 r，).)・5∞1 
s 車J!!l;l高台呼 Aors2 Ss6 Jl!:lt同Jより1M阿佐穴綱方 1/2 高台後10.8c問。 縁側切り憶し不明一体 F~-底部回転ヘラケズ'卜・Hi出合・再びロ 7 ロナ子。 ∞I 
6 iI'i.lll総!.f B2 SB3 Jt側住列中央怯穴純1幅跡 敏li 体下~-IJ\;剖11/4厳li'o 雌i王6.40m.外煽: @I'.糸切り鰭縄笹。 ∞1 
7 土歯車~均t I B2 SB9 Jt~1JIl住穴槻方 敏片・ 11総綿骸/1'. ~Fロクロ調略。外dù:Illi3::lナァ、体穂子持ちヘラケズリ。内而.ヘラミ犬fキー!Ati!!.処問。 制)1

s 1'.自曜日苦lI! IA SB9 北西隅股火婦Ji 鍛11 111主22.8cm.Jf.ロタロ剥蛾.外ilii:11総ヨコナデ、 f.j;剖l'、ヶメ.内面:n縁ヨヨナデ、体部ナデ. ∞1 
9 土師掠艶 IA SB7 北西IJIltt穴偏Ij 厳)i 1I縁鰍骸)i".~ドロクロ調型車. 外前 :ナデ、 i明滅。 l勾 00: ナデ、 J曜紙。 ω1 

10 土防総Jf BI SBlI JtM陳述り下11穴mUJfI(穴 破片 1 ケ1 縁ズ~リ。体剖内I匝dut i:l--ヘ与フl事ミ免ガ味キ。ー非:J.~í!ロL処フF口E。調箆.外i師:n緑ヨコナデ、体調iに段、体下i箱手持ちヘラ ∞l 
11 鉄釘 SB6 府位不明 完/[l 1;頑釘.J基さ7.lemo頭部1.3xO.8cm長Ji形.f;事総断面O.8cmJi.形. 7.2，) ω: 
12 積羽n SB5 府側住列車iより11聞円技穴偏方 破片 銭{f.!是5.5cm~ 妓{長帽5.3cm.I瞳ii!銀6.8cm。 028 
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また、西側柱列で約7.9m、柱関寸法は北から2.8m・2.5m・2.6mである。梁行総長は北妻で約4.7

m、柱間寸法は西から2.5m・2.2mである。また、南妻で、総長約4.7m、柱間寸法は西から2.4m・2.3

mである。廟の出は北妻から1.7m、南妻から1.7mである。平面形は東側柱列が西側柱列より0.2m

短いため、やや歪んでいる。

〔方向〕東妻でみると北で西に約 l。偏り、ほぽ磁北を向く。

〔出土遺物〕掘方から非ロク口調整の土師器坪(1)・饗、須恵器杯 (3・4)・高台杯 ・叢 ・高杯

( 5 )・塑 (9-13)、円面硯 (7・8)、縄文土器深鉢の破片が少数出土した。土師器杯には丸底気

味のもの(1)、体下部に段のあるものがある。須恵器坪には体下部~底部を手持ちへラケズりした

もの (3)、体下部~底部を回転へラケズリしたもの (4)がある。また、柱痕跡などから非ロクロ

調整の土師器坪 ・域 (2)・讃、須恵器坪 ・鉢(6)・饗の破片の破片が少数出土した。須恵器聾の

体部破片の中には体部外面に同心円状叩き目痕のあるもの (10)が1点あり、北関東系のものとみ

られる。

【SB 3掘立柱建物跡】(平面図 :第6図、断面図 :第9図、遺物 :第5図)

〔位置〕調査区中央部南寄りの西際、丘陵尾根上やや西側の標高31m付近に位置する。

〔重複)S B 4掘立柱建物跡と重複するが、新旧関係は不明である。

〔柱間数 ・棟方向〕桁行2問、梁行2間の総柱建物である。

〔柱穴〕一辺40-50cmの方形または隅丸方形を基調とし、深さは最も深い北東隅柱穴で;65cm、最も

浅い南西隅・北西隅柱穴で'35cmで‘ある。北西隅柱穴と西側柱列中央柱穴では、柱位置を段掘りして

いる。埋土は地山土ブロックを含む明褐色土 ・明黄褐色土の互層で、しまりがよL、。

〔柱痕跡)南西隅柱穴と南側柱列中央柱穴では柱が抜き取られているが、それ以外の7箇所の柱穴で

柱痕跡を確認した。柱痕跡は直径16-18cmの円形で、堆積土は地山粒・炭化物を少量含むしまりの

悪い暗褐色土である。

〔平面規模〕西側柱列で総長3.50m、柱間寸法は北から1.80m・1.70mで‘ある。また、北側柱列で総長

3.40m、柱間寸法は西から1.70m・1.70mである。

〔方向〕西妻でみると北で東に約100偏る。建物の方向は丘陵尾根とは無関係である。

〔出土遺物)掘方から非ロク口調整の土師器坪 ・盟、須恵器坪 ・高台坪・型、縄文土器深鉢の破片が

少数出土した。このうち土師器坪には体下部に段のあるものがある。また、柱痕跡から非ロク口調

整の土師器杯 ・費、須恵器坪 ・型、縄文土器探鉢の破片が少数出土した。このうち土師器杯には平

底のもの、須恵器坪には回転糸切り無調整のもの (6)がある。

【SB4掘立柱建物跡】(平面図:第6図、断面図:第9図)

〔位置〕調査区中央部南寄りの西際、丘陵尾線上やや西側の標高31m付近に位置する。

〔重複)S B 3掘立柱建物跡と重複するが、新旧関係は不明である。また、北西隅柱穴はSX8焼成

遺構と重複し、これよりも古L、。

〔柱間数 ・棟方向〕桁行2閥、梁行2閣の総柱建物である。

〔柱穴〕一辺40-50cmの方形または隅丸方形を基調とし、深さは最も深い西側柱列中央柱穴で;56cm、
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最も浅い北西隅柱穴で32cmである。埋土は地山J二ブロックを含む明褐色土 ・明黄絢色土の互層で、

しまりがよし、。

〔柱痕跡〕すべての柱穴で柱痕跡を確認した。北西隅柱穴と北側柱列中央柱穴では柱が切り取られて

いる。柱痕跡は直径14-16cmの円形で、堆積上は地山粒・炭化物を少量含むしまりの悪い暗褐色土

である。

〔平面規模〕北側柱列で総司長3.55m、柱間寸法は西から1.65m・1.90mである。西側柱列で総長3.35m、

柱間寸法は北から1.60m・1.75mである。

〔方向〕西側柱列でみると北で束に約20偏る。建物の方向は丘陵尾悦とは無関係である。

〔出土遺物〕掘方から非ロク口調整の土師器坪・鎖、須恵器坪 ・盟、縄文土器深鉢の破片が少数出土

した。このうち須恵器町、には体下部~底部を回転へラケズ リした底部小破片がある。また、柱痕跡

から非ロク口調整の土師器盤、須恵器郎の破片が少数出土した。

【SB5掘立柱建物跡】(平面肉 ・断面図:第10肉、遺物 :第5歯、図版4-1) 

〔位置〕調査区南半部、丘陵尾根上の標高31m付近に位置する。

〔重抜〕重抜はない。

〔柱間数 ・棟β向〕桁行3問、梁行2閣の東西棟である。

〔柱穴〕長辺60-70cm、短辺約40cmの長方形または一辺40-50cmの方形を基調とし、深さは最も探

い南東隅柱穴で56cm、最も浅い北東隅柱穴で34cmある。埋土は明黄褐色土プロックを多く含む暗

褐色土 ・明縄色土の互層で、しまりがよL、。

〔柱痕跡〕直径約15-18cmの円形で、堆積土はしまりの悪いにぷい貨褐色土である。

13 
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〔平面規模〕桁行総長は北側柱列で‘約6.4m、柱間寸法は西から2.1m・2.1m・2.1mである。梁行総長

は東妻で‘約4.0m、柱間寸法は北から2.0m・2.0mである。

〔方向〕東妻でみると北で東に約l。偏り、磁北とほぼ一致する。

〔出土遺物〕掘方から非ロク口調整の土師器杯 ・費、縄文土器深鉢、輔羽口(12)の破片、柱痕跡か

ら非ロク口調整の土師器塑の破片が少数出土した。
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第10図 SB5・6掘立柱建物跡平面図(1/100)、SB5掘立柱建物跡柱穴断面図(1 /50) 



【 SB6 掘立柱建物跡】 (平面図:第10図、断面図:第11~1、遺物:第 5 図、図版 4 -2) 

〔位置〕調査区南半部に枕杭し、標高31m付近の丘陵尾恨上にある。

判別 ωm

~~II 伽

当31.300¥

w 
-; 31.400¥ 

〔近複)S K 9土峨と重観し、これよりも新しL、。

〔柱間数 ・棟方向〕桁行3閥、梁行3聞の東西棟である。

〔柱穴〕一辺約0.8-1.2mのほぼ正方形または長方形を基調とし、深さは最も残りのよい南東隅柱穴で

64cm、最も残りの悪い西長北から l問自柱穴で26cmある。東側柱列の北から l間目柱穴では南側

を段掘りしている。埋土は径1-8cmの粘叡岩礁片を多く含む暗褐色土・褐色上の互層でしまりが

よも、。

〔柱痕跡〕柱が抜き取られている西妻の北から1・2問日住穴を除く10箇所の柱穴で柱痕跡を確認し

た。直径24cm前後の円形で、堆積土は筏 1cm以下の粘J阪岩礁片を少量合み、しまりの悪い黒褐色

tである。 北東隅柱穴、東側柱列の北から 1問日柱穴、 l詞束隅柱穴、南西隅柱穴、西安の北から 2

1出目柱穴、北西隅住穴、北側柱列の東から l問自柱穴の 7箇所の柱穴では、柱痕跡の底面が掘方の

底面に接していない。このうち東側柱列の北から l問自柱穴、南西隅柱穴、西裂の北から 2間目柱

穴、北西隅柱穴、北側柱列の束から 1間目柱穴の 5箇所の柱穴では、柱痕跡の底聞が掘方の底面よ

り6-8cm上にあり、北京|判柱穴では16cm、南東|偶柱穴て・は26cm上にあり、相i方底部との差が大き

い。しかし、柱痕跡の底面レベルは30.8m前後とほぼ同じ標高にあり、本建物をmてる際に柱の高
さを調節したことによるものと考えられる。
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〔平面規模〕桁行総長は北側柱列で・約8.0m、柱間寸法は西から2.7m・3.0m・2.3mである。梁行総長

は東妻て。約6.0m、柱問寸法は北から1.7m・2.2m・2.1mである。

〔方向〕東妻でみると北で西に約9。偏る。建物の方向は丘陵尾根とは無関係である。

〔出土遺物〕掘方から非ロク口調整の土師器杯 (3 )・高体 (2)・襲、須恵器杯・高台杯 (5)・聾の

破片、炭化した種子 (モモ)破片が少数出土した。このうち須恵器杯・高台杯 (5 )は体下部~底

部を回転へラケズリしている。柱抜取穴からは底部をへラ切り後に体下部を回転へラケズリした完

形の須恵器杯 (4) 1点の他、非ロク口調整の土師器聾の破片が少数出土した。また、柱痕跡から

非ロク口調整の土師器杯 ・裂の破片が少数出土した。他に鉄釘 (11)が1点出土した。

【SB 7掘立柱建物跡】(平面図 ・断面図:第12図、遺物:第5図)

〔位置〕調査区南半部南端、丘駿尾根上の標高29m付近に位置する。

〔重複)S124竪穴住居跡と重複し、これよりも新しL、。

〔柱間数 ・棟方向〕桁行3問、梁行2聞の南北棟である。

〔柱穴〕一辺40-60cmのほぼ正方形または・長辺70cm前後、短辺45-60cmの長方形を基調とし、最も

残りのよい北西隅柱穴で深さ52cmある。東側柱列の北から 2間目柱穴、南東隅柱穴は削平されて

残存していなL、。埋土は径 1-8cmの粘板岩礁片を多く含む暗褐色土 ・にぷい黄褐色土の互層で、

しまりがよい。
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〔柱痕跡〕直径約16cmの円形で、堆積土は暗褐色またはにぷい賞褐色土で、しまりが悪い。

〔平面規模〕桁行総長は西側柱列で約4.4m、柱間寸法は北から2.9m(2問分)・1.5mである。梁行総

長は北妻で約3.8m、柱間寸法は西から1.8m・2.0mである。

〔方向〕東妻でみると北で東に約9。偏る。

〔出土造物)掘方から非ロク口調整の土師器聾(9)の破片、柱痕跡から須恵器聾の破片が少数出土

し7こ。

【SB8掘立柱建物跡】(平面図 ・断面図:第13図、図版4-3) 

〔位置〕調査区中央部、丘陵尾根上の標高33m付近に位置する。

〔重複)S 116竪穴住居跡と重複する。S116竪穴住居跡より新しい。S1 13竪穴住居跡との新旧関

係は不明である。また、 S113竪穴住居跡と近接し、これと同時には存在しえない。

〔柱間数 ・棟方向〕桁行3問、梁行2問の南北棟である。

〔柱穴〕一辺40-80cmのほぼ正方形を基調とし、深さは最も残りのよい北西隅柱穴で52cmある。南

東隅柱穴は削平されて残存していない。各柱穴の多くは柱抜取穴が大きく入り、埋土がほとんど

残っていなL、。柱抜取穴の堆積土は地山土ブロックを含む褐色土 ・にぷい賞褐色土で、しまりがな

L、。

〔柱痕跡〕柱はいずれも抜き取られ、柱痕跡の大きさは不明であるが、各柱穴の底面には円形の窪み

があり、柱痕跡を反映しているとみられる。

〔平面規模〕桁行総長は西側柱列で約5.8m、柱間寸法は北から約1.9m・約1.8m・約2.2mと推定され

る。梁行総長は北妻で約4.4m、柱間寸法は西から約2.1m・約2.4mと推定される。

〔方向〕西側柱列でみると北で東に約5。偏ると推定される。

〔出土遺物〕掘方から非ロク口調整の土師器費、須恵器聾の破片が少数出土した。

【SB9掘立柱建物跡】(平面図:第6・59図、断面図;第7図、遺物:第5図、図版3-2) 

〔位置〕調査区中央部南寄りの西際、丘陵尾根上やや西側の標高31.5m付近に位置する。

〔重複)S 121竪穴住居跡、 SB2・11掘立柱建物跡と重複する。S121竪穴住居跡、 SB2掘立柱

建物跡よりも新しく、 SBll掘立柱建物跡よりも古L、。

(柱間数 ・棟方向〕桁行3問、梁行2聞の東西棟である。

〔柱穴〕一辺約50cmの正方形を基調とし、深さは最も残りのよい南東隅柱穴で46cm、最も残りの悪

い南側柱列東より 2関目柱穴で26cmある。埋土は径 2-6cmの粘板岩礁片、明黄褐色土ブロック

を多量に含む暗褐色土の互層で、しまりがよい。

〔柱痕跡〕すべての柱穴で柱痕跡を確認した。直径約16cmの円形で、堆積土は径 lcm以下の粘板岩風

化膿片、黄褐色土プロックを多く含む褐色土で、しまりが悪い。

〔平面規模〕桁行総長は南側柱列で約5.2m、柱聞寸法は西から1.8m・1.5m• 1.9mである。梁行総長

は東妻で‘約4.3m、柱間寸法は北から2.1m・2.2mである。なお、北側柱列の桁行総長が約5.2mと南

側柱列よりO.1m短いため、平面形はやや歪んでいる。

〔方向〕東妻でみると北で東に約12。偏る。

17 



〔出上遺物〕掘方から非ロク口調整の土師器坪 (7)・聾 (8)、須恵器町、.裂の破片が少数出土した。

このうち須恵器呼には体下部~底部を手持ちへラケズリしたもの、回転へラケズりしたものがあ

る。柱痕跡から非ロクロ制強の土師器費、須恵器杯 ・議 ・艶の破片が少数出土した。

【S810掘立柱建物跡】(平面図 ・断面図:第14図、図版5-1) 

〔位置〕調査区北主幹部、丘陵尾根上やや北寄りの標高39m付近に位置する。

〔重複〕重複関係はなL、。西に隣接する S156住居とは同時には存在しえない。

〔柱間数 ・棟方向〕桁行3問、梁行2閣の南北棟である。

〔性穴〕一辺40-50cmの隅丸万形または長方形を基調とし、深さは最も残りのよい北西隅柱穴、西側

柱列の北から 1問目柱穴で68cm、最も残りの悪い北東隅柱穴で14cmある。埋七は径1-3cmの4地

山土プロックを合む灰黄褐色 ・明黄褐色土の互wiで、しまりがよL、。

〔柱痕跡〕北東隅柱穴、東側柱列の北から l問問柱穴、南東隅柱穴、南妻棟通り下位穴、北西隅柱穴

の5箇所で柱痕跡を確認した。それ以外の5筒所の柱i¥:では柱が抜き取られ、柱痕跡を確認できな

かった。柱痕跡は径約17cmの円形である。柱痕跡と柱抜取穴の堆積土は、しまりの悪い灰黄褐色

土である。

〔平面規模〕桁行総長は西制IJ柱列で約5.0m、柱拍]寸法は北から1.5m・3.5m(2問分)である。梁行

総長は北妻で約4.3m、柱|剖寸法は西から2.2m・2.lmである。

〔方向〕東側柱列でみると北で東に約50偏る。

〔出土遺物〕掘方から非ロク口調整の土師器費、須恵器土手 ・鑓の破片、柱抜取穴から須恵器杯の破片

が少数出土した。
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【SB11掘立柱辿物跡】(平面図:第 6・59図、断面図:第7図、遺物:第51割、図版3-2) 

〔位i世〕調査区中央部南寄りの西際、丘陵尾根上やや西側の標高31.5m付近に位置する。

〔重複)S 1 21竪穴住居跡、 SB2・9掘立柱建物跡と重複し、これらよりも新しL、。

〔柱間数 ・棟方向〕桁行2間以上、梁行2聞の南北棟と推定される。

〔柱穴〕北妻、東側柱列北から 1間目柱穴の 3箇所の柱穴を検出した。長辺約25-35cm、短辺約20-

25cmの長方形を基調とし、深さは最も残りのよい北西隅柱穴で45cm、Mも残りの悪い東側柱列北

から 1f剖円柱穴で18cmある。埋土は径2-6cmの粘板岩礁片、明賞制色土プロックを多量に含む

暗褐色よの互j回で、しまりがよL、。

〔柱痕跡〕北裂の 3箇所の柱穴には柱切取穴が大きく入り、その下で杵.痕跡を検出した。柱痕跡は直

径約14cmの円形で、堆積七はしまりが悪い褐色土である。-*側柱列北から l間目柱穴では柱が大

きく抜き取られ、柱痕跡を確認できなかった。

〔平面規模〕桁行の柱間寸法は北から約2.4mである。梁行総長は北安で約4.4m、柱間寸法は西から

2.2m .2.2mである。

〔方向〕北二YJ;は西で北に約4。偏るので、東側柱列は北で東に約4。偏ると推定される。

〔出土遺物〕 柱抜取穴から非ロク口調整の土師器杯 ・ 型、須Xl(~到の破片が少数出土した。 このうち

土師器杯には丸底気味で体下部に段のあるもの (11)、平底のものがある。

【SB 12掘立柱建物跡】(平面図 ・断面図:第15図、図版5-2) 

〔位低〕調査区南半部東寄り、丘陵尾根上北寄りの標高30m付近に位抗する。

〔重複)S 137竪穴住居跡と重複し、これよりも古L、。

〔柱間数 ・練方向〕桁行3問、梁行2聞の南北棟である。

〔柱穴〕すべての柱穴を検出したが、西側柱列北から 1問自性穴は本池物よりも新しいSI37B竪穴

住居跡北西主柱穴に大きく壊されている(第91図)。長辺約40cm、短辺約30cmのIlIlI丸長方形を基調

とし、深さは最も残りのよい北妻棟通り下柱穴で53cm、品も残りの惑い南西隅柱穴で16cmある。

埋土は径2cm以下の地L.lJプロックを多く含む暗褐色土の互府で、しまりがよい。

〔柱痕跡〕両側柱列北から 1間目柱穴以外の 9箇所の柱穴で柱痕跡を確認した。柱痕跡は直径約15cm

の円形で、堆樹上は炭 ・焼土粒 ・地山粒を少し含むしまりのない晴褐色土である。

〔平面規模〕桁行総長は束制IJ柱列で約5.0m、柱閥寸法は北から1.7m・1.4m.1.9mである。梁行総長

は北安で約3.7m、柱問寸法は西から1.8m.1.9mである。西側柱列の桁行総長が東側柱列より約0.2

m短く、西妥の策行総長が北妻より約0.2m短いため、 平面形はやや歪んでいる。

〔方向〕東側特例lでみると北で東に約16。偏る。

〔出土遺物〕掘方から非ロク口調整の土師器聾、須恵器挫の破片、杵.痕跡から非ロク口調整の土師器

製の破片が少数出土した。

【SB13掘立柱他物跡】(平面図 ・断面図:第15図、図版5-3) 

(1立慣〕調在|豆l判半部東寄り、丘陵尾根上北寄り、標高30m付近・に位位する。

〔重複〕重複はなし、。近接する S137竪穴住居跡、 SB12掘立住建物跡とは同時に存在しえなL、。
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〔柱間数 ・棟方向〕桁行2問、梁行2聞の東西棟である。

〔柱穴)8箇所の柱穴すべてを検出した。一辺30cm前後の隅丸正方形を基調とし、深さは最も残りの

よい西妻棟通り下柱穴で'51cm、最も残りの悪い北側柱列中央柱穴で17cmある。埋土は褐色土・黄褐

色土で、しまりがよい。

〔柱痕跡〕東妻棟通り下柱穴、南東隅柱穴、南西隅柱穴を除く 5箇所の柱穴で柱痕跡を確認した。柱

痕跡は直径約12cmの円形で、堆積土は暗褐色ヰで、しまりが悪い。

〔平面規模〕桁行総長は北側柱列で約4.4m、柱間寸法は西から2.1m・2.3mで‘ある。梁行総長は西妻

で約3.3m、柱間寸法は北から約1.6m・約1.7mと推定される。東妻の梁行総長が西よりO.3m長いと

推定されるため、平面形はやや歪む。

〔方向〕西側柱列でみると北で東に約60偏る。

〔出土遺物〕掘方から縄文時代前期の縄文土器深鉢の破片が少数出土した。
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【S814掘立柱建物跡】(平面図 ・断面図:第16図)

〔位置〕調査区北半部西寄り、丘陵尾根上やや北寄りの標高40m付近に位ー置する。

〔重複)S 16竪穴住居跡と重複し、これよりも新しし、。

〔柱間数 ・棟方向〕東西2間以上、南北2間以上の建物跡で、北 ・西側の柱列にあたる柱穴3箇所を

検出した。調査区外に延び、東半部が大きく削平されているため、棟方向は不明である。

〔柱穴〕 長辺60~80cm、短辺45~70cmの長方形を基調とし、深さは最も残りのよい西側柱列北から

1問自柱穴で‘70cm、最も残りの悪い北側柱列西から 1間目柱穴で20cmある。埋土は黄褐色土で、

しまりがよし、。

〔柱痕跡〕北側柱列西から l間目柱穴で直径13cmの円形の柱痕跡を確認した。堆積土はにぷい黄褐色

土でしまりが悪く、焼土粒を少量含む。西側柱列は柱が抜き取られている。また西側柱列北から 1

関目柱穴では、柱抜取穴底面で粘板岩板状喋片(長さ20cm、幅14cm、厚さ 5cm)を用いた礎盤を

検出した。

〔平面規模〕柱間寸法は北側柱列で約205m、西側柱列で約202mと推定される。

〔方向)西側柱列でみると北で東に約4。偏ると推定される。

〔出土造物〕掘方から非ロク口調整の土師器費、須恵器塑の破片が少数出土した。
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第16図 S 814掘立柱建物跡平面図 (1 /100)・断面図(1 /50) 

2 .竪穴住居跡
57軒の竪穴住居跡を検出した。住居番号が一部I1債不同になるが、丘陵斜面の上方から下方に向かっ
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て以下記載する。なお、索引のために以下の表を参照されたい。
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I区検出の竪穴住居跡の一覧

【S1 1竪穴住居跡】(平面図:第17図、断面図:第17・18図、遺物 :第19阿、図版6-2・3) 

〔位置〕調査区北西|料、丘陵尾恨上北寄りの標高42m付近に位置する。

〔重複)S 1 2・44竪穴住居跡と重複し、これらよりも新しL、。S144竪穴住居跡の位置を西側に約

60cm移し、カマドの位置も S144竪穴住居跡とは正反対の南に移している。床面のレベルも一致

していることから、 S[44竪穴住居跡の建て替えの可能性が高い。

〔平面形 ・規模〕平面形は長方形で、規模は南北が西辺で3.7m、東西が南辺で304mである。

〔方向〕西辺でみると北で西に約8。偏る。

〔壁〕 検出面から床面までの控の高さは、最も残りのよい西辺で約40cmで、約100。の傾斜でやや斜め

に立ち上がる。東主幹部が大きく削平され、残りが悪い。

〔床面)S 144竪穴住居跡と閉じく、大部分は地山面 (黄褐色粘質土)を床面としている。ただし、

東辺 ・南辺に沿って、 SI 44竪穴住居跡の掘方埋土が一部にあり、この上而も床面としている。

〔カマド〕南辺の中央から約 1m西寄りに付設されている。カマドの天井部は住居廃絶時に壊されて

いたが、左側壁、右側煙、燃焼部、煙道、煙出しピットが残されていた。左側壁は長さ75cm、高さ

は奥で35cm、焚き口で12cm、右側壁は長さ70cm、日さは奥で30cm、焚き口で12cm残存していた。

両側壁外面の幅は下部で1.15mある。焚き口は下部幅約50cm、高さ12cm以上である。



燃焼部は奥行き60cm、幅45cm、奥壁高15cmで、深さ6cmの浅い皿状に掘り窪められ、焼土が堆

積し、被熱 ・赤変していた。煙道は丘陵尾根の中軸線に直交するように南を向いて設けられ、カマ

ド奥壁より外に向かつて上向きに約4
0傾斜しながら1.2m延び、その先に煙出しピットが付設され

ている。煙道は入り口幅19cm、最大幅27cmで、トンネル式の煙道天井部は削平され、深さ12cm残

存する。煙出しピッ トは長径35cm、短径25cmの梢円形状で、深さ18cm残存し、煙道j阜商よりも

3cm程深く窪めている。

カマドの両側壁は、粘板岩桓状礁片を芯材として黄褐色~褐色粘質土を用いて作られている。カ

マドに用いられた粘板岩板状喋片は左側壁に 3点、右側壁に 2点残仔していた。カマド天井部崩壊

土にも粘板岩板状喋片が10点合まれていたので、カマド天井部にも粘板岩仮状礁片が構築材として

用いられていたと考えられる。これらの粘板岩板状膿片のうち、故も大きなものは右側壁奥に残る

もので、長さ43cm、幅18cm、j平さ 7cmあり、 平坦面を内側に向けて立てられている。左側壁にも

これとほぼ同じ大きさのものが2点用いられており、平坦面を内側に向け、内側に傾けて立てられ

ている。この他、天井崩壊上に含まれる粘板岩板状礁片には長さ20cm前後、幅15cml背後、厚さ5cm

程のものが多い。

カマド前面床下には、長さ61cm、幅43cm、深さ14cmの浅い床下上壌が掘られ、中に粘板岩板状

喋片4点 (最も大きなものは長さ36cm、幅32cm、厚さ 5cm)を入れて、人為的に埋め戻して床面

としている。また、カマド下の掘方は長さ約1.5m、幅約0.7m、深さ15cmの半円形の土域状となっ

ている。これら床下土域やカマド下の掘方は、熱の遮断や水よけを考l直したものとみられる。

〔周溝〕各辺に幅20-30cm、傑さ10-15cmの周溝が巡り、カマドの下は暗渠となる。住居構築時に

人為的に埋め戻されている。

〔主柱穴〕主柱穴は認められない。

〔堆積土〕にぶい黄褐色土で、住居廃絶後に自然堆積している。

〔出土造物〕カマド右脇床面近くから土師器聾(4)の破片、カマド内崩壊土から土師器盤、須恵器

聾の破片、煙道から土師器師・郵の破片、堆積土から土師器坪(1)・高台杯・聾 (3)、須恵器杯・

聾 ・短顕盗の破片が少数と円板状上製品 (2)が 1点出土した。土師器の多くはロク口調整だが、

郵には非ロク口調整のものが少数ある。土師器杯には底部回転糸切り無調整のものが4点、底部回

転糸切り後に体下部を手持ちへラケズリしたもの (1 )が 1点ある。また、堆積土から土製支脚

(9)、低，(j(11・12)が出土している。

【S144竪穴住居跡】(平面図:第17図、断面図:第18図 ・図版6-2) 

〔位置〕調在区北西隅、丘陵尾恨上北寄りの標高42m付近に位置する。

〔重複JS I 1・2竪穴住居跡と重複する。S1 1盤穴住居跡よりも古L、。S1 2 ~穴住居跡との新

旧関係はないが、前述のようにS144竪穴住居跡からS1 1竪穴住居跡に建て替えられている可能

性が高いこと、 S1 1竪穴住居跡がS1 2竪穴住居跡よりも新しいことから、S144竪穴住居跡は

S 1 2盟穴住居跡よりも新しいと考えられる。

〔平面形 ・規枝〕平面形は長方形、規模は南北が点辺で3.2m、東西はカマド左側の土械の存在から
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SJI . 44住居跡の侃りよげ状況
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みて北辺で3.6m以上と推定される。

〔方向〕東辺でみると北で酋に約80偏る。

〔控)S 1 1竪穴住居跡に大きく壊され、 東辺も上部を大きく削平されているため、検出面から床面

までの壁の高さは5cm以下と残りが悪L、。

〔床面〕新しいS1 1竪穴住居跡に大きく壊されているが、床面レベルはsr 1竪穴住居跡と閉じで

あり、大部分は地山面 (黄褐色粘質土)を床面としていると考えられる。ただし、北辺に沿って掘

方があり、掘方埋土上而も床面としている。

〔カマド〕カマドは北辺の中央やや東寄りに付設されている。カマド側壁 ・天井部はS1 1竪穴住居

跡構築時にほぼ完全に取り払われていたが、燃焼部の一部と煙道、煙出しピット、カマド下の掘方

を確認できた。燃;毎日flは奥行き30cm、幅42cm残存する。床面より約 6cm低い位訟にあり、床より
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やや窪められていたものとみられる。燃焼部の残存状況からみて、 S1 1竪穴住肘跡と同程度のカ

マドと推定される。煙道は丘駿尾根の中軸線に直交するように北を向いて設けられ、カマド奥壁よ

り竪穴住居外に向かつて水平に85cm延び、その先に傑出しピットが付設されている。煙道は入り

口幅25cm、最大幅26cmで、トンネル式の煙道天井部はほとんど削平され、深さ15cm残存する。煙

出しピットは直径28cmの円形で、深さ20cm残存し、煙遊底面よりも 5cm深く窪めている。カマド

下の掘方はわずかに残る燃焼部の下で検出された。長さ1.4m、幅1.1m、深さ13cmの浅い土墳状と

なっており、人為的に埋め戻された後にカマドが構築されている。

〔周溝〕東辺 ・北辺 ・南辺で幅15""""25cm、深さ 5........8 cmの周溝を検出した。SI 1竪穴住居跡と同

様に、各辺に巡ると考えられる。住居構築時に人為的に埋め戻されている。

〔土壌〕住居の北西隅付近に 1基ある。長径77cm、短径64cmの楕円形で、深さ34cmある。人為的に

埋め戻されている。

〔その他〕主柱穴、壁柱穴などの施設は認められなL、。

〔堆積土)S 1 1竪穴住居跡構築時に、カマドを取り払ってから人為的に埋め戻されている。

〔出土造物〕土壌からロクロ網整の土師器杯、堆積土から非ロク口調整の土師総杯 ・盟、ロク口調整

の土師器坪の破片が少数出土した。このうち、堆樹上出土のロク口調整の土師器杯には、回転糸切

り無調整の底部破片が l点ある。

【S1 2竪穴住居跡】(平面図:第17図、断面図:第18図、遺物 :第四図、図版6-2・4)

〔位置〕調査区北西隅、丘陵尾線上北寄りの標高42m付近に位置する。

〔重複)S 1 1・44竪穴住居跡と重複する。 SI 1竪穴住居跡よりも古L、。S144竪穴住居跡との新

旧関係はないが、 S144竪穴住居跡から S1 1竪穴住居跡に建て替えられている可能性が高いこ

と、 S1 2竪穴住居跡よりも古いことから、 SJ 44竪穴住居跡よりも古いと考えられる。

〔平面形 ・規模〕平而形は長方形と推定され、規模は南北が両辺で6.7m、東西は1首辺で3.3m以上で

ある。

〔方向〕西辺でみると北で西に約10。偏る。

〔壁〕検出面から床面までの壁の高さは残りのよい南西附付近で40cmあり、 lまぼ垂直に立ち上がる。

そこから離れるにつれて尚さを減じ、北辺 ・南辺で周溝が途切れる箇所ではほとんど商さがなも、。

〔床面〕地山商(黄褐色粘質土)を床面としている。

〔主位穴〕西辺から1.0m離れて北西主柱穴と南西主柱穴を検出した。掘方は一辺約40cmのほぼ正方

形である。深さは北西主柱穴で20cm、南西主柱穴で60cmあり、南西主柱穴が深く掘られている。

いずれも住居廃絶時に柱が抜き取られている。対角線上の位置に主柱穴が4箇所あったものと推定

される。

〔カマド〕東半部が大きく削平されているため、カマドの位置は不明であるが、西辺には付設されて

いないことは確実である。北辺で周溝が内側にわずか屈IUlしており、ぼぼ正方形と仮定するとこの

筒所が北辺のほぼ中央にあたることから、北辺に付設されていた可能性がある。

〔周溝〕西辺 ・北辺 ・南辺で幅20""""25cm、深さ 7-10cmの周溝を検出した。北辺 ・南辺の一部と東

27 
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辺は削平されているが、れ辺に巡ると考えられる。住居構築時に人為的に埋め戻されている。

〔堆積土〕住居廃絶時に人為的に埋め戻されている。

〔出土遺物〕床面から上師総省段郎 (5)・高郎 (6)・腕 (7)の他、 土師器邦破片、 堆積土から土

師器坪 ・饗の破片が少数出土した。土師器はいずれも非ロク口調整のものである。

【S1 3竪穴住居跡】(平面図 ・断面図:第20闘)

〔位置〕調査区北西問、丘陵尾根上北寄りの標高42m付近に位置する。

〔竜複〕新しい溝や土壌状の慣乱に一部壊されるが、 主要遺構との重複はなL、。北に隣接する S1 3 

竪穴住居跡とは1.4m離れており、同時には存在しない可能性もある。

〔平面形 ・規模〕平面形は長方形と推定され、規模は南北が商辺で3.2m、東西は南辺で1.1m以上で

ある。

〔方向〕西辺でみると北で西に約9
0偏る。

〔壁〕東半部が床面下まで大きく削平され、西半部も上部を床面近くまで大きく削平されるため、検

出面から床面までの壁の高さは 5cm以下と残りが悪い。
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〔床面〕地山面 (粘板岩礁問)を床面としている。

〔カマド〕東半部が大きく削平されているため、カマドの位低は不明である。西辺に付設されていな

いことは確実である。

〔周溝〕西辺・南辺で幅10-15cm、深さ4-13cmの周溝を検出した。西辺の一部と北辺は削平され残っ

ていない。南辺で周溝掘方を検出し、住居構築時に人為的に埋め戻されている。壁材の痕跡は確認

できなかったが、住居廃絶時に床と一連に人為的に埋め戻されている。

〔土壌〕貯蔵穴ないし床下上域とみられる土壌を南西部で l基検出した。平面形は迷路形で、長径

1.15m、短径O.6m、深さ15cmあり、人為的に埋め戻されている。

〔堆積土〕住居廃絶後に自然堆積している。

〔出土造物〕堆積土から非ロク口調整の土師器杯 ・盟、須恵器邦 ・聾の体部小破片、慣乱から非ロク

口調整の聾体部小破片が少数出土した。

【S1 4竪穴住居跡】(平面図 ・断面図:第20図〉

〔位置〕調査区北西隅、丘陵尾根上北寄りの標高42m付近に位置する。

〔重複〕土壌状の撹乱に一部域されるが、主要遺構との重複はなL、。南に隣接する S1 3竪穴住居跡

とは1.4m離れており、同時には存在しない可能性もある。

(:if面形 ・規模〕南東部が遺存するのみで、他は床面下まで大きく削平されている。平面形は長方形

と推定される。規模は南北が西辺で1.4m以上、東西は南辺で0.8m以上である。

〔万向〕西辺でみると北で西に約3。偏る。

〔壁〕大きく削平されているため、検出面から床面までの壁の高さは全体的に残りが悪L、。最も残り

のよい南西隅では22cmある。

〔床面〕地山面(粘板岩礁周)を床面としている。

〔カマド〕全体的に大きく削平されているため、カマドの位置は不明である。

〔周溝〕西辺・南辺で幅15cm、深さ 5cm以下の周溝を検出した。住居廃絶時に床とー速に人為的に

埋め戻されている。

〔堆積土〕人為的に埋め戻されている。

〔出土遺物〕遺物は出土しなかった。

【S1 5竪穴住居跡】(平而図 ・断面図:第20図、遺物:第19図)

〔位慣〕調査区北西隅、丘陵尾恨上北寄りの標高41m付近に位置する。

〔重複〕主要遺構とは重視しなし、。

〔平面形 ・規模〕東半部が床面下まで大きく削平されているが、平面形は長方形と推定される。規模

は南北が西辺で2.6m以上、東西は南辺で1.4m以上である。

(方向〕西辺でみると北で西に約2。偏る。

〔壁〕最も残りのよい政変中央部で、検出面から床面までの壁の高さは27cmある。東半部が床面下ま

で大きく削平されているため、その近くの北辺 ・南辺の控は残りが悪い。

〔床面〕地山商(粘板岩礁周)を床面と している。

29 



30 

〔主柱穴〕主柱穴は認められなし、。

〔カマド〕東半部が大きく削平されているため、カマドの位置は不明である。西辺に付設されていな

いことは確実である。

〔周溝〕 西辺 ・ 北辺 ・ 南辺で幅15~20cm、深さ 5 ~10cmの周溝を検出した。 周溝の周囲には周溝掘

方がある。周溝内堆積土はこれより新しく、住居廃絶時もしくはそれ以降に自然堆積したものであ

る。壁材の痕跡を検出していないため、住居機能時に周溝がオープンであったか、壁材があったの

を抜き取ったか不明である。

〔堆積土〕住居廃絶以降に自然堆積している。

〔出土遺物〕堆積土から非ロク口調整の土師器杯 ・費、須恵器高台坪 (8)・平頂護(7 )・聾の破片

が少数出土した。このうち土師器杯には体下部に段のある口縁~体部破片が1点ある。

【S1 6竪穴住居跡】(平面図 :第21・22図、断面図:第22図、遺物:第23図、図版7) 

〔位置〕調査区北西隅、丘陵尾根上の標高40.5m付近に位置する。

〔重複〕主要遺構との重複はない。

〔平面形 ・規模〕 平面形は長方形で、規模は南北が西辺で4.6m、東西が南辺て~4.2mである 。

〔方向〕西辺でみると北で東に約60偏る。

〔壁〕 検出面から床面までの壁の高さは、最も残りのよい西辺と北辺西半で55~60cmあり、約100。

の傾斜でやや斜めに立ち上がる。南東部は上部を削平され、壁の高さは5cm以下と残りが悪い。

〔床面〕 西辺より1.2~1.5m幅は地山商 (黄褐色粘質土)を、それより東側は掘方埋土を床面として

いる。床面は平坦である。

〔主柱穴〕主柱穴は認められなL、。

〔カマド〕北辺の中央からに付設されている。カマドの天井部は住居廃絶時に壊されていたが、左側

壁、右側壁、燃焼部、煙道が残されていた。左側壁は長さ55cm、高さは奥で'36cm、焚き口で23cm、

右側壁は長さ56cm、高さは奥で'35cm、焚き口で27cm残存していた。両側壁外面の幅は下部で1.2m

ある。また両側壁は北辺の縁より20cm外側に張り出している。左側壁一右側壁横断面をみるとわ

かるように、左側壁は天井部が一部残存し、燃焼部と焚き口の規模(幅 ・高さ〉が推定できた。焚

き口は下部幅49cm、高さllcmである。燃焼部は奥行き60cm、幅49cm、奥壁高18cmで、深さ5cmの

浅い血状に掘り窪められ、焼土が堆積し、被熱・赤変していた。また、左側壁の内側は厚さ10cm、右

側壁の内側は厚さ15cm、天井部は厚さ 7cmの部分が被熱し、赤色に硬化していた。

煙道は丘陵尾根の中軸線に直交するように北を向いて設けられ、カマド奥壁より外に向かつて

40cmと短く延び、煙道底面の傾斜は上向き約240と比較的急である。煙道は入り口幅30cmで、トン

ネル式の煙道天井部は削平され、深さllcm残存する。煙道の先端には煙出しピットは付設されて

いない。

カマドの両側壁は黄褐色~褐色粘質土を用いて作られ、左側壁は長さ35cm、幅12cm、厚さ5cmの

粘板岩板状喋片を芯材としている。

また、カマド両側壁・燃焼部の下には、北辺の周溝が幅20cm、深さ 5~ 9cmの暗渠となって横



断している。そして、その埋土の上に長さ13........19cm、幅10........16cm、厚さ 5cm程の粘仮岩板状礎片

3点を縦長に置いてからその上に長さ10........16cm、中高10-14cm、厚さ 5cm程の粘舷岩披状喋片4点

を置き(図版7-4)、きらにその上を黄褐色粘質士で轄地して燃焼部としている。

(J調講〕残りのよい西辺、南辺、北辺西半でみると、周溝の銅方は幅約20cm、深さ約12cmあり、壁

面下部より奥lこ6cm程扶り込むように掘られている。そして掘方埋土が残る部分では、掘方埋土を

掘り込んで作られている。堆積土は 2........3層に分かれ、構築時に人為的に埋め戻されており、住居

の機能時には暗渠として機能していたとみられる。また、カマド両側壁 ・燃焼部の下には、北辺の

周溝が幅20cm、深さ 5........9 cmの暗渠となって横断している。

〔外延溝)北辺 ・東辺のj船時が合流する北東隅から、 ITf.i15........30cm、深さ15........20cmの外延構が丘陵斜

面下方に向けて2.5m延ひ.る。外延溝の入り口部分のj底面は、北東隅の周溝底面よりも約10cmレベ

ルが低L、。北東隅から長さ約20cmはトンネル式で、天井部が残っていた。それより先については

上部が削平されており、どこまでトンネル式であったか不明である。また、天井部が残っていた箇

所に接して長さ約30cm、幅約10cm、厚さ約8cmの粘板岩舷状喋片2点が暗渠の構築材として据え

られていた。外延滞の1ft;面は住居外に向かつて下方に約 50傾き、堆積土の下部には砂が薄く自然

堆積していた。排水施設として機能していたことがわかる。

〔西側の外周溝と段〕本住居の両側には、幅約 6m、奥行き1.0mの平坦面がある。この段は西辺の床

面より55........60cm高い位mにあり、西際に幅20........55cm、深さ 5cm程の浅い外周溝が巡る。外周溝の
北端と南端は、本住民の北辺 ・南辺と平行するように曲がり、その先は削平されている。この段と

外周溝が本住居とー速に人為的に埋め戻されていることから、本住居の機能時にはこの段と外周溝

の底面が当時の地表面であり、西辺の壁の高さが60cmであったと推定できる。

なお、この段の西側のさらに約30cm高い位置に奥行き0.9mの平坦面がある。この平坦面には住

居内の最上部に自然堆航した 1)百が一連に堆積している。本住居に伴う段の可能性もあるが断定で

きなL、。

〔壁外柱穴〕西辺 ・南辺 ・束辺の壁からやや離れた位ii1で、北西隅 (P1)、西辺中央 (P2)、南西

隅 (P3)、南辺中央 (p4)、南東隅 (P5)、東辺中央 (P6)の6箇所の壁外柱穴を検出した。

掘方は長さ40-55cm、幅30........40cmの・長方形を基調とし、深さは残りのよい北西隅柱穴 (P1 )で

60cmある。掘方の埋上は一気に埋められている。P1、P2で直径15........20cmの円形の柱痕跡を確

認しfこ。

〔堆積土〕住居廃絶時に褐色上で人為的に埋められている。この埋土下部に焼土・炭化物を含む層 (5

屑)があり、その上も人為的に埋め戻されている。途中にやや間隙を置きながら埋め戻しているこ

とがわかる。そして、 西側の段と住居西主幹部の段上部の窪みににぶい黄褐色土が自然堆積してL、る。

〔出土造物〕出土遺物は少なく、土器はすべて破片である。掘方から土師器鑑、カマド崩壊土から土

師器聾 (3)、須恵器郎 (5)、埋土6層から須恵器郎、思土5層から土師器盟、須恵器坪、埋土3

Mから土師器坪 ・高杯(2 )・鉢 (4)、須恵器杯(7)、埋土2層から須恵お杯(6 )、堆積土l層

から土師器高坪(1 )、須必器坪 (8)、鉄製辻金具 (9)などが出土した。このうち上師器はすべ

3l 
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て非ロク口調整のもので、土師器杯には底部が平底のもの、体下部に段をもつものが含まれる。ま

た、須恵器杯には体下部~底部を回転へラケズリしたもの (5-7)が7点、 手持ちへラケズりし

たもの (8)が1点ある。前者には焼成前に 「大J? (5)、「三J? (7)と刻害したものがある。

鉄製辻金具 (9)は、径4mmの鉄棒で三文状の三脚を作り、そのー脚に薄い鉄板 (長さ 8cm、

幅3.5cm、厚さlmm)を二つ折りにして 2箇所鋲留めにし、幅3.5cmの帯革に取り付けたと推定さ

れるものである。脚が三脚であることから、長さの短い他のニ脚にもこれとほぼ同じ帽の帯革が取

り付けられ、 三方向に引っ張ったものと考えられる。馬具の胸懸または面懸の辻金具とみられる。
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第21図 S I 6竪穴住居跡平面図 ( 1/60) 
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第23図 S I 6竪穴住居跡出土遺物

【S156盤穴住居跡】(平面図 ・断面図:第24図)

〔位世〕調査区北西i明に位世する。
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〔重複)SX5.lf掛と重複し、これよりも古L、。SX5平場の造成によって大半が大きく削平され、

西辺際が一部残存する。

〔平面形 ・規模)平面形は長方形と推定され、規模は南北が西辺で3.0m以上である。

〔方向〕西辺は磁北とほぼ一致する。

〔壁)S X 5平場の造成によって大半が大きく削平され、西辺際が一部残存する。検出面から床面ま

での高さは、残りのよい北西隅で60cmあり、ほぽ垂直に立ち上がるが、上部がやや崩れている。

〔床面〕ほぼ平担で、地山面 (黄褐色粘質土)を床面とする。

〔周溝〕西辺・北辺で幅15-20cm、深さ5cm程の周溝を検出した。人為的に埋め戻されており、住居

機能時に開口していたか、住居廃絶時に壁材を抜き取って埋め戻したかは不明である。

〔その他〕大きく削平されているため、カマドの位置、 主柱穴の有無などは不明である。

〔堆樹上)3屈に分かれ、竪穴住居廃絶時に人為的に埋められている。

〔出上過物〕遺物は出土していない。
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第24図 S 156竪穴住居跡平面図・断面図 (1 /60) 

【S1 8竪穴住居跡】(平面図 :第25・27図、断面図:第26・27図、造物:第28-31図、図版8)

〔位置〕調査区北半酋際、丘陵尾根上の標高37.5m付近-に位置する。

〔重複)S 1 7・46竪穴住居跡と重複し、これらよりも新しい。

〔平面形 ・規模〕平面形はほぼ正方形で、規模は南北が東辺で4.5m、東西が南辺で4.7mである。

〔方向〕東辺でみると北で東に約8。偏る。丘陵尾線の方向とほぼ一致し、等高線に沿っている。

〔検出状況〕焼土塊を多量に含む暗赤褐色Jニ(堆積土第7層)が床面全体やカマドの上、周溝、暗渠

を覆うことから、火災にあって焼失したことがわかる。残りがよく、竪穴住居の構造や焼失時の竪

穴住居内の様子がよくわかった。

〔壁〕北東部が上部を削平されているものの、全体として残りがよい。最も残りのよい西辺では壁の

高さは60-70cmあり、105-1200の傾斜でやや斜めに立ち上がる。次いで残りのよい北辺 ・南辺の

西寄りでは壁の高さは50-60cmあり、西辺と同様に105~110。 の傾斜でやや斜めに立ち上がる。 残

りの悪い東辺中央では壁の高さは10cm、北東隅では10-15cmある。

〔床面〕北半部は貼床、南半部は地山面の粘板岩岩盤を床面としている。床面はほぼ平坦だが、南半

部から北半部に向かつてほんのわずか傾斜している。

〔柱穴〕北辺から1.2m離れた北西隅ー南東隅対角線上にP1北西主柱穴、北辺から1.3m離れた南東隅

一南西隅対角線上に P2北東主柱穴、南辺周溝際lこPl北西主柱穴に対応する P3南西主柱穴、南

辺周溝際にP2北東主柱穴に対応する P4南東主柱穴、 P3南西主柱穴と P4南東主枝穴を結ぶ中

間にP5南辺中央柱穴、北西隅の壁際にP6北西壁際柱穴、南西隅の壁際にP7南西壁際柱穴の 7

箇所の柱穴を検出した。これら相互の位置関係、掘方の規模、柱痕跡の大きさからみて、 Pl-P 

4柱穴が主柱穴、 P6・P7柱穴がそれに準じて重要な柱穴、 P5尚円中央柱穴が補助的な柱穴と

みられる。主柱穴ではP1北西主柱穴、P2北東主柱穴がP3南西主柱穴、 P4南東主柱穴より も

柱痕跡が 2cm太く、カマドの位置する北辺がより重視されたことが窺える。

また、焼失住居であるにもかかわらず、これら各柱穴には柱材が炭化して残らずに焼土 ・炭が充

満していたこと、床面にも柱材がほとんど残っていなかったことから、柱材がほとんど生焼けの状

態で住居が焼失したため、これらの各柱穴に用いられた柱が焼失後に腐り、その間隙部に焼土 ・炭
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IEl.li跡 脳位 tt !lt 

偏Ji 縄色(i.5YR4/.1lL Ifl-公mの机11<，'18風化a!1，を事 <~t: しまりあり 人1¥堆積1..

内編}j 何辺町内側で ・陵高〈段似りされた筒桶e 関色(lOYR41ω1:で、何0.5-2，'mの鮎HK1f風化後けを多く合む。人1¥11111し

貼t正 力マド(o総貼l車.制色(7.5YJH/'IJ上.{を2-4mmの品t).'、IlJ-3<mの航臥¥1l1llti'l:liを合むのしまりよt'. 人Z\ I量舗~.. 

カマド制Jj 織色(i.5YR6/2)1'. 制色Lプロ.， 7 、 J-6cmの絡阪れ俊11'を 11 <~む. 10・、.13<10の附鮫H阪1~i'l! 171'(を拠明に.w.べる.しまりよt 、。 人為雄餓.1:.

カマト 檎策 1:1IrI力マド. 01'( 11.1 色村OYH5/6J1Iif1μi聖O.5-3rmの納似7t紙化機li・をや~11< 1'tむ。

カマド柵篠上目 筋力マド.uJloYill.ll!l(7.5YIl5/8Il，t，!'lI:. {置5- J Ornrnの除阪I;風化傾 l i・をやや多<~む。 ド剖lに綾上をやや事<~み、何事5mmの，i'炭騒がある。

カマド燃焼部 2婦に分かれる. 1:IlI!C:にぷい#尚色(2.5YR4/4)-叩1#1同色(5YR5/8)焼1:で、凶〈情意締まる. 下舗はJJ;悩色(2.5YR'I/6)悦 1:で、総jf'を少し合む。

カマド崩峨上 2射に分かれる. 1:11111孟旬'loYi尚色OOYR6/8)給質上に尚色上プロマクが不均ーに混じる。 ド君事は町j噛1地色(5YR3/の1.で、情 ):を11<合む.

カマト ø~曲i情慾 カマドより両側では蝋hとともに紡飯沼1Illte色E刷片をR合3JL6-』Wlf色僚【7雄5YR4知9}s1.でli!'ll移ん地たカマドより製鋼では婦Jjを訓~I)・rìし 、 ド舗をにぷい柿色(I0YR5/4)
t、 k織を健 I:I~ ・ 地山胞を~<合む府亦尚 火 には 鴻伐と屯る

市岡r揖 火災時に1:腿H t-少r.t:'l'む尚色C7.~YR4 /制止が白集担愉し、 f恨んだtt耳目 そのU&に7輔が犠績3

lI!凶~ 尚色.1I0¥'RI剖 1:..，H-3rmの枯仮Yt捜片を多〈含む 人Z¥II嫡tで、火災時にはほとんと湾められており、Jt向隅ii<には銅J!!ZSJ!がl:t.eに鰐え占れている
SI8 
外鍾ilf 北京Jピ自J~ーか樹らJIt曜にV約Jか12恥mmま以でドトのンiI!ヰJtルを式多とくな:る。 3 婚に、尚分色か(iれ5、YHl5M/HaE6L構 1.f・桃R峰歓れ俊じliーを多〈含むJ!;尚色(5¥'Rνω1:. 2輔が明A:憎色UOYR6/6)給制

の 鴻.3 含むに.$;I'III(!l(i.5¥'R5/1lL rr!!i積
E住穴掘Jj 縄色(i.5YRI/1J1 ff.3-5nnの帖位行使片を書磁に含む 人為III1tI
制主穴住1員l* に..1;い111111色C5YR4/41I~ 鵠ιt ・ 艇をt憾に合む。し まり ・ 払併ない‘-必干に鍵けおいで縦勺たItの明間1に 7 嗣lI:iIIIの焼 tが陪lれ ffiちたもの.

申外IE火~jj 褐色C7.5YltI/4)1 ffi3-5<'mの鮎桜白隠t~を多肢にftむ 人~増11百九

U.~外u:穴住縦跡 にぷいよ同色(5YR4I4)1:.燐 k・泌を多1止に合む。しまり .IMI'なL‘.:，~令に焼け ιいで絢ラた伐の''l\fI1Jに 7 附起由自の償1:が抽Inl品ちたもの。

J1t!llI:11cl '" 1.. :!¥l!ll:. fI然峨情 1:.. 
~t倒 1:2崎 政(I l!l火 111以fI然~H措 1:.

地情1:3柄 褐色ClO¥'R41ω1:. 1l\Smm悩t量の焼I::!..t ・ 枯飯お風化I'l!Jf、 1~2mm仰の似u.をやや事〈合む. 自然JU:&\ 1:0 

l1t術1二4附 泌色IIO¥'R4/61 1.. 1事1-6cmの晶・柿色紡tt上プロマク、 f置5rnmのI，)!H• IIot!telOl化蹟Itを事〈合む しまりあまり広い.， m')1勾 '"1司郎に分~j n然JU:隙J:..

機倒1:5府 褐色110¥'1151駒L II'6cm前後のlIí絞れ風化l'I!片を事〈、地色 1'.7 0 . タを少1Il~む ややしまるε ，IJ~際の喰削減1.

地積J:6財 続尚色15YR3/叫1. !“-IOmmの焼 W: ・ 総Jtを~<合む m唱嶋倒1..

峨腕J:i婿 情赤泌色ISR3.311:..健1.・地山プロ ，ク.!Ii桜お風化侵11、liを111直に:'1'ι・ 火災で鍵けili ちた)j\般のJ1 1~ rJ処柑情1.

ηマド銅Jj ，.泌色HO¥'R51似し 62><21X公明の紡甑6飯伏援を底画面に鋤< l..まりよい十人為雄繍t:.

カマド也健f.II 峨事尚色!2.5R3.6， L 縫 Lをj;地に合む
カマト蛸地上 略構色(7.5YR3111. !量5mmの縫k・執桜お自民Itil!片を書〈舟む

SI7 貯蔵穴 暗#湖色(5¥'R361 L li5-IOmmの後上、極5mmの腿nを事輸に:'1'む 人為唯愉1:.，
神必 哩1，'1(ぬ色110¥'1161刷t..I量 1-2cm司被 t ・ 愉阪~嵐Ititli 告書〈合む。

縄Ll!同 dtll.l色1I0YfW8，I~ 尚色nOYR4/6) 1:プロヲ?を多<11'む。 し宜りよ\\人為峨鵠~~

J司!L2桝 尚色(I0¥'R4/GIL ol'i尚色t10YR5/8J上プロマ9を事<*む.しまりよt、.^MI!前九
SI16 珂1J.I k'i ぬ色(7.5YR4/311:.I世 1-4e川町紡阪Y}風化鰻Jìを事〈合む. しまりよt ‘。 人 1~端的 1:.

S I 8・7・46竪穴住居跡土層一覧

が崩れ落ちたものと考えられる。

各柱穴の掘方の平商形 ・規模、柱痕跡の規模 ・形状は以下のとおりである。

It 火 干面影 1<辺 ~l i!l 尽さ 住 1ft'* 帽 .， 

f' I Jtjllj lit!穴 OlJlJj・IU 15tm 35cm 3&m 1世l6cmの1'116 床充面潟 {鮎編床jjI上ま貼凶i泌}かを除らは去4後f.!にU跡検の111み険IH喜れ、 使~.'決 liーが

P2 JtJl! U主穴 JViH~ 33cm 28cm 30c川 1~ I G" lnのI'W I~II且跡に縫 L. 民 li・が充満

P3，制向 1;住穴 ，F.HA. 25cm 25crn 26rm IY!l4rmのl'lm 怯1貞跡にt曜1.・!l!Ii‘が必泌

1)'樹氏F.1.t穴 r;lIJlli彫 :斑lrm 2icm 筑lrm i首Ikmの1'1I!l 住IH跡に焼1:・総Jiが先調

P5 rN辺中央u穴 長Ji形 鈎師、 気lcm 公m IJl9cmの1'1影 住縫島事に鍵t・縦Hかえ語圏

P6 Jt例~I!;IIEí\: 民/a t:Xm 33cm 32cm I世 l :kmのI'l~ 住縦勝に境t・股J;が先高岡

P7 州島i'~1!;I怯穴 関Jll正方修 '8cm 44<m ωcm f'fl:kmの1'1彫 住!UI事に犠t.総".が化満

柱間寸法はP1北西主柱穴-P2北東主柱穴が2.2m、P3南西主柱穴-P4南東主柱穴が2.1m、

P 2北東主柱穴-P4雨点主柱穴が2.7m、P1北西主柱穴-P3南西主柱穴が2.9mである。

〔カマド〕丘陵尾根の中軸線に直交するように北を向いて設けられ、北辺中央から約60cm東寄りの位

置にに付設されている。カマドの天井部は住居焼失時に崩壊していたが、左側壁、右側壁、燃焼部

が良好な状態で残っていた。両側壁は北辺の縁と一致するが、燃焼部奥壁は北辺の縁より23cm外

側に張り出している。焼失墜穴住居跡で残りがよいのにもかかわらず、煙道は竪穴住居跡の外に長

く延びてはいないこと、また燃焼部奥壁が屋外に23cm張り出すことから、煙iQは燃焼部奥壁より斜

め上に短く立ち上げて慮外に導くような構造であったと考えられる。
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左側壁は長さ58cm、高さは奥で'18cm、焚き口で15cm、右側壁は長さ57cm、高さは奥で16cm、

焚き口で12cm残存していた。両側壁-外面の幅は下部で'L1mある。また、左側壁で新旧の構築土(構

築土1• 1I)を検出し(第26図の断面図B-B'...第27図の断面図0-0')、カマド側壁は一度作り

替えられていることがわかる。カマドの両側壁は黄褐色~褐色粘質土を用いて作られており、カマ

ド右側壁端部には土師器聾体下部~底部破片付)が芯材に用いられている。

焚き口は下部幅55cm、内面の高さは18cm以上で、 20cm程と考えられる。燃焼部は奥行き65cm、

幅55cm、奥壁高10cmで、深さ10cmの浅い皿状に掘り窪められ、焼土が堆積し、被熱 ・赤変してい

た。燃焼部にも新旧2回の重複が認められる。

カマド側壁と燃焼部の下は、竪穴住居構築時に長さ1.15m、l幅O.8m、深さ15cmの土壊状に掘り窪

められている。そして、奥壁から35cm離して横長になるように、 扇平な粘板岩板状礁片3点 (長さ

24-25cm、幅10-16cm、厚さ 4~ 7 cm)が横一列に並べられている。さらにその上に奥壁下の壁

に沿って扇形になるように縦に並んで、 扇平な粘板岩板状礁片13点 (長 さ 15~31cm、幅8~16cm、 厚

さ3~ 9 cm)が両側から中心に向けて敷き並べられている(第27図中段、図版8-6)。そして、

その上が15~20cmの厚さで竪く整地されている。 カマドの両側も広く掘り窪められ、同様の厚さ

で竪く整地されている。

〔カマド前暗渠〕カマド前面では、カマド下およびカマド両側が整地された後、北西隅から北東隅に

向けて、長さ4.2mにわたって弧状に通じる幅約30cm、傑さ 15~20cmの溝がやや傾斜しながら掘ら

れている。さらにその後、カマド燃焼部と溝の接する縁辺に、粘板岩板状礎片2点、丸瓦2点(6・

7)、土師器聾体部破片 1点、須恵器鉢口縁部破片 1点、 土師器郵体下部~底部破片 l点(1)が土

留めとして並べられてから、この溝が埋め戻されている (第27図中段)。 埋め戻された溝の上面は火

災時には浅く窪んでおり (第26図の断面図B-B'... C -C'、 D-D・;第27図の断面図P-P'...Q 

-Q'、R-R')、北西隅で西辺周溝、北東隅で東辺周溝と接続して外延滞に続いている。本竪穴住

居の火災時にはこの状態で暗渠として機能していたとみられ、外延溝のトンネル部分では焼土混じ

りの土が堆積していた(第26図の断面図J-J ')。

〔周溝〕 西辺 ・ 南辺 ・東辺の 3 辺で幅20~35cm、深さ 6 ~15cmの周溝を検出した。 南辺・東辺では

壁際を壁の奥に挟るように溝状に探く掘り込み、その上を嵩上げして埋め戻してから溝状にもう一

度掘り窪め、機能面としている (第26図の断面図A-A'、B-B.... CーC....L -L')。西辺では掘

方が幅広く、その上を路上げ整地してから溝状に掘り窪め、機能面としている (第26図の断面図A

-A')。また、北辺の西寄り約1mも西辺と幅は狭いが西辺と同様の方法で周溝を作って機能面と

している(第26図の断面図E-E')。各周溝とも火災時には滞状に空いており、焼土塊を多量に含む

暗赤褐色土(堆積土第7層)が堆積していた。なお、東辺で暗渠と合流する付近では周溝はほとん

ど埋め戻されており、その上に須恵器聾 (23)が正位の状態で置かれ、饗の内部には焼土塊を多量

に含む暗赤褐色土(堆積土第7居)が堆積していた (第26図の断面図F-F')。この聾は口縁~体

上部を欠くが、この付近で竪穴住居跡上部が削平を受けたためと思われ、本来は完形であった可能

性が高L、。



〔外延溝〕南西隅一北東隅の対角線の延長上、東辺周溝とカマド前暗渠の合流する北東隅から丘陵斜

面下に向かつて、幅25-33cm、深さ15-30cmの外延滞が3.0m延びる。北東隅から1.1m(まトンネル

式の天井部が残存していた。外延溝の底面は北西i明から1.1m(ま約27
0の傾斜で下り、そこからほぼ

水平となる(第26図の断面図Jー J')。トンネル式の天井部は底面の傾斜変換点から前後1.1m程の

問で残っており、竪穴住居内部と竪穴住居外部の両側から掘削されていた。底面がほぼ水平となっ

た箇所の側から、トンネル式で長く掘削するのはかなり無理があり、トンネル式となっていたのは

天井部が残存していた箇所付近までで、それより先については天井部がない構造であったと考えら

れる。

外延溝内の堆積土は 3wiに分かれ、1庖が火災後の地積土、2層が火災以，iijの天井崩壊土、 3屈

が竪穴住居機能時の自然堆積土である。3屈の隠さは15-25cmあり、火災時までにかなり埋まっ

ていたことがわかる。

〔西辺西側掘方〕丘陵斜面上方にあたる西辺の西側に、西辺と平行するように長さ4.5m、幅O.8mの

掘方がある。西辺の床面から15-25cm高い位置にあり、掘方底面は傾斜し、やや凹凸がある。そし

てこの掘方を人為的に一気に埋め戻して西辺の壁としていた (第26図の断面図A-A'、L-L・)。

P 6北西壁際柱穴とP7南西壁際柱穴も西側掘方を埋め戻した後に設置されている。竪穴住居構築

時に人為的に埋め戻されていること、西辺での高さが60-70cmあることから、盤穴住居を掘削して

掘削土を周囲に排土する際の足場と考えられる。

〔堆積土〕床面上の堆積土は7屈に分かれ、本竪穴住居が火災で焼失した以降に自然堆積したもので

ある。最下層の堆積土第71凶は焼土塊を多量に含むl情亦褐色土で、床面全体やカマドの上、周溝、

暗渠を覆い、その上面は起伏に宮む。壁際では20-25cmと最も厚く堆積し、中央部の厚い箇所では

12cm前後あり、簿L、筒所では3cmと簿L、。平均のl早さは12cm程とみられる。本竪穴住居跡の規模

は商北4.5m、東西4.7m、床面積は21.1501なので、焼土塊を多量に含むこの間の堆較は約2.5m
3とな

る。埋蔵文化財関係で一般的に用いられているテン箱 (内法54cmx 34cm x 15cm、0.0275m
3
) に換

算すると、約92箱分と多量になる。本竪穴住居跡の昼般に茸かれていた茸土が焼失して崩れ落ちた

ものと推定される。この届直下の床面上に炭化材があまり多く認められなかったことは、本竪穴住

居が火災に遭って焼け落ちるまでにあまり時聞がかからず、焼け落ちた茸土にパックされて柱材や

建築部材が生焼けであったため、その後にこれらの材が腐って残っていないものと推定される。堆

積土第6層~第3崩は焼失後の流入土で、堆積土第2回は10世紀前葉頃に降灰した灰白色火山灰で

ある。

〔出土遺物〕竪穴住居構築時の遺物には、カマド右側壁端部構築材に用いられた非ロク口調整の土師

器聾体下部~底部破片(1)、カマド前暗渠に入れられた須恵器叢破片 (3)、カマド燃焼部下で暗

渠との縁に並べられた丸瓦 (6・7)、カマド下の整地から出土した土師器費、 須J!i:器坪の破片、掘

方から出土した須恵器到体部破片付)、西掘方より出土した須恵器聾体部破片 (5)、主柱穴掘方

から出土した土師器製破片などがある。これらのうち土師器はいずれも非ロクロ澗鞄のらの、須恵

掠郵体部破片付 ・5)は体部外面に同心円状叩き目痕のある北関東系のものである。
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寄与J

竪穴住居焼失時の遺物には、カマド内崩壊土上面から出土した完形の須恵器坪(16)・高台杯(16)

各 1点、カマド内崩壊土中から出土した完形の土師器鉢 (9・10)2点と土師器聾 (12)1点、カ

マド右脇床面に据えられていた土師器郵 (11)1点、北東部の東周溝上に据えられた須恵器聾 (23)

1点、床面から出土した完形の土師器坪 (8) 1点、須恵器杯(13-15・17・18)5点、須恵器高

台杯 (21)1点、須恵器鉢 ・輩破片 (22)各 l点、カマド天井崩壊土上面から出土し、カマドの上

に置かれていたとみられる完形の須恵器坪 (16)・高台坪 (20)各 l点、完形の鉄鎌 (32) 1点、刀

子とみられる鉄製品破片 (31)1点、磨石 (33)1点、周溝内から出土した須恵器高台杯破片 (19)

l点などがある。
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第28図 S I 8竪穴住居跡出土遺物(1)一構築時の遺物
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8 上働ì~郎 161 床lui 13.1 9.1 非リロクロ自闘機ガ。キ外かilH勾:体ヘ卜じ部ラに沈ガ線キで段m。色1処陸部I'l!.手2持1ちヘラケズRリIiiにtそIUt文『体調書lれF符lち句へラケズ3.3 完J!> 司ヘラミ 。1甘 iら師: ミ ー -13-8の 電ね 、耐を1::1二 22.7 ωa 
して北東主純穴 111 

9 土師~~鉢 IA カマド天井制績上 J6.4 8.4 14.8 4/5 非Iloロ?ロi潟襲コ。ナ外デ面?I:1l4t総剖iヨコナヂ?、炭f化4物1mハケメ ・'壁紙ド、前崎体製F上$術にオサエ、成総本難fll波t:内:IJ縁ヨ 、 ヘラナヂ ・ H抑. カマ 償{到しにな勺て 22.10 。ω
10 上舗法鉢 162 カマド内 22.2 6.5 17.3 2/3 J内ドロ7・ロ島掲t載a。コ外ヂ面:(1総体ヨ部コナナデデ.、両体価部峨~歳成。総手持ちへラケズリ。体仰にカマドの粕土H:;'I.而:[1ナ?、 22.11 ωs 

11 よ自幅~~. IA カマド右脇隊耐 9 日総欠 非ロクロ縄鰭。外商7細部，、ケメ.底部ナヂ.内面 ，、ケメ。τ次加熱により両面的所々剥係。 22-9 ∞4 

12 よ鋪務. JA カマド夫Jt-船主世上 20.5 7.4 34.5 3/5 J下ド郷ロiタ車滅ロ。潟豊内臣。l師外:ir師lS:tl底ヨ部コ水ナ薬ヂljJ、・制体鵠部ハヘケラナメーデ。lJlカ量マヨコドナ前崎デ。郷刷土中に横央仰倒にし鋭に化な物っ広て船く上if.42. 制 22.8 ω4 

第29図 S I 8竪穴住居跡出土遺物(2)一火災時の遺物
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13 鋭.Ill:l!i呼 A3 床而 14.1 9 3.1 完形 外-凶8の.底舶部にヘ宅校ラ前切ねり一され体、ド部内面~成を上節制に転しヘて北ラケ京主ズ住I}.穴外掛曲かi火ら樽IfU娘二。、向面積ね鵠き仰.21-1323.1 ∞a 

14 須忠告官町、 A3 床孤 13.3 7.2 3.2 〉立形 脇外商l革曲:】iよa8りE割切れりSてE近し不〈可に)-散.1乱本下し総た状-1態底部で開仰上転.ヘラケズ I}• 附前火If泌 ..if{ね機事t高.Jl!JMi" 23.3 民13

15 i.!i.i!(総保 A3 床dii 14.2 7.9 4.6 ~m 外かd耐らdi内勾:s氏i而自h主1剖郎をH上旬切Jにり車舷しEてしイ}出J1上. 23.2 似陥

16 lJi.i!.m郎 A3 iカ剖1マ:j!ドt夫Jt-15.43 9 4.6 ;;~Jf~ 外j'商から:1内底部側を切Jり二厳にしし不て明III白r~体下徳~底部回転ヘラケズ 1)。両i阿火得JiA。カマド内天井脱峨土 23.4 仮泊

17 iJl.i!(総郎 A3 床H百 16.6 9.7 4.8 完形 外商:腹部ヘラ11)1)-1*下部~成節回転ヘラケズ 1).内面iを上にしてJtll!部局、・而からlU土。 23.5 ω3 

18 有1止'器;主事 A3 床面 9.2 破H 的外面にE:Rt歯居車。間lヘ内EラH切告りtに?ーし体て北下京偲m~1底-部Pd回m転kヘの床ラケ繭かズら'1.JH二K。次加燃を受け、 位色に変色、全体 23.6 ω3 
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第30図 SI8竪穴住居跡出土遺物(3)ー火災時の遺物
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S I 8竪穴住居跡出土遺物(4)ー火災時と火災後の遺物第31図
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竪穴住居焼失後に竪穴住居跡内に流入した遺物は比較的少なく、堆積土 7府から土師器盟、須恵

器席、力子 (30)破片、堆積土6層から土師器問、須恵器杯 ・護破片、堆積土4厨から土師器製

(23)、須恵器坪・鉢.!m(27・28)・壷破片、唯積よ3府から土師器杯・鎖、須恵器上不 (25)・高台
杯 (26)・蓋・盟、有段丸瓦 (34)破片、堆積土2周から土師器盟、須恵器郎・到、堆積土1庖から

土師器聾、須恵器杯 ・郵破片が少数出土した。

【S1 7竪穴住居跡】(平面図:第25図、断面図:第26図、遺物:第32図)

〔位置〕調査区北半西際、丘陵尾根上の標高38m付近に位置する。

〔歪複)S 1 8竪穴住居跡と重複し、これよりも古L、。S146竪穴住居跡とも重複するか近接すると

みられ、これとは同時には存在しえない。また新しい瀞2条に一部壊され、北部も削平されている。

〔平副形 ・ 規模〕 平面形は方形とみられ、規模はIt~北が両辺で3.6m以上、東西が4.7m以上ある。

〔方向〕西辺でみると北で束に約200偏る。

〔壁〕検出面から床面までの高さは残りのよい西辺で約20cmある。

〔床面〕地山面 (黄褐色粘質上)を床面とし、平坦である。床面レベルはS[ 8竪穴住居跡よりも約

65cm高い位置にある。

〔カマド〕丘陵尾根の中級11線に直交するように南を向いて設けられ、南辺中央から束寄りに付設され

ている。新しいS1 8盤穴住居跡の構築に伴ってカマドの天井部 ・側壁が大きく壊されており、左

側壁の一部、燃焼部奥壁、煙道、燃焼部掘方が残されているものの、残りが.i!H、。

左側壁は地山賞褐色粘質土を用いて構築されており、右側壁には芯材に用いられた粘披岩板状喋

片l点 (長さ35cm、幅15cm、厚さ5cm)が残る。右側壁の芯材の位置と左側壁からみて、カマド

側壁外面の幅は1.1-1.2m程であったとみられる。燃焼部奥壁は高さ10cmあり、竪穴住居外に向け

て幅25cmの煙道が長さ約1.1m延びる。煙道は上部が削平され、深さ8cm程残存する。煙出しピッ

トは削平されて残っていない。

燃焼部の下は深さ10cmの土臓状の掘方がある。燃焼部掘方の上部には府平な粘板岩板状礎片1

点 (長さ62cm、幅24cm、厚さ5cm)が据えられ、その上を整地して燃焼部としている。

〔土壌〕カマド右側の南辺際に長さ95cm、幅70cm、深さ12cmの土壊が1基あり、焼土 ・炭片を多量

に含む暗赤褐色土で人為的に埋め戻されている。

〔その他〕周溝、 主柱穴、控柱穴は認められない。

〔堆積土〕新しいS1 8竪穴住居跡の構築に伴って、人為的に埋められている。

t七ゴヒゴEヲ
tt 百世

〈建議2

第32図 SI7竪穴住居跡出土遺物



〔出土遺物〕 土岐から土師器製、須恵器杯(1 ・ 2 )、煙迫ーから土師~盟、埋土から土師器聾の破片が

少数出土した。これらのうち土師器はいずれも非ロク口調整で、須忠器郎には底部の切り離しがへ

ラ切りのもの (1)と底部切り離し後に底部を手持ちへラケズリしたもの (2)とがある。

【S146竪穴住居跡】(平面図:第25図、断面図:第26図)

〔位置〕調査区北半西際、丘陵尾根上の標高37.5m付近に位置する。

〔重複)S 1 8竪穴住居跡と重複し、これよりら古い。SI7竪穴住居跡とも重複するか近接すると

みられ、これとは同時には存在しえなL、。北半~東半部は床面下まで削平されている。

〔半面形 ・規模〕半面形は方形で、規模は南北が西辺で1.3m以上、東西が南辺で2.3m以上である。

〔点向〕西辺でみると北で東に約320偏る。

〔壁〕上部が大きく削平され、残りが悪く、検出面から床而までの高さは比較的残りのよい南西部で

も12cmしかなL、。

〔床面〕地山田 (貨褐色粘質上)を床面とし、平坦である。床面レベルはS1 8竪穴住居跡よりも約

40cm高い位置にある。

〔主柱穴〕主柱穴は認められなL、。

〔カマド〕カマドの有無、位置は不明である。

〔周溝〕幅約20cm、深さ約5cmで、西辺 ・南辺で検出した。北辺 ・東辺は床面下まで大きく削平さ

れていたため、検出できなかった。

〔堆積上〕廃絶時に人為的に埋められている。

〔出土遺物〕埋 tから摩誠した土師器費体部破片が少数出土した。

【S143盤穴日開跡】(平商図:第34図、断面図:第35図、迫物:第33図)

〔位世〕調持区北東部、丘陵尾根上東寄り、標高36.5m付近に位位する。

〔重複)S 140・41竪穴住居跡と重複し、これらよりも占し、。S1 9竪穴住居跡と重複するか近接す

るとみられ、これと同時には存在しえなし、。南半部と東部は床而下まで大きく削平されている。

〔平面形 ・規模〕平面形は方形で、規模は南北が西辺で1.2m以上、東西が北辺で3.0m以上である。

〔方向〕北辺でみると西辺は北で東に約18。偏るとみられる。

〔壁〕検出面から床面までの高さは残りのよい北西部で40cmある。

〔床面〕地山面 (粘板岩)を床面とし、ほほ平坦である。床面レベルは新しいS140A竪穴住居跡よ

りも約50cm高い位置にある。また、新しいS141竪穴住居跡よりも約20cm高い位置にある。近接

して同時には存在しえないS1 9竪穴住居跡よりも約80cm低い位置にある。

〔主柱穴〕主柱穴は認められなL、。

〔カマド〕カマドの位置は不明である。

〔周構〕北辺 ・西辺で検出し、幅15......20cm、深さ約5cmである。

〔堆積-1'"，)廃絶時に人為的に埋められている。

〔出土地物〕思土 1)凶から土師器杯(1・2)・盟、司王瓦 (3)の破片が少数出土した。これらのうち

土師器はいずれも非ロク口調整のものである。そして、土師器坪には平底のもの(1)、平底気味の

47 



48 

もの(2 )とがあり、いずれも体部~低部を手持ちへラケズリされている。平瓦 (3)は桃生城跡

出土のものと同様である。

【S141竪穴住居跡】(平面図 :第34図、断面図 :第33図、遺物:第33図)

〔位置〕調査区北東部、丘陵尾根上東寄り、標高36m付近に位置する。

〔重複)S 140竪穴住居跡と重複し、これよりも古L、。また、 S143竪穴住居跡と重複し、これより

も新しL、。東半部 ・南半部は床面下まで大きく削平されている。

〔平面形 ・規模〕平面形は方形で、規模は南北が西・辺で1.0m以上、東西が北辺で2.7m以上で・ある。

〔方向〕北辺でみると西辺は北で東に約9。偏るとみられる。

〔壁〕検出面から床面までの高さは比較的残りのよい北西部で33cmある。

{床面〕地山面(粘板岩)を床面とし、ほぽ平坦である。床面レベルは新しいS140A竪穴住居跡よ

りも約30cm高い位置にある。また、古いS143竪穴住居跡よりも約20cm低い位置にある。

〔主柱穴〕主柱穴は認められない。

〔カマド〕カマドの位置は不明である。

〔周溝〕北辺 ・西辺で検出し、幅15-20cm、深さ約10cmである。

〔堆積土〕廃絶時に人為的に埋められている。

〔出土遺物〕埋土 l層から土師器坪 (4)・盤、須恵器杯 (5)・高坪 (6)の破片少数と万子破片

(7) 1点が出土した。これらのうち土師器はいずれも非ロク口調整で、土師器郎(4)は平底気

味のものである。須恵器坪 (5)は体下部~底部を回転へラケズリし、内面底部に 「善J?と墨書

されている。

【S1 9竪穴住居跡】(平面図:第34図、断面図 :第35図、遺物 :第33図)

〔位置〕調査区北東部、丘陵尾根上東寄り、標高36.5m付近に位置する。

〔重複)S 140竪穴住居跡と重複し、これよりも古い。また、 S143竪穴住居跡と重複するか近接す

るとみられ、これと同時には存在しえない。東半部は新しいS140竪穴住居跡、 SX5平場に伴う

造成によって床面下まで大きく削平されている。

〔平面形 ・規模〕平面形は方形で、規模は南北が西辺で3.9m、東西が北辺で1.8m以上である。

〔方向〕西辺でみると北で東に約20。偏る。

〔床面〕地山面 (黄褐色粘質土)を床面とし、 平坦である。床面レベルは新しいS140A竪穴住居跡

よりも約1.3m高い位置にある。また、近接する S143竪穴住居跡よりも約80cm高い位置にある。

〔壁〕上部が大きく削平され、残りが悪く、検出面から床面までの高さは比較的残りのよい北西部で

も17cmしかない。

〔周溝〕北辺・南辺の一部と西辺で幅20--30cm、深さ約5cmの周溝を検出した。周構内には堆積土2

層が堆積し、竪穴住居の機能時にはオープンであったことがわかる。

〔カマド〕カマドの位置は不明だが、西辺以外に付設されていたと考えられる。

〔主柱穴〕北西部の対角線上の位置で主柱穴とみられる柱穴を焼土の下面から検出した。

〔壁柱穴〕北辺 ・西辺 ・南辺の周溝内や壁際に壁柱穴とみられる小ピット 4を検出した。
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6 須.t!!l'i<"l干 A SI41 時上l属 破片 Il~ ・ "台欠償a 係.外Iii:体ド.i~転ヘラケズリー比線伏鋼み-A台俊合. 33-13 022 

7 刀子 5111 鴎講 同一Ji:盛合白身務量生片と4良債)，..~泊り角使. 機関 ・ 刀関」身ø.LIS.lc叫刃偏伽向原書3m向 ω1 

8 須恵nli Ald 519 権償土11圃 儀汁 つまみ~体郷般片. 口 .~欠. つまみi量2.8cma外面・体君事回転ヘラケズリ . rI面:火H・1iI. 23-19 ∞2 
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第33図 S I 9・41・43竪穴住居跡出土遺物

〔堆積土)2問に分かれ、堆積土2厨には焼土粒 ・炭片を多く含む。いずれも本竪穴住居の火災後に

自然堆積したものである。火災した竪穴住居跡であるが、床面には炭化材はほとんど残っていな

かっfこ。

〔出土遺物〕主柱穴から土師器邸、須恵器杯 ・鋭、周溝から土師器製、堆積土から土師器盟、須恵器

杯・蓋 (8)・盤、検出面から須恵器高杯 (9)の破片が少数出土した。これらのうち上師器はいず

れも非ロク口調整で、須恵器益 (8)は体部が回転へラケズリされている。

【S140竪穴住居跡】(平面図:第34・36・37・39・41図、断面図:第35-37・39図、遺物 :第36・

38・40・42・43図、図版18)

〔位置〕調査区北東部、丘陵届恨上東寄り、標高36m付近に位置する。

〔重複)S 143・41・9竪穴住居跡と重複し、これらよりも新しL、。また、 S140竪穴住居跡は 3囲

拡張されており、 S140A竪穴住居跡→S1408竪穴住居跡→SI40C竪穴住居跡→S140D竪穴

住居跡と変遷している。 S140A竪穴住居跡→S1408竪穴住居跡→S140C竪穴住居跡への変選

は、床面レベルを変えずに、南辺 ・東辺をほぼ一致させ、斜面上側にあたる西辺 ・北辺を拡張させ
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たものである。また、 S140D竪穴住居跡はSI40C竪穴住居跡を20-30cm嵩上げ整地し、斜面上

側にあたる西辺・北辺を拡強させている。Sr 400竪穴住居跡はSK12土墳と重視し、これよりも古L、。

(S I40A竪穴住居跡)(>Jl而図 :第34・36図、断而図:第35・36図、遺物 :第36図)
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S[9・40A-O住居跡 京商l析i1ii

l主僻跡 !画 {生 ヰ事 徴

A 1:住穴婦Ji III色(lOYR4/6)上@筏1-恥mのf占飯干f紙化11tH'、111尚色上プロヲクを事〈含む. しまりよt、
SI40A 
A 1，住穴住1足跡 III色(7.5YR3/'1)1:. !王O.5-2c01の枯版活風化IItJl、 111尚色 tプロ ックを企む. しまり必t、。
A HE穴彼自tul:制色(7.5YR4/3)1:。筏0.5-2c01の枯仮泊風化11tH'、11(尚色上プロ '17を合む. しまりJ畢t、。
A穐t輯 F郎l立にぷい 111鈍色(lOYR5/<I)上、上初I~ 191品・泌色(lOYR3/31上で、 いずれも径1-3cmの紡叡岩風化線Ii、術総色上プロックを多く含む。 人為雄績上。

自主l.Ei1:帰Jj にぷい111ぬ色村OYR4/3)1:. I&lhN:を苛む。しまりよい内

8140B 
B ~.主mcF.fiU事 耳?ぬ色(lOYR3/3)上。 地 lut~ .民H・を少椛合む。しまり採l.¥o
sI'tE穴』証取穴 締llJ色(lOYR3/3)J:.， 地IU位 ・民11・を少鼠合む. しまり惑い.

sJl.lill 泌色(I0YR4j4U:.， 人為地情J:.
C貼叫: 制色(7.5YR4j4)1:. 11(尚色(I0YR6/G)1:プロ吻空、磁1、5cmの納阪Y;風化11tH告書く1tt:。 しまりよt、.IM'tなl-. 人為~t慣上.

C +'I.E穴鋪方 にぷいi町尚色(IOYR4/3)_t~ i.'!. 1 -2cm同地IlJプロヲ 7を多く~む. しまりあり. ，占11なし.
C主柱穴住f良跡 町尚色(lOYR3/3)1ニ。 地IU t~を少t.t合む。しまり ・ 4占11なl- .

CI:段穴抜取穴 にぷいII1IU色(lOYRS/およ。llU-2emの』也lhプロックを少治合む。しまり ・flitEなし。
o恒治11" 唆 '11';叫EC立高し〈赤色17.5R4/81硬化し、その下{ねまiIf;尚色に変質艇化。決It.*障上プロマクを~く含むにぷい#尚色15YR4/4)上が炉叫:上に地倒。

SI40C Cカマド婦1; c.国間後5t帽mとmc以mト舗のが民カ"マ・ド縫燃上焼位都を合Fでむ合鈍流色す(7るYR脱v偏31に」ニ人で民墜明大地のL枯草正符傑2点を骨iえ、 その上に総泌を鱗形した45X<lZX4cmの給版科阪状腺を敷く。そ
して 5 ている.

Cカマド構築J.制色17.5YR4/4)1:.径1-&01の3i尚色(lOYR6/6)1:プロマデ、納飯1;風化鶴小)iを多く合む。しまりよL、.人為雄騎t.
Cカマド惚焼古車 胃T赤尚色12.5R3/6)上。焼 tを事t.tに合む.!底面に紙辺を格形した45X'12X4cmの枯lf1芋}板状僚を敷〈。

C附III CI臨床とー辿の上府で盟主地。上部が搾み、娘上位 ・4足/i'' 11;桜~}風化技小JIを多〈含む謀総色(i.5YR3/2)上が般能1.1に臼然l1filtl.

C凶潮 tFまm結相tIEにtiぷE署いHを抑愈制色寺l説O的YてIH崎/5製l上と、し上てi曹いはるlim.uSt土K{1102Y1二R土3曜/さおれよるでカ、Lマ、ずドれ東もも続徒St躍mでm品以。下たのtt'a能lltffE立が・総あJるiを.少ht合む~o C 例制滑のカマドド~カマド時側1.2m

格地 11自 にぷい』町泌色(I0YR4!3)じ1.¥¥2-ommのf占縦約llI.fti車片を少姉含む。しまりよt、。C伎胞の向上げ般地。
事高地2胴 貧民i色<I0YR5/Gllごを主ににぷい首位i色(IOYR4/31上が不均 記混ざる。しまりよt、Cf:l'1.'lの向上げ轡地で、 Otl'腐の床面1とιるa
。織冶炉 住を局~内〈中含む央ににぷ位iいE4す"るU。色t鍛5YtaR2dl/M4lをt鍋がり炉目wめtてに炉堆床続と。 するo~t ・ 炉床はおし〈赤色(7.5R4/8)硬化し、 その ド1屯I孟0#，同色に変伺鋭化。 政 lî ・ 焼 l二ブロック

SI400 D悶情 に..1:い It尚色(lOYR4/3)上。 総li・ ・ 焼上段、係O.5-2emの 11;鋭XJ風ftl'fl~を少』量苛む。 (1然継続 1:.

l1fi繍上11刊 峨泌色(7.5YR3/4)上。 筏2-5mrnのI~板~~風化様Iiを少jLtftむ。 しまりあまりなt 、o 1"1J問機悦 1:。
』量償上21e1 :11ぬ色lJOYR2/31t.1¥¥2-5mmの紡阪ZJ風化偲Itを少被告む. しまりあまりな‘、.SX I 包含嗣2rMに対比，'0自然地続上。
喰楠'1:31西 に..1'い111尚色(lOYR4/3).I:.， 筏2-5m01町制縦rf風化後}iを少fol合む.SX 1包合前4耐に対応.n然椴仰上.
地制上3b柄 に.1'い賞尚色(lOYR4/3)上.桜Ii'・焼上位を合む. CI，，~I量制土。

SI41 思よ 11柿 総色(I0YR4/3)上. j王1-3<:10の名~板辺風化鶴I~を事 〈合む'. しまりあり. ，占性なし.人為地附上.

SI43 峨よ 11西 制色(lOYR4/41土。 llW.5-2cmの絵版~~B風化様)tを合む。 しまりあり。 給Itなし。 人為~~樹 1:0

SI9 
地術上l府 情鈍色(7.5YR3/4)上。しまりあまりない。自然地積上。

H皇制上2附 崎尚也(7.5YR3/3U:. 筏2cm以ドの機I:t宜、 f置5-IOmmの炭片を~ < 、 鋭化材と筏5-IOmmの納板i~~Jfl化健Iîを少し含む. しまりあまりI..:t ¥"， (1然犠般.t... 

第35図 S 140A~D ・ 9 ・ 41 ・ 43竪穴住居跡断面図(1 /60) 
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〔平面形・規模〕平面形はほぼ正方形で、規模は南北が西辺で‘約4.2m、東西が北辺で約4.5mである。

〔方向〕西辺でみると北で東に約120偏る。丘陵尾根の方向とほぼ一致し、等高線に沿っている。

〔壁〕床面レベルを閉じくしてS140B竪穴住居跡・S140C竪穴住居跡と 2度拡張されているため、

壁の高さはない。

(A床面〕地山面(粘板岩岩盤とその風化した黄褐色粘質土)を床面とし、ほぽ平坦である。

(A主柱穴)S 140C竪穴住居跡の貼床の下から、北西 ・北東主柱穴を検出した。北西 ・北東主柱穴

は、SI40A竪穴住居跡の対角線上で、北辺から40cm離れた等距離、対称位置にある。掘方は北西

主柱穴が長辺36cm、短辺30cmの隅丸長方形で、深さ20cmあり、北東主柱穴が長辺約50cm、短辺約

45cmの隅丸長方形で、深さ28cmある。柱はし、ずれもS140B竪穴住居への拡張時に抜き取られて

おり、柱痕跡の大きさは不明である。柱抜取穴も掘方と同様にS140C竪穴住居跡の貼床に覆われ

ている。柱抜取穴の中心でみると、北西主柱穴一北東主柱穴の柱間寸法は2.25mである。

なお、周辺の柱穴の検出状況からみて、 A南東 ・商西主柱穴はB南東 ・南西主柱穴と完全に一致

し、南周溝上にあるとみられる。B南東主柱穴の柱抜取穴の中心でみると、北東主柱穴一南東主柱

穴の柱間寸法は約3.2mとみられる。

(その他の柱穴とピット〕東辺の内側でP1-3の3笛所の柱穴、中央付近でl箇所のピット、西辺

と北辺の外側でそれぞれ3箇所のピットを検出した。位置関係や人為的に埋められていることなど

から、これらはS140A竪穴住居跡もしくはS140B竪穴住居跡に伴うとみられる。

(Aカマド〕カマドの位置は不明である。S140C竪穴住居跡のカマドが南辺東寄りに付設されてい

ること、 S140C竪穴住居跡がS1 40A • B竪穴住居跡と床面レベル、南辺の位置を同じくして拡

張されおり、南辺の機能が踏襲されていると考えられることから、 S140A竪穴住居跡のカマドも

南辺に付設されていた可能性がある。

Pll庁、 tCっ‘
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第36図 S 140A竪穴住居跡平面図 ・断面図 (1 /60)、出土遺物



(A周溝〕西辺 ・北辺、および束辺の一部で、幅15-30cm、深さ約10cmの周溝を検出した。南辺は

S 1408・C竪穴住居跡の南周溝と一致するため、幅、深さは不明である。S1408竪穴住居跡の

構築に伴い、人為的に埋められている。

〔出土造物)A周溝から土師器杯(1)・費、須恵器郎・到の破片、主柱穴柱抜取穴から土師器杯・2盟

の破片が少数出土した。これらのうち土師器はL、ずれもロク口調整のものである。

(S 140B竪穴住居跡)(平面図 :第34・37図、断面図:第35・37図、遺物:第38図)

〔平面形・規模〕平面形はほぼ正方形で、規模は南北が西辺で約5.3m、東西が北辺で約5.2mである。

床面レベルを同じくしてS140A竪穴住居跡を北に約1.2m、西に約O.4m、東に約0.3m拡張している。

〔方向〕西辺でみると北で来に約150偏る。

〔壁〕床面レベルを閉じくしてS140C竪穴住居跡に拡張されているため、壁の高さはない。

(8床面〕地山面 (黄褐色粘質土)を床面とし、ほぼ平!;!aである。床面レベルはA床面と同じである。

(B主柱穴〕北西 ・北東 ・南西 ・南東主柱穴4箇所を検出した。北西 ・北東主柱穴は、S140B竪穴

住居跡の対角線上で、北辺から約1.3m離れた等距離、対称位置にある。また、南西・南東主柱穴は

南周溝上にあって、北西 ・北東主柱穴と線対称の位世にある。南東主柱穴はS140D竪穴住居跡の

カマド燃焼部掘方に覆われ、その下で検出した。銅方は北西主柱穴が長辺62cm、短・辺42cmの楕円

形で、深さ23cm、北東主柱穴が径約57cmの円形で、深さ34cm、南西主柱穴が一辺35cmの隅丸正方

形で、深さ20cm、南東主柱穴が長辺35cm、短辺約23cmの長方形で、深さ56cmある。

制 7ム~戸
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~B南西主柱穴 ヒ国主役穴
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第37図 S 1408竪穴住居跡平面図 ・断面図 (1 /60) 
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柱はいずれも S140C竪穴住居への拡張時に抜き取られており、柱痕跡の大きさは不明である。柱

抜取穴の中心でみると、北西主柱穴一北東主柱穴の性問寸法は約2.3m、北東主柱穴ー南西主柱穴の

柱閲寸法は約4.0mである。

〔ピット〕西辺と南辺の際や周溝底面、周溝の縁の8館所でピッ トを検出した。位iW期係や人為的に

埋められていることなどから、これらはS1408堅穴住居跡もしくはS140A竪穴住居跡に伴うと

みられる。

(8カマド〕カマドの位置は不明である。S140C竪穴住居跡のカマドが南辺束帯りに付設されてい

ること、 S140C竪穴住居跡がS140A・B竪穴住居跡と床面レベル、南辺の位置を同じくして拡

張されおり、南辺の機能が踏襲されていると考えられることから、S1408挫穴住居跡のカマドも

南辺に付-設されていた可能性がある。

(8周溝〕西辺 ・北辺、および東辺の一部で、幅25-30cm、探さ1O-15cmの周溝を検出した。南辺

はS140C竪穴住居跡の南周溝と一致するため、幅、深さは不明である。S140C竪穴住居跡の構

築に伴い、人為的に埋められている。
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(S 140C竪穴住居跡}(平面図 :第34・39図、断面図 :第35・39図、遺物:第40図)

〔出土遺物) B周溝から須恵系土器杯 (2 )、土師器杯 (3)・小型壷 (4)・盟、須恵器鉢・郵の破

片、 主柱穴掘方から土師器杯・裂の破片、 主柱穴柱抜取穴から土師器坪 ・護、 須恵器杯の破片が少

数出土した。これらのうち土師器はいずれもロク口調整のものである。他にはほぼ完形の雁股式鉄

鉱 (5)1点、万子 (6~ 9)破片4点、砥石(10) 1点が出土した。

〔平面形 ・規模〕平面形はほぼ正方形で、規模は南北が西辺て'約6.3m、東西が北辺で・約6.5mで-ある。

床面レベルを同じくしたまま、 S140B竪穴住居跡を北に約0.7m、西に約0.8m、東に約0.6m拡強

している。

〔方向〕西辺でみると北で東に約20。偏る。

〔壁〕残りのよい西辺と北西隅、南西隅では検出面から床面までの壁の高さは32~38cmあり、約1100

の傾斜でやや斜めに立ち上がる。東辺は床面下まで大きく削平され、壁の高さはなし、。北辺 ・南辺

の東寄りは上部を大きく削平され、北東隅 ・南東隅に向かうにつれて次第に残りが悪くなる。

(C床面)S 140B竪穴住居跡を拡張する際に、 S140C竪穴住居跡床面の大部分(西辺 ・北辺・東

辺に沿った幅20~80cmのコ字状部分を除く ) を浅く掘り窪め、そこをさらに貼床して床面としてい

る。それ以外の拡張部分はS140B竪穴住居跡床面レベルまで掘削した掘方底面の地山面(黄褐色

粘質土)を床面としている。床面はほぼ平坦である。床面レベルはA・B床面と閉じである。

(C主柱穴〕北西・北東・南西 ・南東主柱穴4箇所を検出した。北西 ・北東主柱穴は、 S140C竪穴

住居跡の対角線上で、北辺から1.2~1.3m離れたほほ等距離、対称位置にある。 また、南西主柱穴は

南周溝上、南東主柱穴は南周溝上のカマド左隣にあって、北西・北東主柱穴と線対称の位置にある。

掘方は北西主柱穴が長辺40cm、短辺36cmの隅丸長方形で、深さ27cm、北東主柱穴が一辺40cmのほ

ぼ正方形で、深さ35cm、南西主柱穴が長辺35cm、短辺30cmの隅丸・長方形で、深さ20cm、南東主柱

穴が長辺35cm、短辺23cmのー長方形で、深さ40cmある。柱はL、ずれもS140D竪穴住居への拡張時

に抜き取られるか切り取られている。柱痕跡はC南西主柱穴でみると15cmの円形である。北東主

柱穴の柱抜取穴の中心、北西主柱穴の礎控、南西主柱穴の柱痕跡でみると、北西主柱穴一北東主柱

穴の柱間寸法は約4.0m、北西主柱穴一南西主柱穴の柱問寸法は約4.6mである。

〔その他の柱穴)C北西主柱穴とC南西主柱穴を結ぶ線上の南寄りでP4柱穴、 C北東主柱穴とC南

東主柱穴を結ぶ線上の南寄りでP5 柱穴、東辺際に沿って P6~8 柱穴、南辺の屋外でP 9・10柱

穴、西周構内と西辺壁際の3箇所で小ピッ トを検出した。位置関係や埋土、 P4柱穴がSI40D竪

穴住居の嵩上げ整地に覆われることなどから、これらはS140C竪穴住居跡に伴うとみられる。P

4 ~10柱穴の掘方は、長辺30~40cm、短辺25~30cmの隅丸長方形で、深さ 12~30cmある。 P 6・

7・9・10柱穴では経12cmの円形の柱痕跡を確認した。P4・5・8柱穴、ピットは柱が抜かれて

埋められている。

(Cカマド〕丘陵尾娘の中軸線に直交するように南を向いて設けられ、南辺中央から約1.4m東寄りに

付・設されている。SI40D竪穴住居の構築に伴って、カマドの右側壁、天井部は完全に撤去されて

いたが、左側壁、奥壁、燃焼部、燃焼部下の掘方が残っていた。煙道、煙出しピットは削平されて
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残っていないため、その構造は不明確だが、奥壁が南辺より25cm外側に張り出すため、煙道が外に

長く延びるタイプではない可能性が高いと考えられる。

左側壁は粘板岩板状礁片を芯材として黄褐色~褐色粘質土を用いて作られている。左側壁は長さ

85cm、奥で高さ24cm、中程で芯材に用いられた粘板岩板状礎片の天端まで高さ34cmある。奥壁は

ほぼ垂直に立ち上がり、高さ12cmある。カマド左側壁の芯材に用いられた粘板岩板状礎片は 8点

ある。最も大きいものは長さ28cm、幅23cm、厚さ7cm、次いで大きいのは長さ26cm、幅20cm、厚

さ4cm、次に大きいものは長さ18cm、幅llcm、厚さ 5cmで、これらは縦方向に立てられて芯材と

されている。このうち内側を向いた 1点は熱を受けてカマド内側が黒く焦げている。

カマド燃焼部の下にはS140C竪穴住居跡の南東宅椛穴があり、 S140C竪穴住居とそのカマド

構築に伴い、柱を抜き取ってその柱抜取穴を埋め戻している。そしてその上に粘板岩の板状礁片や

角柱状礁片4点 (S9-12)を敷き、その上に縁辺を剥離によってホームベース形に整形した粘板

岩の大型屑平板状礎片 1点 (S13)、粘板岩板状礁片 l点 (S14)を置き、その上を整地して燃焼部

としている。

カマド燃焼部の下、およびC南周溝の暗渠に用いられた板状や角柱状の粘板岩礁片は14点あり

(S 1 --14)、その大きさは以下のとおりである。

No. 長さ 血1 l事喜 No. 益事 制 将1'" N。 民事 .. 1 隠さ | 

SI 390m IOcm 5cm 55 4長叩 l;Jcm IOcm 510 43cm 150m 14cm 

52 33cm 18cm 7cm 56 2伽n l5cm 6cm $11 38c畑 17口n 6cm 

53 23cm 22em IOcm 57 治 m 武l<m 8cm 512 22em l5cm 缶百

54 Slcm l5cm l2<:m 58 18cm 12em 5cm SI3 45cm 42em 4cm 

55 4知n 13cm IOcm 59 筑l<m 15cm 13cm $14 33cm l6cm 5cm 

カマド構築の手順は以下のように復元される。

①S 140C竪穴住居跡の南東主柱穴の柱を抜き取り、柱抜取穴を埋め戻す。②S140C竪穴住居

跡の床面の大部分を浅く銅り窪め、カマド前にはL字状に構を掘削し、カマド右側壁の下でC南周

溝と接続させ、埋め戻して暗渠とする (L字状11古巣)。③カマド燃焼部の下を掘り窪め、奥援も作り

出す。@カマド燃焼部の下からC南周溝とL字状暗渠の合流点にかけて、板状や角柱状の粘板岩膿

片4点 (S9 -12)を並べる。⑤S9 -12の上を整地し、その上に扇平で大型の粘板岩板状喋片l

点 (S13)、粘板岩板状礁片 l点 (S14)を置き、さらにその上を整地して燃焼部とする。⑥燃焼部

と接する筒所から長さ1.2mにわたってC南周溝を整地し、その上部に角柱状・板状の粘板岩礁片8

点 (S1 -8)を置いて暗渠とする。⑦燃焼部の両脇に側壁、その上に天井部を築き上げ、カマド

を構築する。

(C周溝〕西辺 ・北辺・南辺で幅20-40cm、深さ10-15cmの周溝を検出した。束辺では上部を削平

されたり、新しいSK12土墳で壊されていたため一部を検出したにすぎないが、本来は四周を巡っ

ていたとみられる。そして、南周溝と東周溝の合流点から斜面下方に向けて外延滞が延びている。

前述のように、 Cカマドの燃焼部の下、およびカマド右側約1.2mまでは板状や角柱状の粘板岩礁

片12点 (S1 -12)を入れて暗渠としている。この他の部分については、人為的に埋められている

が、 S140D竪穴住居を構築した際に嵩上げ整地しているので、 S140C竪穴住居の機能時に暗渠
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となっていたのか開渠となっていたのか区別できなL、。しかし、カマド右側の南周溝が少なくとも

長さ約1.2mlこわたって暗渠となっていること、周溝の底面に自然堆積した砂薄層が認められなかっ

たことから、この他の部分についても暗渠となっていた可能性が高いと考えられる。

(L字状暗渠〕カマドの右側、竪穴住居内部の南西部で、南周溝 ・西周溝と平行し、Cカマド右側壁

下で南周溝と合流する L字状暗渠を検出した。西周溝と平行する部分は長さ2.1m、南周溝と平行

する部分は長さ2.7mで、いずれも幅は15.......20cm、探さは10cmある。西周溝と平行する部分にはC

鍛冶炉、 L字状に屈曲する箇所にはピット (P11)が設けられている。

このL字状暗渠はC貼床とともに埋め戻され、 S140C竪穴住居の機能時には暗渠の中心部分が

わずかに窪んだ状態で機能していた。窪みは南周溝との合流点と屈曲部までの中間部分が深さ2....... 

3cmと最も探くなっており、この窪んだ簡所に焼土粒 ・炭片を含む褐色土が堆積していた。C鍛冶

炉の操業中に生じた焼土粒 ・炭片がこの暗渠上面の窪みに流れ込んだか、掃き出されたものとみら

れる。

(C溝〕竪穴住居ぼぽ中央部から南東隅に斜めに向かう溝が 1条ある。新しいSK12土壌に壊されて

いるが、南東隅で外延溝と接続するとみられ、長さ約2.4m検出した。幅は30-60cmと一定しなし、。

深さは5-10cmと浅L、。C掘方を貼床してから掘削しており、S140C竪穴住居の機能時には開渠

であったとみられる。C鍛冶炉の東約90cmlこ隣接し、南東隅に向けて傾斜することから、鍛冶炉の

操業と関連すると考えられる。

(C外延溝〕南周溝と東周溝の合流点から斜面下方に向けて外延溝が延びている。外延溝は南周溝の

延長線上にあり、長さ約1.1m検出した。その先は底面よりさらに大きく削平され、残っていない。

幅は合流点で1.0mあるが、次第に狭くなって、先では35cmとなる。深さは10-26cmある。粘板岩

板状磯片2点が入れ込まれており、人為的に埋め戻されている。

(C鍛冶炉〕西周溝と平行する部分のL字状暗渠の上に、暗渠を掘り込んでC鍛冶炉が設けられてい

る。長径31cm、短径25cmの精円形で、深さ10cmある。西側の炉壁はアメーパ状に起伏した熔着俸

が分厚く付着している。繍羽口は検出されなかった。また、 C鍛冶炉内部の土壌を水洗洗浄した

が、磁着する小土塊・小石が検出されたのみで、鉄棒(流動淳、粒状津など)や鍛造剥片は検出さ

れなかった。

〔出土遺物〕カマド構築土から須恵系土器郎(13)、土師器杯(19)・高台杯 ・費、須恵器亦・聾の破

片、 C貼床から土師器杯 ・盟、須恵器杯の破片、床面から土師器邦破片 (20)・費、須恵器製の破

片、 Cカマドから銅製帯金具 (28) 1点、カマド前炭層から土師器坪、須恵器塑の破片、 P4柱穴

からほぼ完形の須恵系土器杯 (11)と土師器聾 (23)、C暗渠から土師器高台杯 (21)、 C周溝から

須恵系土器杯(12・14)、土師器杯(16.......18)、須恵器短頚壷 (24)の破片、万子?(25) 1点、不

明鉄製品 (26・27)2点、砥石 (29) 1点、外延溝から須恵系土器杯(15)の破片などが少数出土

した。これらのうち土師器はL、ずれもロク口調整のもので、土師器坪で底部の切り放しと調整のわ

かるものはいずれも回転糸切り無調整である(16.......20)。須恵系土器坪も回転糸切り無調整である

(11・12・14・15)。



ミ主イ~ ~ イミ イ

E 
dき惨

¥戸マ
、一_J=ーι フ

14 

15 

さ号~
24 

」竺~鋭グ

13 

E翠蕊込一一一λ
21 

、 r- ー-一 ーーーーー- I 

、-目酢一一一一一ー劃一一I_______~_II

'¥ ~弓きヲ三三ご // 

¥二三二監乏ラグ
¥て一一一一ーィーー一 ，/ 19 

t I W 

=主主主 28 

。L

P
3
 

lOcm 

昏り li 惣 分領 府 f>t 11 筏 庇径 総局 桟U 申? 徴 ワ1. 収納

II 茸i:¥lf.系土2IIt干 P4 13.8 6 4.4 1/2 ロク口調鐙.外ilii:IlltllUJiiI転糸切り撫調型車。位色。1'1色絵 ・赤色紙を事く合む'.焼成不良。 33.3 021 
12 iliXlf.系上iお珂 C縛鴻 13.4 5.4 5.1 1/4 ロクロ湖鍛。 外語;腹部凶転糸切り無二閣僚. 限色。 (1色1>>: ， 長 (ïf~告書く合む~o ~既成良好. 021 
13 lti.¥!!.系土211呼 カマド1M張上 15.5 磁Ji ロPロ凋健.にぷい彼色. (J~伎を事く合む. 焼成良好. 021 
14 ~ü)JJ系J::IIl珂 CI品調陣 5.4 3/4 ロ 70誠慨。 外i面:依然!日|転糸切り締剥能. 灰白色。 朝lか4 ・ ICI色祉を~<含む. 焼成良好. 021 
15 1.ii.'!1系ー'1:総保 外延鴻 5.5 ロクロJ暗彼。 外t酎 :1寵間llül転糸切り ~時刻慌ð h正 I' I ~. 調11かい砂伐をやや書く合む。 焼成良好. 32.21 021 

16 上師~l.f' 日日 C同海 13 5.4 4.3 1/3 ロタロ"'fIl~ 外出ff:N宅用1M転糸切り無調筒、前ね燦圭 ru. 内lñi: へラミガキー!At 色処l'Ik 32・11 021 
17 上倒211杯 日日 CIo~i. 13.7 ? 4.8 1/2 ロク口調鐙.外而 :J慌鰯l輯減 'l!!1転糸I;I)I)? 11¥ね様車111.内而ーヘラミガキー'"'~，且色処処. 32.12 021 
18 :1:師211杯 日B CI.~i膏 14.6 6.4 4.6 1/5 ロタロ却額。 外I~í : h車問IIiiI転糸切り無調鍛.内Uii:ヘラミプ7キ~:XI色処~I!. 32.13 021 
19 士側2Ii呼 日B カマド4持者H 15.8 5.7 5.7 1/3 ロクロ湖略。外面 :)在$14'転糸切り紙調帳、 !1¥lJI。内l師:ヘラ 1ガキー!II(己処円!。 32.10 021 

20 J:師ZII郎 日目 成而 6.2 破1: 酎。I7ttロ二刻割副綿字~・1t外針UをH含:Mむm.副転糸切り無訓干臣、 f.j;卜部~雌綿に ffiIJ1. 内而。ヘラ ミガキー.~民色処郎@ 021 

21 上勧・昔ii/.百台l.f' 目。 ClIll!l! 1/4 m色f処T痩部.小般1:・.ロ7ロ訓峨.外Ihi:ロタロナデーヘラ ミガキー，'1¥色処録。内紛:ロクロナデー!II 0211 

22 上師器製 日 C悶漕 13.8 1/5 n線開;受け11状。ロクロ縄載。 021 
23 土鍋lIIi鍵 日 P4 9.5 3/5 外而:体古車ロクロナァ、 刷 F:lIl-隊:lIlHH，ヘラケズリ.内而:ロクロナヂ、刷ド剖lナデ. 32.17 021 I 

24 須且IZll咲 A C周r庫 般)1' Il fa:lll-体上~U破片. ÍlÌ断、揖。 外而 :ロ 7 ロナデ、 体上却に峻。 内00 : ロクロナァ。 33.8 021 I 

25 刀チ? C周溝 破円 JHの，:&$磁H・か。現(H王8.6om.幅l.Ocm。憐r/5mm。 030 1 
26 不明鉄製品 C同溝 破H IJUf.段5.9cm.断副首5X3mm妓方形。 0301 
27 不可l鉄製品 C刷i揮 破片 境作民3.&m。断lIti3.5x1.5mmlVi形。 030 
28 償金具 Cカマド 銅製。滋1;0侵害3.8cm.w.i2ゐ5cm，)'1さ5mmo3筒所に鋲穴あり、うち 11高所に鋲.Ia!.残る. 37・40 凪00
29 低石 C周溝 絢IUI>官製。l直方体状。長喜15.Ocm。紛7.7cn¥o)字書5.2cm. 39.14 035 

第40図 S 140C竪穴住居跡出土遺物
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<3 14QD竪穴住居跡>(平面図:第34・41図、断面図 :第35図、遺物 :第42・43図)

〔平面形 ・規模〕平面形はほぼ正方形で、規模は南北が西辺で約7.8m、東西が北辺で4.8m以上であ

る。3140C 竪穴住居跡を20~30cm嵩上げ整地し、さらに北に約O.7m、西に約O.6m拡張している。

東へも拡張していると考えられるが、削平されて不明確である。

〔方向〕西辺でみると北で東に約17。偏る。

〔壁〕 残りのよい西辺では検出面から床面までの高さは70~80cmあり、 25-30。 の傾斜で斜めに立ち

上がる。東半部は床面下まで大きく削平され、壁は残っていなL、。

CD床面)3 140C 竪穴住居跡を20~30cm嵩上げ整地し、西辺を約1.2m斜面上側に、 北辺を約60cm

斜面上側に拡張させている。D西周溝の底面は床面中央部より約30cm高い位置にあり、埋め戻し

たC西周溝の上もC西周溝を反映して窪んでいる(第34図断面A-A'、C-C')o D北周溝の底面

も床面中央部より約15cm高い位置にあり、D南周溝の底面も 3cm高い位置にある(第34図断面B-

B')。このように、 D床面は中央部が窪み、各辺の縁辺に近-っeくにつれてレベルが高くなっており、

全体としてみれば断面が浅い揺り鉢状になっている。

〔主柱穴〕主柱穴は認められなし、。

〔カマド〕カマドの位置は不明である。

OD附 3
勺揃l

。削2

⑨::;捌
マムSI7
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~ 

2 3m 

第41図 S 1400竪穴住居跡平面図
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t昨り ~ R 分矧 脳 hiIJH長 t~ 徴 写真 収納

30 須悲系J:総j.(. D'陸地 1/2 111量13品、雌後6.0、結局4.1cmoロタロ"11'1.外l面;腹部凶伝糸切り.lUU置。llJ色。iT祉を含む.焼成ィ、品。 33-4 021 

31 須J!.系上器保 DII地 IIllt lIlf旬。Oem ロ7ロ調磐。外語 e 肱仰1"''':縁切り僚調鰹.I町槌色。(Il!!.位をj:(含む.焼成不良. 021 

32 須l.l!系土8J事 D鍍地 破片 緩筏5.5cmι070潟鐙e 外語:成郎II~伝糸切り篇調箆。 灰糊色。 白色U告書 〈企む. 焼成良好. 021 

33 須恵系上UII、明i手 。盤亀 敏片 成It42<:m.ロタロ調盤.外編:1底部向転糸切り.調態。偉色。砂It.ガヲス告書く含む.焼成不良. 021 

34 土鋪UJ干 UB 011地 il狩 l'E筏6.0em.ロクロ鋼護.外語 :..Ii可転糸切り阪調犠.内画面:ヘラiガや『繊色処理. 021 

3o 上高.Z1oft台t干 E 011地 健n "台指u師、.07ロ調箆.外語 :ロ9ロ少ヂ ・底部切りlIt.，不.I-Hlttl.内面:へラミガキ-/.1¥色処11. 021 

36 土歯車総!fm 11日 D植地 敏片 n総ヂ欠.鱒"台ロ.ナロタロ調郷盤妓t外た商tt:ロ?ロナデ『底却zしz焼m転成.糸lJJI)偏.11111'11館街。曲げ『鋪し鍵成，内面:ロ7 32.19 021 ロナ・ロタ ヂをー なへラ iガ-!'-

37 製暗証上総 。験地 鍍n 焼fl総成榔l~t般f.11・.，Ijlロタロ調略。外而:1/;1:純積み上げIfl・術オサエ.内d，j:ナヂ./11拠色。筏2-5mmの紗伐を含む。 33.9 026 

38 土鍋~鉢? II? D笹地 破11 11紙都破1t.ロ?ロ測位。外雌:07ロナヂ ・1車線手持ちヘラケズリ.内e師:ロデロナデー{事者自ナヂ. 021 

39 上製紡錘，j! Df1処 完~ ふ砂伐号:を 1明~<含51む2.22FE品az?SEisf九EEt見当4.ヂ'fJ1=øru~l~:n::i;.:tt部匂AET1 調;-11 026 

40 t貢. D盤嶋 破片 tIE.6，camH.'E，Ea式.，断飯面身6Xの5先mm婿方欠形鍋.aaE身断面11両A追.頭績は箆般による重を作らなt、.現(1長12.2<:m，・身幅 37-8 鉱ぬ
41 鉄釘 D轄地 完~ 顕偲8x3mmlえJj形.!をさ8.7口n。断編6x5mm長Ji形. 37.25 ω。

42 刀子 。盤地 破tI 身!'I-.M5厳JI"e領側。現(f!A5.7cm。制1.40叫 凶1't3mm. 仏30

43 低石 D型車地 〉工形 掛制Ig，砂~~~Jlo I立方体仇 4面研l刷・隙1高。J，!<!!4.7cm。輔3.3cm.1明書3.Oem. 38-6 035 

44 際-6 D帳地 光形 lèlhi'~賞。 “平な鰻頑形. 反容 13.7cm. J迫感尚ttiを全体に研術。制Il.7cn，.r~ ~S.3em. ωs 

第42図 S 1400竪穴住居跡出土遺物(1)ー構築時の遺物
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( 0周溝〕西辺 ・ 北辺 ・ 南辺で幅25~50cm、深さ 5 ~12cmの周溝を検出した。 東半部は床面下まで

大きく削平され、新しいSK12土壊に壊され、周溝は残っていなL、。S1 40A~C竪穴住居跡でそ

れぞれ東周溝の一部を検出しているため、最終的に拡張された S1400竪穴住居跡にも東周溝が

あったと考えられる。周溝は自然堆積しており、 S1400竪穴住居の機能時には周溝は開渠であっ

たとみられる。

(0鍛冶炉)0床面の中央やや東寄りで鍛冶炉1基を検出した。このD鍛冶炉は長径37cm、短径32cm

の不整楕円形で、深さは 8cmと浅い。炉壁は 2~3cmの厚さで全体が著しく赤色硬化していた。

炉の周囲の床面も長径100cm、短径65cmの不整瓢箪形に熱を受けて赤褐色に変化しており、 D鍛冶

ヒp. ~ユイ \竺と J

47 
定芋二ミ

。 5 lOc曲

例

番号 縄 Z盟 分鮪 筒位 w韮 続1¥¥ 2m 妓F子 事F 徴 ワ.1"( 収納
45 須;m系上総小司直珂: 唯陥上 3A1 10.6 5.0 3.3 1/2 ロタロ調戦。外面 :腹部自転糸切り無胤銭。健色。微細な砂維を少怯合む。 32.22 021 
46 須)!(系上:Ili小型~t干 堆Il'IJ:3il'1 10.9 4.; 2.8 ~/5 ロPロ凋録。外ifij:Jj~部回転糸切り無調続。 僚色。 砂伎をほとんど合まなt 、。 33.2 021 

47 須.1[(系土給対: 地検上:3附 4.1 破片 ロ?ロ縄'1'質す。。 外1而・ l惚tZ色世。間伝砂糸維切をり賑と潟ん鍛ど@含lま証認なの中1主に匝|転糸町jりliiがあり、阪高官l'l住 。21作りを に』氏、 ほ 1'. 

48 在i点系.I:~~高台Jf A 機構上3!tl 14.2 5.1 1/3 外平1t百骨j:餓ム総摘みデ.上げ1[1-・ロ7ロナデ『成郎tiJI)腫しボ'9)-付d百台ーロ?ロナヂ。内師i: 33・5 021 なロクロナ

49 上飾品量点台係 日B ~~般よ 11丙 14.4 2/3 河台欠。外而 .ロクロナデ、 l底部自転糸切りーH荷台。内!面 :ロクロナデ『ヘラミ ガキ. 32.20 021 

50 土師結局台舟; 日日 ~t積 I二 1 府 15.5 1/2 ZJIEl台I!!欠処。.1'1¥.ロク口調盤。外I同・ロク包ナヂーi虚弱回転糸切りーHtIl台。内而 .ヘラ iガキ『 32.14 021 

51 土師絡盛 11 域情上3N司 12.0 1/6 U総剖i受けU状。外面j:ロ宮ロナデー刷f:lll手持ちへラケズリ。内部:ロクロナデ" 32-15 021 
52 土師2官僚 権償上2附 16.6 破片 外而:ロデロナヂ ヘラミガキー煤f.t稽.内面ii:ヘラミガキ. 32-16 021 
53 須恵器Jf A3 場tMI二3悩 14.1 8.5 4.0 1/2 外耐 :J底部nll:糸flJ-体下都-14:剖l外~'.II司転ヘラケズ'). 火織彼。 内面1中央に下僚れ{ふ 33.1 021 
54 I'J版状上智品 S量級J:31i'l 須:w.系土.~15{Î婦の口総~体 F昔ß告的台に治 。 て刊}静にtrち欠章、転:JI I. 筏6.8<:"，. 33.6 021 
55 磁羽n 岨i続上2筒 破片 先池田l破14"0光虫歯銅iに爺lli滞IU'1.I!Ht長2.4cm。先端剖i外経6.4白h 先繍m内径2.lcm. 028 
!;6 イ;，引l鉄mab 地駅1:2制 敏li 板状.現伊良5.9<:m.JJU{"幅3.70m。隠さ5mmo 38・26 030 

第43図 S 140D竪穴住居跡出土遺物(2)ー廃絶後の遺物
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炉の下も 8cm程の厚さで赤褐色に変化していた。輔羽口は検出されなかった。また、 D鍛冶炉内

部の土壌を水洗洗浄したが、磁着する小土塊 ・小石が検出されたのみで、鉄棒 (流動津、粒状樺な

ど)や鍛造剥片は検出されなかった。

〔焼面JD床面の四半部で焼面 1........ 4の4箇所の焼商を検出した。いずれも不整形で、焼面1は長径

47cm、短径23cm、焼面2は長径30cm、短径15cm、焼面3は長径45cm、短径32cm、焼面4は長径

70cm以上、短径45cmある。また、 D鍛冶炉の南約1.0mの床面上には長径1.5m、短径1.1mの不整形

の範聞に焼土が堆積していた。

〔堆積土〕 竪穴住居跡廃絶後に自然堆積している。

〔出土造物)S 140D竪穴住居跡構築時の造物には、須恵系上器杯 (30........33)、ロクロ調整の土師器坪

(34)・高台杯 (35)・耳Jlll(36)・箆 (38)、製塩土器 (37)、須恵器杯・高台町、・向杯・蓋 ・聾など

の破片がやや多くと、 土製紡錘車 (39)、鉄鉱 (40)、鉄釘 (41)、万子 (42)、砥石 (43)、踏石 (44)

各 l点がある。また、廃絶以降の造物には、須恵系土器小型坪 (45・46)・郎 (47)・高台停 (48・

49)、ロク口調整の土師25係 ・高台杯 (50)・聾 (51)・甑 (52)、非ロク口調整の土師器聾、製塩土

器、須恵器杯 (53)・高台郎 ・饗 ・壷などの破片がやや多くと、円板状土製品 (54)、輔羽口破片

(55)、不明板状鉄製品 (56)各l点、鉄棒3点がある。

【S1 17竪穴住居跡】(平面図 ・断面図 :第44図、泣物:第45図、図版9-1) 

〔位iliJ調査区北部中央、丘陵尾根上やや北寄り、標高35.5m付近に位置する。

〔重複)S 1 19竪穴住居跡と重複し、これよりも新しL、。

〔平面形 ・規模〕平面形は隅丸長方形で、規模は両辺(長辺)が約4.5m、北辺 (短辺)が約3.3mで

ある。

〔方向〕酋辺(長辺)でみると北で西に約42
0偏る。

〔壁〕比較的残りのよい丘陵斜面上側にあたる西辺 (長辺)・北辺(短辺)でも、検出面から床面まで

の高さは30........40croしかなL、。丘陵斜面下側にあたる束辺 (長辺)では床面下まで削平され、残って

いない。

〔床面〕床面は平坦で、地山面 (粘板岩岩盤)を床面とする。

〔周溝〕各辺を幅30........40cm、採さ約10cmの周溝が巡る。周構内は自然堆積土である。

〔カマド〕カマドの位置は不明である。丘陵斜面下側にあたる東辺 (長辺)では床面下まで削平され

ていることから、この辺に付設されていた可能性がある。

〔主柱穴〕北西・北東・南東の 3筒所の主柱穴を検出した。北西主柱穴は北辺 (短辺)から約1.2m、

西辺(長辺)から約1.0m離れ、北東主柱穴は北辺(短辺)から約1.2m、東辺(長辺)から約0.9m

離れており、竪穴住居跡の対角線上にある。また、南京主柱穴は南辺 (短辺)から約0.5m、東辺

〈長辺)から約1.0m離れ、竪穴住居跡の対角線上にはなく、北西・北東主柱穴よりも短辺寄りに位

置している。南西主柱穴はなかった。主柱穴は平面形が長径30cm程、短径25cm程の楕円形で、深

さは北西主柱穴で45cm、北京主柱穴で25cm、南東主柱穴で10cmある。枝はいずれも抜き取られて

いる。柱抜取穴の中心でみると、柱間寸法は北西主柱穴一北東主柱穴聞が約1.4m、北東主柱穴一南

回



、

、

機~、
¥ c'シ
~ 

土-1 ~ ¥-¥ 5119 

/i ¥い¥ '<II' 〉

Q 
可

。
幾I師2

¥¥そ( 、d)，
51J7 

，{ 

~ 

1~'f 

A' 
ト
。 2 3m A

4
m
 

n
U
 
4
 
5
 令
。

3Jtf 

5119伎居跡東西断面'

S昼 fぜ
3f).5Om' 

北西主主~穴 北京主柱穴

5117住居・跡 東西断蘭

C 
:!6.oo"， 続1揖 滑悶おW

M

相
¥

院
内生

C' 
トー

5117住倍跡 ït.ï~t断揃

住居跡 街 tlL 本F itl 
刷鴻 制色(7.5YR4/3)よ。後1-3c01の粘桜治風化礁片を含む.自然地検上。i!!iJ司r揮では'lt:隙が品l緒。

地検上!J西 尚色(7.5YR4/3)上.径Smm鐙の給阪治風化喋H・を少量k合む。白書宅地続土.

SIl7 
地償上2厨 尚色(7.5YR4/3)上。 ~尚色(IOYR5/6)帖t1上プ ロ ヲクを合む。 自然峨積上。

堆検土3府 尚色(7.5YR4/3)土.灰白色火山灰ブロマ 9を不均 に合む'.し まり年い。自然~t積.t..，

:J!l，主穴縦方 貨褐色(lOYR5/6)上。地山」ニプロッ?を多く合む。人Z州皇制止命

主怯穴依取穴 にぷい'1ft縄色C10YRS/4)J:...地IlJ土プロァクを合む。しまりあまりない。
風上 !J碕 尚色C10YR4/4)J:...~泌色絶111伎を少J!合む。しまりあり. 人為地情土。

SI19 邸主2Jtl にぷい~?泌色(I0YR4/3) 1:.. j/i尚色J1I!山総を多〈、決片を少し合む。しまり強い.人為J1I!flt上。

地土:3Jtl 明恒也(7.SYIl5L6L~ 11!llLJプロックを含む。人為J1I!械上。

第44図 S I 17・19竪穴住居跡平面図・断面図 (1 /60) 
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東主柱穴聞が約2.5mである。

〔壁柱穴〕北辺 (短辺)で2箇所、東辺 (長辺)で2箇所、西辺(長辺)でl箇所、北東隅で1箇所

のピットを検出した。これらのピットは径15-25cm程の小さなもので、周溝中央、壁際、周溝と床

面との境などにあり、本竪穴住居に伴う可能性がある。いずれも堕穴住居内と同様の土が堆積

していた。

〔堆積土)3胞に分けられ、いずれも自然堆積土である。最下回の第3層には101立紀前諜頃に降灰し

た灰白色火山灰のブロ ックが含まれている。

〔出土遺物〕堆積土からロク口調整の土師器坪 (l.2)の破片、 完形に近い土師器高台郎 (3・4)、

砥石(5) 1点、鉄棒 (椀形禅2点、発泡した塊状樺26点)の他、ロクロ調整の土師掠郎 ・聾、 須

恵器坪・到の破片など少数の遺物、主柱穴柱抜取穴から万子破片 (6)1点、が出土した。

【S1 19竪穴住居跡】(平面図 ・断面図 :第44岡、遺物:第45図、図版9-1) 

〔位置〕調査区北部中央、丘陵尾根上やや北寄り、様高35.5m付近に位置する。

〔重複)S 1 17竪穴住居跡と重被し、これよりも古L、。

〔平面形 ・規模〕 北部 ・東部が床面下まで大きく削平されている。平面形は隅丸方形とみられ、規模

は西辺で約6.0m、南辺で304m以上である。

〔方向〕西辺でみると北で西に約8。偏る

〔床面〕床面は平坦で、地山面 (粘板岩岩盤)を床面とする。

ロ v 0 0 

:宇キ==6

o 5 10cm 
ヒ=

¥7/  

信号 碕矧 分I員 i8摘 層位 伐(f. t~ 徴 写n 収納
l 土師滋尚台略。rJ干 SIl7 犠舗l3rtl 破11・ IIWI/4-体部破H'.11!!IO.4cm.ロタロ硝積一両面へ号ミガキ一両面l且色処想. 瓜)6

2 上爾~Jf. 日B SI17 堆積1:3輔 償Ji 体処都岨-庇~滋舗.l/2磁110底絡6.3cm ロ 7 ロ調鐙. 外編 ・ l車綿1"1."糸切O策調箆.内面:ヘラミガやー且I~ 飢)6

111ナ量1ヂを4.鰻2、思すa}民台.-t体3EU8部色.ln央g.にasaB-ik舟rrモロ万タムロ内調面鍍~外面;農ナヂ編ー制体紘a皐1-切嵯り-1{高ラ台ーキ鋳tEttI 主1"す舗'fJ巳 ・D7 24.1 
3 土鋪器高台持 UB SlI7 周溝 7/8 uナヂ -処l' ロタロ 穆へミガ はロタロ aι22 制)6

4 1 t師おd5台師 IIB S1I7 凶f鼻 4/5 111114デ6、.荷J品台目f径。7内8的、I25高5.2<m ロ-クヘロラ調ミ箪ガゐキ外『dHHi:色成処締m切.り婚し不可1-・付高台『鋪花t~ otサふーロ
タロナ .ロ?ロナヂ

24-8 似国6

5 低イi SLl7 lfl償よ31M ii;彫 t.1ì桜:(~~。 正I方体状. Ilki(Jf!<<.民事lO.3cm.緬3.9cm.lfI.事2.2crno 38.5 ω3 

6 刀子 SIl7 JtJl!民IE穴 般Jl・身部~百在偲敏片。'JZJ1!I)I'JIJI(.jリ臥銭mH.2cm。 メ~ /~鮒8mn\ð 犠lC編6m叫Ij(V事3mm. 029 

7 須悲系上iii"f1刈: 13 SIl骨 t理上2厨 儀It 11 住16.0、荷台後7.8、総""'J5.Ocm ロデロ剥勝。線部VJI)・L不明-f.t高台. 24-9 航路

第45図 S I 17・19竪穴住居跡出土遺物
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〔周溝〕西辺、南辺で5幅25.....，30cm、深さ10.....，15cmの周溝を検出した。住居廃絶時に人為的に埋め戻

されており、機能時に開渠であったかどうか不明である。北辺、東辺は床面下まで削平され、残っ

ていない。西周溝の西辺をほぼ3等分する位置で、西周溝と直交して東側に短く延びる溝2条を検

出した。北側の溝1は幅23cm、深さ 8cmで、長さ80cm延びる。南側の溝2は幅12cm、深さ7cmで、

長さ25cm延ひ'る。講1・2の埋土は西周溝と同様である。

〔カマド〕カマドの位置は不明だが、西辺以外の 3辺のいずれかに付設されていたと考えられる。

〔焼面〕床面上で2箇所の焼面を検出した。焼面1は溝1と溝2の間にあり、長径30cm、短径25cm

の不整形である。焼面2は溝2の南東約1.3mにあり、長僅12cmの楕円形である。

〔その他〕主柱穴、壁柱穴などは認められない。

〔堆積土〕 廃絶時に人為的に埋められている。

〔出土遺物〕埋土から須恵系土器高台杯 (7)、ロク口調整の土師器杯・聾、須恵器坪・裂などの破片

が少数出土した。このうち土師器坪 ・須恵器杯で底部の切り離し ・再調整のわかるものは、いずれ

も回転糸切り無調整である。

【S1 11竪穴住居跡】(平面図 ・断面図 ・遺物:第46図)

〔位置〕調査区北部中央、丘陵尾根上やや北寄り、標高35m付近に位置する。

〔重複)S 1 11竪穴住居跡は床面レベルを閉じくして南に拡張して建て替えられている (SI11A竪

穴住居跡→SI11B竪穴住居跡)。また、S154竪穴住居跡と重複するが、S154竪穴住居跡の堆積

土が周溝にしか残っていないため、新旧関係は不明である。床面レベルはS154竪穴住居跡がS1 

11竪穴住居跡よりも約30cm高い位置にある。

<S IllA竪穴住居跡》

〔平面形 ・規模〕南東部の一部を検出したのみだが、新しいSr 11 B竪穴住居跡と同様に平面形は長

方形とみられ、規模はそれよりも南北が40cm程短いと推定される。

〔方向〕新しいSI11B竪穴住居跡と同様に、西辺でみると北で東に約140偏ると考えられる。

〔壁〕拡張されたSIllB竪穴住居跡に壊され、残っていない。

〔床面〕床面は平坦で、地山面 (賞褐色粘質土)を床面とする。南東部に一部残る床面のレベルは、

拡張されたSI11B竪穴住居跡と一致する。

〔主柱穴〕主柱穴は認められない。

〔カマド〕カマドの位置は不明である。

〔周溝〕南東隅で幅20cm、深さ 3cmの周溝を検出した。他辺は削平されて残っていない。

〔出土遺物〕遺物は出土しなかった。

(S 111 B竪穴住居跡》

〔平面形 ・規模〕北東部が大きな撹乱で壊され、東部が床面下まで大きく削平されている。平面形は

長方形とみられ、規模は西辺で・約3.7m、南辺で4.3mである。

〔方向〕西辺でみると北で東に約14。偏る。

〔壁〕検出面から床面までの高さは、最も残りのよい南東隅で25.....，30cm、南辺で10.....，20cm、西辺で
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第46図 S I 11・54竪穴住居跡平面図・断面図 (1 /60)、SI 11 B竪穴住居跡出土遺物
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10cm前後あり、約95。の傾斜でほぼ直に立ち上がる。南東隅では壁の奥に扶れるように周溝が掘削

され、さらにその掘方に沿うように上まで埋められている。竪穴住居機能時には周溝は閲渠であっ

たとみられる。

〔床面〕床面は平坦で、地山面 (黄褐色粘質土)を床面とする。

〔主柱穴〕主柱穴は認められなも、。

〔カマド〕カマドの位置は不明だが、南辺にはないので、南辺以外に付設されていたと考えられる。

〔堆積土) 2!rfiに分かれ、堆積土2庖は焼土 ・炭片を多品に合む。床面には炭化材はなかった。火災

にあって焼失した竪穴住居跡であり、火災以降に向然堆積している。

〔出土地物〕床面から鉄製の大型釣針4点(1・2)、馬具の引手 (3) 1点、砥石 (6) 1点、埋土

から非ロクロ制整の土師器杯・盟、須恵器聾の破片少数と鉄鎖破片付 ・5)2点、撹乱から砥石

( 7) 1点が出土した。このうち非ロク口調整の土師器杯は平底気味のものである。また、大型釣

針 (1 )は3点が鋳着しており、内鍛式の単式釣針である。引手 (3)は轡の一部をなす鉄製金具

で、衡先 ・鏡板に取り付けられて手綱を連結させるためのむのである。直線的で振りのない2本線

の柄の一端に鏡板に取り付けられる引手先、もう一端に手綱が付けられる引手量を一体となって造

りだした鍛造品で、 「一体造くの字状引手壷無痕二条線引手」と呼ばれる型式 (岡安、 1984・1998)

である。

【S154竪穴住居跡】(平面図 ・断面図 ・遺物:第46図)

〔位世〕調査区北部中央、丘陵尾根上やや北寄り、標高35m付近に位置する。

〔重複)S 111盤穴住居跡と重複するが、 S154竪穴住居跡の堆積土が周溝にしか残っていないため、

新1日関係は不明である。

〔方向)S 1 11 B監穴住居跡と同様に、西辺でみると北で束に約14。偏ると考えられる。

〔壁〕残りのよい筒所でも検出面から床面までの高さは 8cmしか残っていない。

〔床面〕床面は平坦で、地山面(黄褐色粘質土)を床面とする。床面レベルはS154竪穴住居跡がS

111竪穴住居跡よりも約30cm高い位置にある。

〔主柱穴〕主柱穴は認められなb、。

〔カマド〕カマドの位置は不明である。

〔周溝〕南東隅で幅20cm、深さ 4cmの周溝を検出した。他辺は削平されて残ってい郎、。

〔堆積土〕 周構内に残るのみで、人為堆積土か自然堆積土か区別できなかった。

〔出土遺物〕遺物は出土しなかった。

【S155竪穴住居跡】(平面図 ・断面図:第47図)

〔位置〕調査区北部中央、丘陵尾根上の標高35.5m付近に位世する。

〔重複〕杉の根の撹乱が大きく入り、南東隅 ・南周溝を一部検出したのみで、それ以外は床面下まで

大きく削平されている。残りがきわめて悪い。

〔平面形〕方形とみられ、規模は東西が南辺で1.3m以上ある。

〔方向〕南辺の方向からみて西辺は北で東に約170偏ると推定される。
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〔壁〕検出面から床面までの高さは残りのよい箇所で

も14cmしかなb、。

(周溝〕南東隅と南辺の一部で、幅20cm、深さ 6cm

の周溝を検出した。周溝内は自然堆積土である。

〔堆積土〕 廃絶以降の自然堆積土である。

〔出土遺物〕周溝内より非ロク口調整で平底の土師器

杯底部破片が 1点出土した。

【S112竪穴住居跡】(平面図 ・断面図 ・造物:第48

図)

〔位置〕調査区北部中央、丘陵尾根上やや北寄り、標

高34.5m付近に位置する。

〔重複〕東半部は床面下まで、西辺は上部を大きく削

平され、杉の根の撹乱も大きく入り、残りが悪い。

SK1土壌と重複するが、堆積土の重複がないた

め、新旧関係は不明である。S1 14・15竪穴住居跡

第47図 S 155竪穴住居跡平面図・断面図 と近接しているため、同時には存在しえなし、。

〔平面形 ・規模〕隅丸方形とみられ、規模は南北が西辺で約6.7m、東西は北辺で1.8m以上である。

〔方向〕西辺でみると北で西に約48
0偏る。

〔壁〕検出面から床面までの高さは残りのよい箇所でも10cmしかなL、。

〔床面〕床面はほぼ平坦で、地山面 (黄褐色粘質土)を床面とする。

〔主柱穴〕北西 ・南西主柱穴を検出した。竪穴住居跡の対角線上にあると考えられ、いずれも西辺か

ら約1.5m離れた位置にある。掘方は長辺35-40cm、短辺30cmの方形で、深さ27cmある。廃絶時に

柱が抜き取られている。北西主柱穴一南西主柱穴聞の柱間寸法は約4.3mである。

〔周溝〕西辺、および北辺 ・南辺の一部で幅15-25cm、深さ10cmの周溝を検出した。周溝内は自然

堆積土である。西周溝から北西主柱穴に向けて直交するように幅10cm、深さ 5cmの浅い溝が延び

ている。内部は周溝と一連の自然堆積土である。

〔カマド〕カマドの位置は不明であるが、 西辺以外に付設されていたと考えられる。

〔堆積土)2層に分けられ、廃絶以降の自然堆積土である。

〔出土遺物〕検出面から非ロク口調整で脚部に透かしのある土師器高杯脚部破片付)、須恵器叢破片

が各 l点出土した。

【S1 14竪穴住居跡】(平面図 ・断面図 :第48図)

〔位置〕調査区北部中央、丘陵尾根上の標高34.5m付近に位置する。

〔重複〕北部~東半部は床面下まで、追存する箇所も上部を大きく削平され、残りが悪し、。新旧2時

期の主柱穴を検出し、それらの配置関係からみて拡張されているとみられる。S1 14・15竪穴住居

跡と近接しているため、同時には存在しえない。
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〔平面形・規模〕平面形はE形で、規模は南北が両辺で3.5m以上、東西が南辺で1.9m以上である。主

柱穴と周溝の位置関係からみると、南北約4.0m、東西約4.3mの長方形と推定される。

〔方向〕西辺はほぼ北に一致する

〔壁〕検出面から床而までの高さは、西辺で15cmある。

〔床面〕床面はほぼ平坦で、地山商 (黄褐色粘質土)を床面とする。
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〔主柱穴〕竪穴住居跡の対角線上の4箇所で、新IR2時期の主柱穴を検出した。古いA主柱穴は北西

で検出できなかったが、新しいB主柱穴は北西・北東・構西・南東の 4箇所を検出した。掘方はA.

B主柱穴とも長辺30cm前後の附丸方形を基調とし、深さは15-30cmある。A宅村:穴の柱はいずれ

も建て替え時に抜き取られているが、B主柱穴では計2-15cmの円形の柱痕跡を確認した。B主柱

穴の住間寸法は、北西主性穴ー南西主柱穴聞が2.6m、南西主柱穴一南東主柱穴聞が2.3mである。

また、 A主柱穴の柱問寸法は、北西主柱穴ー南西主柱穴聞が約2.2m、南西主柱穴ー南東主柱穴聞が

約1.7mである。

〔カマド〕カマドの位置は不明だが、西辺以外に付設されていたと考えられる。

()~d溝〕 西辺と南辺の一部でl隔20-25cm、 深さ 9cmのPd滞を検出した。 自然堆磁土である。

〔堆積土〕自然堆積上である。

〔出上遺物〕遺物は出よしなかった。

【S1 15竪穴住居跡】(平面図 ・断面図 ・造物:第49函)

〔位置〕調査区北部中央、丘陵尾線上やや北寄り、線高33.5m付近に位置する。
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〔重複〕南東部には床面下まで、西辺は上部を大きく削、Fされ、残りが悪L、。S1 14竪穴住居跡と近

接しているため、同時には存在しえない。

{平面形 ・規模〕平而形は方形で、規模は南北が四辺で1.5m以上、東西が北辺で約2.8mである。主

桂穴と周溝の位置闘係からみると、南北約4.0m、東西約4.3mの長方形と推定される。

〔方向〕西辺でみると北で西に約33。偏る。

〔壁〕検出面から床面までの高さは、残りのよい箇所で15"""'20cmある。

〔床面〕床面はほぼ平坦で、地山面 (黄褐色粘質土)を床面とする。

〔カマド〕カマドの位置は不明だが、北辺以外に付設されていたと考えられる。

〔主柱穴〕主柱は認められなし、。

〔周溝〕北辺と西辺の一部で幅15""'"39cm、深さ 4cmの周溝を検出した。廃絶時に人為的に埋められて

おり、機能時に開渠であった可能性がある。

〔堆積土〕廃絶時に人為的に埋められている。

〔出土造物〕埋土1/荷からロクロ調整の土師器郎・高台郎 (2 )・費、須恵器製の破片少数と砥石(1)

l点、万子破片(3) 1点が出土した。

【S1 18竪穴住居跡】(平而図 ・断面図 ・遺物:第50図、図版3-1) 

〔位置)調査区中央部、丘陵尾根上の標高35.0m付近に位置する。

〔重複)S B 1掘立住建物跡と位置的に重複するが、堆積土と柱穴との重複がないため、新旧関係は

不明である。

〔平面形 ・規模〕平面形は方形で、規模は東西が北辺で約2.8m、南北が西辺で2.5m以上である。

〔方向〕西辺でみると北で西に約37。偏る。

〔壁〕 検出面から床面までの高さは、残りが比較的よい北西隅で'16cmある。

〔床面〕床面はほぼ平坦で、地山面(黄褐色粘質土)を床面とする。

〔主柱穴〕主柱穴は認められない。

〔カマド〕カマドの位置は不明だが、北辺 ・西辺以外に付設されていたと考えられる。

〔周溝〕北辺、西辺で幅15......，20cm、深さ5......，10cmの周溝を検出した。堆積土は自然堆積土で、床面

上と一連である。

〔堆積土〕廃絶以降の白然堆積土である。

〔出土遺物〕床面から上製紡錘車(1) 1点、堆積上から非ロク口調整の土師器踏の破片などが少数

出土した。

【S1 13竪穴住居跡】(平面図:第51図、断面図:第52図、遺物:第53図)

〔位置〕調査区中央部、丘陵尾根上の標高33.5m付近に位置する。

〔重複)S r 52竪穴住居跡と重複し、これよりも新しL、。また、 S116竪穴住居跡、SB 8掘立柱建

物跡と近接し、これらと同時には存在しえない。

〔平面形 ・規模〕平面形は|判丸長方形で、規模は長辺(南辺)が約4.1m、矩辺(西辺)が約3.5mで

ある。
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第50図 S I 18竪穴住居跡平面図 ・断面図(1 /60)、出土遺物

〔方向〕東辺でみると、北で東に約320偏る。

〔壁〕 検出而から床面までの高さは、残りのよい北西隅で24cm、西辺で'.20........10cmだが、他辺でiま10cm

以下である。

〔床面〕床面はほぼ平坦で、地山間(黄褐色粘質土)を床面とする。東半部は床面下まで削平されて

いる。

〔周溝〕各辺で幅15"""30cm、深さ 5"""10cmの周溝を検出した。北辺中央東寄りでは周溝が途切れてい

る。周溝内は自然堆積土である。

〔カマド〕カマドの位置は不明確だが、北辺周溝が途切れ、杉の根の撹乱が大きく入っている北辺中

央から東寄りに付設されていたと考えられる。

〔主柱穴〕竪穴住居跡の対角線上の位置で南西主柱穴 cP 1 )と北西主柱穴 CP2)を検出した。南

西主柱穴 (P1 )は酋辺から約O.8m、南辺から約O.9m離れた位置にあり、北西主柱穴 CP2)は

西辺から約1.1m、北辺から約1.1m離れた位置にある。また、これと向き合う東辺の外側30........40cm

の位置で柱穴 CP3・4) 2箇所を検出した。P3・4は通常であると屋外に位置することになる
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第51図 S I 13・16・51・52竪穴住居跡平面図(1 /60) 
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が、南問主柱穴 (P1)と北西主柱穴 (P2)と対称の位置にあり、かつ東辺と平行して隣接する

ことから、これらと対応する本竪穴住居跡に伴う主柱穴とみられる。掘方はいずれも一辺30cm前

後の隅丸長方形を基調とし、深さは30-40cmある。北西主柱穴 (P2)、南東主柱穴 (P3)で径

13cmの円形の柱痕跡を確認し、南西主柱穴 (P1 )、南東主柱穴 (P4)は柱が抜き取られていた。

柱問寸法は、南西主柱穴 (P1 )一南東主柱穴 (P3)聞が約3.6m、市西主柱穴 (P1 )一北西主

柱穴 (P2)聞が約1.4mである。

〔堆積土〕 廃絶以降の自然堆積土である。

〔出土地物〕堆積上からロク口調整で底部が回転糸切り無調轄の土師器郎2点 (9・10)、鉄製の大型

単式釣針 (11) 1点の他、ロク 口調整と非ロク口調整の土師お坪 ・郷、須J底部郎 ・高台杯 ・裂の破

片などが少数出土した。
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第52図 S I 13・16・51・52竪穴住居跡断面図 (1 /60) 
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【S152竪穴住居跡】(平面図 :第51図、断面図:第52図)

〔位置〕調査区中央部、丘陵尾根上の標高33.5m付近1こ位置する。

〔重複)S 1 13竪穴住居跡と重複し、これよりも古L、。また、 S1 16竪穴住居跡、 SB 8掘立柱建物

跡と近接し、これらと同時には存在しえない。

〔平面形 ・規模〕平面形は隅丸正方形で、規模は南辺が3.6m、商辺が3.5mである。

〔方向〕西辺でみると、北で東に約210偏る。

〔壁〕検出面から床面までの高さは、比較的残りのよい西辺で10""'"18cmだが、他辺では5cm以下で

ある。

〔床面〕床面はほぼ平坦で、地山町(黄褐色粘質土)を床面とする。北東部は床面下まで削平されて

いる。床面のほぼ全面と周溝内の一部には炭化物 ・焼土が薄く堆積しており、火災したことが知ら

れる。

〔主柱穴〕主柱穴は認められない。

〔カマド〕カマドの位置は不明確だが、北辺周溝が途切れている北辺中央に付設されていたと考えら

れる。

〔周溝〕西辺 ・南辺 ・北辺、 南東隅で幅15""'"25cm、深さ 4.......8cmの周溝を検出した。北辺中央では

周溝が途切れている。周溝内は自然堆積土であり、一部では床面と同様に炭化物 ・焼土が薄く堆積

していることから、火災時には開渠であったことが知られる。

〔堆積土〕火災以後の自然堆積土である。

〔出土造物〕床面から非ロク口調整の土師器聾、須恵器蜜の破片、堆積土から非ロク口調整の土師器

郎 ・童話、須恵器杯 ・蓋 ・畿の破片などが少数出土した。このうち土師器はL、ずれも非ロク口調整の

もので、杯には体下部に段のある有段坪の破片が 1点ある。また、須恵器坪破片には底部をへラ切

りしたもの、体下部~底部を回転へラケズりしたもの各1点がある。いずれも小破片で、図示でき

る遺物はない。

【S1 16竪穴住居跡】(平面図 :第51図、断面図 :第52図、遺物:第53図、図版4-3、9-2・4)

(位置〕調査区中央部、丘陵尾根上の標高33.5m付近に位置する。

〔重複)S B 8掘立柱建物跡と重複し、これよりも古い。S151竪穴住居跡とも重複するが、重複部

分で堆積土が削平されているため、新旧関係は不明確である。ただし、南東主柱穴の底面レベルが

S 151竪穴住居跡の床面レベルとほぼ同じであること、 S151竪穴住居跡と重複する位置で北東主

柱穴が検出できなかったことから、 S151竪穴住居跡が新しいと考えられる。また、 S1 13竪穴住

居跡と近接し、これと問時には存在しえなし、。

〔平面形 ・規模〕平而形は隅丸方形で、規模は南北が西辺で'5.0m、東西が南辺で3.1m以上である。主

柱穴と周溝との位置関係から推定すると、東西は約4.6mと推定される。

〔方向〕西辺でみると、北で東に約300偏る。

〔壁〕検出面から床面までの高さは、残りのよい南西隅で30cm、南辺で23cm前後、西辺で'15cm前後

ある。



〔床面〕床面はほぼ平坦で、地山面 (黄褐色粘質土)を床面とする。北東部~東部は床面下まで削平

されている。

〔主柱穴〕竪穴住居跡の対角線上の位置で北西 ・南西 ・南東主柱穴を検出した。北京主柱穴はS151 

竪穴住居跡に壊されたとみられ、検出できなかった。南西主柱穴は西辺から約1.0m、南辺から約

1.1m離れた位置にあり、北西主柱穴は西辺から約0.9m、北辺から約1.4m離れた位訟にある。掘方

は径25cm前後の楕円形で、採さは北西主柱穴で53cm、南西主柱穴で47cm、南東主柱穴で49cmあ

る。いずれも柱が抜き取られ、柱痕跡は検出できなかった。柱間寸法は、北西主柱穴一南西主柱穴

聞が約2.6m、南西主柱穴一雨.東主柱穴闘が約2.7mである。

〔カマド〕カマドの位位は不明だが、北辺または東辺に付設されていたと考えられる。

〔壁材〕西辺、南辺、北西附で壁際に寄せた壁材の痕跡を検出した。壁材痕跡は順5-7cm、深さ10
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第53図 S I 13・16・51竪穴住居跡出土遺物
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-15cmで、南辺で一部途切れるが、検出した各辺を巡る。壁材掘方は幅20-60cm、深さ 5--15cm 

の周溝状となる。

〔堆積土〕廃絶以降の自然堆積土である。

〔出土遺物〕床面から土師器聾破片 (5)、砥石 (6) 1点、碧玉製の管玉 1点、堆積土から完形の土

師器増(3 )、土師器聾(4)、手控土器(2)の破片などが少数出土した。土師器はいずれも非ロ

ク口調整で、古墳時代前期の塩釜式期のものである。

【S151竪穴住居跡】(平面図 :第51図、断面図 :第52図、遺物:第53図、図版9-4) 

〔位置〕調査区中央部、丘陵尾根上の標高32.5m付近に位置する。

〔重複)S 116竪穴住居跡と重複するが、重複部分でS116竪穴住居跡の堆積土が削平されているた

め、新旧関係は不明確である。ただし、 S116竪穴住居跡の南東主柱穴の底面レベルがS151竪穴

住居跡の床面レベルとほぼ同じであること、 S151竪穴住居跡と重複する位置でS116竪穴住居跡

の北東主柱穴が検出できなかったことから、 S151竪穴住居跡が新しいと考えられる。また、 SB

8掘立柱建物跡と近接し、これと同時には存在しえない。大半が床面下まで大きく削平され、南東

部を一部検出したにすぎない。

〔平面形・規模〕平面形は隅丸方形とみられ、規模は西辺で3.1m以上、南辺で1.5m以上である。

〔方向〕西辺は北で東に約440偏る。

〔壁〕西辺は上部が斜めに崩れているが、検出面から床面まで高さ22cm前後残っており、 S116竪穴

住居跡床面が掘り込み面であるならば、本来は高さ47cm程で‘あったと考えられる。

〔床面〕床面はほぼ平坦で、地山田(黄褐色粘質土)を床面とする。南東部以外は床面下まで大きく

削平されている。

〔主柱穴)西辺から約1.0m、南辺から約1.0m離れた位置で、南西主柱穴を検出した。それ以外の主

柱穴は削平されて残っていないが、本来は竪穴住居跡の対角線上に4本の主柱穴が配されていたと

推定される。

〔カマド〕カマドの位置は不明である。

〔周溝〕南西隅を中心とする西辺・南辺の一部で、幅約20cm、深さ約 5cmの周溝を検出した。周溝

内は自然堆積土である。

〔堆積土〕廃絶以降の自然堆積土である。

〔出土遺物〕堆積土から土師器杯・襲、須恵器坪(7)・高台町、 (8)・聾の破片が少数、鉄棒(椀形

津)が l点出土した。このうち土師器には非ロク口調整の裂が含まれるが、郎は小破片で‘摩滅して

おり、ロクロ調整使用の有無は不明である。須恵器杯(7)は底部がへラ切りである。

【S147竪穴住居跡】(平面図 ・断面図:第54図)

〔位置〕調査区中央部、丘陵尾根上のやや東寄り、標高31.5m付近に位置する。

〔重複〕主要遺構との重複はなL、。杉の根の撹乱が大きく入り、北部~東半部が床面下まで大きく削

平され、残りが悪い。

〔平面形 ・規模〕平面形は隅丸方形とみられ、規模は西辺が約2.9m、南辺が1.1m以上で‘ある。



〔方向〕西辺でみると北で酋に約130偏る。丘陵尾根の

方向と一致せず、等高線に沿っている。

〔壁〕検出面から床面までの高さは西辺で'15-20cm、

南辺で'10cm以下である。

〔床面〕床面はほぼ平坦で、地山面(黄褐色粘質土)

を床面とする。北部~東部は床面下まで大きく削平

され、西部も杉の娘の撹乱で大きく壊されている。

〔周溝〕西辺 ・南辺で幅14cm、深さ 5cmの周溝を検

出した。南周溝内は床面上と一連の土層、西周構内

は異なる土層が廃絶以降に自然堆積している。

〔カマド〕カマドの位置は不明である。

〔その他〕主柱穴、壁柱穴はない。

〔堆積土〕廃絶以降の自然堆積土である。

〔出土遺物〕遺物は出土しなかった。

【S120竪穴住居跡】(平面図 ・断面図:第55図、遺

物:第56・57図、図版10)

〔位置〕調査区中央部南東寄り、丘陵尾根上の標高

32.5m付近に位置する。 第54図 S 147竪穴住居跡平面図・断面図

〔重複〕竪穴住居跡、掘立柱建物跡との重複はないが、
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内部中央北東寄りは杉の根の慣乱で壊されている。

〔廃絶の原因〕火災によって焼失した竪穴住居跡である。

〔平面形 ・規模〕平面形はやや歪んだ隅丸長方形で、規模は南北が東辺で'4.1m、西辺で3.7m、東西

が北辺で'3.5m、南辺で'3.6mである。

(方向〕東辺でみると北で東に約330 偏る。

〔壁〕検出面から床面までの高さは、残りが比較的よい西辺・北辺で30-35cm、残りの悪い東辺で

12cm前後、南辺東側で'10cm以下である。西辺では壁は約110
0の傾斜でやや斜めじ立ち上がり、北

辺ではほぼ垂直に立ち上がる。東辺でもほぼ垂直に立ち上がるが、中央部では奥に挟るようにして

立ち上がる。

〔床面〕床面はほぼ平坦だが、北から南に向けてわずかに傾斜する。地山面(粘板岩礁周)を床面と

する。南東部を除く床面上には炭化材が散在している。このうち 4点の樹種同定を行い、北西部床

面出土の土師器杯 (1)・須恵器杯 (5)と接した垂木材とみられる炭化材がムクノキ近似、損乱近

くの炭化材がネムノキ属、東周溝と床面と接する箇所の炭化材がカエデ属、北周溝内中央の炭化材

がクリと同定された(付章1参照)。

北西部(カマドを上にみた場合、住居の右下側)の床面上から、完形の土師器杯(1・ 2)・高台

杯 (4)・協 (3)、須恵器坪 (5・6)・鉢(7)、刀子 (8)が火災当時の現位置をほぼ保ったま
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まとみられる状態で出土した。西周溝底面から出土した完形の須恵器坪(16・17・19)もこれと接

した箇所から出土したものであり、西辺壁際の棚に世かれていた杯が火災で焼け結ちたものである

可能性がある。堆積土出土の土器もこの付近・の上岡から出ょした色のが多い。

〔主柱穴〕主柱穴は認められない。

〔カマド〕丘陵尾根の中軸線に直交するように、南辺の南西隅に寄せて付設されている。焼失住居跡

なので、カマドの左側壁、右側壁、燃焼部、煙道、煙出しピットがよく残っていた。ただし、カマ

ドの天井部は崩壊していた。

左側壁は長さ65cm、日さは奥で13cm、焚き口で13cm、右側壁は長さ53cm、高さは奥で20cm、

焚き口で16cm残存していた。両側壁の内側は被熱のため著しく赤色硬化していた。両側壁外面の

幅は下部で'1.05mある。有側壁の外面は南西隅の控と-:i!l!に著しく赤色に変化し、焼土化してい

た。本竪穴住居跡が火災によって焼失していることから、この赤変は火災によるものと考えられる。

カマドの両側壁は、粘板岩仮状礎片を芯材として黄褐色~褐色粘質土を用いて作られており、一

度作り替えられている (古いカマドの構築土I、新しいカマドの構築土ll)。カマドに用いられた粘

仮岩板状礁片は左側壁に4点、右側壁に 2点残存していた。左側壁・右側壁の焚き口部の芯材に用

いられた粘板岩板状礎片は、1.i~IIJ壁のものが長さ 30cm、 1~@25cm、厚さ 6cm、左側壁のものが長さ

34cm、幅12cm、厚さ 6cmで、それぞれ径約8cmの据穴に入れられて内側に傾くように設置されて

L、fこ。
焚き口の燃焼部上からは、細長い粘板岩板状礁片1点 (長さ45cm、幅14cm、厚さ 6cm)が両側

壁と直交するような状態で出上した。カマド天井部の芯材に用いられた粘板岩仮状傑片が崩落した

ものとみられる。両側壁の焚き口に粘板岩板状礁片が内傾するように設置・されていたことを考え併

せると、焚き口は下部幅約85cm、内面の高さ約20cm、外商の高さ約28cm以上のかまくら状になっ

ていたと考えられる。

カマド内の天井崩壊土には、カマド天井部本体やその構築材とみられる黄梢色粘質土ブロックや

粘板岩板状礎片が含まれていた。この黄褐色粘質土プロックの厚さは8cmあり、下回が赤く焼け

て天井内側の壁が残っていた。天井部はこれよりもあまり厚くならない程度であったと考えられ

る。

燃焼部は奥行き55cm、幅55cm、奥壁高5cmで、奥些から燃焼部中央にかけてなだらかに窪み、

焼土が堆積し、被熱・赤変していた。燃焼部奥壁の下にはカマド両側の周瀞(帆16cm、深さ10cm)

が一連で続く。それをカマド構築時にカマド奥壁に近いカマド掘方とともに人為的に埋め戻して暗

渠としてから、その上に燃焼部奥壁に沿うように粘叡岩仮状喋片 (長さ58cm、幅17cm、厚さ 8cm)

を横世きに裾えている。そして土師器聾体部破片を入れ込むとともに、その上を賞褐色粘質土で薄

く整地し、その上を燃焼部としていた。

煙道はカマド奥控より外に向かつて1.4m延び、その先に煙出しピットが付設されている。煙道

は入り口幅27cm、最大幅28cmで、トンネル式の煙道天井部は削平され、深さ12cm成存する。煙道

の底面はほぼ水平に延びた後、煙出しピットに向けて傾斜している。煙道の入り口から長さ20cm
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にわたって底面と側壁が被熱のために著しく赤色硬化していた。煙出しピットは長径37cm、短径

30cm、深さ27cmあり、煙道底面よりも17cm程深く窪めている。

〔周溝〕各辺に深さ 5-7cmの周溝が巡る。北辺 ・東辺 ・南辺は幅15cm前後だが、西辺は25cm前後

とやや幅広L、。周溝内からは火災時に焼け落ちた炭化材 ・炭化物や完形に近い須恵器杯(16・17・

19)が出土し、西周溝の底面は西側壁と一連に焼け焦げていた。本竪穴住居の火災時には周溝は開

渠であったことがわかる。なお、周溝はカマド両側壁の際で途切れるが、カマドの下にも周溝が続

く。この箇所はカマド構築時に人為的に埋め戻され、その上に粘板岩板状礎片が置かれてからさら

に整地され、暗渠となっている。

〔土壌〕カマド左側、カマド左側壁に接して 1基検出された。平面形は長径60cm、短径40cmの楕円

形で、深さ 8cmある。

〔堆積土)5層に分けられ、堆積土4・5層が火災時に焼け落ちた自然堆積層、堆積土2・3層が火

災後に埋め戻した人為堆積層、堆積土1層がその後の自然堆積層とみられる。

〔出土遺物〕床面から完形の土師器杯2点(l・ 2)、土師器班l点(3 )、 土師器高台郎l点 (4)、

須恵器杯2点 (5・6)、須恵器鉢1点(7)、万子1点(8)が出土した。これらはし、ずれも火災

時に床面上に置かれていたものであり、ぼぼ現位置-を保っているとみられ、北西部に集中している。

また、西周溝底面からは完形の須恵器杯3点(16・17・19)が出土した。これらは火災時に西辺の

棚の上に置かれていたと考えられる土器である。このうち土師器はL、ずれもロク口調整で、土師器

杯・域、須恵器耳、は底部が回転糸切り無調整 (2・3・5・6・16・17・19)のものが主体を占める。

火災後に人為的に埋められた堆積土2・3層からは、 lまぽ完形や残存率の高い土師器杯2点 (9・

10)、土師器高台耳、2点 (12・13)、土師器腕l点 (14)や万子破片1点 (20)の他、土師器杯・聾

(15)、須恵器杯・讃の破片などが少数出土した。堆積土1庖からは残存率の高い土師器町、1点

(11)、須恵器郎1点、 (18)の他、土師器杯、須恵器杯・蓋・塑の破片が少数出土した。このうち土

師器杯はL、ずれもロク口調整であるが、費にはロクロ調整のものの他、非ロク口調整のものも少数

含まれる。土師器郎、須恵器坪は底部が回転糸切り無調整のもの (9・10・18)が主体を占める。

カマド下暗渠からはロクロ調整の土師器聾口縁部破片、カマド燃焼部下整地からはロク口調整調

整の土師器聾体部破片、カマド崩壊土からはロク 口調整の土師器聾体部破片、煙道部1層からは須

恵器聾破片が各1点出土した。

他には堆積土1・2層から炭化した種子 (モモ、クリ)破片が少数出土した。

【S136竪穴住居跡】(平面図 ・断面図・遺物:第58図)

〔位置〕調査区中央部南東寄り、丘陵尾根上やや西寄りの標高32m付近に位置する。S120竪穴住居

跡の南約3mに位置する。

〔重複〕竪穴住居跡、掘立柱建物跡との重複はなL、。南半部は床面下まで大きく削平され、残された

北半部にも杉の根の撹乱が大きく入っている。

〔平面形 ・規模〕平面形は隅丸方形とみられ、規模は東西が北辺で約4.0m、南北が東辺で2.3m以上

ある。
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第56図 S 120竪穴住居跡出土遺物(1)ー火災時の床面遺物
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第57図 S 120竪穴住居跡出土遺物(2ト 火災後の床面遺物
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第58図 S 136竪穴住居跡平面図 ・断面図(1 /60)、出土遺物

〔方向〕東辺でみると北で西に約3。偏る。

〔壁〕 床面まで完全に削平され、壁は残っていない。

〔床面〕床面はほぼ平坦で、地山面 (粘板岩礁層)を床面とする。

5 

徴

〔周溝〕北辺と東辺・西辺の一部で幅約30cm、深さ20-25cmの周溝を検出した。周構内は焼土ブロッ

クを多く含む自然堆積土である。火災で焼失した竪穴住居跡であり、機能時には周溝は開渠であっ

たとみられる。

〔カマド〕カマドの位置は不明だが、北辺以外に付設されていたとみられる。

〔その他〕主柱穴、壁柱穴はない。

〔堆積土〕壁が残っていないため、周溝内にのみ堆積する。

〔出土遺物〕周溝内から摩滅した土師器塑体部破片、須恵器護体部破片、撹乱から須恵器壷破片(1)

が少数出土した。

【Sr 21竪穴住居跡】(平面図:第59図、断面図:第60図、遺物:第61-65図、図版3-2、11-1-3)

〔位置〕調査区南半部、丘陵尾根上西寄りの標高31.5m付近に位置する。

〔重複)SB2・9・11掘立柱建物跡と重複し、これらよりも古L、。

〔平田形・規模〕平面形は隅丸正方形とみられ、規模は南北が西辺(カマドの付設された辺)で7.8m

以上、東西が北辺で・約8.8mである。主柱穴と周溝との位置関係からみて、南北は約8.7mと推定さ

れる。

〔方向〕西辺でみると北で東に約31。偏る。

〔壁〕 検出面から床面までの高さは、最も残りのよい北西隅で'63cm、北辺で30-60cm、西辺のカマ

ド右脇で37cm、北東隅で'26cmある。北辺中央で壁は約110。の傾きでやや斜めに立ち上がる (第60図

断面CーC')。西辺の北西隅寄りでは約100。の傾きでやや斜めに立ち上がる(第60図断面A-A')。

西辺のカマド左側では17cm以下、東辺では15cm以下となり、東辺の南半部、南西隅、南辺は床面
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下まで削平され、壁は残ったいなかった。この箇所では周溝も底面以下まで削平され、検出されな

かっfこ。

〔床面〕地山面 (径5-10cmの粘板岩板状磯片を主体とし、その隙聞に褐色土を少し合む粘板岩風化

傑閥、または粘板岩岩盤)を床面とする。北東隅に向けてわずかに傾斜するが、床面はほぼ平坦で

ある。

〔主柱穴〕南西 ・北西 ・北東主柱穴3箇所を検出した。南東主柱穴は調査区外に位置し、竪穴住居跡

の対角線上に4箇所の主柱穴があるとみられる。北西主柱穴は西辺から約l.4m、北辺から約L4m

離れ、北東主柱穴は束辺から約1.3m、北辺から約1.5m離れ、南西主柱穴は西辺から約1.2m離れて
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第60図 S 121竪穴住居跡断面図(1/60) 
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いる。掘方は南西主柱穴が長辺35cm、短辺25cmの長方形で、深さ50cm、北西主柱穴が長辺33cm、

短辺22cmの長方形で、深さ43cm、北東主柱穴が長辺45cm、短辺35cmの隅丸長方形で、深さ55cm

ある。柱痕跡は南西主柱穴が径13cmの円形、南東主柱穴が径15cmの円形である。北西主柱穴の柱

痕跡は長方形で、 1幅21cm、厚さ 6cmの角材を用いているとみられ、廃絶時に切り取られている。柱

間寸法は南西主柱穴ー北西主位穴間が5.8m、北西主柱穴ー北東主柱穴聞が6.1mである。

〔その他の柱穴〕主柱穴以外の柱穴として、カマド左前でPl柱穴、カマド右前でP2柱穴、東辺中

央に近い笛所でP3柱穴、北辺中央に近い箇所でP4柱穴を検出した。倒方は P1柱穴が長径

27cmの歪んだ円形に近く、深さ19cm、P2柱穴が長辺30cm、短辺27cmの隅丸花方形に近く、深さ

12cm、P3柱穴が長辺約30cm、短辺25cmの長方形で、深さ18cmある。P1特火で径12cm、P2 

柱穴で径8cmの柱痕跡を確認した。P3柱穴は廃絶u寺に柱が抜き取られ、柱痕跡を確認できな

かった。掘方の平面規模は主柱穴とさほど変わらないが、深さは主柱穴よりも30cm程浅く、柱痕跡

の穫も小さL、。P1・2柱穴聞の柱問寸法は1.6mで、P1・2柱穴は南西主柱穴ー北西主柱穴を結

ぶ線上にあり、カマド中軸線から80cmの等距離にある。また、 P3柱穴はカマド中剥l線の延長線上

にある。そして、北東主柱穴と未検出の南東主柱穴を結ぶ線上からやや東辺近くに寄ると推定される。

〔カマド〕西辺のほぼ中央に付設されている。カマドの向きは丘陵尾根の中期h線とほぼ一致する。三

陸自動車道路計画路線|隔の際にあり、削平されない箇所なので、断ち割り調査は行わなかった。カ

マドの左側壁、右側壁、燃焼部、煙道がよく残っていたが、カマドの天井部は廃絶時に壊されてい

た。煙出しピットは削平されて検出されなかった。

左側壁は長さ67cm、高さは奥で22cm、焚き口で8cm、右側壁は長さ92cm、奥で31cm、焚き口

で22cm残存していた。両側壁の内側は被熱のため著しく赤色硬化していた。両側壁外面の幅は下

部で1.55mある。燃焼部は奥行き1.0m、幅65cm、奥壁高12cmで、奥壁から燃焼部中央にかけてなだ

らかに窪み、焼土が堆積し、被熱・赤変していた。燃焼部の中央には支脚石 (50)が据えられてい

た。この支脚石は砂岩製で、 2面を大きく分割して頂部が平坦な四角錐状に整形している。燃焼部

内に 2cm埋め込んでいたので、燃焼部上面から支脚石の天端までの高さは22cmであった。支脚石

は重量感あふれ、硬質なためか、被熱による表面の変色はほとんど認められない。

煙道の向きは北西で、丘陵尾根の中軸線線とほぼ一致する。煙道はカマド奥壁より外に向かつて

上向きに約7。傾斜しながら1.35m延.びる。煙道の最大幅の位置は入り口にある。ここで幅42cmあ

り、次第に先細りとなる。煙道入り口付近の側壁は、火熱のために赤色硬化していた。トンネル式

の煙道天井部は削平され、深さ10cm残存する。煙出しピットは検出されなかったが、残存する煙道

先端部の底面が3cm程深く窪むことから、ここに煙出しピットが付設されていたと身えられる。

〔周溝〕北辺、西辺、東辺で、幅40-50cm、深さlOcm前後の周溝を検出した。西辺{まぽ中央に付設

されているカマドの両側で周溝が途切れている。カマドの断ち割りを行っていないため、カマド下

に周溝が連続していたか不明である。カマド左側の阿辺では幅25cm程だが、 上部を削平されて残

りが悪いためと考えられる。周溝内の堆積・土は 2J自に分かれ(堆積土5・6府)、人為堆積土である。

堆積状況からみて、堆積上6J百は周溝の掘方の可能性もある。
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ヌ士長デ ¥ー短金s一正三ヲ16 
15 
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¥ - Etダ
モ五三矛ミニコ一二-s"'=こどこ 1
ミ三E577二-t
轟り "絹 分泌 "は 111量 成f~ 援尚 続u 守主 後 写氏 収納
12 LIlliZl1U. 182 1'11 L 2刷 25.6 破片 nll-体:J破I~ JIlロクロlIIr.t舛画:1111ヨヨサ・ヂ、体寓ナヂー内自:11総ヨコナヂ、体高5.匝滋. Zふ14 償却

13 i・fSIIl 181 用1.1輔 19.2 値目 1コ1紙ナ~デ制、制1$磁上』認f.ヘ3ラt-ナロデタ、ロa制EF在m外ナ面ヂ:口敏ヨコナヂ、 刷上嶋ヨコナ子、制ト郷ナヂ 内面:11総ヨ 25-13 偶蹄
11 続.tI!S!f. AI 瑚u柄 8.4 8llt 外緬 :1嵯罪事ヘラ切りーナデ 焼成不良. 制施

15 事l.tl! ~i干 HI 崎 1:1射 15.6 8.8 3.7 1/3 外語:底滋切り鑑し不可1・体nlS-庇IlJN主ちへ号ケズリ 体綿に帖1.緑樹み 1:I"ii.織成良好。 2ιl 制J9
16 Itul!SI手 A5 月 111凶 10.8 笹川 外面 :1在wヘラ切りー体 F$-雄:J1'怜ちヘラケズリ. 航路

17 事1必~i(. A2 時1.2 Jri 14.7 16 3.6 1/3 舛面 :1直締切り.l.不明一体卜節~雌1111"1転へラケズ'1.火陣lii.鈍l正常績e 26.2 倒J9
18 ぜhl!iI;;l手 A3 t唱1.2刷 1，1.8 9.'1 1.2 2/5 外面・嵯$0止糸切りー体卜部~広徳1叫転ヘラケズリ.焼成lHf. 26.3 倒J9
19 綱.\l!~i(. 02 』咽 1:1制 13.6 1.0 3.8 1/3 外曲j~底部切り穆し不明『体1"1$-1虚飾1"1転へ争ケズ '1 . 内~II: ~íIt'.ロクロナヂ。 焼成良好. 26.4 制掬
昔。 JJí必2~Ij: A3 11¥1:1桝 1<1.0 1.8 3.8 1/2 外面.成品首切り.し不明-f~ ド締-1虚締1"1転ヘラケズ " . 焼成良kf. 26.5 制J9
21 ltl忠~I(. A3 J司IL21r1 13.6 8.0 3.5 1/2 外l匝:14:1$切り鼠しイ、呼l一体ド鰐~腹部1"1転ヘラケズリ.鳩101<不良「 26.6 ∞9 
22 Jti.\l(~i(. Aa 珂t1: 3刷 1，1.2 7.8 4.1 1/3 外~IÌ: J車部切り.l.不明 ・体ド鰍-1正1$"-'1転ヘラケズリ.偽ほ.(;)む 26.7 ∞宮
23 百l.\l(~i(. ;¥3 J1IIL2桝 1504 3.4 4.-1 1/4 外!面:腹部切り鰻し不明 f~ ド鰍~底部1"1'"ヘラケズリ. 焼成此If. 26.a ∞9 
21 Ifi.¥I.mi(. A3 ~ft I.ll1!1 13.6 3.'1 4.3 1/3 外而 :1底部切り組しイ日明 体ド飢~雌:11)(IIJt"へ手ケズ".焼成不良. 26.9 009 
25 術，\l( 2'~i(. ;¥3 J1Itl.l桝 7.8 <1/2 外回 :1.正部回転糸切り 帽・f~ F鯨-1鹿島11外刈1"""ヘラケズリ。焼成良.f. 009 
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35 
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11ー ロ
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書サ 同競 分泌 腕 l~ 銭{f. 特 償 ";i'[ 似納

26 iti.¥!.(お叫: A3 E聖上2府 鮫rt 舷側i完If>鍛H・o11¥:1'量8恥ffio外面i:腹部切り織し不明『体ド都~艇部悶伝ヘラケズり.焼成不良。 009 

27 lli.¥!'(総t干 A3 均 1'.11画 俄Ii f!1;i量7.&010 外部:縦割i切り績し不I~l-I本ド総-/.正部回転ヘラケズリ . 体 F鮒にヘラi記~}?。 焼成良好。 2ι10 009 

28 5且.仏{怨jf:j台係 C 地上2府 鮫n 外面j:!底部回転糸切り一体F郎防転ヘラケズリ『削1)illL (際いロタロメJによる :;riの挺t.lho焼成不良。 26.11 009 

29 li'ullお尚台係 BI l'IU.211i1 1/4 111.%13.4om.向台径8.&m.~宮高5.&01。 外l踊:体下部~底綿凶転ヘラケズリー{寸(.~fl. 火繍IÑ. 焼成略織。 009 

30 年i思邸内合呼 BI 姥上 1R司 1!2 総ll • i韮13.2cm.荷台糊.7cmQ緑町5.6001。外I面:体附~脱却I1昼l転ヘラケズり叶t，:;jnc火樽f血。lJlね燦毒泌。俊成堅 26.12 009 

31 ili.¥l!お尚台郎 AI 埋Lt2府 1/4 円箆 15.4cm~ r，j?i径9.4cJno絡仰30m。外i国:j.jo問，-/il::1!I6i1転ヘラケズリー付高fl。灰か.1:り。焼成良好。 26.13 ∞9 
32 草V.J.(~溢 棺j:.1府 舷/i' つまみ (光形)-体古事1lt11'.l1í部の丸い::iU~状つまみ {径2.6om、高J.Ocm). 外 i日:体初回転ヘラケズリ。 焼成不良。 26ド1.1 00!1 

33 須立!.~苦.zi Ala t壇上2府 1/4 1.1鐙14、&m.怨162、6om.低い'，Ulli状つまみ {筏2.6om、尚7mm}o外00:体古都朋転ヘラケズリ a 焼成略事位。 26.15 009 

34 ili.lllお主主 AI a 担土2府 1/4 n径18.0=.つまみ欠iil.外耐fi:体剖1101伝ヘラケズ・J。焼成昭積。 2{).16 009 

35 ~ti.w.総長 AI a !'I! 1ニ21M 1/3 1/1王11.60m.勺まみ欠則。外I6i:体部恒l転ヘラケズリ。焼成'I'!織。 2ι17 ∞9 
36 須.I'!.~鉢 A2 時土 l府 暗~H' 11.1i!-休部髄片。両面:ロタロナヂ.焼成良好。 2ふ18 009 

37 m.lllお~t手 日 倹111崩 岐It 珂dd:綿:がロtクE合ロナi師デでー出1活4書かししたー脚ナ綿デ破、JIi。Sか桜し合語ilii手に持2ち条ヘのラ降ケ線ズ巡リる。。内杯l両古都;政絞耐り2目段、情ロ成ク。ロ脚ナZデZに。長悦方成形田鹿透級か.し411¥位。外 26ド19 009 

38 在1止l2i<向呼 時 J'.21M舷It 脚締敏l i・. ロ 7 ロナデ『縦長1是h・mの透かし {編 lAtrn、ヘラケズり 】 3111(~ ~直成不n。 26.20 009 

39 lÃ.W.~"" 81 開よIIi'I QH~ 11縁~体郎破JIO口鶴7.2crnoi立大径9.&0>.11暫I白書が鋭< (of~8rum) 州立する。 両úîî :ロクロナヂ。焼成格織。 26.21 ∞9 
40 門前脱 思上1府 厳li 脚古事破1i"o締珊l径16.Ocm.ロクロナデ、横位峰111、長方形透かし、縦位以;輔1.燐1.J<'I'!i盟。 26.22 ∞9 
41 円du6ll i事士 1府 般n 郷び邸る破透灯か、し外商告:ロがクロナデーへ4蘭ラ状工Jlにナよデる.遜焼イEl証の明官直官縁と。縦0itとt仁l司線一、回ト体字か?。透かし (/1i本!r.上1'11111に1..償方向に延の fll1lll<t.H針。内。ロ?07'7'. 1!'lJ&.~íii. " 26.23 009 

42 上製紡錘司t 地上31i'1 花形 よヘ裂ラ.ミ上ガ録キ.賞。.1ft;段J:.取tこ持内i総綿彫廿。針Iを闘d合市む車.台R焼;0成1不ι径良S。0cm。決1l¥3.70m.l'ゾさ1.3om。紬孔1壬0.70114~I世29g ・ 4世耐l事減、 36.7 026 

43 鉄鉱 根j:.31M 破片 箆被-~掴1厳Ji・0 鍍身欠lil。 箆敏にi向!明。 JJW長6.7cmo 箆被断i臨6X4mm万形。 接断ilii4 X3mm方形。 029 

44 JJf i事上3府 舷片 身郎~警部磁Ji'.平』世り111!車.機関 ・刃開。現移民9.60m.JJ7i;編l.4cmo茎兄輔0.90m.b匝J事4mm。 37.17 029 

45 n千 極上3附 舷n 身書事~茎部破Jt0 .qt.造り向倒。機i凶.JJ問。現(i.以9.6cmoメIJji;編I.Ocm.j;ji;輯;10.70同僚1'/3m向 029 
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〔焼面〕北半部の 3箇所で焼面(焼面 1-3)を検出した。焼面 lは長径80cm、短径70cmの不整形

で、焼面から北周滑に向けて幅15-21cm、深さ5cm以下の浅い溝が長さ1.4m延びている。焼面2は

長径55cm、短径35cmの不整形、焼面3は長径72cm、短径63cmの不整形である。焼面2の北西50cm

の床面上から、台右1点 (51)が出土した。焼商2と関連があるのかもしれない。

〔堆積土)6層に分かれ、廃絶時に人為的に埋められている。

〔出土造物〕床面からは台石l点 (51)、非ロク 口調整の土師器杯・護、須恵器杯の破片が数点出土し

ロ 。 5 lOcm 

¥一」 05  1Oc潤

市り 随l!l 附 1ま u 仮 匂1l" 収納

46 低行 開1:1制 tl;仮{':.!!，/'111，状。 中儀。 2 耐(!fJ~ . ~fI{。 島幸 19.6ぐm. 帽J5.3cm. j'f.古1.7cm. 38-8 ωa 
H 紙li ~IU: IIO 調U!Jl:砂狩製@向性状0:11'紙。 l耐研附.K<.lii. J正事17.8cn"，鮒IO.3cm.~tさ 5.3<:1'1'10 38・16 033 
ゐ18 Il!ィi l'I! 1: 3制 砂YJ襲。1'1件:1..1:.'1'低。 11師Dfls・隙1説。i止さl6.4cmo輯18.6crn.J.tさ4.7口n. 38-17 033 
19 Isli 月~ 1: I M 相11立砂11製。的1'1体.知嗣flfう。起さ10.001110蜘.3cmo'1"喜丘6c111o 033 

50 文脚イi カマド内 ~nで前"tのある砂'i;'慢。 JIlIflJSrt状o 2出分;判断、 21師自然i町。長さ24.0cm会幅13.50"，ω1明書12.Ocrn. ω7 

51 台イi 床曲i 誕灰rr砂YJ製。扇平拡IllJif;j;f.J:.J是さ26<:1'1'10 制21.5crn.j￥さ 13.0cm. 全~IÍ(I~字削. 037 
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fこ。周構内 (堆積土5・6層)、カマド崩壊土、堆積土3-11百からは非ロク口調整の土師器杯(1 

-3)・尚杯 (4・5)・聾 (7・8・10・11・13)・鉢 (9・12)・壷 (6)、須恵器杯(14-28)・

高台郎 (28 -31)・高杯 (37・38)・葦 (32-35)・鉢 (36)・短顕斑 (39)・壷 ・裂などが少数出土

した。多くは破片であり、完形のものや残存率の高いものはやや少ない。この他、円面硯破片2点

(40・41)、土製紡錘車l点 (42)、万子2点 (44・45)、鉄鎌l点 (43)、砥石3点 (46-48)、磨石

l点 (49)、ガラス小玉 l点 (52)、珠文鏡1点 (53)、炭化した租チ (モモ)、純文土器片、縄文時

代の石器 (剥片、チップ)などが出土した。

これらのうち七師器杯(1-3)はL、ずれも非ロク口調整で丸底か丸底気味のものである。土師

器尚杯(4)も阿部は丸底気味で、脚部には透かしが4個人れられている。

須恵23郎の多くは体下部~底部が回転へラケズリされており(18-27)、体下部~底部が手持ちへ

ラケズリされたもの(15・16)や底部がへラ切り無調整のもの(14)は少なし、。須恵器坪で回転へ

ラケズリされたものの中には底部の切り離し痕跡が大きく技されているものがあり、静止糸切りの

もの(18)と副転糸切りのもの (25)が各1点ある。

須恵器荷台郎の中にも底部の回転糸切り痕が大きく残された削り出し荷台のもの (28)がある。

これは29-31のような付高台が一般的な陸奥国では特異なものである。また、須恵器高杯 (37)も

底部の下に円維状に貼り付けて高台を接合しており、これもあまり例のないものである。

円面現破片2点 (40・41)は同一個体の可能性のあるものである。脚部破片 (41)は、外面に蓮

花のmを逆位に線刻している。花弁は両側に 3枚ずつ表現されている本例はモチーフとしては、多
賀城廃寺跡出土の重弁越花文鬼板9508、多賀城跡出土の重弁越花文鬼板950Cの両脚部に施されて

いる文様に額似している。これらは多賀城政庁第I期 〔桝lt{J.元年 (724)--天平宝字6年 (762))の

もので、いずれも鬼板両脚部に謹花の奮が逆位に|場刻されている(宮城県多賀城跡調査研究所，

1980・1982)。花弁は両側に 2枚ずつ表現されている。

ガラス小五 (52)は完形のもので、珠文鏡と同一層位、約50cm離れて竪穴住居跡ほぼ中央の堆積

土 11白から出土した。エネルギー分散型蛍光X線分析装i位 (HORIBA MESA-500)によるNa(ナ

トリウム)以上の兄素分析を行った結果、 Pb(鉛)含有訟が3.01Wt%と少なく、 Si(ケイ素)含有

誌が60.76Wt%、 Ca(カルシウム)含有量が15.62Wt%と多かった。精度の2遣し、分析を行っていな

いため、イミ確実ではあるが、鉛含有量の多い奈良時代の鉛ガラスではなく、古墳時代のアルカリガ

ラスとみられる。

珠文鋭 (53)は竪穴住居跡ほぼ中央の堆積土1庖から出士した。破片4点が接合し、約 2/3が

残存する。“ブロンズ病"が進行し、遺存状態は劣悪である。周囲の土塘を締にかけたが、残りの破

片は検出されなかった。4点のうち 3点はほぼ半分の泣存状態であり、まとまって出土した。残り

の1点 (53の右下破片〉はこれらから約20cm離れて出土した。面径は7.0cmと小型である。外区文

様は鋭の縁部より紫文+鋸歯文+櫛歯文+突線で、内区文様は珠文16f闘をー列に整然と配してい

る。肯噴|時代前期の小型的・製鏡で、樋口 (1979)、中山・林原 (1994)分類による珠文鏡I類、森下

(1991)分類による珠文鋭2式、 小林 (1979)分類による珠文鋭A式に相当する。
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52 ガラス'1‘弘 即 1.1kf 1主~
7ル均リガラス，透明でi;!いスカイブル- s径5.Omm，rtd3.5mm.仇i重 rlみ比11 孔作1.5mm.，Ij制時代のものと権 36-11 011 定
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第65図 S I 21竪穴住居跡出土遺物(5)ー珠文鏡・ガラス小玉

【8148竪穴住居跡】(平面図 ・断面図:第66図、造物:第67図)

〔位世〕調特区中央部の北斜面落ち際、丘陵尾根上の北寄り、標高29.0m付近に位置する。

〔重複〕主要遺構との霊複はない。 東半部は床面下まで大きく 1~ IJ平され、 jfi存する西半部全体にも杉

の椴の脱乱が大きく入り、残りが悪L、。

〔平副形 ・規模〕半面形は方形とみられ、規模は南辺で3.5m、西辺で1.2m以上である。

〔方向〕西辺でみると北で東に約36。偏る。

〔壁〕検出面から床面までの高さは、残りのよい南西隅で38cmある。それ以外では17cm以下と残りが

悪い。

〔床面〕床面はほぼ平坦で、地山面(粘板岩礁庖)を床面とする。一部に貼床されている。

〔主柱穴〕主柱穴は認められない。

〔カマド〕カマドの位置は不明である。

〔周溝〕西辺、南辺、東辺で幅10---20cm、深さ 6cmの周溝を検出した。西周溝の一部に周溝掘方が

残存する。廃絶時に床面とー速に人為的に埋められており、|調渠であったかどうか不明確である。

(堆積土〕 廃絶時に人為的に埋められている。

〔出土地物)JUi床から須恵器製破片、床面から非ロク口調整の土師器到破片、埋土から非ロクロ調整

の土師器到、須恵器郎 (1)・高台杯 (2)の破片が各l点出ょした。このうち須恵器杯(1 )・高
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住封勝 緬 ti n E置

笥鴻‘H 崎純色UOYR3/4，.L.砲tlltプロヲ?を多く含む.しまり，，'> 眺佐江し人ぬ権構 t.

5148 
庵上J/i'I 鴫泌色(IOYR3!3，よ.僅2cm以ド白地山f立を多〈含む しまりあり.人為雄樹上.

哩1.:2刷 明制色(lOYR3/4， 't.筏2-5mmの銚阪税風化"，tをやや~ < 、 lf.3cmの地山上プロッ?を少し合む. しまりあ1) . 枯性なし. 人為雄積む

慢~1. 明柿色(lOYR3/3，上。灰t'ts火山脈プロッ昔、地山t:プロγ?ic少し古む.n然嶋検1:..
lIII:/J" 尚色(lOYR'1/4'よ.I置3tm以 トのlii桜主}腫lltl!l!llを事<ftむ.しまりあり.給nゃゃあり.人為内自制上.
球下l二繍 尚色(75YR4/3U:..I~&m以ドの1品販ね楓化rIlU;'を事〈合む。 しまりあり. Iii性なし 人為l1t捌 1:.

カマド緬)i 暗尚色(lOYR3/4)上e隙 ・焼上位・地ulU.を少し含む.l， '"りあり. 人A~量償土。

カマト嶋君臨J:1 改修前のカマド情築上h 時J.t尚色，(I0YR6/6，士。地山上・愉桜狩IAlt膿，t告書く、情糊色上プロヲ?を少し含む。しまり晶1).人為犠繍上.

カマト柵寮ln 必修したカマド帰第上.11¥補色(I0YR3/3'上.縫土'l!UII:.・桃鉦む風化億円・を多〈含む しまりあ1).人為堪樹上.

5149 カマド~.“ 民事21cm、信IOcm、n:~6cm町内柱状の枯仮おi!Jt

カマド~捜郷 に，1:色、""褐色(5YR4/4，1:..織上告多量に含む.自銭地積1.. 

カマド崩t書上 暗""尚色(5YR3/4，.L.焼 tをJ.にftむ。
煩ilI 町T尚色(7.5YR3/制上.I置O.S- Icmの眺阪f-ill化様，~ 、 fl5rnmの悦Ii . 焼 t肢を事〈含む. トン事ル式で、~)~部が-$惣る.

l!t1:.1脳 附尚色，(7.5YR3/4'土.r宅5mmの以，;・焼上紙、径0.5-IC>>1の紡阪Vt風化銭円・を多く企む.しまりあり.柑I性伝し。人為地情1:..
l'IlJ: 2嗣 1(制I!J.(lOYR5/8け:.HIlIll低十プロヲヲ 、 筏2-4cmfiの納似~l風化棟11 告書く含む。しまりあり ， I占V駐屯L。人為柑i械J:.

第66図 S I 48・49竪穴住居跡平面図 ・断面図 (1/60) 
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台杯 (2)は体下部~底部が回転へラケズリされ、高台杯(2 )は焼成前に底部に ixJと刻書さ

れている。

【S149竪穴住居跡】(平面図 ・断面図:第66図、遺物:第67図、図版13-3、14-2) 

〔位置〕調査区中央部、丘陵尾根上の北寄り、標高30.0m付近に位置する。

〔重複〕主要遺構との重複はなL、。東半部は床面下まで大きく削平され、遺存する西半部全体にも杉

の根の撹乱が大きく入り、残りが悪し、。

〔平面形 ・規模〕平田形は方形とみられ、規模は南辺で"2.8m、東辺で'2.2m以上である。

〔方向〕東辺でみると北で東に約400偏る。

〔壁〕検出聞から床面までの壁の高さは、残りのよい南西|塙で'32cm、その他の箇所で・は20-30cmあ

る。

〔床面〕床面はほぼ平坦で、捕方埋土上面を床面とする。掘方は南西隅を除く残存床面のほぼ全面に

及ぶ。

(主柱穴〕主柱穴は認められなし、。

〔カマド〕丘陵尾根に直交せず、等高線に沿って南東隅に設けられている。廃絶時にカマドの天井部

が壊され、煙道の先端と煙出しピットが撹乱で壊されていたが、両側壁、燃焼部、煙道がよく残っ

ていた。

左側壁は長さ63cm、高さは奥で18cm、焚き口で14cm、右側壁は長さ70cm、高さは奥で'27cm、

焚き口で9cm残存していた。両側壁-の内側は被熱のため著しく赤色硬化していた。両側壁外面の

幅は下部でl.lmある。カマドの両側壁は、粘板岩板状礎片を芯材として黄褐色~褐色粘質土を用

いて作られており、 一度作り替えられている(古いカマドの構築土I、新しいカマドの構築土IT;

第66図断面Cー C')。カマドに用いられた粘板岩板状礁片は左側壁に 2点残存し、天井崩壊土中に

1点あった。焚き口は下部幅約l.lmで、高さは14cm以上である。燃焼・部は奥行き52cm、幅60cm、

奥壁高13cmで、奥壁から燃焼部中央にかけてなだらかに窪み、焼土が堆積し被熱・赤変していた。

カマド奥壁から手前15cm、カマド中軸線上の位置には支脚石 (9)が残されていた。この支脚石

は長さ21cm、|隔llcm、厚さ 6cmで、粘板岩礁片の下端を分害IJし、側面を剥離して角柱状に整形し

ている。支脚石の天端となる上端は長制15cm、短車dl3cmの菱形状で、平坦である。底面となる下

端は長辺8cm、短辺5cmの平行四辺形状て、ある。支脚石の天端から火床までの高さは15cmで、支脚

石は長軸をほぼ直にして据方 (長径23cm、短径17cm、深さ 6cm)の端に寄せて立てられている。

支脚石はほぼ全面にわたって褐色~赤色に変化しており、特に奥壁側(第67図9左面)中央側面

(同9右面中央)と手前側中央が著しく赤色に変色していた。

煙道はカマド奥壁よりほぼ南に向かつて外に1.0m以上延ひ"る。煙道はトンネル式で、 一部天井

が残されていた。この残りのよい箇所で・幅35cm、探さ20cmある。煙道は中央の底面レベルが最も

低くなるように、竪穴住居跡の内部と煙出しピット側の両側より掘削されたことが窺える(第66図

断面E-E')。先端の煙出しピットは撹乱に壊され、残っていないが、煙道縦断面の状況からみて、

煙道の長さは残存する長さをさほど超えない程度であったと考えられる。



〔周溝)南辺の西半と西辺で師15-20cm、深さ 3cmの浅い周溝を検出した。周溝は南辺の中央で途切

れ、東辺にも設けられていない。

〔床下土域〕カマド左脇の東辺際にある。長径65cm、短径55cmの梢円形で、深さ17cmある。本竪穴

住居跡の制方とともに人為的に埋め戻され、 一部はカマド左側壁に上を覆われている。本竪穴住居

跡の機能時には埋められていたとみられる。

〔堆積土〕廃絶時に人為的に埋められている。

〔出土造物〕銅方から須恵器郎破片、カマド右前の床面から須恵器盟体部破片、埋土から非ロク口調

整の土師探郎 (3)・護、ロク口調整の土師器鉢 (4)、須恵器杯・尚台;呼 (6)・蓋 ・盟・壷、刀子

(7・8)の破片、カマド燃焼部から非ロク口調整の土師器部破片、煙道から非ロク口調整の土師

器型破片、撹乱から須恵器材~ (5)破片などが少数出土した。土街li器には非ロク口調盤の杯(3 )・

費、ロク口調整の鉢 (4)がある。須恵器坪には体 F部~底部が凶転へラケズリのもの、底部静止

糸切り後に体下部~底部手持ちへラケズリのもの(5 )がある。
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第67図 S 148・49竪穴住居跡出土遺物
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【S133竪穴住居跡】(平面図:第68-70図、断面図:第69・70図、造物:第71-73図、図版14-3 -7) 

〔位置〕調査区中央部、丘陵尾根上のやや北寄り、標高31.0m付近-に位置ーする。

〔重複〕主要遺構との重複はなL、。東半部は上部が大きく削平され、残りが悪L、。2度建て替えられ

て拡張されている。古い方からS133A竪穴住居跡、 S1338竪穴住居跡、 S133C竪穴住居跡と

する。S1338竪穴住居跡は床面レベルを同じくしながらS133A竪穴住居跡を西に拡張し、方向

をずらしている。S133C竪穴住居跡はS1338竪穴住居跡を埋めて嵩上げ整地し、西 ・南に拡張

し、方向をずらしている。カマド、 主柱穴の位置も変えている。

< S 133A竪穴住居跡>>(平面図:第68・69図、断面図:第69・70図)

〔平面形 ・規模〕平面形は隅丸長方形とみられ、規模は南北が東辺で'3.4m以上、東西が南辺で3.1m

である。

〔方向〕東辺でみると北で東に約31。偏る。

〔壁〕新しいS1338・C竪穴住居跡に壊され、壁の高さはほとんどなし、。

(A床面〕床面はほぼ平坦で、地山商 (黄褐色粘質土)を床面とする。

〔主柱穴〕主柱穴はない。

(Aカマド〕カマドの位置は不明だが、西辺または北辺に設けられていたと考えられる。

(A周溝〕南辺 ・東辺 ・北辺でゆi{ii15-30cm、深さ 6cm前後の周溝を検出した。人為的に埋められて

いる。西辺 ・北辺は新しいS1338竪穴住居跡に壊され、検出できなかった。

〔堆積土)S 1338竪穴住居の構築に際して、床面レベルをほぼ閉じくして拡張しているため、 A周

溝を埋めている以外には埋土はない。

〔出土遺物〕遺物は出土しなかった。

< S 1338竪穴住居跡>(平面図:第68・69図、断面図:第69・70図、造物:第71図)
〔平面形 ・規模〕平面形はほぼ正方形で、規模は南北が西辺で4.8m、東西が北辺で'4.5mである。

〔方向〕西辺でみると北で東に約21。偏る。

〔壁〕新しいS133C竪穴住居跡に壊され、南西隅付近で10cm前後残る以外、壁の高さはほとんどな

し、。

(8床面〕床面はほぼ平坦で、 B貼床を床面とする。

(8主柱穴〕床面でPI-P4の柱穴を検出した。掘方はP1柱穴が径27cmの円形で、深さ23cm、

P 2柱穴が一辺27cmの隅丸方形で、深さ34cm、P3柱穴が一辺25cmの隅丸正方形で、深さ37cm、

P 4柱穴が径25cmの円形で、推定深さ25cm(上部を土域 lに壊され、 5cm残存)である。P1・

3・4柱穴は柱が抜き取られ、 P2柱穴は柱が切り取られ、径10cmの円形の柱痕跡を検出した。層

位的には Pl-P 3柱穴の柱抜取穴がB貼床より新しく、 B埋土に覆われるので、 PI-P3柱穴

はS1338竪穴住居跡に伴う。P4柱穴は上部をS133C竪穴住居跡に伴う土横 1に壊されている

ので、 S1338竪穴住居跡に伴う。これら Pl-P 4柱穴を結ぶといびつな四辺形となるが、ほぼ

対角線上にあるので、 S1338竪穴住居跡に伴う主柱穴とみられる。P5もS133B竪穴住居跡に

伴うとみられるが、深さ 7cmと浅b、。
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SI33A A瑚t揖 にぷいlIiぬ色(lOYR4/3)1'..貨尚色(lOYRS/6)1:プロッ f、鋭化物を事<1'tむ。 しまりややあり。 納t1:指し。 人M~備上司
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Bカマドliill¥'!U 灰』首位i色(lOYR4/2Lt.1，..まり品り。人為地眠1:.

B~~上 (C 貼成} 断尚色f10YR3/3)1:.鋭化物.地Illt:プロヲクを事〈合む。しまりややあり. Il;tt屯し。 人為~~怖い
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Cカマド悠焼綿 ，{;;尚(2.5YR4/S)上e悦 tを事1，tにftむ@
SI33C 
Cカマド内ljf!i{l1・ でt:J然、t町1tl償III制純で色、上プ3絹ロにヲ分クか壱れ多る"<:、焼F邸tiftお航・炭、総化物化物を病少でし、企むそ.の上I~焼上位 ・ 炭化物をやや書く合む!.lI IU色f10YR3!2)上a 上用;は以前!I.I色\I0YR3/2)1二

上峨 l 2腕に分かれる。 ド絡は灰iIl尚色!I0YR4/2)上で、ffi3cmlJlの地111プロック・様化物を多〈合む。1:剖iはにぷぃIII尚色J10YR.I/3Jtこで地山紋を少I，t:-tむ。

地続1:1 J~J :lll悼色(lOYR3/2)t~ i主5mm白地1111:ブロッヲを比般的事(:-tむ。しまり ・給性なし。ct然破flU:.
k龍樹f:2Ji') に.$:い!Ii尚也(lOYR4/311:. I王5mmの地Ll I I:プロ ヲ タをやや多〈、炭化物 ・ 焼J:~を少し含む。し まりあ1). 貼ttなし. t:t!t，犠fil上.

.IlIl航l:3府 比鮫的均質な此尚色(10YR5/6)上。しまりあり。11;性却し.Jt・尚¥'J!僚に分 ĵする抽IIIi1:. 自然~ij舗 1:..

続的1:4府 に.1:いIf/槌色(IOYR.I/3U:.3，!Ul!!.(lOYR5J6)上プロッ7をj;<、 ff3mmの炭化物・焼I:tilを少し合む.しまり ・押;t'l;なし。n然J1U.u.。
堆前l:5J剖 i可・1判辺町峨際に沿。て分MずるC叫idu向上の{曹い燐.t.・iJ1iUじり師。

S 133A・B・C竪穴住居跡土層一覧

(Bカマド〕東辺の中央南寄りで、カマド燃焼部とカマド前炭屈を検出した。これらはB埋土に覆わ

れていたことから、 S133B竪穴住居跡に伴う。燃焼部は奥行き38cm、幅80cmで、中央がやや窪

む。焼土が堆積し、被熱 ・赤変していた。カマドの両側壁 ・天井部 ・煙道は、SI33C竪穴住居跡

に壊され、検出されなかった。カマドの向きは丘陵尾根の中軸線とほぼ平行し、丘陵斜面下側に付

設されている。

(B周溝)西辺と南辺の一部で、幅7........10cm、深さ10-15cmの壁材痕、幅20........25cmの周溝状となる壁

材の掘方を検出した。壁材は抜き取られ、それ以外の各辺では幅15........30cm、深さ10........15cmの周溝

状となり、四辺を巡っていた。南西隅はSI33C竪穴住居跡に伴う土壌lに一部壊されている。また、

南西|塙から丘陵斜面下方に向けて、外延溝が約30cm延ひ"ている。

(Bカマド前暗渠〕カマド燃焼部を迂回するように、弧状となって東辺に接続していたとみられる幅

15-25cm、深さ 5cm前後の暗渠を検出した。人為的に埋め戻され、機能時にはやや窪んでおり、カ

マド前炭層が覆っていた。南西隅の連結箇所はS133C竪穴住居跡に伴う土横lに壊されている。

〔堆積土)S 133C竪穴住居の構築に伴い、人為的に埋められている。

〔出土遺物〕構築時の遺物として、掘方 ・貼床からロク口調整の土師器聾、須恵器杯(4)の破片が

少数出土した。このうち須恵器郎破片 (4)は底部が回転糸切り無調整のものである。機能時また

は廃絶時の造物として、床面から残存率の高い須恵器杯l点 (5)、鉄鎌I点 (8)、不明鉄製品 2

点 (9・10)の他、土師器杯・盟、須恵器杯・聾(7)・壷の破片、周溝から完形または残存率の高

い土師器杯2点(1・2)の他、土師器杯・聾、須恵器杯(3 )・範、灰軸陶器血 (6)の破片、 主

柱穴の柱抜取穴からこt師器郎・裂の破片、埋土から土師器坪 (11)・盤、須恵器坪・高台;坪・蓋 ・重量

の破片、砥石 (12)などが少数出土した。このうち土師器はいずれも ロク口調整のもので、土師器

杯(1・2・11)と須恵器坪 (3・5)は底部が回転糸切り無調整のもの、灰軸陶器皿 (6)は黒

笹90号窯式2型式の猿投黛製品である。
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書り 同舗 分1盟 情位 Il{f. 行 償 写iC 叡納

1 Lt雌源保 nB 閥."112 川f.14.2(:m，依往6.4cm。お師6c叫ロタロJ帆 .外IAi:II(llIlh雌 糸切り脈潟箆.内t画:ヘラEガキーJ叫色処JIL 28-1 013 

2 k師務係 UB 同t揖 :記~ Iltれ4.2<m I居後6.4cm.2宮内5.3cm.ロフロ調餓外面j : 健郎lu1'~糸1i1'H量調銭。 内tÍI :ヘラミガキ ・:l\色処珂l. 28.2 013 

3 年i必~If 01 瑚I鼻 般JI' f~ ト.郷~熊綿織Ji . ，.足f革5.，lom。外面lII!llII向転糸切り鱒凋機、健""前ヘラ記号 『ー』、 揮し〈鳴け司Iむ‘焼成良好。 28・7 013 

~ I J!i，I!!~宮係 01 綱方 殿nl毘f現G.6cm.外出i~ ，tt~事!司転糸切り締創概e 尚rkj : J事iol.腕成不良. 28.8 。13
G IlJI必指呼 01 床面i5/6 1 1I~I I.2(:mo 11'1:1量ι畑、。 日間 5.3cm.外i耐:11¥!fflllu1似糸川り鰍訓椛.焼成前ヘラ.むり r1 J。 地11iè.'(;~. 2ι9 013 

6 ぽ柚陶?，g臥 院t樽 1/3 l lItf総軍『15.体0emgYLbH柚t高刷fT1E世a7h.Sりem..波I~紋台:官Z軍3司6品m.m1lt路l!9内02リι!明rm式:2外明山，t:.1本ド郁-)卑締副転ヘラケズリ一定形化した引1JJiIlfr。内uu: 2品13 013 

7 智iA!!ZUl A t車両 破Ji 1事ド1$-庇邸機JI'.，証後17.Orm.外面:f.，ドIlIINYr，へ予ケズリ『ナヂ、雄部ナヂ、7宮崎買が情.n.内面J:ナヂ. 28-10 013 

8 t.. 床面 彼Jl・ .身-'"111破11'tI箭式。鎌身長l.5cm、細川町、 現{/L<7 4cm.鰍郎断緬7mm方形。 37.10 02骨

9 小町i鉄寝品 床面 8lJi 臥JIまたは鉄観屯どの般片.舗錦繍面6><5mmJi形. 誕1-12 。鈎
10 ィ:哩Jt主寝品 11<，面 積I~ ..宇かに.t止に幽がる静伏鉄製品.両11欠111.境保US.Scm.両11断面4x2mm方形。中附郷断面Immli彫〈 38-27 ω9 

11 上舗E琢 日B 理t 磁Jl 体11-"'.破Jl 蜂径G.Orm. ロクロ~Q 外面:<<fIB酢1伝糸切りMJI盤.内面:ヘラミガキ・:._1色也舟守 線総. お3 013 

12 自量(I 埋Lt 完形 暢舗fa砂FlJl.~1j体状。 S 語研Iß .e匝厳令従事63cm.・115，Ocmc nさ2.8cm， お4 ω品

第71図 S 1338竪穴住居跡出土遺物

< S 133C竪穴住居跡)(平面図:第68-70図、断面図:第70図、遺物:第72・73凶)

〔平面形・規模〕平面形はほぼ|判丸正方形とみられ、規棋は南北が西辺で6.1m以上、中央で約6.4m、

東西が南辺で6.1m以上である。

〔方向〕西辺でみると北で東に約280偏る。

(C床面)S 1338竪穴住居跡の埋土、および拡張部分を中心とする貼床の上商を床面としている。

周溝に接した箇所と比べると、床面の中央は8cmレベルが低く、中央がやや窪んでいる (第70図断

面A-A')。

〔控〕検出面から床面までの控の高さは、残りのよい商酋|判で53cm、西辺中央で50cm前後、残りの

やや悪い北西隅で26cm、残りの悪い南東隅で9cmある。北辺では壁が削平されてなし、。壁は西辺
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中央で約100。、南辺中央で約110。の傾きでやや斜めに立ち上がる。また、 西辺の南半では壁の上部

が廃絶後に崩れている。

(C主柱穴〕本竪穴住居の対角線上の位置で4箇所の宅柱穴を検出した。P6雨iJEj主柱穴は一辺約

13 

~~皐ノ
14 

21 

三室;ノ
15 

、一」些必ク

¥一一宇ニニグ
。

ーハ ーO 23 

17 

-0 

。 。 5 1 UCJli 

20 

高I} 14 .Is 分M 1M 1屯 fJlIf. tt 徴 ヲょl'! 阪納

13 I:Tー稽Jf Ds 』住t妓内砲1，火怜穴 :之島 即111量11.0.."， ~径G.Ocm， 溢尚1.6<"， D 7ロ.IIt':" 外出:成却l"lt~糸 III 'l 短調鍍. 内耐:政射状へ予 i ガ牟 ・ J品色処 28-4 013 

11 t舗Zll手 目白 底面 7.8 1 1I ~13 公m. /l'(if.5.lrm. ZI.%U!e，n ロクロ凋明書 外出:雌綿~I転糸切q績調積e 内由:へラミガキ・:.11色匂岬守 28-5 013 

15 1;“ZlJ手 目B t年d匝 11 持13.&m 嵯筏5Ann ZI.l5.1師、 ロク0.1111'{ 外由:彼自n.J伝来切り.J司箆a内面:ヘラミガキイ且色短周a 型与6 013 

16 ~.・ZlJf 日B S世情u柄 償" 肱rfG公明 外侮:旋f.IS(uI伝糸切0 ・..t'lI、内画面 : 1肱射~ヘラミガキ ~U色処IY. 013 

17 治必醤t手 01 上嶋1 般'i /l'(IHOcm 外山ー依Ml銅伝糸切り績lII~ 内由 I僚れ偵 28-12 013 

18 須lllZ:lI! A カマド内 ーをIi 1事Hl¥I-量il:Ml儀II".経筏II.Orm ~曲:体 fM!'I'HDOð11-W， c;，ヘラケズ'J，底舗ナヂ、 :前喰が傭.i7 内山:ナヂ. 28-11 013 

19 ィ、町IJ1<昔日Af， 叫;山 犠Ii tUrまたは鉄筋拡どの破片か 崎縄断曲19><7mm)，1(; 029 

20 鉄現制~H l車両 完~; 11¥式のヤスか 尚焔が尖町、 唱がわザかに欠111 製(f.1HI.Oenl.制郷里耳dJi6mmliJf: 37.28 029 

21 紙(， lIilbi 俄Ii 妙Y}襲。山m州北 2曲1統府・僚耳1..u書13.9cm.wO 7rm. "tさ8.9cm。 39，3 035 

22 自tィi S能的"."制 ji;)f; 制t~砂YI制。 九味のh るIfiJj体状. 1事l&iI!fil'l・1車JU.~擬IJd lltiの中火1'11む. 民さ 10.&10 制6.&"'.r/.~4.2c"，。 035 

23 111イ{ 1:馴l -必11; 砂Y}製作、1'1111・断j(II附1'11&.路状。民事12.k01.4117，0<01. 1引きS.7rJll'O 035 

第72図 S 133C竪穴住居跡出土遺物(1)
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24 。 5 lOcm 

第73図 S 133C竪穴住居跡出土遺物(2)

40cmの隅丸正方形で・深さ25cm、P7北西主柱穴は長辺40cm、短辺27cmのー長方形で深さ24cm、P8 

南東主柱穴は一辺約40cmの隅丸正方形で深さ35cm、P9北東主柱穴は一辺約35cmの歪んだ隅丸方

形で深さ20cmある。P9北東主柱穴は底面に粘板岩板状礁片2点を敷いて礎板としている。いず

れも廃絶時に柱が抜き取られ、柱痕跡を検出できなかった。

柱穴の中心でみると、柱間寸法はP6南西主柱穴-P8南西主柱穴聞が約3.8mと他よりやや大

きく、 P7北西主柱穴-P9北東主柱穴問、P6南西主柱穴-P7北西主柱穴問、 P8南東主柱穴

-P9北東主柱穴間はいずれも約3.5mで・ある。また、各柱穴を結んだ線は歪んだ四辺形となるが、

削平されて未検出の東辺を除けば、いずれも各辺と約1.5m離れてほぼ平行している。

〔その他の柱穴〕カマドを挟んでP9北東主柱穴と対になる屋外の位置で、 P10柱穴を検出した。P

10柱穴は掘方が径24cmのほぼ円形で、径14cmの円形の柱痕跡を確認した。

(Cカマド〕北東隅でカマドの燃焼部、奥壁、掘方、カマド内堆積土を検出した。カマド側壁は上部

を大きく削平され、燃焼部と接した内側だけが高さ約15cm残っている。煙道の有無は不明である。

残りが悪いが、北辺の北東隅付近にカマドが付設されていたとみられる。カマドの向きは丘陵尾根

の中軸線とほぼ平行し、丘陵斜面下側にあたる。燃焼部は奥行き約70cm、幅60cmで、焼土 ・炭が

堆積し、被熱・赤変していた。奥壁は高さ約18cmあり、斜めになだらかに立ち上がる。カマドの楓

方は平面形が径約1.7mの不整形で、深さ20cmある。そして、粘板岩板状礎片を入れた黄褐色土で

この掘方を埋め戻してから、掘方の中央やや右寄りに、長さ約1.6m、l隔60cmの長楕円形の掘方を掘

り直して、奥壁一燃焼部一焚き口としている。カマド両脇に設置されたP9北東主柱穴とP10柱

穴、及びカマド掘方からみて、カマド両側壁外面の幅は1.6m程と考えられる。また、長楕円形の掘

方の左壁が焼けており、この位置からみてカマド左側壁の長さは1.3m程あったと考えられる。



(C周溝〕西辺、南辺、及び北辺の一部で幅20-35cm、深さ10cm前後の周溝を検出した。東辺は削

平されて残っていないが、後述の焼面3に隣接した位置にあったと考えられる。周溝は人為的に埋

め戻され、わずか窪んだ状態で機能しており、その上面に焼土 ・炭を多く含む堆積土5層が堆積し

ていた。

〔土壌〕南東部のP8南東主柱穴の近くで、平面形が径約1.3mの不整円形で、深さ20cmの土城 lを

検出した。

〔焼面〕カマドを取り囲むようにして、床面上の 3箇所で焼面を検出した。焼面 1は径約50cmの不整

円形、焼面2は長径50cm、短径35cmの楕円形、焼面3は一辺45cmの三角形状である。

〔堆積土)5屈に分けられ、自然堆積層とみられる。

〔出土遺物〕出土造物は破片を中心にやや多く、床

面から残存率の高い土師器郎2点 (14・15)、鉄

製刺突具 1点 (20)、不明鉄製品 1点 (19)、砥

石 2点 (21・24)の他、 土師器杯 ・盤、須恵器

杯 ・ 裂の破片、北西主柱穴住抜取穴から完形の

土師器郎1点 (13)、カマド内から土師器坪、須恵

器塑 (18)の破片、土壌 lから土師器杯 ・裂、須

恵器坪 (17)・高台杯・聾の破片、磨石1点 (23)、

堆積土から土師器杯(16)・高台町、.輩、須恵器

杯・ 高台坪・護・塑・壷の破片、砥石l点 (22)

など が出土した。このうち土師器はいずれもロ

ク口調整で、 土朗i器町、(13~16)、須恵器坪(17)

は底部が回転糸切り無調整である。大型の置き

砥石 (24)はP6南西主柱穴の脇、砥石 (21)は

カマド手前の床面から出土した。

【S153竪穴住居跡】(平面図・断面図 :第74図、遺

物 :第75図、図版15-2) 

〔位置〕調査区中央部、丘陵尾根上の北寄り、標高

30.0m付近に位置する。

〔重複〕主要遺構との重複はない。北辺が撹乱に

よって床面下まで大きく削平されている。8134竪

穴住居跡と近接する。

〔平面形 ・規模〕平面形は隅丸正方形で、規模は南

北が西辺で・約2.2m、東西が南辺で約2.2mと小さ

し、。

〔方向〕東辺でみると北で西に約7。偏る。
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第74図 S 153住居跡平面図 ・断面図 (1 /60) 
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〔床面〕床面はほぼ平坦で、ほぼ全部に広がる掘方埋土上面を床面とする。

〔壁〕 検出面から床面までの壁の高さは、残りのよい南西隅て~30-40cm、残りの悪い北西隅て~16cm

前後、東辺で"10cm以下である。

〔主柱穴〕主柱穴は認められない。

〔カマド〕丘陵尾根に直交せず、等高線に沿うように、南辺の南東隅に寄せて付・設されている。廃絶

時にカマド天井部が壊されていたが、カマドの側壁、奥壁、燃焼部、掘方が残っていた。周辺の残

存状況からみて、煙道は長く延びていないものとみられる。左側壁は長さ32cmで、高さは奥で

20cm、焚き口で10cm、右側壁は長さ45cmで、高さは奥で20cm、焚き口で'15cm残存していた。
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両側壁外面の幅は下部で80cmある。両側壁の内側は被熱のため著しく赤色使化していた。カマ

ドの左側壁は地山削り出しで、右側壁は黄褐色粘質上を用いている。焚き口は下部制32cmで、高さ

は15cm以上である。燃焼部は奥行き44cm、幅30cmで、奥壁から焚き口にかけてわずかに傾斜し、

焼土が堆積し、被熱 ・赤変していた。奥壁は高さ18cmで、 lまぽ直に立ち上がる。

カマド奥壁から13cm手前、 2対の支脚石が立てられていた。支脚石は燃焼部から約20cmほぽ直

に立ち上がる。この付近で、天井部の高さは少なくとも20cmあったことが知られる。支脚石は長

さ約20cm、幅13cm、厚さ 7cmと長さ約20cm、幅10cm、厚さ 7cmの粘板岩板状喋片を用いている。

〔周溝〕各辺で幅15""""25cm、深さ 6........10cmの周溝を検出した。周溝はカマドの両側壁の際で途切れ、

カマドの下を暗渠となって:iillらない。堆積状況からみて、機能時には開渠であったと考えられる。

〔堆積土J3庖に分けられ、廃絶時に人為的に埋められている。

〔出上造物〕 周溝から上師~~坪 ・ 蓋 (2)・盤、須恵器材;(4・5)の破片、大型の低石(10)、埋土

から土師器町、 (1 )・盤、須恵持坪 (3・6・7)・荷台郎 (8)・蓋 ・聾、鉄鎌 (9)の破片などが

少数出土した。いずれも廃絶時の遺物である。このうち七師器蓋 (2)は須恵器益を模倣したもの

で、ロク口調整後に両面黒色処理しており、特異.である。これ以外の土師器師 (1 )・裂はいずれも

非ロク口調整である。須恵25原(3 ........ 7)・高台;杯 (8)は体下部~底部を回転へラケズリしている。

【S1 34竪穴住届跡】(平而凶:第76・77図、断而図:第78図、遺物 :第79........88図、図版16・17)

〔位置〕調査区中央部、丘陵尾根上の北寄り、標高29.5m付近に位置する。

〔重複)3回建て直されている。古いものから順にS134A竪穴住居跡→S134 B竪穴住居跡→S1 

34C竪穴住居跡→S1340竪穴住居跡とする。S134 B竪穴住居跡、 S134C竪穴住居跡、 S134 

D竪穴住居跡は東辺、北辺、南辺を踏襲しながら西へ拡張している。S1340盤穴住肘跡は火災に

あって焼失し、再建されていない。南東隅は肥潮めと思われる現代の慣乱で城されている。

(S 134A竪穴住屑跡>(平面|ヌ1:第76図、断面図:第78図)

〔平面形・規模〕 北西部と南西部、繍方がわずかに残るのみで、残りが悪い。 平I師)~は方形とみられ、

規模は南北が西辺で約3.5m、東西はA掘方の範聞からみて約4.1mと考えられる。

〔方向〕西辺はほぼ北を向く。

〔壁〕検出面から床面までの壁の高さは、残りのよい北西隅で36cmである。他は拡蝦されたS134 

B・C.O竪穴住居跡に大きく壊され、残っていない。

〔床面〕拡張されたS134 B・C.O竪穴住居跡に大きく臆され、北西隅にほんのわずか残るのみで

ある。S1340竪穴住居跡のD貼床面の下層に楓点がある。B• C • 0周溝、 C上域1・2、D土

域がこの掘方よりも新しいことから、この掘方はS134A竪穴住居跡の掘方とみられる。

〔主柱穴〕残存状況からみて、主柱穴はないと考えられる。

〔カマド〕カマドの位置は不明である。

(A周溝〕北西隅で幅10""""18cm、深さ 6........9 cmの周溝を検出した。周溝は人為的に埋め戻され、そ

の上に薄く生活周が堆積している。機能時には暗渠であったと考えられる。

〔堆積土)S 134 B盤穴住居の構築に伴い、人為的に埋められている。
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〔出土遺物〕掘方から非ロクロ調整の土師器杯(1 )・聾(2)、須恵器耳、・高台耳、 ・聾の破片が少数

出土した。このうち土師器坪(1 )は丸底で、須恵器杯・高台杯は体下部~底部が回転へラケズり

されている。

<S 134B竪穴住居跡>(平面図:第76図、断面図 :第78図〉

〔平面形・規模〕平面形は方形とみられ、規模は南北が西辺で約3.7m、東西が約3.2mと推定される。

〔方向)西辺でみると北で西に約140偏る。

〔壁〕床面レベルを閉じくしてS134C竪穴住居跡に拡張されているため、壁の高さはない。また、

S 134A竪穴住居跡と床面レベノレをほぼ同じ くして位置を東にずらしているため、西辺はS134A 

竪穴住居跡の埋土を壁としていたものとみられる。

(B床面〕床面レベルはS134A竪穴住居跡とほぼ同じとみられ、S134A竪穴住居跡の貼床を床面

としていたものと考えられる。

〔主柱穴〕残存状況からみて、主柱穴はないと考えられる。

〔カマド〕カマドの位置は不明である。

(B周溝〕西辺と南西隅で、幅16-24cm、深さ 5cmの周溝を検出した。SI34C竪穴住居跡に拡張する

際に人為的に埋められている。

〔堆積二tJ人為的に埋められた周溝以外に、堆積土は残っていない。

〔出土遺物〕遺物は出土しなかった。
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(S 134C竪穴住居跡)(平面図:第76図、断面図:第78図)

〔平面形 ・規模〕平面形は方形とみられ、規模は南北が西辺で約3.9m、東西が約3.8mと推定される。

床面レベルを同じくしてS1348竪穴住居跡を酉に約60cm拡張している。

〔方向〕西辺でみると北で西に約13。偏る。

〔壁〕床面レベルを閉じくしてS134D竪穴住居跡に拡張されているため、壁の，:石さはなb、。

(C床面〕床面レベルはS] 34 B竪穴住居跡とほぼ閉じとみられ、 S134 B竪穴住居跡の床面を踏襲

していたものと考えられる。

〔主柱穴〕主柱穴の有無は不明確である。

〔カマド〕カマドの位置は不明である。

(C周溝〕西辺、南東隅で幅25cml背後、探さ10cm前後の周溝を検出した。西辺は奥に扶るように掘

り込まれている。S] 34D竪穴住居跡への拡張に伴い、人為的に埋められている。北辺、南辺はS

134D竪穴住居跡とほぼ一致するとみられる。

(C土壌〕西辺際の西周滑に沿って上横1、土域2を検出した。土壌lは長径70cm、短径58cmの不

整楠円形で深さ15cm、土横2は長径70cm、短径57cmの柑円形で・深さ 6cmある。S134D竪穴住居

跡への拡張に伴い、人為的に埋められている。対角線上の位置にあり、主柱穴の抜取火の可能性も

あるが、大きく浅いためよ城と考えた。

〔堆積土)S 134 D竪穴住居跡への拡張に伴い、周溝と土城1・2が人為的に埋められている。

〔出土遺物〕造物は出土しなかった。

(S 134D竪穴住居跡)(平面l支1:第76図、断面図:第78凶、遺物:第79-88関)

〔廃絶の原因〕火災による焼失。

〔平副形 ・規模〕平面形はほぼ正方形で、規模は南北が西辺で4.0m、東西が北辺で4.3mである。

〔方向〕西辺でみると北で西に約130偏る。

〔壁〕検出面から床面までの控の高さは、最も残りのよい四辺中央で56cmあり、約105。の傾斜でやや

斜めに立ち上がる。北辺では30cm前後、南辺では20cmliij後あり、ほぽ直に立ち上がる。残りの悪

い東辺では8cm以下である。

(0床面〕ほぽ全面に貼床され、その上面を床面としている。床面はほぼ平思だが、斜而上方にあた

る西側から下方にあたる東側に向けてやや傾斜する。西周溝際と東周溝際では16cmのレベル差が

ある(第78図断面A - A') 。 これに対し、 南北方向のレベル差はさほどない。 IJ~辿と平行する よう

に、北西部床面の上に長さ1.7m、幅45cm、惇さ 2cmの炭化した板材(クリ材)があった(付章1)。

脆弱で取り上げることができなかった。 西辺との位i註関係からみて、床から~~~、位i置に床と平行に

設置されていた棚叡が焼け繕ちたものと考えられる。北西部 ・南東部を中心に床面 tには炭化材が

14点あった。火災住民にも関わらず、床面上には薄炭府があるものの炭化材は少なかった。

〔主杵

( 付付.章 1υ) 。

(0カマド〕北辺の中央から約90cm東寄りに付設されている。カマドの天井部は崩壊し、カマドの
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上部も削平されていたが、カマドの両側壁の下部、奥壁、燃焼部が残されていた。また、カマドの

北に接して大きな撹乱があったが、それに壊されていない箇所からみると、煙道は長く延びてはい

ないと判断される。左側壁は長さ58cm、高さは 6cm、右左側壁は長さ75cm、高さは 6cm残存して

いた。両側壁外面の幅は下部で'1.15mある。カマド両側壁はにぷい黄褐色土を用いている。燃焼部

は奥行き55cm、幅40cm、奥壁高18cmで、奥壁ーから焚き口にかけてなだらかに傾斜し、焼土 ・炭が

堆積し、被熱 ・赤変していた。燃焼部の下にはカマド錨方と暗渠があった。暗渠の掘方は幅27cm、

深さ10cmで、カマド両側壁外側の周溝へと続いていた。暗渠・掘方は人為的に埋め戻され、その上

部に長さ27-38cm、幅12-25cm、厚さ4-6 cmの粘板岩板状礎片4点を据えてさらに整地し、燃

焼部としていた。
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(D周溝〕各辺で周溝を検出した。周溝の掘方は北・西 ・南周溝が幅25-35cm、深さ10-16cmで、

奥に扶り込むように掘り窪められた箇所もあった。東周溝は幅18cmと他辺よりも狭い。各辺の周

溝は深さの半分程度が人為的に埋め戻され、火災時にはやや窪んだ半暗渠状態であった。

(D外延溝〕南辺中央の80cm東寄りの位置から、斜面下方に向けて斜めに幅15-25cmの外延溝が長さ

2.2m延ひゅていた。外延溝の入り口は、南辺の側壁から斜めに制り貫かれ、長さ32cmにわたってト

ンネル式で、厚さ 2cmの天井部が残っていた。この箇所で深さ15cmあり、以下は上部が削平され、

次第に浅くなっていた。

〔床下土壌〕カマド右手前の床面下から土墳が 1基検出された。平面形は径70cmの円形で、深さ15cm

ある。火災前に人為的に埋め戻され、その上に土師器椀 l点 (8)、須恵器高台郎2点 (16・17)、
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Dカマド惚焼1$ oIllll色¥2.5YR4/6)上。縦1:を事情に合む.
Dカマド品l地上 に.s:t、品

8134D 
D胤i樺錨方 しを少ましりの合むあ泌る色人lz7s5ttYhRTU上で4)上、e3附に分かれる. 1 J闘が泌色(;.5YR4/4)1:. 2 悩が絢色 kをわずかに合むI~J~l鈍色(2.5YR5/6)地 111上、 3 ri'iが/，iI. t車上位

D外延滞 制色(;.5YR4/3)'I;儒J:.1.l¥2-3cmの机阪む風化線Ji¥拭尚色地11111;上プロッタを多〈告も・。人為犠償1:.
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岨i~' 1:2bk骨 尚色(;，5YR4/4)J:o 1量2-5cmのE抑制1)(以IOYR6/8)帖'IT上プロヲ夕、筏5mmの炭n・骨量I:t:t告書く介む。しまか.... i'~/.i L。内Jt.. ~際に分市する 1)然椴検上。
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須恵探鉢 l点 (21)が世かれていた。貯蔵穴と呼ばれることの多い床面の土壌と枕世 ・形態が類似

するが、機能時には埋め戻されていたことがわかる。

〔焼面〕床面上に 2箇所の焼聞がある。北東部の焼面lは長さ約1.2m、幅約70cmで、焼け落ちた棚

板に隣接する。焼面2は長径40cm、短径30cmの桁円形で、カマド手前に位抗する。いずれも赤色

硬化が著しL、。火災によるものとは考えにくく、機能時に何らかの焼成を行ったことによるものと

恩われる。

〔堆積土〕 堆積土は 1・2a • 2 b・3層の 4層に分かれ、いずれも本竪穴住居の火災以後の自然堆

積層である。このうち最下回の堆積土3屈は、拳大~人頭大の固く焼き締まった焼土塊、焼土、炭

片を多量に含む。 床面全面に広がり、壁際に20-25cmと最も厚 く堆積し、中央部のJ!l-~、箇所では

12cm前後あり、薄い箇所では 3cmと薄L、。堆積土31百上面は起伏に富む。堆積土3崩の堆積は約

1.7m (4.3m x4.0 m XO.lm)で、 一般に埋蔵文化財関係で用いられているテンパコ (内法54cmX

34cmX15cm、0.0275m)に換算すると約67箱分に相当する。拳大~人頭大の固く焼き締まった焼土

塊はスサを含なL、。詳細lは考察で論述するが、拳大~人頭大の固く焼き締まった焼土塊が床面全面

に分厚く広がり、上而が起伏をなすような堆積状況からみて、本竪穴住居跡の屋根に茸かれていた

立上が焼失して崩れ端ちたものと推定される。

〔床面の造物出土状況〕中央部での遺物の分布は希薄で、各辺の壁から幅約 1mの帯状の部分から造

物は主に出土していた。遺物は北東部に特に集中し、その他の箇所では散在的であまり集中してい

なかった。

北東部では、カマドの右脇に須恵器喪l点 (22)、須必器鉢1点 (20)が置かれていた。その南側

に詮かれた須恵器鉢 1点 (21)を中心に、 3枚重ねにされた土師器摘 (8)、須恵器高台坪 (16・

17)、2枚重ねにされた須恵器呼 (11・13)、須恵器短顕彊叢l点(18)、土師器腕l点 (7)、万子

てF塾クイ ミゴL47

。 5 

特徴

4.3 I厳片liIlEロタロ.Jl.払外面・IIW3::1ナヂ、成線、雌忽ヘラケズリーナヂ.内面1・ヘラtガ牟-!U色処舟a
'破片|非ロヲロ。外l面:11総ヨコナヂ、制部ハケメ.内面:円wヨコナデ、刷郎ハケメ
2ν51非ロ7ロ。外国 ;底部本郷If，{ 内耐 :ナヂ、~紙。

l141m百! :ヘラ VJ ~ .

'1.0 I 1 I J;l;ll1l:切り組し不明 -.1...ドf:H-成郎1"1似ヘラケズリ。 火期総。
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6 

l点 (24)、提げ砥石1点 (32)が置かれていた。北周溝際の中央西寄りでは、置き砥石1点 (35)、

七師器製口縁~体上部破片を転用した器台 l点 (9)、馬具1点 (28)が出上した。南西部では須恵

器材l点 (15)、須恵総裁l点 (19)、鉄斧l点 (25)が出土した。南周溝中央隙では須窓器坪l点

(12)が出土した。

9 

o 5 lOcm 
s-ーー噌ーー『・・-

時lIt 分組 制 i血 11I現 11m 稔f.GfJW ~，V m 写J，'.( 収納

1:曲師総I干 ICI 外征t肯 13.6 G.8 4.9 1/4 JIlロ 7ロ.平M担。外dif:へ号ミガ.....内I(U:ヘラ iガキ 自民色処即e 28.14 014 

7 I 1:師組織 IB Eまdu 13.5 8.9 8.0 Ie彫 JIloクロe 事庇a 外IJH:へ号 Uf'ト.1崎lii:ヘラミガキ :n色処珂 28.15 。14
8 I t師~I高 JA t草画面 15.4 8.7 9.1 7/8 JIlc7ロ.Jt際主t味 外面 :ヘラミ ガ今、 rU車I~段. 内面 :ヘラミガキ-:A\色処即 討l-16 014 

9 k鋤2:11 182 床面 10，4 非ロ7ロ 外台編転:JIiIIS43コ少ヂ、制ド111ヘラナヂ、制IJIヘラ iガキ 内由:IIW9コナヂ、制郷へ
ラナデ ~ に

28-17 014 

10 t..ぉ11 IA liitti 7 1 鼻:ロタロc 外副:制緩ナ子、mォサ.L， 底111ナヂ 内面:ハケメ、ナデ。 014 

11 績JI!.醤t手 AI 床面 15.8 9.1 3.5 必彰 成f，I:ヘラ切1). .IX加然を受け、認曲111<全体的に旋れている. 型l-2O 014 

12 I(jJl!.z=t手 A2 床面 15.3 87 3.9 底偲.切り措置し不明・底舗のみ1"1'"へラケズリ. 袋l-21 014 

13 軍iJl!.怠呼・ A3 lI:偏 11.2 7.2 1.3 完形 底sII:目11)"1-不明 体ト縮ー庇iIII~'1転ヘラケズリe 詞面に火樽1ふ 28-22 01.1 

11 制.Il!.zgl干 A3 ほ抽i 11.3 7.2 4 1 完形 底締:切り.1-不明『体ド理事~民:';11'1)転ヘラケズ'J.両副に火樽痕. 29ーl 014 

15 当日.Il!.&l-f A3 床面 11.6 7.5 3.7 J産邸:切り継し不明・体ト;sII-Ul::1lS!"1転ヘラケズ'1.凶diiに火掬1iA.I!(I!OIこ歯車f占的へラA毒 r><J 29.2 014 

I暗 町i.ll.(総必f1l-f AI 床面 15.1 5.6 >1/2 f.Sf1 1華 10.lcm. 外面。体 Fr.6-""r.tlI"I.~ヘラケズリー尚台篠合一ï'iぴロ?ロナヂ. 29.9 014 

17 制.¥Iml&f1l-f A2 l車16i IG.8 5.5 'ia!J陪 高け、台 tにZぷ10い2ctma。色に外変Ilú化:し体、十.tmtllf-d目m印r.~刷IOOJ説.，。ヘラケZリ-p'6台使合-lljぴロ Pロナヂ. :IX踊i然を受 29.10 。14
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〔火災直後の遺物廃棄〕堆積土3層は火災時に屋根に葺かれていた葺土が崩れ落ちたと考えられ、そ

の上面に完形に近い土器 (38---48)の集中する箇所が南東部と中央部に各l箇所あった。このうち

須恵器坪 (39・43)・高台杯 (44)は二次加熱を受け、器面が荒れている。火災で不要となったもの

を火災直後に鹿棄したものと考えられる。

〔出土遺物〕火災前の遺物は少なく、 D貼床とD土壌から少数の遺物が出土した。 D貼床からは非ロ

ク口調整の土師器盤、須恵器杯(4)・鉢の破片、炭化した種子(モモ)が少数出土した。D土壌か

らは非ロク口調整の土師器聾 (3)破片、須恵器杯 (5)が出土した。

火災時の遺物は比較的多く、しかも完形のものや残存率の高いものが多L、。火災時の造物は主に

床面から出土し、他に周溝や外延講からも少数出土した。床面からは土師器腕2点(7・8)、土師

器郵破片を転用した器台 l点 (9)、須恵器坪5点 (12---15)、須恵器高台部2点 06.17)、須恵器

戸 「
18 

。 5 lOcm 

第81図 S 134D竪穴住居跡出土遺物(3)一火災時の土器



器葦1点 (19)、須恵器短顕壷叢l点(18)、須恵器鉢2点 (20・21)、須恵器郵1点 (22)、万子l

点 (24)、有袋鉄斧1点 (25)、馬具(木製三角錐形輩鐙に取り付けられた鉄製の逆U字状吊手金具)

1点、 (28)、提げ砥石 l点 (32)、置き砥石 l点 (35)、磨石l点 (36)の他、 土師器部、須恵器杯・

裂の破片が少数出土した。周溝からは完形の万子 l点 (23)、有袋鉄斧 l点 (26)、手持ち砥石1点

(34) の他、 土師器杯 ・ 盤、 須恵器耳、 . ~語、 鉄鎌 (27) 、 壷鐙の縁金具? (29-32)の破片、外延溝

からは土師器杯1点 (6)の他、 土師器郵破片が少数出土した。カマド崩壊土からは土師器盤、須

恵器坪 ・葉の破片が少数出土した。

このうち土師器はL、ずれも非ロク口調整で、土師器邦 (6)・碗 (7)は平底、土師器腕 (8)は

丸底である。須恵器杯にはへラ切りのもの (11)、回転へラケズりのもの(12-15)があり、後者が

やや多い。須恵器高台郎(16・17)、須恵器蓋 (19)、須恵器短顕壷蓋(18)も回転へラケズリされ

ている。須恵器鉢 (21)は内面口縁に焼成前に 「井」とへラ書きされている。馬具 (28)は鉄製の

逆U字状吊手金具で、木製三角錐形壷鐙に取り付けられたものである。万子 (23)は刃部と茎部と

の境に揃が装着されている。鋼を装着したまま遺存する例は数少ないものである。なお、土問i器腕

5 IOcm 

第82図 S 1340竪穴住居跡出土遺物(4)ー火災時の土器
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(7・8)は二次加熱を受け、黒色処理が部分的に消失している。須恵器杯 (11・12)・高台郎

(16・17)も二次加熱を受け、器面が荒れている。これらは火災による焼失の影響と考えられる。

火災直後に堆積土 3 層上面に廃棄された造物には、須恵器杯 7 点 (37~43)、須恵器高台坪 2 点

(44・45)、須恵器短顕壷1点 (46)、須恵器聾2点 (47・48)、鉄製紡錘車1点 (49)、鉄鉱 l点

(50)、馬具の兵庫鎖l点 (51)、環状金具l点 (52)の他、非ロク口調整の土師器杯 ・盤、須恵器

杯・輩 ・裂の破片がある。このうち須恵器郎は回転へラケズリされているもの (38--43)が10点と

主体を占め、手持ちへラケズりされたもの (37)は1点のみである。須恵器高台坪 (44・45)、須恵

器短鎖壷 (46)も回転へラケズリされている。また、須恵器高台埠 (45)、須恵器短顕壷 (46)は著

しく焼け歪み、短頚査は内部に熔着津も付着しており、生産された須恵器窯からさほど離れていな

いことが窺える。また、須恵器輩にはロクロ調整後に両面がへラミガキされた体部破片が l点あ

り、 土師器杯には有段坪の体部破片がl点ある。

鱒頬 k'!(主 銀{f. 符 徴 '111 収納

刀チ 周111 完形 3と切るm。先3mEかわ「.lずSら4『Eか推は総定にJ長IJ欠さt5、問6れてc。mるい.柄平な3総f立Et元、以り'1さH8q045f事係.95cc長mm切.1以先1.J上5Eは〈mf、車フji幅51?3f1lmラE3定cmやm民eや、lHっl剛i9事くc志mと.5。m司両五mH郎I瑚草.花と{のA1壷I境身l制に部・メ1141同36主}S計.em。3在.刷I立A用J長身lは喜剖中3icJ制tm申で、i.ll.、編I6le瑚nmかumら、UJ2何E先Jj事L陳にlPm1か2mけmのmて鉄。や艇2やJを身制鮫iSをF鰭挟械.めl官 37・16 030 

刀f 時<Iul敏Jt222す泌!部ifAf宮市JJ52tf出YJJhz:;九滞品:tぽ ・42もmr♂側}・ 現(f.民8.&m.服制t以 ω。
有袋鉄斧 康面 〉古形

紙日。両)J。蹴Y手.鰻述。-1U6.S<m.J)綿鰯3.70向 .n例都である袋部Hi慣断面3.0><1.0cmの隅)L長方形で、深喜S.5omの司婦と 37-19 030 なる。

H袋欽斧 周t鼻 完JI> 5鯖.kI1m.の両'空五1洞.と憤屯斧る。.費量治。刀郷町摘1欠1J1.全長8.ICl'rlq 刃剖l幅3.9ぐm.l1柄初である袋絡は倒断曲i2.2 X O.9cmの隅)L長1;1f~で、 海さ 37.18 ω。
鉄歯車 flJ溝 破Ji 箆披-!l:fflI破Ji'.~民身郎 ・ t6e'世大毒〈欠1Jl. 箆被に両側. lJl存袋8.2，ぐm。 箆被斯I日6X4mmJ差点j時。」匹断編4mm}i 37-13 ω。

本形型、J盟at国ls三手霊的の0.鉄S只E 底部
I制r抑の機器禁鏑器産議昔話!盟関縮器鑓j;;;37-2 ω。欠一郎Itl 

カマ

m似のIT -体破4 -PS釘えFT孔倒さらSが的れ'JIあさるmれ.るm。2ると92鉄が縛9製~製い3U作仮1字に1紋4は形3欽.&讃水Jdm品質手、が金。桜m比302r{ロ2・t8n3し1e1もてに3t4い0はJがdる稽dnか。2t~fら書，13li4是muL2mはt48しcのいmて1ず、7い形れlJlのるb仔釘ζ鉄緬と孔板lか.にの70断ら鮒<n、.1にfrl2ζ3対m1れがしmら4て714Jは4中形4本央長の製2に215三事がemIた入'1、鍬れれ正形て日込f4いdまl(幅銭るれ1の.、2ct本2tm94む.にh鉄aI3Z2のHiが量tau炭2tI~H能モf3F性Imqt占鍛がm3必の形5c4いjm1形飽、とのJ-に~ 
38.36 030 

木形金製、U信践かそ内の総自t
ド西 38-37 030 

秘j鴻uのa 38-35 030 
l.9cm。 38.38 ω。
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火災以後に廃棄ないし流入した遺物として、堆積土2b・2・1層、検出面から土師器坪 (53)・

盤 (54)、須恵器杯 (55-59)・高台杯 (60・61)・蓋 (62・63)、丸瓦 (64)、鑓 (65)、砥石 (66)、

壁土の破片など少数の遺物が出土した。

【S145竪穴住居跡】(平面図 ・断而図 :第10図)

〔位置)調査区南半、丘陵尾根上部西寄りの標高31.0m付近に位置する。

〔重複)S K 7土壌と重複し、これよりも古L、。この土壊に床面下まで大き く削平され、4箇所の主

柱穴のみを検出した。

〔主柱穴〕北東・南東・南西・北西主柱穴を検出した。北東主柱穴以外は残りが悪L、。掘方は長辺30cm

ロロ1

品~fj品
巴 33

亡コ

||/fて

“凪
民 35 

、、、___，-

=ミミ¥

36 
。 5 

特 自置

床面|岐川奴弘明君臨J11要ra罪訟A20需品繁J総{j!1よFAF荷主総務長長対立加m白円孔叫削血1より穿%
34 I乎1.'/ち紙石1刷滑 |光形l細位砂符製。IIft，E状。3磁研m・賂1lJ..中砥。長さ7.みm.<<.I4.2cm.係書3.4cm.
.砥石 i 床面 |完形|砂自製。不霞なIIJM:状.3蘭研lお・鰍泌。小低。民主24.Ocm。幅11決m.PJ.さJO.Ocm.
ー i IW而 |完形 11副!il砂UE目。干両・断而4古川j陣。原状。全耐続く術的。長さIIAcm。申f.l9.7cm.J軍事7.Ocm.
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前後、短辺25cm前後の隅丸長方形で、北東主柱穴で律10cmの円形の柱痕跡を検出した。柱間寸法

は北西主柱穴ー北東主柱穴聞が約2.0m、北東主柱穴ー南東主柱穴聞が約1.9mある。

〔出土造物〕迫物は出上しなかった。

【S131竪穴住居跡】(平面開 ・断面図:第89図、遺物:第90図、図版13-1 ) 

〔位置〕調査区南東部の中央、丘陵尾根上の標高31.0m付近に位置する。

〔重複〕主要遺構との歪複はなし、。西隣のSB5掘立柱建物跡東妻とは約2m離れている。方向は閉

じだが、同時には存在しえないと考えられる。

〔平面形 ・規模〕平而形は長庁形で、規模は南北が阿辺で3.4m、東西が南辺で3.9mである。
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〔方向〕西辺で見ると北で東に約3。偏る。

〔壁〕検出面から床而までの肖さは、最も残りのよい市西隅で41cm、南辺中央で35cmあり、約100。

の傾斜でやや斜めに立ちょがる。西辺中央では35cmあり、ほぽ直に立ち上がる。北*部では15cm

以下と残りが悪L、。

〔床面〕床面はほぼ平坦で、地山面 (黄褐色粘質土)を床面としている。

〔主柱穴〕主柱穴は認められなかった。
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〔カマド〕北辺中央から60cm点寄りに付設されている。カマドの向きは丘陵尾悦中軸線ではなく、等

尚線にほぼ沿っている。カマドの上部が大きく削平され、煙道は完全に削平されていたが、カマド

の両側壁と奥壁の下部、燃焼部、煙出しピットが残存していた。左側壁は長さ56cm、高さは奥で

12cm、焚き口で10cm、右側壁は長さ52cm、高さは奥で8cm、焚き口で7cm残存していた。両側

壁外面の幅は下部で1.15cmある。両側壁はにぷい賞褐色~褐色土を用いて構築され、粘板岩板状礁

片を芯材に用いていなかった。焚き口は下部幅約95cm、高さ10cm以上である。燃焼部は奥行き

60cm、幅65cm、奥壁高5cmで、焼土が堆積し、被熱・赤変していた。煙道は削平されていたが、 径

35cm、深さ13cmの煙出しピッ トが残されていたことから、長さは80cmあったとみられる。周溝は

有側壁の下まで延び、その部分が暗渠となっていた。また、左側壁の際で周械は途切れていた。そ

して、燃焼部の下はカマド構築土と一連の整地が続き、 l暗渠にはなっていなかった。

〔周溝〕各辺で幅20........30cm、探さ 5........12cmの周溝状の掘方、およびその中にある壁材の抜取痕跡と

思われる幅8........10cm、深き 5........12cmの溝を検出した。周溝状の掘方はカマドの左側壁際とカマド

右側壁下で途切れ、 カマド燃焼部の下は暗渠となっていなかった。
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〔堆積土)2層に分かれる。壁際の堆積土2屑は自然堆離の可能性もあるが、大部分を占める堆積土

1 J百は人為堆積土である。

〔出土遺物〕 床面から土師~郎 ・ 挫の破片、 堆積土から土師器杯 ・ 高郎 ・ 都( 1 )、須嵐器杯 (2・

3 )・高体(4)・鉢(5 )・盟 ・盛、輔羽口(6・7)の破片、鉄製刺突具 (8)、鉄棒(椀形精錬

砂鉄系鍛冶浮 ・椀形鍛錬鍛冶津 ・粒状鉄棒 ・鍛造部片)、踏石 (9)などが少数出土した。

このうち土師器はいずれも非ロク口調整で、土師器杯には丸底気味のものがある。須恵器杯には回

転へラケズリのもの (3)とへラ切り (?)のもの (2 )とがある。鉄製刺突艮 (8)は単式モリ

の可能性がある。鉄津については、付章2に分析結果を掲載した。鉄棒は堆積七中から出土した

が、本竪穴住居内かこの付近で鉄精錬鍛冶~鉄鍛錬鉄般消まで行なわれていたことを示している。
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1) 11何イ{ t型1:11両磁11 制8tit.砂l'~rl( 4，れAなm円体状。敏InIJII以外側約。』止さ6，9rm.楓'A6.7om J"さ3，7clOo ω3 

第90図 S 131竪穴住居跡出土遺物
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【S137竪穴住居跡】(平面図 ・断面図 :第91図、遺物 :第92図、図版5-2、15-1) 

〔位置〕調査区南東部の中央、丘陵尾根上北寄りの標高2900--3000m付近に位置する。

〔重複)S X 2造物包含層2層と重複し、これよりも新しL、。 SB 12掘立柱建物跡(桁行3閥、梁行

2聞の南北棟)と重複し、これよりも古い。

位置関係からみて、東に位置する S150竪穴住居跡と重複する。両者の床面レベルはほぼ同じ

で、 S150竪穴住居跡の堆積土が残っていなかったため、新旧関係は不明である。S150竪穴住居

跡西周溝が検出されず、それがS137B竪穴住居跡東周溝付近に位置すると考えられることから、

S 150竪穴住居跡がS1 37竪穴住居跡よりも古いと考えられる。

S 137竪穴住居跡は一度建て替えられ、北辺 ・東辺をほぼ踏襲し、西に202m、南に200m拡張し

ている。古い竪穴住居跡をS137 A竪穴住居跡、新しい竪穴住居跡をSr 37B竪穴住居跡とする。

< S 137 A竪穴住居跡>(平面図 ・断面図:第91図)

〔平面形 ・規模〕平面形は隅丸長方形で、規模は南北が西辺で4.4m、東西が北辺で305mである。

〔方向〕酋辺でみると北で東に約380偏る。

〔壁〕床面レベルを閉じくしてS137B竪穴住居跡に拡張されているため、壁の高さはない。

〔床面)床面はほぼ平坦で、地山面(黄褐色粘質土)と掘方埋土上面を床面としている。掘方は007-

1.4mの幅で北辺に沿っている。この位置は斜面下側に当たる。

〔主柱穴〕竪穴住居跡の対角線上の位置で4筒所の主柱穴を検出した。掘方は長辺40cm前後、短辺

25cm前後の隅丸長方形、または一辺30cm前後の隅丸長方形である。深さは比較的残りのよい南西・

北西主柱穴が30cm前後、残りの悪い南東・北東主柱穴が10cm以下である。各柱穴の柱はS137B竪

穴住居跡への拡張に伴って切り取られているとみられ、径14cm前後の円形の柱痕跡を確認した。

柱痕跡の位置でみると、南西主柱穴は西辺から65cm、南辺から70cm、北西主柱穴は西辺から

50cm、北辺から70cm、南東主柱穴は南辺から85cm、東辺から85cm、北東主柱穴は東辺から85cm

離れている。柱問寸法は南西主柱穴ー南東主柱穴聞が209m、北西主柱穴一北東主柱穴聞が300m、

南西主柱穴一北西主柱穴間が1.9m、南東主柱穴一北東主柱穴間が1.8mである。

〔カマド〕カマドの位置は不明である。

〔周溝〕各辺に1隔13--30cm、深さlOcm前後の周溝が巡る。北辺は撹乱、北東隅はS137B竪穴住居

住居跡 附 j，y' 1年 徴

AI¥tI方 ぽsilll色(I0YR4/2)1:. 0>・iItじりのにぷいlI'i尚色(lOYR5/3)J也山 1:プロヲ7を企む.しまりあり。人為峨i!l!1:. 

SI37A 
A Uf.i

O

主婦方 峨尚色(IOYR3/3)_!:.i'手2cm以ドの地山肢をt<合むe しまりあり。人為Jll:1l1l:.
A 1!陀穴住fU跡 町7悩色nOYR3/3U:.1'10続上枕・地山t立を少!d:合む. しまりなし。

A日11.- fX {Jt泌色((OYR4/2)土。 径2crn院のにぷい晶、制色村OYR5/3)砂~!じりl出 1111二プ ロ ックを~く合む。 しまりあり. 人 1;"織的 l二.

s"占w slfll，)色(lOYR3/3)l:.砂、J1I!山プロックを多〈合む。しまりあり。I'o!tなし 人~1I皇制上司.

s I，ft.穴錫h にぷい貨般色(lOYR7/.(j-申!;Yi泌色(lOYR6/6)止。 !こぶいお鍋色上プ ロ ヲ ヲ 、 i事2cm以ドの枯桜，ï-f風化~Ii'を合む. し まり ・ 給t~あり。 人為Jji!杭
上。

slm穴住fiA跡 にぷい，I'i尚色(LOYR5/3)Jニ。 J1I!IIJI立を少Jot合む。しまりなし。

smB 
日1，悦火It彼l収穴 灰，l'il品包(lOYR5/2l1:. i事5mm践の地山伎を少触合む。しまり与し。

B伺IIfI 灰，l'illl色(lOYR4I2)よ. 様2(:rnf~llのにぷい311日色(IOYR5/3)砂誕じり地山上プロ ヲ 7 を少し合む. しまりややあり. lliteなし.人Z当地餓t。

B外1$緋 色2制(10にY分R3か/3れ}で、いずれもしまり段のな・憐いt臼f然t2・1t地lt1山tf.tl少k'iし(:合にむぷ。l、貨制色(lOYR4j:およで、径005-2emのI也1111:7ロッ?を少し合む.2 I~j(ま暗尚
、経003-lcmのを

時u.~上 11白 に.$:い，I'i尚色(I0YR4/3)上。 絡5mm恨の地山fllを合む.しまりやゃあり。銚性なし。自然峨償よ。

地償上2府 崎純色(lOYR3/3)上.炭 ・焼上絵、筏O.3-3cmの地111よプロックを少し合む.しまり ・続性なし.nf.!¥J蛙股上.

S 137 A • B住居跡土庸一覧
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されたH古渠であったのか不明である。

〔堆積上〕床面レベルをほぼ同じくしてS1378竪穴住居跡に拡張されているため、堆積土は掘方、

周溝、 主柱穴にあるのみで、床面の上にはない。

〔出七造物〕周榊からロク口調整の土師器坪・費、須恵器師の破片が少数出土した。

(S 1378竪穴{主席跡)(平面図 ・断面図:第91図、造物:第92図)

〔平面形 ・規模〕平而形はやや歪んだ隅丸長方形で、規模は南北が両辺で5.6m、東西が南辺で6.7m

である。

床面レベルをほぼ閉じくし、 S137 A竪穴住居跡を西に2.2m、商に2.0m拡張している。北辺 ・

東辺は外側にわずか拡強しているが、位置はほぼ踏襲している。

〔方向〕附辺でみると北で束に約27。偏る。

〔壁〕 検出面から床而までの壁の高さは、残りのよい南東|判で30-42cm、南西附で26~35cmある。 残

りの悪い北問問、南東隅、北辺では10cm以下である。

〔床面〕床面はほぼ平町で、多くは地山面 (黄褐色粘質土)を床而としている。北西部は貼床上面を

床面としている。

〔主柱穴〕竪穴住居跡のほぼ対角線上の位置で4箇所の主住穴を検出した。掘方は長辺45cm前後、短

辺30cm，jij後の隅丸一長方形、または一辺35cm前後の隅丸長方形である。深さはいずれも30cm前後あ
る。S1378竪穴住居跡の廃絶時に、北西 ・北東主柱穴の牲は抜き取られている。南西 ・南東主柱

穴の位は切り取られ、その下から径14cm前後の円形の柱出跡を確認した。

柱泌跡と牲依取穴の位置でみると、南西主柱穴は西辺から2.1m、南辺から1.6m、北西主柱穴は西

辺から2.1m、北辺から1.6m、南東主柱穴は南辺から2.1m、東辺から1.8m、北東主柱穴は東辺から

1.4m 、 ~t辺から 1.2m離れている。 柱間寸法は南西主柱穴ー南東主柱穴|叫が3.0m、北西主柱穴一北

京主柱穴間が3.3m、南西主柱穴一北西主柱穴間が2.3m、|判束=在住穴ー北東主住穴聞が2.5mである。

〔カマド〕カマドの位i位は不明確だが、新しい構lこ地されている北辺中央東寄りに付設されていたと

みられる。

〔周溝〕各辺で幅25-55cm、深さ8cm前後の周溝を検出した。北京間の周溝から東北東に向けて、幅

30~40cm、深さ 10cm前後の外延溝が長さ約2.8m延ひ'ている。 周溝、外延滞内は自然堆積土である。

〔堆積土〕床而上の堆積土は2庖に分けられ、いずれも廃絶以降に自然堆積している。

〔出上遺物〕床面からは完形に近い須恵系土器高台坪1点(1)、須忠系上掠高台杯高台部破片を転用

した円盤状土製品 l点 (5)の他、須恵系土器杯・高台呼 (3)、ロク口調整の土師器坪・襲、須恵

器J:.iく・塁E・壷の破片が少数出土した。主柱穴抜取穴からはロク口調整の土師器杯・箆の破片、周溝

からは完形率の高い須恵系土器杯1点(1)、須恵器小型菰l点 (6 )の他、須恵系土器杯、ロ ク口

調整の土師器杯・聾 (8)、須恵器杯・裂などの破片が少数日j-tした。堆積土からはロク口調整後に

両面をへラミガキ ・黒色処理した土師器耳皿1点 (7)の他、 須恵系上器師、ロク口調整の土師器

郎 ・到、須恵総均;・型E・壷などの破片が少数出土した。
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第92図 S 1378竪穴住居跡出土遺物

【S150竪穴住居跡】(平而図 ・断面図:第93図)

〔位置〕調査区南東部の中央、丘陵尾根上北寄りの原市29.5m付近に位置する。

〔重複) S X 2 遺物包含J~i 2層と重複し、これよりも新しL、。また、位置関係からみて、西に位置す

るS137竪穴住居跡と車植する。両者の床面レベルはほぼ同じで、S150竪穴住居跡の堆積土が

成っていなかったため、新旧|剥係は不明である。S150竪穴住居跡商周溝が検出されず、それがS

137 B竪穴住居跡東周溝付近に位置すると考えられることから、S150竪穴住居跡がS137竪穴住

居跡よりも古いとJ5・えられる。また、北側のS132竪穴住居跡と近接しているため、これとは同時

には存在しえない。

〔平面形・規模〕平面形は隅丸長}]形とみられ、規模は東西が南辺で3.9m以上、南北が南周溝と北西

主位穴からみて3.0m以上である。

〔ブj向〕南辺でみると北で西に約58
0偏ることから、東辺は北で東に約32

0偏ると推定される。

〔控〕床面まで削平され、壁の高さはない。
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倒1i 崎純色(lOYH3/4)上.f革10m以Fの絵版11風化Iil!J，'・紘t.M!化物、f事5cm以下の地111プロ γ?を合む.しま0ありo I占t~I.'- 。 人1.~瑚，f.' じ

床 F1:繍 崎純色(lOYR3/4)上. I軍3cm以 Fの地 111上プロックを~<、燐よプロッ夕、民Hを合む. しまり ・ 銚t~ゃゃあり. 人為t世附上.

P 1肢穴M)j' 阪.Is.尚色(lOYR4/2)上.後lcO¥以 Fの地UItプロヲ?を~く含む. 人1.\~t '" '1:. 
p H~穴住1且跡 ~.I\制色(lOYR3/211:. !正2cmCl)I色IIIJ・ブロッ 7を多〈合む。自然峨問。

カマド情築上 5人5為I~地1品i的色{上1 0でY、R4/し4ま}土りであ、り5、mfmj，以判1屯トのl，.粕阪2kれ~楓に分化かlIl!れ)iをる。多〈ド嗣含1Iむま.にぷい曲、泌色(lOYRM3J上で、 3mm以ドのfi;阪狩鰍化i'l!1l'・縦.1:・炭化物を{'tむ。.1:.

カマドJi脚イi 民喜20..m、制Il cm、 l酒害 10..mの給板~i!聖片.

SI32 カマド{!;焼飢 に.5:t、赤11.)色(5YR4/4)_t.。焼上を多触に合む.

カマド前M!R'i 住民・の懐能時にのマド前に錨~mされた鋭化物が灰尚色(ï.SYR4/2)上に事htにìJ!じる滞い制。

カマド刷機J: 祉i色(7.5YR4/4)1'.. !l\2-5cmの焼J-.ブロッ 7 、 経0.~-2，叩の炭Jj'、 tニ」刊、Pi JIl色 tプロヲク告書く合む。 しまり ・ 鈷tþ.あI) .

開上 11~1 /1¥尚色()OYR3/2)1:. 経O.S- Icmの綿板13嵐 (ti1lH を少し合む。 i有辺 ・ 凶辺際のruみに臼然~t続。

開t:2 R'i 問7尚色(lOYR3/4)上。 1事i4-1Ocmのにぷい 1ft尚色地111上プロ ック、後1....2cJnの紡阪ね風化i!t'Ji'を~く含む. しまりあり. やや粘性e 人為J量的上@

t世上 3~ U地E尚問上色1。10Y123/4}上。筏2-5酬のに』代、Is.凶色ーにぷいIs.位色地lh1:ブロッ夕、 従0.5-I<mの 11;板6風化Iìl!J i を~<含む. 砂'I'!. l，まりあり.人為

埼lt4 Jci に』代、311崎色(lOYR5/4)地IbJ:と抽in持制色(7.5YR2/3)上が混じる.附くしまる人為機敏1:.

UF.穴割~1i・ にぶいI買尚色(lOYR4/3J-尚色(lOYR4/4U・. i華0‘5cmの地山般を書く含む. しまりよく、 似性なし。 人~~H.u:.
8150 主役iWtli1跡 暗梢色(lOYR3/およ。しま0・拡散むし.

同滑 人l~Jj~情 1:で、 2 射に分かれる. しまり強く、納微なし。 ド偲Ul王0.5c"，の地山総を事〈合むにぷい"尚色(lOYR，')f4)I・、 l::lslil暗色(lOYR5/4)l:。

第93図 S I 32・50竪穴住居跡平面図・断面図(1 /60) 
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〔床面〕北半部は床面下まで削平されているが、床面はほぼ平坦とみられ、地山商(黄褐色粘質土)

を床面としている。

〔主柱穴〕 竪穴住居跡の対角線上の位置にあるとみられる 4 筒所で主柱穴を検出した。 掘方は径25~

35cmの楕円形または円形である。探さは最も深い南西主柱穴で'57cm、最も浅い北西主柱穴が9cm

である。北西 ・北東主柱穴の上部が大きく削平されているため、底面レベルはほぼ同じである。各

柱穴で径12cm前後の円形の柱痕跡を確認した。

〔カマド〕カマドの位置は不明である。

〔周溝〕 南辺と南東隅で'~IM20cm前後、 深さ 10cm前後の周溝を検出した。 周溝内は人為的に埋められて

いる。

〔堆積土〕床面まで削平されているため、床面上に堆積土はなL、。

〔出土造物〕北西主柱穴掘方から摩滅した土師器型破片、検出面から非ロク口調整の土師器聾破片が

少数出土した。

【S132竪穴住居跡】(平面図 ・断面図:第93図、造物:第94図、図版13-2、14-1) 

〔位置〕調査区南東部の中央、丘陵尾根上北寄りの標高29.0m付近に位置する。

〔重複)S X 2造物包含層2層と重複し、これよりも新しし、。また、西側のS150竪穴住居跡、西側

のS137竪穴住居跡と近接するため、これらとは同時には存在しえなも、。

〔平面形 ・規模〕平面形は隅丸正方形で、規模は南北が西辺で2.8m、東西が南辺で2.6mと小さい。

〔方向〕西辺でみると北で東に約100偏る。

〔壁〕検出商から床面までの高さは、残りのよい南辺 ・西辺で60cm前後あり、ほほ直に立ち上がる。

〔床面〕床面はほぼ平坦で、掘方の埋土上面を床面としている。掘方は地山商(粘板岩岩盤)まで凸

凹に掘り下げられ、南西部を除く全面が埋め戻されている。

〔柱穴〕南辺中央際から約40cm離れた位置で、 P1柱穴を検出した。掘方は径30cmのほぼ円形で、

深さは20cmある。径llcmの円形の柱痕跡を確認した。他に組み合う柱穴がないが、人為的に埋め

られた埋土3層の下、床面上で検出されたことから、本竪穴住居跡に伴うものとみられる。

〔カマド〕東辺中央から30cm北寄りに付設されている。カマドの方向は丘陵中軸線ではなく、等高線

にほぼ沿っている。カマドの天井部は住居廃絶時に壊されていたが、両側壁、奥壁、燃焼部、支脚

石が残されていた。残存状況からみて、煙道は外に延びないとみられる。

左側壁は長さ40cm、高さは奥で17cm、焚き口で6cm、布側壁は長さ42cm、高さは奥で12cm、

焚き口で10cmある。両側壁外面の幅は下部で'94cmある。両側壁はにぷい黄褐色~褐色土を用いて

作られており、内側は被熱のために著しく赤色硬化していた。カマド構築土の下部に炭片 ・焼土粒

が含まれることから、作り直されている可能性もある。奥壁はカマド両脇の東辺から外側に約

15cm張り出し、高さ10cmで、 lまぽ直に立ち上がる。焚き口は下部幅約60cm、高さ10cm以上で・あ

る。

燃焼部は奥行き45cm、幅48cmで、奥壁から焚き口にかけてなだらかに傾斜する。焼土が堆積し、

被熱・赤変していた。燃焼部中央やや左寄りには支脚石が燃焼部に深さ 2cm埋め込んで直に立てら
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れていた。支脚石は長さ20cm、i隔llcm、厚さlOcmの粘板岩角柱状礁片を用いている。燃焼部上面ー

から支脚石の天端までの高さは18cmであった。この箇所での天井高は18cm以上ということになる。

カマド焚き口より手前には、鏑き出された炭が薄く堆積していた。

〔床下土域〕カマド手前の中央やや北寄りの床下で、平面形が径70cmのほぼ円形で、深さ12cmの土

壌1:基を検出した。人為的に埋め戻されている。

〔周溝〕 西辺の北半と南辺の西半で・幅1O~20cm、深さ 5cmの周溝を検出した。 周溝は各辺を巡らな

い。関渠の状態で機能していたとみられ、廃絶時に床面とともに人為的に埋められている。

〔堆積土)4層に分けられる。下層の埋土4層--2層は竪穴住居廃絶時に人為的に埋められた層であ

り、最上層の堆積土 l層は窪みに自然堆積したものである。

〔出土遺物〕掘方から土師器杯 (1 )・裂、須恵器坪などの破片、床面から土師器耳、.饗 ・鉢 (4・

5 )、須恵器護 (6)などの破片、カマド崩壊土から土師器郵などの破片、埋土3・2層から土師器

坪 (2)・盟、須恵器坪・叢(7)などの破片、堆積土 l層から土師器費、須恵器杯などの破片、検

出面 (堆積土1層または埋土 2庖〉からは須恵器高台杯(9)・平頂叢(9)などの破片が少数出土した。

このうち土師器はいずれも非ロク口調整のもので、 土師器坪(1・2)・高郎 (3)は丸底気味

で、体下部に横位沈線がI条巡る。土師器鉢 (4・5)はL、ずれも小型で、底部に木葉痕が残る。

須恵器高台杯 (9)・蓋 (6・7)・平頂蓋 (8)はし、ずれも回転へラケズリされている。また、須

恵器平頂護 (8)は、頂部が平らでつまみのつかない特異な器形である。
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【S138竪穴住居跡】(平而凶 ・断面図 :第95図、遺物:第96・97図)

〔位置〕調査区南東部の北斜面繕ち際、丘陵尾線上北寄りの標高28.0m付近に位枕する。

〔重複)S X 2造物包合同 2回と重複し、これよりも新しし、。また、東側のS139竪穴住居跡と近接

し、これとは同時には存在しえない。北部~北東部が床面下まで大き く削平されている。

〔平面形 ・規模〕平面形は長方形で、規模は南北が西辺で4.4m以上、東西が南辺で4.2mである。

〔万向〕西辺でみると北で東に約6。偏る。

〔壁〕検出面から床面までの壁の高さは、残りのよいl柑辺で60-68cm、西辺の南半で50-64cmあり、
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約105-110
0の傾斜でやや斜めに立ち上がる。南辺中央、西辺では壁の上部が崩れている。東辺で

は25cm以下、西辺北半では15cm以下と残りが悪い。

〔床面〕床面はほぼ平坦で、掘方埋土上面および地山面(粘板岩岩盤〉を床面としている。

〔主柱穴〕竪穴住居跡の対角線上と推定される位置で、南西 ・南東主柱穴を検出した。南西主柱穴の

掘方は長径25cmの楕円形で、深さ20cmあり、柱が抜き取られていた。また、南東主柱穴は長辺

48cm、短辺40cmの隅丸長方形で、深さは22cmあり、径12cmの円形の柱痕跡を確認した。

〔カマド〕カマドの位置は不明だが、北辺または東辺に付設されていたものと考えられる。

〔床下土墳〕床面中央西寄りで・長経1.2m、短径1.0mの不整楕円形で、深さ36cmの土墳を床面下で検

出した。また、南半部の床面上でP1-3のピットを検出した。P1は長径55cm、短径40cmの楕円

形で、深さ 8cm、P2は長径44cm、短径33cmの楕円形で、深さ 6cm、P3は径約44cmのほぼ円

形で、深さ11cmある。床下土域とP1-3はL、ずれも人為的に埋め戻されている。

〔周溝〕西辺 ・南辺 ・東辺で、 l隔10-20cm、深さ10-15cmの周溝掘方を検出した。掘方は壁の奥に

挟るように掘り込まれている箇所が多くみられた。壁-に接した箇所を埋め戻さず、内側を埋め戻し

ており、開渠として機能していたとみられる。開渠の上1隔は10cm前後、深さ10-15cmで・ある。

〔堆積土) 3庖に大別され、埋土3庖が壁際の崩落土、埋土l・2層が人為堆積土である。

〔出土造物〕床下土横から完形の須恵器高台坪1点 (3)の他、土師器杯 ・盟(1)などの破片が少

数出土した。P2から須恵器坪l点 (2)の他、土師器杯 ・盤、須恵器郎の破片が出土した。床面

から完形の須恵器杯l点 (11)、板状鉄製品 l点 (14)の他、土師器坪・鉢(5 )・聾 (4・6-9)、

須恵器杯 (10-13)などの破片が少数出土した。南東主柱穴掘方上の床面からは、熔着した 7枚重

ねの須恵器耳、1個体 (25)が出土した。南西主柱穴柱抜取穴からは土師器塑 (16)の破片が出土し

た。周溝からは鉄鉱? (28)の他、 土師器裂の破片が少数出土した。廃絶時に埋められた埋土 2層

からは、熔着した 7枚重ねの須恵器坪1個体 (24)、完形率の高い須恵器坪 1点 (20)、鉄鎌 1点

(26)の他、 土師器杯・童話、須恵器杯・護 (23)・裂などの破片が少数出土した。最上層に自然堆積

した堆積土1層からは、鉄鉱 (27)、鉄鉱? (29)、砥石 (30)の他、土師器坪 (15)・裂 (17・19)、

須恵器坪 (21・22)・盤、境釜式の土師器鉢 (18)などの破片が出土した。

このうち熔着した 7枚重ねの須恵器坪2個体 (24・25)は、いずれも法量がほぼ等しく、体下部

~底部が手持ちへラケズリされている。内面に灰がかぶり、一番上の杯の内面に灰のかぶらない簡

所が広く残されていることから、ほほ閉じ法量の須恵器坪を少なくとも 8枚以上口縁を上にして重

ね、須恵器窯で焼成したことがわかる資料である。このように熔着した須恵器杯は焼成失敗品で

あって、本来は須恵器窯の灰原に廃棄されるべきもので、消費地にはまったく搬出されないもので

ある。熔着した須恵器杯の集落遺跡からの出土例は、これまで宮城県内をはじめ、東北地方で知ら

れていない。全国的にみても類例は寡聞にして知らない。調査区内に須恵器窯が存在せず、調査露

外の丘陵斜面や沢地にも須恵器窯灰原が認められず、本遺跡内に須恵器窯が存在しないとみられる

ことから、本遺跡の近くに同時期の須恵器窯があることを窺わせる。したがって、これらは食膳具ー

としてではなく、 置き台などの2次的用途として本遺跡に持ち込まれたものと考えられる。
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2 事l.I!!~宮島f s3 P 2 1/2 d11t1文引f骨5造4刊(lt~雌fii出E.aゆsefmM。:J2t2'rf4.42D90em1).. 外規而I正:INl昆RfE.U-10 帽しイ、I~J-1-I.下部-n昆縮刷転ヘラケズリ. 両耐火帰IU. ~噌断ü，ìl孟 32-1 020 

3 llii泌総尚ti郎 A2 i正fl:繍 'il;1f~ 111草175<m 高台1草II.8<'m.o，1":;台尚O.7cmi) 2;向6.&nl. 外出 :1.'1<部切り鰻し不'~J-' I本ド偲~雌綿1'" 転ヘラケズリーHIG台。 32-7 020 

'1 11:師総III 1 Bl 床面 彼11-1m0・1少'Jヂ111:、m体mFnBlaケ~-ズ体リ、1:底m磁部踊11匝1減4a@} と内体面F.m1l~at鹿~市体i殿11JmMgblコ.ナ11デ径、15体Ic下m総。u産l斑径Z6S9ナCデEn。.342ロクロよ町民 外1ij:1I総~体F31-15 020 

5 11:1lf穏鉢 1 BI 床面 1/3 IIW-体F綿織11.111量12.2<"，. Jドロクロ渇鍛.外面 :少ヂ、 H匠純凶内面:ナデ、服滋. 31・16 020 

6 上..sw E 床面 3/4 制ド91S-111:綿織11 低径8.2cm.非ロ 7 ロ』閣僚。 外価 : 1在鰯水量;庫、体1iII~匝滋ゐ 内面:ナデ. 020 

7 1 1::・.z=箆 1 床面 1 耐F館~嵯9IS磁11・.能径8J!cm.非ロタ口調態v 外面:1車線ナヂ、体都ハケメ、思誕.内面:ナヂー 020 

8 上血.Zl箆 IA 康面 1/-1 ナ11&デt-刷上鳳鍍11 1111i17，長官』 奔口タロ凋犠.外出:制IIS'、ケメ
ーIIWヨコナデ.内面:nWsコナヂ、刷鳳，、ヶメー 31-17 020 

9 t..箆蝿 IA Wdii 112 IIW-刷1:.磁11'.111量19.8cm。非ロタロ調餓.外編 :ハケメー11蛾理事ヨコナァ.内面:ナ子、職純一 31-18 。空白

10 鋭t(ZlJ手 CI 床面 112 11筏12.&mAI:[正8.OcI11o2量点.1.&1110外面 :IIUIIへ.，IJ/I) 焼成不良。 32-3 020 

11 草1.d!.2I1呼 日4床面 〉三形 11餓13，5<m，底筏9.5<1110お，"3.9<m.外面・雌締切り組し，(-叩1体F偲~庇続手持ちへラケズり、両面火帰属L縫成良好。 32-4 020 

12 有t必~J，f A5 叫:拍l 1/'1 ml la.ta-m体1).ド機郎敏PaJui---f.11 径1 3_&叫外両:体ド郎PI，~ちヘラケズリ、喰ね焼書偽総喰断耐は波文1附 Ut!H由， 1991 :Jt 020 

13 加.11m師 砂1床編 1/'1 111~ 14.<1om. "~I籾。6cm. 2苦肉4，2cm。外而:Ilf期iへ'.i1J/':l一体ド掠~降線子持ちヘラケズリ.嗣耐火砲IU.焼成良針。 32・2 020 

14 桜~~t:l:I'l"Il" l車両 9lJl 現UU3.9cm.鮒I.Ocmo1'1.さ1.5mmo隔地欠IJI '"膨れ。Illiがる。 37-34 030 

第96図 S I 38竪穴住居跡出土遺物(1)ー床下土壌 ・ピッ 卜・床面の遺物
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lIiρj 同 fti分E副 制 111: 事唖(f. キ? 徴 、;!.!

lfi 1:制i2ll1，f、 1 sI 坦l上11何 1/'1 1ケ1侃ズ1リ1、1fJm棋減t骨内d.5t3lt.i0m:ヘhラAiBガE気キ味ー。且l』t1Z2ロ処クI'lLロi鴻!I'!.外1M:III~-体 ド却ヨコナァ、 繊 Ij，rl:線 I 革、 1+ ドt.u-際問1 ('1品ちへラ

16 1"<Ii畠llli! 1 I! 正J;取11穴穴 敏li 1Mト郎、ほr.tル，~形~Vi'. j~l1\9.5cm. Jllロ 7 ロ JU~ 外lai:成鰍，)<:集縦、刷ド調lナデ.1句Ini:ヘラナデ.

17 L制&lIi! 1 Il'JlLl腕 総Ii 制ドfZ‘btt.t:1/3厳Ij' 1在俗i.Ocm.Jllロクロ」閣僚e 外曲:.111:縄本車位、刷ド偲十ヂ、取滋 内面;ナヂ.
16 1.帥i2i:U 母上IIri使Ii 1.ドf:!I-Ji(M!健Ii 民i世32明n.JJ;ロクロ調婚外山 :ナヂ 内血i:ミガキ 出正式

19 1.鋤z:鍵 1 B2 Jt 1: 1柑 ~/5 111量1l.8rm JIロタaJl鍛 ~OO:IIWヨコナデ『体君事ケズリ・線分的特t‘へ手三カ 4炉、 内由 ヨコナヂ、へ号令ヂ. 31-19 

-拘 ltul!2:J干 C2 均一1:2踊 415 日係152rm.at純IO.OrmZii"3.告m;..外画面:成締切り組し柑l・体 fll-成f:!I科何ヘラケズリ 健~n.f 32"; 

21 治.1I!Z>t(-AI J4l.LIH 1 2 111重11.5tm 峰経9.lcm Z>~3.決m. 外面 底締切り組'--1.岬l・民舗のみ利者らヘラケズ・'1，z:喰断面は由主婦~.骨l.l<<ィ:良マ 3'l・6

22 続.l!!Z:係 C2 煙上I蝋 健11 f.I. ~'.-l'E1I定形償1; o定住9.6cm， ~耐・成締切り織しイ、明 a体 PR耳、民:r.Il't-持ちヘラケ耳 リ !.l¥1lI. 焼成イ、a
主』 湖底lS.IiAht 即1:2紙 112 体f.lI-IIW儀Ji 勺まみ欠則。111長16.3cm， 外面 :tJ)1)・Lィ、明・体制ωIt"ヘラケズリつまみti:介叶"σロク0'"ヂ 犠成イ~ll

24 !(i.l11熔I干 B4 期.1:2制 終lJtibE始作h球自自部民主1門地22FE官t為官mや拶然JA品t。hft凡F悦4E必14JT問.誌w責ばは:7州4f、i均lf;h千みi川“知;a{tY長F管J九kiM官lt1Jr山f，i態to2ur説2iパuf75p間1d H 32.8 
か6 、な3枚くド

と1I 

25 )tj.l!!お刈: s.1 1年弱 結.E，E語E局ztm.h繍1刷iE、繁ぉ一q寄叫金S2総耐4昼え食'H.持時割w合むr間酎語Jデ、M4般5T長官Et，1z“2都肱心E25認総auzai'ib銀尚銭早1縮1続器醐2 32-9 
26 軍主‘ l'll: 2刷 銭1;mtk，郷aえi占8綱3島cm観‘'光1¥1¥11泊断欠耐d6'×M6m断m面方I捕形。)Lふ弧綿f11l繊による亀告作';/.‘、.圏直身関Iまa・m・回 現U!.61rm 織身幅16<m 37-9 
幻 鉱. 開上1病 L1h.6州cm，tlm刈m敏U8.生3eAmt織.f欠tlZmE断r曲EEi6身X飯6m磁mttJ両，RZJLiE Ftlmtt腿厳による茎を作らIj..f.'0 I匝身関fH国側似 JlWU:6.lcm 歯車身似 37.11 

28 鉄鉱? 四，..4il軒 敏11 ~圏直またはJ1 (.の弘般11かc現UJ止3.9cm 盟~11Ii5 '<3.5mmU)jn~

29 鉄厳。 Jt. 1: 11丙般H'鉄織または)1(0の品破片か.JJU子J1A.6cmot町Uli6x4mm1Ui形。

30 低イ{ t壇上1刷 'JeJfj .BI~砂Yt拠 ~{I~ 11/，11庁m・1制圧.'I'lft. JÆiH7，2cm、 制 l'I.~I'm.rtさ5.lc"，。 39・l

第97図 S 138竪穴住居跡出土遺物(2ト 堆積層などの遺物
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須忠器坪 (11・13)は体下部~底部が手持ちへラケズリされ、体部が直線的に外傾し、ロクロナデ

やJl台土 ・焼成もこの熔ねした須恵器杯 (24・25)と類似している。同一窯の製品とみられる。

この他、 須恵器却には休部~底部が手持ちへラケズリされたもの 02・20・22)、底部が手持ちへ

ラケズリされたもの (21)、体下部~底部が回転へラケズリ 8れたもの(2 )、底部がへラ切りのも

の (10)がある。これらは熔着した須恵器坪 (24・25)とは別の窯の製品とみられる。

また、土師器はL、ずれら非ロク口調整のもので、 仁師認時には体下部に横位に 1条の沈線が施さ

れた丸底気味のもの (15)がある。

【S139竪穴住居跡】(平面阿 ・断面図 ・遺物:第98岡)

〔位世〕調査区南東部の北斜面落ち際、丘陵尾根上北寄りの標高28.0m付近に位位する。

〔主観)S X2遺物包合同 2Jr';と重複し、これよりも新しし、。また、西側のS138竪穴住居跡と近接し、

これとは同時には存在しえなL、。南辺際が残るのみで、他は床面下まで大きく削平されている。

〔平面形 ・規模〕平而形は方形とみられ、規模は東西が南辺で3.5mある。

〔方向〕南辺の方向からみると、西辺 ・東辺は北で束に約25。偏るとみられる。

〔宅特穴〕主柱穴の有無は不明である。

〔カマド〕カマドの位置は不明であるが、南辺以外に付設されていたと考えられる。

(J司構〕幅15--20cmの周榊を1判辺、南西隅、 南東l鞘で検山した。周構内に火災11寺の炭化材や焼土、炭

が落ち込んできたことから、|胡渠の状態で機能していたものと考えられる。

〔堆積土〕床面上は削平され、床面上には堆積土はなく、周溝内に火災時の自然堆積士がある。

〔出土遺物〕検出面から非ロク口調整の土師器裂、須恵器杯 (1 )・讃などの破片が少数出土した。須

必器坪 (1)は、底部がへラ切りのものである。

巧~ \
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しまりややある:AI尚色:(7五YR3，2)町人為岨愉し 2桝に分かオ¥.，. f~1ま筏lcmf't'の地Ihf\tを少し~み、 1:1:11は1王lcm以ドの地Ihl~ ' !iI ' 焼 LI~を少し合む

町制色i7，5YR3/3)1:" 11¥1<011'1白地Ihl<:.峨・焼1:1<:を合む@しまりややあ1).人為地愉 l

徴

第98図 S 139竪穴住居跡平面図 ・断面図 (1 /60)、出土遺物

【S135竪穴住居跡】(平面図 ・断面図 ・遺物:第99肉、図版15-3) 

lOc・

〔控〕検出面から床面までの壁の高さは、南辺で30--50cmあり、約105。の傾斜でやや斜めに立ち上が

る。控の上部は崩れている。

〔床面〕床面は削平されているが、掘方埋土上面を床而としている。床面の周溝際に炭化材、炭片、

焼土があり、火災によって焼失したものとみられる。

〔位低〕調査区南東部束端の北斜面繕ち際、丘陵尾似上北側の標高27.0m付近に位位する。
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〔重複〕主要遺構との重複はない。西辺際が残るのみで、他は床面下まで大きく削平されている。

〔平面形 ・規模〕平面形は方形とみられ、規模は南北が西辺でmである。

〔方向〕西辺でみると北で西に約33。偏る。

〔壁〕検出面から床面までの高さは、西辺で約30cmあり、約1050の傾斜でやや斜めに立ち上がる。

〔床面〕床面はほぼ平坦で、貼床上面を床面としている。

〔主柱穴〕主柱穴はないとみられる。

〔カマド〕カマドの位置は不明である。

〔壁材痕)西辺で幅7cm、深さ 5cmの壁材抜取痕跡と考えられる幅狭い溝とその脇の浅い掘方を検出

した。いずれも人為的に埋められている。
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:1¥色(10YR2/1)μ 後ItmUド白地山上プロマ?を合む。しまりややあり.粘性なし。人為9桂樹士唱
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l日2峨1・JI騎破片 体ド官官-JJ¥:部般11'.JFロクロlI'I1'I!.外面u:ハケメ?、 I事滅。内ilii:ヘラえガキー/1¥色処開。
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ズ .l'itlu : U クロナ 郎ナ : り鰻 ー -I{f. 転ヘラケズ'1.'，HlIl:I.l1'iXItiI!olf.tJ1. 

A2 床偏 113 堅n径鎖。15.ocmo成後10.2cm.:i!1t.可3. 7cm. 外画。 l在偲切り躍し不I~l-俊郎副伝ヘラケズ山 雨前に火得促 ・ mね銭前民。 焼成
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AorD1 床j(，i 般Ji・ 体!-t(，下百部台。~焼lま成:tß司・自織，~。台餓í~r:.形骸11'0 荷台後9.&m。 荷台t~ 1.3cm。 外面;縦割l切り織し不明司体 F錦~腹部回転ヘラケズ リ ー
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第99図 S I 35竪穴住居跡平面図 ・断面図 (1 /60)、出土遺物
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〔堆積土〕床上の堆積上は 1I百で、人為的に埋められている。

(1-1:¥土追物〕床面から土師器杯(2)・盟、須恵器坪(4)・高台杯 (6)などの破片、埋上から土師
のみ たが拍

~杯( 1 )・鉢 (3)・到、須恋;器杯・蓋 (5)・到などの破片、繋または緊 (7)が少数出土した。

このうち土師器は主体を占める杯・襲が非ロク口調撃で、 1点のみある鉢がロク口調整である。土

師器郎には丸底気味のもの (1 )、平底で器庫が厚く、内面が一般的なへラミガキではなくナデ調整

されている器形 ・調整が特異なもの (2)とがある。撃か撃 (7)は、刃部が両刃で、悔状になる

もので、柄頭を欠損しているため、撃か撃か区別できないものである。いずれにしても古代のもの

としては、類例がきわめて少ないものである。

【S122竪穴住居跡】(平市図:第100図、断面図:第101歯、造物 :第102図、 |采|版11-4・6) 

〔位置〕調査区南東部、丘陵尾根上の標高30.5m付・近に位位する。

〔重複〕主要遺構との重複はない。東に隣接するS123竪穴住居跡とは同時には存在しえなL、。床面レ

ベルは、S122竪穴住居跡がS123竪穴住居跡よりも25cm高い位置にある (第101図断面B-B・)。

出来部は床面下、周溝底面下まで大きく削平されている。

〔廃絶の原因〕火災による焼失。

〔平面形 ・規模〕平面j院は長方形で、規模は南北が西辺で5.9m、東西が北辺で5.1mである。

〔方向〕西辺でみると北で東に約30偏る。

〔壁〕検出面から床面までの高さは、最も残りのよい北西隅で42cmあり、西辺北半で30-35cm、北

辺西半で30-40cmある。壁はほぼ直に立ち上がる。北辺東半では15-25cmとやや残りが悪く、東

辺北半は 3cm以下、南辺は 8cm以下ときわめて残りが惑い。

〔床面〕床面はほぼ平坦で、貼床上面と地山面(粘板岩岩盤)を床面としている。床面上には火災に

よって生じた炭化物や炭化材、被熱赤変した筒所が特に北西部を中心に広く認められた。

〔主柱穴〕竪穴住居跡の対角線上で、北西 ・北東 ・南凶 ・繭東主柱穴を検出した。北西主柱穴は長辺

43cm、矩辺30cmの不聾長}j形で、深さ27cm、北点主柱穴は長辺35cm、短辺30cmの長方形で、深

さ32cm、南西主柱穴は長辺36cm、短辺33cmの隅丸長方形で、深さ34cm、南東主柱穴は長辺50cm、

短辺37cmの長方形で、深さ22cmある。各主柱穴で径14cm前後の円形の柱痕跡を確認した。掘方に

は炭片 ・焼土粒を含まず、柱痕跡に炭片 ・焼土粒が多く含まれ、本竪穴住居跡の焼失を裏付けてい

る。柱間寸法は北西主柱穴一向.西主柱穴間が3.6m、北東主柱穴一南東主柱穴聞が3.5m、北西主柱

穴ー北東主柱穴聞が2.8m、南西主柱穴ー南東主柱穴聞が2.6mで、ある。柱痕跡の位i白でみると、北

西主柱穴は西辺から約1.1m、北辺から約1.3m離れ、北京主柱穴は東辺から約1.3m、北辺から約1.2

m離れ、南西主柱穴は西辺から約1.4m離れている。

〔カマド〕北辺ほぼ中央に付設されている。カマドの向きは丘陵尾根に対して約45。偏り、斜面上方の

ほぼ北を向く。カマドの天井部は崩壊していたが、両側壁、奥壁、燃焼部、煙道が残存していた。左

側壁は長さ78cm、高さは奥で32cm、焚き口で 7cm、右側壁は長さ75cm、高さは奥で24cm、焚き

口で 7cm残存していた。両側壁の内側は被熱のため著しく赤変硬化していた。両側壁外国の幅は

下部で1.1mある。カマド側壁はにぷい黄櫨色土で僻築されている。燃焼部は奥行き70cm、幅
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耳事 E世
にぶいIf(制色IIOYTW3)上-0r:亜O.5-I.5cmの枯似Yt風Itill片を多く合む。しまりあり. ，占t~なし。 人為地陥上。
にぷい/1{尚色(I0YR4/3)J:.. 筏1-5凹nの枯仮お風化破片を~J置に含む。 しまりよい。 銚性なし。 人為JU:的1:.

明悩色I(lOYR3/3U:..1王0.5-lcmの帖舷YJ風化iIlloを事〈、後4mm以ドの1足・焼上肢を少し合む.
にぷいIfl般色UOYR6/4)上. ffiO，2-1cmと径3cmの制緩お風化傑I~を合む1. しまりあり. 人為I世俗Jに。

にぷい赤尚色(5YR4/'I)1:。 焼上を~q誌に合む。

カマ ド F中央に!lIíり伐した ~J平Icmなの地紡山鮫桃f.t舷i 風'td化HtE化fJ援tをが多あり、みぷ、面iしがま熱を受けて必要~o mti情より綬〈僻自日はζの聴の両側で止まる.崎製羽上はi情
尚色(I0YR3/3)上で、筏O.5-lcmo)l/;I!l.t;li\ jt1leJt~~ <合 りあり。

2厳に2cm分かのれ給る。 風Ft郎化は膿瓜Ji怯とi色{1m0YmH以U卜mのJ:焼で上、隊誌を化少物し・焼合上む位。・池山肢を少し合む私しまりやゃあり.t古tEなし.上舗は尚色(20YR4/4)1:で、筏
0.5- 阪+.Ili¥ltillJici韮4 しまりややあり。 ttなし。

同~I叫色(I 0YR3/3) 1:。俺0.5-lc01の枯飯IJ風化wnを多〈含む。しまりありo .占性f~ l，.'o 人Z各地硝』・4
!.I\尚色(l OYR3/1)上。 後0.5-lcmの炭J:・を多〈企む。 しまり ・ !I;性なL . 火災，jíjの I~~主権償上。

に.1:い品‘槌色(lOYR4/3)ム，筏0.5-批mの枯仮Y;風化僚'1'を多I;tに合む。しまり ・蛤性なL.n然機敏1:..
町J~色17.5YR3j4) ~~ >Ji;変した箆O.S-&mの紡阪日鼠化線円、後上f立を多〈合む。しまり .f，占性なし.LJ然増!h1t. 
民のi尊い腕.火災時の(Jf害時t積J:..
によ，~、 111泌色(lOYIH/3)上e 筏O.5-3cmの判。阪;Ï:Ui!.化僚片を多蹟に合む。しまりあり。 1/;料.な L. 人為1ft般J二e

附尚色(lOYR3/3)よ。 径0.5- 1 cmの給阪IJ風化膿11 を~く含む. しまり ・ 粕ttf.. し。

日措11)色(lOYR3/3)上。 i量0.5-4cmの鈷仮Z;風Itl'tltを~く合む。 しまりあり. 紡tEな し。 人為岨t鮒 t。

にぷい31.褐色(lOYR4/3)上。従0.5-2cmの紺駐日告風化傑Hを事〈合む.しまりややあ1).枯微なし.人為織統上.
江H暗色(IOYR3/2)上. 筏0.2-2cmの鰍縦約風化傑Ii・を含む。 しまり ・ .IM主な L. 人為~f.制上.

自荷鈍色(lOYR3/3)J:..径5mm胞の!I;甑ljM風化犠打、筏5-2Ocmの枯桜狩Wl1・を多戒に含む。しま0・柑;1'1:なし。人為唯悦j:..
にぷい占~II)色(10YR4/3) じ !ií5mm伐と後3cm飽の帖絞お風化1Ie1fを合む。 しまりややあり. ，占n江L.人為地t.U:。
暗尚色(I0YR3/31J:..徳5mml世の枯桜れ嵐ftillH'，蹴片を合む。しまり ・干高性信L.人為地険上.
にぶい，1'(1昌也(I0YR4/3)仁。鎖。2-2cmの紡阪府風化線1;'を事情に含む.しまりよく、粘;ttなL.人1.V佐蹴 t.

第101図 S 122・23A・238竪穴住居跡断面図 (1 /60) 
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65cm、奥壁高13cmで、奥壁から焚き口にかけてなだらかに傾斜し、焼土が堆積し、被熱・赤変し

ていた。

右側壁と燃焼部の下には人為的に埋め戻された暗渠があり、その招方は周溝に続いていた。左側

壁の下には地山に含まれていた粘板岩礁がそのまま掘り起こされずに残っていた。そして、地山掘

り残しの礁の上に左側壁が構築され、周溝の掘方はこの礁の左際で途切れていた。

煙道はカマド奥壁より外に向かつて長さ1.4m延びる。カマド奥壁から煙道入り口にかけてやや

上向きに傾斜するが、それより先はほぼ水平に延ひ'ている。煙道入り口付近の側壁は、火熱のため

に赤色硬化していた。 トンネル式の煙道の天井部は削平され、深さ18cm残存していた。煙道の最

大幅は33cmで煙道入り口部あり、次第に先細りとなる。煙道の先端は若干窪められ、煙出しとなっ

ている。煙出しは煙道先端の帽と閉じで、ピット状となっていない。

〔周溝〕北辺 ・西辺、および東辺 ・南辺の一部で、幅15"""""25cm、深さ 5cm前後の周溝掘方を検出し

た。東辺 ・南辺の多くは削平されていたが、周溝掘方は四辺を巡っていたとみられる。周溝掘方は

浅く埋め戻され、その箆みに焼土・炭が堆積していた。中央が窪むような状態で機能していたこと

が窺える。なおカマド下では、地山に含まれる粘板岩礁を掘り残した箇所の両側で、周溝掘方が途

切れている。

〔斜暗渠〕カマド左脇の北周溝掘方から住居中央に向けて斜めに暗渠が設けられている。掘方は幅14

-25cm、探さ 5cm前後で、火災前に人為的に埋め戻されていた。位置関係からみて、カマド前面の

乾燥を意図した暗渠とみられる。中央から先は削平されて残存していないが、南東隅の周溝掘方に

接続していた可能性がある。

〔堆積土〕 床面上の堆積土は 3層に分けられ、いずれも火災以降の自然堆積土である。

〔出土造物〕焼失した竪穴住居跡であるにも関わらず、床面からの出土造物はきわめて少なく、土師

器聾破片が少数出土したにすぎなL、。火災直前に食膳具を含めた家財道具一式を持ち出したことが

窺える。カマド内からは土師器讃 l点 (1 )の他、非ロク口調整の土師器製、須恵器郎破片が少数

出土した。周溝からは体下部~底部が回転へラケズリされた須恵器坪底部破片 1点、煙道からは土

師器費、須恵器製の破片が少数出土した。埋土からは残存率の高い須恵器部2点 (2・3)、ほぼ完

形で小型の須恵器短顕盛l点 (4)、完形の土製紡錘車1点、 (5)と鉄製鮫具 l点(7)、ほぽ完形

の誕1点(6 )の他、土師器盤、須恵器蓋・聾の破片が少数出土した。
このうち土師器はいずれも非ロク口調整のもので、 1の土師器聾はカマドで使用されていたかカ

マドの芯材に使用された可能性もある。鉄製銭具 (7)は馬具で、壷鐙の鐙担金具である兵庫鎖の

先に取り付き、力革を通して鞍に下げられる銭具か面懸・胸懸・尻懸の鮫具とみられる。錐 (6) 

は刃先 ・茎尻欠損する。刃部は平面形が銀形、断面形が片鏑造の両刃で、内反りとなり、撫角の両

関で茎部と区別される。関部には銅が装着されている。茎部には部分的に木質が残る。

【S123竪穴住居跡】(平面図:第100図、断面図:第101図、遺物:第103図、図版11-5・6)

〔位置〕調査区南東部、丘陵尾根上の標高30.5m付近に位置する。

〔重複〕主要遺構との重複はなし、。S123竪穴住居跡は、床面レベルを同じ くして一度建て替えられ、
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第102図 S 122竪穴住居跡出土遺物

北辺・西辺・東辺が40-50cm外側に拡張されている。拡張前の古い住居をSJ 23A竪穴住居跡、拡

張された新しい住居をS1238竪穴住居跡とする。いずれも南東部は床面下、周溝底面下まで大き

く削平されている。また、西に隣接する S122竪穴住居跡とは同時には存在しえない。床面レベル

は、 S122竪穴住居跡がS123竪穴住居跡よりも 25cmif，品、位置にある(第lOl~1断而 8 - B ・) 。

(S 123A竪穴住属跡》

〔平面形 ・規模〕平面形は隅丸lF.方形で、規模は南北が西辺で4.4mある。東西は北辺で4.4m前後と

推定される。

(}i向〕西辺でみると北で丙に約6。偏る。

〔壁〕床面レベルを閉じくしてS123B竪穴住居跡に拡張されているため、壁の高さはない。

〔床面)S 123 B竪穴住居跡の床面とほぼ閉じとみられる。床面下の縮方はS123A竪穴住居跡かS

1238竪穴住居跡の構築に伴うものだが、どちらか判断できない。

〔主柱穴〕後述するように、 S123竪穴住居跡の床面上の 4箇所で主柱穴を検出した。これら 4箇所
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の主柱穴で柱痕跡を確認し、S1238竪穴住居跡が人為的に埋められていることから、これらの主

柱穴はS1238竪穴住居跡に伴い、柱材が床面近くで切り取られているとみられる。これら 4箇所

の主柱穴を断ち割り調査したが、いずれも重複は認められなかった。S123A竪穴住居跡に主柱穴

があってこの新しい主柱穴と完全に重複していたか、 主柱穴がなかったと考えられる。

〔カマド〕カマドの位置は不明だが、残存状況から南辺か東辺に付設されていたものと考えられる。

(周溝〕検出された各辺で幅15-23cm、深さ約10cmの周溝を検出した。東辺・南辺の削平筒所にも

本来は巡らされていたと考えられる。拡張された際に人為的に埋められている。

〔堆積土〕 拡張されているため、周溝以外に堆積土はない。

〔出土造物〕遺物は出土しなかった。

< S 1238竪穴住居跡》
〔平田形・規模〕平面形はほぼ隅丸正方形で、規模は南北が西辺で'5.2m、東西が北辺で'4.9mである。

〔方向〕西辺でみると北で西に約40偏る。

〔壁〕検出面から床面までの高さは、比較的残りのよい北西隅で39cmあり、約1100の傾斜でやや斜め

に立ち上がる。北辺東半では10cm以下、東辺 ・南辺では 2cm以下と残りは悪い。

〔床面〕床面はほぼ平坦で・、地山面(粘板岩岩盤)と一部は掘方上面を床面としている。床面上には

南西主柱穴の西隣と北東主柱穴の南側に小規模な焼面、南西隅付近に炭化物の多い箇所がある。

(主柱穴〕竪穴住居跡の対角線上で、北西・北東・南西・南東主柱穴を検出した。北西主柱穴は長辺

30cm、短辺25cmの隅丸長方形で、深さ26cm、北東主柱穴は長辺30cm、短辺25cmの隅丸長方形で、

深さ26cm、南東主柱穴は長辺30cm、短辺27cmの不整方形で、深さ20cm、南西主柱穴は長辺35cm、

短辺28cmの隅丸長方形で、深さ30cmある。各主柱穴で径13cm前後の円形の柱痕跡を確認した。

SI23B竪穴住居跡が人為的に埋められていることから、柱材は床面近くで切り取られているとみら

れる。柱間寸法は、北西主柱穴ー南西主柱穴問、北東主柱穴一南東主柱穴閥、北西主柱穴一北東主

柱穴問、南西主柱穴一南東主柱穴聞が2.5-2.6mとほぼ等しい。柱痕跡の位置でみると、北西主柱

穴は西辺から約1.1m、北辺から約1.3m離れ、北東主柱穴は東辺から約1.3m、北辺から約1.2m離れ、

南西主柱穴は西辺から約1.4m離れている。
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〔カマド〕カマドの位置は不明だが、残存状況から南辺か東辺に付設されていたものと考えられる。

〔周溝〕検出された各辺で幅15-23cm、深さ 5cm前後の周溝を検出した。東辺 ・南辺の削平箇所に

も本来は巡らされていたと考えられる。北辺の一部に掘方樫土があり、機能時には一部埋め戻され

て聞渠の状態であったとみられる。廃絶時に人為的に埋められている。

〔堆積土〕 床面上の堆積上は3J百に分けられ、いずれも人為堆積土である。

〔出土遺物〕出土遺物は少なく、床面から鉄鎌破片 l点 (5)の他、土師器杯・到の破片、主柱穴か

ら上師器護破片、埋上から上師器杯(1)・盟、須恵器土不 ・高台邦 (2・3)・盤 (4)の破片が少

数出土した。このうち上fflli器はL、ずれも非ロク口調艶のもので、須恵器荷台郎(2・3)は体下部

~底部の回転へラケズリ後に付高台され、須恵器撤 (4)も底部回転へラケズリ後に付高台されて

いる。

【S124竪穴住居跡】(平面肉 ・断面図:第104図、造物:第105図、図版12)

〔位置〕調査区南東部の端近く、丘陵尾根上の標高29.0m付近に置する。

〔重被) S B 7掘立柱建物跡と重複し、これよりも古い。北西部を残すのみで、それ以外は床面下と

周溝底面まで大きく削平され、残りが悪い。

〔平商形 ・規模〕平田形は方形とみられ、規模は南北が西辺で2.5m以上、東阿が北辺で3.0m以上で

ある。

〔方向〕西辺でみると北で束に約8。偏る。
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〔壁〕検出面から床面までの高さは、残りの比較的よい北西隅で20cmあり、約900~1l0。 の傾斜でほ

ぼ直からやや斜めに立ち上がる。

〔床面〕床面はほぼ平坦で、地山面(粘板岩岩盤)を床面としている。

〔主柱穴〕主柱穴は認められなL、。

〔カマド〕カマドの位置は不明である。

〔周溝〕西辺・北辺で幅23-40cm、深さ 8cm前後の周溝掘方を検出した。周溝掘方は一部埋め戻され、

中央が窪んだ開渠の状態で機能していたとみられる。

〔堆積土〕床面上の堆積土は 3層に分けられ、人為的に埋められている。埋土の上に聞庖を挟まずに

SB7掘立柱建物跡が建てられていることから、 SB7掘立柱建物跡を建てる際に埋められたものと

みられる。

〔出土遺物〕出土遺物は少なく、堤土から土師器聾l点(1)、鉄鉢形の須恵器鉢 l点(4)、須恵器

質の三重小塔l点 (5)の他、土師器杯・盤、須恵、器;郎 (2)・高台郎の破片、検出面から須恵器杯

(3)の破片が少数出土した。これらはL、ずれも本竪穴住居跡の廃絶時に人為的に埋められたもの

である。

三重小塔は完形で、本竪穴住居跡内の北西隅付近、床面から約5cm上で横倒しになり、その上に

本来は完形であったとみられる鉄鉢形の須恵器鉢が被さった状態で出土した(第104図、巻頭図版2

-2)。ピッ トなどの掘方はなく、人為的に埋め戻された埋土2層から出土したものである。きわ

めて特異な形態の完形の三重小塔を横倒しにして、さらにまた特異な器形の鉄鉢形の須恵器鉢で覆

うといった特異な出土状況からみて、不要となったものが廃棄されたのではなく、 SB7掘立柱建

物跡を建てる直前に本竪穴住居跡を埋める過程で意図的に埋納されたものと考えられる。なお、内

部の土を慎重に乾燥簡にかけたが、何も出土しなかった。

土師器はいずれも非ロクロ調整のもので、土師器却には両面がへラミガキされてから両面が黒色

処理された口縁部破片が1点ある。須恵器郎 (2)は口径に比して器高の深い(器高/口径比0.5)

いわゆる 「コップ形」のもので、底部がへラ切り後に軽くナデられている。須恵器杯 (3)・高台坪

は体下部~底部が回転へラケズリされている。

鉄鉢形の須恵器鉢(4)は、底部が丸底気味で、体部中央上部寄り~底部が回転へラケズりされ

ている。口縁部が短く内傾し、鉄鉢形の須恵器鉢の中ではやや特異な口縁部形態であるが、全体的

なプロポーションは鉄鉢形の須恵器鉢の範鴎に入る。出土状況からみて、欠損部分は削平を受け、

本来は完形であったとみられる。

須恵器質の三重小塔(5)は完形で、高さ18.3cm、底径7.8cmある。内面は底径4.6cm、高さ11.4cm

の円錐状に底面より制り抜かれ、時計四り ・螺旋状にへラケズリされ、中空となっている。屋根は

平面形が円形、断面が算盤玉状で、 3重である。屋根に瓦は表現されていなL、。屋根の大きさは初

重が径7.6cm、2重が径7.8cm、3重が径6.8cmある。軸部は初重が高さ4.3cm、径7.8cm、2重が高

さ1.8cm、径5.4cm、3重が高さ1.3cm、径4.9cmある。軸部の初重には縦2.6cm前後、横1.64cm前後

の縦長長方形の透かしが4箇所開けられている。透かしの外面周聞は透かし端より少し低くなるよ
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第105図 S 124竪穴住居跡出土遺物
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うに手持ちへラケズリされ、表面から中に向けてへラケズリされている。出入り口の扉を表現した

ものとみられる。また、初重の底面に接した下端と底部は、右から左に向けて手持ちへラケズリさ

れている。また、初重外面は部分的にナデされ、粘土の付着が2箇所に認められる。相輪部は高さ

7.2cmある。宝珠・擦管のみ表現され、露盤 ・伏鉢・請花 ・九輪 ・水煙・竜車は表現されず、表現

が簡略化されている。焼きは須恵器質で、窯で焼かれたものである。焼成は竪織で、暗赤褐色から

灰褐色を呈する。胎土には砂粒を少量含み、化粧土などは塗布されていない。粘土紐を積み上げて

からロクロを用いて三重小塔形に成形し、内部を底面から中空に引り抜き、軸部初重に長方形透か

しを4箇所開けた後、軸部初重外面をへラケズリし、さらにナデ調整している。

【S126竪穴住居跡】(平面図 ・断面図:第106図)

〔位置〕調査区南東部の端近く、丘陵尾根上の標高28.5m付近に置する。

〔重複〕主要遺構との重複はなし、。SB 7掘立柱建物跡と近接するため、これと同時には存在しえな

い。西辺近くが残存するのみで、それ以外は床面下まで大きく削平され、残りがきわめて悪い。

〔平面形・規模〕平面形は方形とみられ、規模は東西が西辺で3.7m、南北は南辺で1.1m以上で‘ある。

〔方向〕西辺でみると北で西に約25。偏る。

〔壁〕 検出面から床面までの高さは10cm以下と残りがきわめて悪L、。

〔床面〕床面はほぼ平坦で、地山面(粘板岩岩盤) 吐

を床面としている。

〔主柱穴〕主柱穴は認められなL、。

〔カマド〕カマドの位置は不明だが、北辺以外に

付設されたものと考えられる。

〔周溝〕北辺、およひゅ南辺の一部で幅13-18cm、

深さ 4cmの周溝を検出した。 29.1が

〔堆積土〕床面上、周構内とも廃絶以降に堆積し

た同じ 自然堆積層である。
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Al 
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〔出土遺物)堆積土から非ロク口調整の土師器聾、 |堆悦1府 |?2P22TどJ11九郎註ζm州 I板77風化犠打を州合仏

須恵器聾破片が少数出土した。 第106図 S 126竪穴住居跡平面図・断面図

【S127竪穴住居跡】(平面図 ・断面図 ・遺物:第107図)

〔位置〕調査区南東部の端近く、丘陵尾椴上の標高27.5m付近に置する。

〔重複〕主要遺構との重複はない。西辺近くがわずかに残るのみで、他は床面下まで大きく削平され、

残りがきわめて悪い。

〔平面形 ・規模〕平面形は方形とみられ、規模は南北が西辺で'4.0m、東西は不明である。

〔方向〕西辺でみると北で東に約170偏る。

〔壁〕検出面から床面までの高さは10cm以下と残りがきわめて悪し、。

〔床面〕床面はほぼ平坦で、地山面 (粘板岩岩盤)を床面としている。

〔主柱穴〕主柱穴は認められなも、。



〔カマド〕カマドの位置は不明だが、西辺以外に付設されたものと考えられる。

〔周溝〕西辺で幅22........33cm、深さ 7cm前後の周溝を検出した。周構内は廃絶以降の自然堆積土であ

る。周溝内の北西隅、南西|塙で柱穴を検出した。北西隅柱穴の掘方は径24cmの不特円形で、深さ

30cmあり、柱痕跡は径14cmの円形である。南西隅柱穴の掘方は径24cmのほぼ円形で、深さ44cmあ

り、柱痕跡は径14cmの円形である。

〔堆積土〕撹乱が床面上まで入り、堆積土は周溝内にのみあり、自然堆積土である。

〔出土造物〕堆積土から非ロクロ調整の土師器盟、須恵器坪 (1・2)・高台t不・塑 (4)の破片、慣

乱から須恵器高台杯 (3)の破片が少数出土した。このうち須恵器杯には底部をへラ切り後に体下

部~底部を手持ちへラケズリしたもの C1 )、体下部を凶転へラケズリしたもの C2)がある。須恵

J出荷台杯(3 )は、底部~底部を回転へラケズリした後に、体部下端にケズリ出し (きついロクロ

ナデ)による低い疑似荷台を作り出し、底部が疑似高台よりも下に突き出ている。これまでこうし

た特徴を持つ須恵器商台郎は県内で知られていなL、。類例は後述するが、北関東にみられる。ま

た、須恵器塑 (4)は外而体上部に 「卒Jcr本Jの典体字)と焼成前に刻脅されている。
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第107図 S 127竪穴住居跡平面図・断面図 (1 /60)、出土遺物
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3.井戸跡
3基の井戸跡を検出した。

【SE1石組井戸跡】(平面図:第109・110図、断面図:第110図、遺物:第108問、図版21-1・5-

7 ) 

〔位置〕調査区北東部、丘陵尾根に対して東に入る小さな沢の沢頭、標高35.5m付近に位置する。

〔重複〕本井戸跡とー辿の遺構である SX5平場は、 SB10掘立柱建物跡、 Sr 8・9・17・19・40・

41・43・56竪穴住居跡、 SE 2・3井戸跡、 SX5・6焼成遺構、 SK12・13土城、 SX 1遺物包

含崩と重複し、いずれよりも新しい。

〔関連遺構〕丘陵尾棋の北側斜面に SX5平場を造成した後、その裾部にS01 暗渠を設け、そこで

集めた水をS0 1 暗渠でSXl石組井戸跡に導水している。S01暗渠の脇にある環状積石もこれ

らに伴う。

〔構造〕掘方は下底が薗径90cm、上底が直径1.6mの円筒状で、板状 ・角柱状の粘板岩礁片を壁面に

沿って23段前後積み上げ、壁面と石組との聞に誕込め上を入れている。そして、石組の最上段には、

やや大きめの繭平な版状の粘板岩礁片並べている。また、 S01暗渠から導水される水口には、長

さ40-50cmと特に大きな角柱状の粘叡岩礁片を縦長に e置いている。

〔堆積土)5層に分けられ、板状 ・角柱状の粘叡岩礁片や粘板岩巨礁を一緒に叩き込みながら、人為

的に埋めている。

〔出土遺物〕井戸内堆積土、井戸寝込め土からは遺物は出土しなかった。

(S X 5平場)(平面図:第109・110図、断面図:第110図、第121図断面A-A'・B-B¥図版21-1) 

〔位置〕調査区北東部、丘駿尾根に対して東に入る小さな沢の北側、東斜面にf立世する。

(規模と構造〕東に約13。傾斜する沢に面した斜面で、商北が約40m、東西が26m以上に及ぶ範囲を大

規模に造成している。斜面上方にあたる箇所を切り取って、その裾部にSOl暗渠を設け、その上

と斜面下方を整地し、 平坦商を造成している。整地は明黄褐色粘質土大プロックを多量に含む暗褐

色土と明黄褐色土の互屈で、東側の厚い箇所ではj亭さは1.4mにも及ぶ。

〔出土遺物〕近世に使用された火縄銃の鉄砲玉 l点 (詮 1)の他、古代の土師掠 ・須恵器などの破片

が少数出土した。

<S 0 1 暗渠 ・開渠>>(平田園 :第109・110図、断面図:第110図、遺物:第108図、図版21-1・2) 

〔規模と構造)S X 5平場の造成に際して切り取った裾部を弧状に巡るように、幅0.6-2.2m、深さ

10cm前後の講を掘削している。そして、 SE 1石組井戸跡から長さ約18mにわたって幅50cm前後

の石組暗渠とし、石組暗渠と接続する北側のL字状に曲がった箇所では開渠としている。掘方の幅

は石組暗渠では50cmと狭いが、開渠では1.2-2.2mと広くなっている。また、 SX5平場の裾部に

集まった雨水などがSE 1石組井戸跡に導水されるように、 S01開渠から SO]暗渠へと向かつ

て底面がわずかに傾斜している。

S 01石組暗渠は、滞状の掘方内に側石を縦長に?官接して敷き並べ、その上に輩石をし、個IJ石と



掘方、側石と蓋石との隙聞に裏込め土を詰め、輩石の上をさらに整地して構築されている。石組暗

渠の内法断面は、幅10cm前後、深さ 6cm前後の長方形で、幅と深さがほぼ一定している。暗渠内部

には下部には砂層、上部にはシルト質土が自然堆積していた。石組暗渠に用いられたのはいずれも

粘板岩礁片で、制Ij石が長さ 20~45cm、幅 6cm前後、厚さ 6cm前後の角柱状で、蓋石は長さ20~

30cm、幅10~20cm、厚さ 6cm前後の篇平な板状で・ある。

〔出土遺物)S D 1暗渠上の覆土から、指鉢破片 1点(1)が出土した。18世紀前業頃の瀬戸窯の製

品で、両面に錆軸がかけられている(註 1)。暗渠内部からは遺物は出土しなかった。

。

4，P 徴

11総l/刈4-体 F締般J片i'o1陥81世世紀初め頃の持滋曜μ理裂E陶t総告丸。1円11徳革3ω0
I I脚I~川鎚MIl l WIlt;忠7813m訟もI隣諸制限必恥や問24;ili民認可郎供給・ 172T事長!?銭安写照明 l お 7

疲上 I""i l れている。 嗣liに鉄m納・ 市1 1:1:微細で、II?.Q。 焼成良材。 〉比(J捌} の殺淑 V即l、雌~{ 0998叫2減ii京第2段隊第6/1、即iに相当
ずる.

第108図 SD1暗渠出土遺物

《環状積石)(平面図・断面図:第109図、図版21-3) 

〔位置)S E 1石組井戸跡から約15m、SD1開渠の屈曲部から約11m離れた位置にあり、 SD1暗渠

の段掘りされた掘方の上段際に設けられている。

〔規模と構造〕円形ピット状の掘方の中に、拳大前後の粘板岩礁片を環状に 3段積み重ねている。環

状の外径は20cm、内径は10cmで、深さ 6cmある。掘方は積石の外傾よりやや大きく、径24cm、深

さ14cmある。掘方と積石との聞は黄褐色粘質土で裏込めされ、積石内部には自然堆積土が堆積し

ていた。

〔出土遺物〕造物は出土しなかった。

<S X 5平場の柱穴)(平面図 :第109図、断面図:第111図、図版21-4) 

SX5平場の北半部に柱穴が9つある。これらの柱穴はいずれも SX5平場の造成に伴う整地層

の上から掘り込まれており、 SE 1石組井戸跡、 SD 1暗渠 ・開渠、 SX5平場と同時期またはこ

れらよりも新し L 、。 掘方は Pl~P4 が長辺 1m前後、短辺0.8m前後の長方形を基調とし、 P 5 ~ 

P 9が長辺50cm前後、短辺40cm前後の隅丸長方形を基調としている。掘方埋土はP1 ~P 4がS

149 



150 

。

λ 
U 

、く QIS

~~ 

/ 
/ 

5111 

X J21 

白P1G O 
φ@内 ↑

..，ø~ T PS 

? も何
T 

SX5 '1~~品

SOIB青採

i 

θP5 

A'}.. 

× 
021 

岳

SEl石翁1井戸跡

第109図 S E 1石組井戸跡、 S0 1暗渠、SX5平場平面図 (1 /150) 

Yも



て
/ 

8 
→ 

36. 

。

E九
:19.00，イ

。

35. 

~ 

Ai 
十四

SEHi剥l井ri勝平l凶作|

トB'

50!踏i長

SOJDiI渠と環状，fi'tィi

1m 

<ailJ-! 1 30) 

5m 

(朝日尺1/150)

C 
¥寸

C 
36.50m 

。

50JII百iぷli.イJ.側ヂi

~込的 >ll. 

$01附i.U断Jfli

A' 

SEI.(Î踊lJ~Ji勝のイ7組状況

C 
~ 

c' ト、、

C' 
トー

! 2 

SD1J1汗i.Us刊行

-時Ie榎J;

0' 
ト

3m 

(縮尺1/60)

C' ム、、

第110図 SE1石組井戸跡、 S0 1暗渠、環状積石の細部と断面 (1 /150、 1/60、 1/30) 

151 



ift 鳩 制 {主 特 徴

書込め 崎行副111の胤褐寝込色{め7.5Jfyemし/ま2)り九のよい人島堆領土で、 2網に分かれる F腐はに.$，ぃ~尚色UOYR6/1)帖n ~.で径2-Sc:mの給tIi，.it片を多〈含む。 上

持fiSμEI飢路

JIJ I内崎t1.1Ji1 llilt尚色(lOYR41211ゐ IIO.5- 1ロnの結飯~.化anを~J直に合む.. しまりよいa 人Ml繍し

J~J '内I'H2屑 .尚色(lOYRSI8l錨計上をEに灰ifi栂色HOYR41宮}土をイt均 に合む。しまりよt、.人為唯倒上.

J~J '内1'fL3廟 四骨絢色(7.SYR3/31t.喰k-径60cmの給tIi岩硬片を多般に合む10l.ま1)"1).人為11鰻九
J~J ・内崎 1:4 alO 制灰色(7.5YR4/1I給賃上.グライfto人お権償J:.
J~J ・内峨上 1 b晒 制灰色(7.SY官4/1)枯n.t.グライ化. 箆1-2，町nの黄色砂1f..プロヲ?を~<含む 人為11怖い
.込め 』町制色HOYRS/6lじ鮎n.しまり強P.人為堆積上.

S鴫D焼l 
略。L!1IIl: にぷいifi尚色1IOYR4/3l-貧褐色(lOYR5/8).，給慣e しまり強いa 人為犠憤t.. 

嶋田雄内峨納上 r置l然褐峰色{績10上YでR5/、23}崩じに分かれる.下層はしまりのない晴尚色(lOYR3/31砂貨 k、中嶋ほしまりの強い賞制色(I0YR51邸上、 t婚はしまりのあるE配

尽愉状(o 
高込め /1(尚色(lOYRS/61~~ 結針。 しまり強t、人為唯術上.

1司状繍(o内峨峨 l 2射に分かれる.f郷It;lt縄色(lOYR5/3)上、上鯨liにぷい.rtl!l色(lOYR61おじいずれもlt2-3crnの地山IQ:を少し合み、しまりあり。

S4X場5 SXSf~曲1'a地 叩J ~尚色(lOYR6/6l !li賃上大プロッタ告書植に含む噺術創 IOYR3/31 l:と町JoYI尚色(lOYR6/6)1:の日柄。しまり強t'.人為雄備上.

35. 

S E 1石組井戸跡、 S0 1暗渠、 SX5平場の土膚一覧

~ 35.80静..s 35 

-nr 
P4 陀

N. 
35.紛が

ト呈
35. 35. 

o 1m P5 p9 

P7 

第111図 SX5平場の柱穴断面図 (1 /60) 

X5平場整地土に由来する明黄褐色粘質土を多量に含み、 P5-P9がオリープ褐色土を多量に含

む。これら大型の柱穴と小型の柱穴は、大きさ ・埋土に迎いがあることから、複数の時期に分かれ

ると考えられるが、いずれも建物跡とは考えにくく、組み合わせなど詳細は不明である。いずれの

柱穴から、遺物は出土しなかった。

【SE2井戸跡】(平面図 ・断面図 ・遺物:第112図、図版19-1) 

〔位前〕調査区北東部、丘陵尾根に対して東に入る小さな沢の沢頭、椋向37.0m付近に位置する。

〔規模と構造〕掘方は平商形が長径2.5m、短径2.1mの不整桁円形、断面が漏斗状で、深さ1.4mある。

井戸枠は廃絶時にほとんど抜き取られていたが、井戸枠の最下部の横組み枠材が残存しており、長

方形の仮組み井戸枠であったと推定される。井戸枠の内法は長辺約1.5m、短辺約1.0mで、材痕か

ら縦方向に立てられた四隅柱が井戸枠より外に張り出すような構造と考えられる。

〔堆積土)一部に襲込め土が残り、他は井戸廃絶以降の自然堆積土である。

〔出土遺物〕掘方から非ロク口調整の土師器聾(1)、須恵器呼 (2)の破片、井戸内の堆積層から非

ロク口調整の土師器盤、須恵器杯 (3)・蓋・聾・壷の破片などが少数出土した。このうち須恵器坪

(2・3)は体下部~底部を回転へラケズリしている。

【SE3井戸跡】(平面図 ・断面図 ・遺物:第113図、図版19-2) 

〔位置〕調査区北東部、丘陵尾棋に対し東に入る小さな沢の沢頭に而し、椋高36.0m付近に位置する。

〔重複)S X 1遺物包含層、 SX5平場と重複する。SX1m物包合間よりも新しく、SX5平場よ

りも古L、。
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〔規模と構造〕掘方は平面形が長径3.1m、短径2.3mの不整円形、断面が漏斗状で、深さ80cmある。掘

方の北側は段掘りされている。掘方の中央は平面形が長径75cm、短径60cmの柑円形で、深さ30cm

段楓りされている。井戸枠は廃絶時に完全に抜き取られていたが、ここに円筒状の木製井戸枠が設

置されていたと考えられる。

〔堆積土) 4層に分けられ、井戸廃絶以降の自然堆積土である。このうち、下部の堆積土3聞は、10

世紀前葉頃に降灰した灰白色火山灰である。裏込め土は残っていなL、。

〔出土遺物〕掘方からの出上遺物はなく、井戸廃絶以降の堆積土からやや多くの造物が出土した。灰

白色火山灰の下層の堆積七4間からはロク口調整の土師器坪 ・郵、須恵器杯・郵の破片が少数出土

した。灰白色火山灰の堆積土3届からは、完形の土製紡錘車l点(6)、残存率の高いロク 口調整の

上師器坪(1)、須恵器師 (4・5)の他、 ロクロ調整の土師器坪・高台杯 (2・3)・盤、非ロク

口調整の土師器盤、須恵23杯 ・聾などの破片が出土した。堆積土2層からは完形の石製紡錘率l点

37. 

(7)の他、ロク口調整の土師器杯 ・高台杯 ・費、非ロク口調整の土師器盟、 須忠器坪 ・聾 ・壷な

どの破片が少数出土した。堆積土1層からはロク口調整の上師器杯・高台杯 ・盟、 須恵器杯 ・費、

純文時代前期の縄文土持探鉢などの破片が少数出土した。このうち土師器杯 (1 )、須恵器杯 (4・

A 
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第112図 S E 2井戸跡平面図 ・断面図 (1 /60)、出土遺物
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第113図 SE3井戸跡平面図・断面図 (1 /60)、出土遺物

5 )はいずれも底部が凶転糸切り無調整のものである。他の土師器坪 ・須恵器杯破片で底部が残存

するものは、土師器郎に回転糸切り無調整の他、 手持ちへラケズリされたものが含まれるものの、

須恵器耳、はすべて11J1l1正糸切り無調整である。

4.炉跡

炉跡l基を検出した。竪穴住屈跡に伴う炉跡の可能性も残されているが、確lllEはないので、屋外炉

跡として扱うことにする。

【SX6炉跡】(平面関 ・断面図:第114図)

〔位置〕調査区北東部、丘陵尾棋に対して東に入る小さな沢に面した標高33.5m付近に位置する。

〔重被)S X 1遺物包合間よりも新しく、 SX5平場よりも古い。
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〔平面形 ・規模〕長径24cm、短径21cmの不整楕円形で、深さ 6cmある。底面 ・壁面全体が被熱を受

けて赤変 ・硬化している。赤変は掘方よりも 5cm奥まで及んでいる。

〔出土遺物)通常の鉄浮 l点の他、発泡して土を多く巻き込んだ鉄津10点が出土した。

5 .焼成遺構

焼成遺構2基を検出した。

【SX7焼成遺構】(平面図 ・断面図:第114図、図版19-8) 

〔位置〕調査区北東部、丘陵尾根に対して東に入る小さな沢に面した標高33m付近に位置する。

〔重複JS X 1遺物包含層、 SX5平場と重複し、これらよりも古い。

〔特徴〕長辺98cm、短辺42cmの隅丸長方形で、深さ14cmある。長軸は等高線に平行する。堆積土は

2層に分かれ、下部には炭層が薄く 自然堆積している。底面・壁面全体が被熱を受けて赤変・硬化

している。赤変は掘方よりも 5cm奥まで及んでいる。

(出土遺物〕発泡して土を多く巻き込んだ鉄津が l点出土した。

【SX8焼成遺構】(平面図:第6・114図、断面図:第114図、図版19-7) 

(位置〕調査区中央部南寄りの西際、丘陵尾根上やや西側の標高31.0m付近に位置する。

〔重複JS B 4掘立柱建物跡北東隅柱穴と重複し、これよりも新しい。

〔特徴)長径103cm、短径55cmの隅丸長方形で、深さ25cmある。堆積土はしまりのない自然堆積土で、

2層に分かれる。壁面全体が被熱を受けて赤変・硬化し、掘方よりも 2cm奥まで及んでいる。底面

はさほど赤変・硬化していない。

〔出土遺物〕遺物は出土しなかった。

6.土壌
土壌11基を検出した。

十

調/ ベよ2r
-1 ~ G4fi メ 31 → SB4 SX8 

u以13/ /γ

遺憾 特 慣

fコ日
ン/ 0

SX6 時亦掲色雌色j(化lO。YR3/3)l心 地llll1.oj卓上プロ yクを;j;く含む。lli:i町は円しく

3は25府昔〈に合し分むくdか。zれbるl国E。fはヒ。炭11胃iWは届目前で、日色径(210~Y1H53m/m3)のJ:焼で、tIプ也 l li l~ o焼 | ブロックをjfli SX7 ロソクを合む.Jl( 
色

しまりの二純なtい焼f・l地然一1山地ftf積・立1を也|多lでlil、くt含を2む少凶。にし分合かれる。Ml胞!A¥は尚以色fIOYR4/11SX8 炭I~.で、焼炭 ・ む。 2 は色(lOYR:l/llしで、
11.・ 1立

間十

札 4協 SKI3 141汗F少尚色し合110むY。R3/3)上。 派2-.51ll11lのJtlUIJ 粒 o j史上位 ・ 炭粒を~く、欽it

SX7焼成遺構
SX6炉跡

第114図 SX6炉跡、SX7・8焼成遺構、 SK 13土墳平面図・断面図 (1/60) 
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【SK1土壌】(平面図 ・断面図 :第115図、図版19-3・4)

〔位置〕調査区ほぼ中央部、丘陵尾根上やや北寄りの標高34.0m付近に位置する。

〔重複)S 1 12竪穴住居跡と重複するが、堆積土の重複がないため、新旧関係は不明である。

〔特徴〕平面形は長径3.9m、短径3.5mの楕円形、 断面形は播鉢状で深さ1.5mある。北東方向に傾斜

する斜面に向けて、幅45cm、深さ90cmの箱掘りの溝が長さ6.3m延びている。堆積土は 3屑に分け

られ、いずれも廃絶以降の自然堆積土である。

〔出土遺物〕非ロク口調整の土師器盤、須恵器杯・ 鉢 ・聾の破片が少数出土した。

A 
-→ ー吋
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/ 33. 側
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l附 }ま品色り(な10tYhR4自/4然}士堆s積係140.5~lrmm枯桜れ風化"片を多く青む.しまりあ

211!i に』代、aまt尚りあ色1ま10りYなR41川上n。然1t現1h0術5よ~。lcmの粘仮れ風化!!I!Hをやや事(:¥"むo し t、。

H'i 制りあ色(ま10りYRな4t/h6}砂I~質然よ刑。制内l:0。5『2cmの1/;阪む風化傑H を~ く 合む。 しま

3<1 

第115図 S K 1土境平面図・断面図(1ハ50)
【SK3土壌】(平面図 ・断面図 :第116図、出土遺物 :第117図)

〔位置〕調査区南東部、SB 4掘立柱建物跡の東約1.5m、丘陵尾根上の標高31.0m付近に位置する。

〔重複〕主要遺構との重複はない。

〔特徴〕平面形は長径2.0m、短径1.5mの楕円形で、深さ20cmある。人為的に埋められている。

〔出土遺物〕非ロク ロ調整の土師器費、須恵器杯の破片が少数出土した。このうち須恵器杯 (5)は

体部外面に900右横向きに 「富」と墨書されている。

【SK4土域】(平面図 :第10・116図、断面図:第116図、出土遺物 :第117図)

〔位置〕調査区南東部、 SB 6掘立柱建物跡の北約2.2m、丘陵尾根上の標高31.5m付近に位置する。

〔重複〕主要遺構との重複はない。

〔特徴〕平面形は長径5.5m、短径2.5mの不整楕円形で、深さ30cmある。人為的に埋められている。

〔出土遺物〕ガラス小玉1点(10)の他、非ロク口調整の土師器坪・護、須恵器坪・蓋(3)・盤、縄

文土器深鉢などの破片が少数出土した。このうち土師器杯には平底気味の底部破片、須恵器坪には

手持ちへラケズリ と回転へラケズリの底部破片が各1点ある。

【SK5土壌】(平面図 :第10・116図、断面図:第116図、出土遺物 :第117図)

〔位置〕調査区南東部、 SB 5掘立柱建物跡の南約1.0m、SB 6掘立柱建物跡の北約2.5m、丘陵尾

根上の標高31.5m付近に位置する。

〔重複) S K 6土墳と重複し、これよりも新しし、。
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第116図 SK3-8・18・19土壌平面図 ・断面図 (1 /150) 
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〔特徴〕平面形は長径5.7m、短径3.5mの不整円形で、深さ40cmある。人為的に埋められている。

〔出土遺物〕非ロク口調整の土師器高杯 (2 )・聾、須恵器杯・高台杯 (4)・蓋 ・護、万子? (7)、

縄文土器深鉢などの破片が少数出土した。

【SK6土墳】(平面図:第10・116図、断面図:第116図)

〔位置〕調査区南東部、 SB 5掘立柱建物跡の南約2.5m、丘陵尾根上の標高31.5m付近に位置する。

〔重複JS K 5土壌と重複し、これよりも古い。

〔特徴〕平面形は長径3.3m、短径2.0mの不整円形で、深さ30cmある。人為的に埋められている。

〔出土遺物〕非ロクロ調整の土師器坪・護、須恵器坪・聾、縄文土器深鉢などの破片が少数出土した。

このうち土師器杯には体下部に段のある体部破片が l点ある。

【SK7土墳】 (平面図 :第10・116図、断面図:第116図、出土遺物:第117図〉

〔位置〕 調査区南東部、 SB 6掘立柱建物跡の西約4.0m、丘陵尾根上の標高30.8m付近に位置する。

〔重複JS 145竪穴住居跡と重複し、これよ りも新しい。

〔特徴〕 平面形は長さ 11.6m、幅O.9~2.1mの溝状で、深さ 40cmあ り 、 士墳が連続したような状態で

段掘りされている。人為的に埋められている。

〔出土遺物〕非ロ クロ調整の土師器杯・ 高杯(1)・護、須恵器杯・蓋 ・鉢 ・聾などの破片が出土し

た。このうち土師器坪には体下部に段のある体部破片が l点ある。

【SK8土墳】(平面図・断面図:第116図〉

〔位置〕調査区南東部、 SB 6掘立柱建物跡の南西約3.0m、丘陵尾根の標高30.8m付近に位置する。

〔重複〕主要遺構との重複はない。
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〔特徴〕平面形は長径5.0m、短径3.6mの不整円形で、北東部が段掘りされているD 深さ36cmで、人

為的に埋められている。

〔出土遺物〕非ロクロ調整の土師器杯 ・聾、須恵器聾などの破片が少数出土した。

【SK12土墳】(平面図:第33・39図、断面図:第34図、出土遺物:第118・119図)

〔位置)調査区北東部、丘陵尾根上東寄り、標高36m付近に位置する。

〔重複) S 1 4 0 A・B・C・D竪穴住居跡、 SX1遺物包含層と重複し、これらよりも新しL、。

〔特徴〕平面形は長径3.6m、短径1.5mの不整円形で、深さ40cmある。堆積土は l層で、自然堆積し

た暗褐色土である。

〔出土遺物〕出土遺物は比較的多く、須恵系土器杯 (1-4)・高台坪(5 )、土師器杯 (7-15・

19)・高台杯(17-19)・耳皿 (20・21)・高町、 (22)・費、製塩土器 (23・24)、須恵器坪 (25)・高

台坪 ・葦 ・費、丸瓦の破片、須恵系土器土器高台杯高台部破片転用の円盤状土製品 (6 )などが出

土した。このうち須恵系土器には胎土に砂粒を多く含むものとあまり含まないか細かい砂粒を含む

ものとがあり、前者が多L、。また、内面はコテナデされていなL、。土師器は大多数がロク口調整で

(7 -21)、非ロクロ調整のもの (22-24)は少なL、。土師器杯はいずれもロ クロ調整で、そのうち

底部が回転糸切り無調整のもの (7・10-14)が主体を占め、他には底部を回転糸切り後に部分的

に底部を手持ちへラケズリしたもの (8・15)、底部を回転糸切り後に体下部~底部外周を手持ちへ

ラケズリ したもの (9)がある。土師器高台坪はし、ずれもロク口調整で、内面をへラミガキした後

に内面を黒色処理した一般的なもの(16・17)の他、両面をへラミガキした後に両面を黒色処理し

たもの 08・19)がある。土師器高坪 (22)は非ロクロ調整で、脚部に透かしが3単位施されてい

る。製塩土器 (23・24)は非ロクロ調整のもので、口縁部が内傾気味に外傾し、器厚が厚く、粘土

紐積み上げ痕が明瞭に残る。須恵器郎には底部が回転糸切り無調整のもの (25)がある。

【SK13土塘】(平面図:第114図、出土遺物:第117図)

〔位置〕調査区北東部、丘陵尾根に対して東に入る小さな沢に面した標高34.5m付近に位置する。

〔重複) S X 1遺物包含層、 SX5平場と重複し、これらよりも古L、。

〔特徴〕平面形は径90cmの不整円形で、深さ12cmある。

〔出土遺物〕土師器聾、鉄釘 (8)などの破片が少数出土した。

【SK18土壌】(平面図 ・第114図、出土遺物:第117図、図版19-6) 

〔位置〕調査区南東部、丘陵尾根上北寄り、 SB13掘立柱建物跡に近い標高30m付近に位置する。

〔重複) S K19土壌と重複し、これよりも新しL、。

〔特徴〕平面形は長径1.9m、短径1.3mの楕円形で、深さ20cmある。人為的に埋められている。

〔出土遺物〕非ロ ク口調整の土師器費、須恵器聾、縄文土器深鉢などの破片が少数出土した。

【SK19土墳】(平面図 ・断面図:第116図、出土遺物:第120図、図版19-5・6)

〔位置〕調査区南東部、丘陵尾根上北寄り、 SB 13掘立柱建物跡に近い標高30m付近に位置する。

〔重複) S K19土墳と重複し、これよりも新しし、。

〔特徴〕平面形は長径3.0m、短径2.7mの不整円形で、深さ40cmある。人為的に埋められている。
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1l'i号 傾矧 分(!jrli干j正f提器tlJ伐釘

l 須必系上部ilf 13.0 4.3 3.2 1/3 

2 I;u忠系 UiiJf 13.0 6.0 3.8 1/4 

3 須恕系土~"珂: 13.2 5.3 4.1 1/3 

4 I f.価指尚合同;ヲ llB? 15.4 1/4 

3 上r.副部品ti'if llB 

6 I I吋盤状上製品

7 よ附~"If ns 7.0 破片

8 よ師~.If llA 7.2 敏/i'

9 上向U~，杯 llA 16.2 6.0 6.2 1/3 

10 l 制~.If ns 13.4 5.4 4.2 1/4 

11 lC市 ~ifI.不 日日 1，1.0 5.8 4.1 3/4 

12 l 師~If 日日 13.4 6.5 4.6 1/3 

13 l刷出向t ns 13.8 5.8 5.4 1/4 

14 l自市総何 llB 7.0 破片

15 j 師~"材、 sA 5.6 舷/i

Z主主 11 

6 

」一一上亀』ツ

、三三塁壁ラケ
マ台イ
ミ三戸
ミヨ亀グ

ミ二陸ノ

。 5 10cm 

特 徴 ワ点 収納

ロクロ刻載。外面 底部回転糸切り1瞬調授。俄色。Ufj_:Jに砂粒を合む。焼成不良。 024 

ロクロ凋将。外而 !昆~iHlJl転品切り無調報。にぷい此燈色。 Rfì l に刺かい砂粒を~<合む。 焼成良好。 024 

ロクロ剥務。外i!ii 底部回転糸切り無制盤。叩l位色。tlfi士に細かい砂粒を書く合む。焼成ィ、良。 024 

をロ合?むロcJ湖特焼。J正外イ:具If!i。ロクロナデ。内[町 ロクロナデー机維なlfit、ヘラミガキ。山色処理しない。胎 Lに細かい砂柑 021 

体罰;-].正部1 J - e台I::~ fî部内 I山/3敏ji o ミ仙ガ台キ径t60cHml色。処日F手lE?仙5mm。燐ロ成ク不口良調。桜。外面 :/底部回転糸切りー比線を一条巡ら
せてから荷 。 ヘラ し、出 しなt'0 024 

f創l出ち系欠き12l(1411向華台f(却の1-1縁~戦体。下応部部をl荷"1転台に免沿切ってi1f斗高/1>台に11ちこぶ欠い毒栂、色転。用胎。Fliにf子l85cmいo砂高枇さ2.5cmo一仁Ifiitill克側の
IIUJ.!tft()ロク口調 糸 り「 円。l 制lか を合む。-tJ'11正l込好。 34.14 024 

f*本1ド1郎色処~1底*0郎3防4土敵に片細。かロいク砂ロ粒訓をF含円。む外。d焼11成/ir;不部良凶。転糸切り無l叫幣→!正剖iに焼成liii姉帯 ixJ。内而.ヘラミガキ 日24

体ガキド→部~黒底色部処3F/F。4磁胎/i上。に口長ク行ロ粒湖を強合。む外。面焼白成底良部好回。転糸切り→l庄町i部分的手持ちへラケズリ。内而 政書'1状ヘラ ζ 024 

ロクロ調制整か。t砂外而枇:I正郎焼回転成糸耳、μ切。り-(，j;下部-1.正部外悶F持ちへラケズリ。|吋而 ・肱射状ヘラミガキ→掛色処Pl!o
附土に 、 合む。 34.15 024 

ロIクi!ロ凋格。 外1M 応部@転糸切り無訓平問。 内~ij 政射状ヘラ 1 ガキー且l色処四!。 胎上に細かL、砂粒を ftむ。 焼成
不 。

024 

むロ。ク焼口調成格良。好。外両氏問l同転糸切り無調箆。 内面投射状へラ 1 ガキ→黒色処屈。 JJtì +に微細なガラス胞を~く合 34.16 024 

約ロtクi針口調を幣少。し外合む1m。版焼部成1"不l転良糸。切り無調轄。体ト向日~底部に撞痕。内而 へラミガキ→:M色処理→l事滅。胎 lに均 024 

ロク口調務。外[肝 :1.正部1"1転糸切り無湖特一J事滅。内面:へラiガキ一日1色処理ー摩滅。胎 Lに砂肢を事〈合む。 024 
悦成不良。

1海4納卜付剖1-針ぽを合剖14む/。5政焼!成九不ロ良ク。口調担。外商 ，底部回転糸切り縦割強。内而 放射状ヘラ ミガキー・:.1¥色処.PHQ Itti土に 024 

体理1ト剖胎1-底'部砂粒1/3を舷企/iむ。外焼而成イ底、良部。回転糸切り→忠郎部分的手持ちへラケズリ。内1M 肱射状ヘラ ミガキー出色処
0 ・1'.I:IiTI.v."，:st;oJr!1OC-i;Ji!o 024 

第118図 S K 12土壌出土遺物(1)
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5 JOc皿

番" 極鮪 分llifJlIf 『埼 徴 写冗 似納

16 上師:f.i尚台材、 IIA 112 I1 IR1 -i宅l1軽4減6《。mf。1士尚に台細ifか7.0いcm砂。!tr.高をf合1'::む61。7c焼m成。不総良高。5.4cm。ロ7口湖徴。外曲j:l.屯郎1"1転糸切り→1・t内向。l判IfIi:へラミガキ→:.u
色処 34-18 02~ 

17 上削2~ I~~j台河: 11 19JOl l色庄町処l理~。荷台飴土部完にl細匹敵か片い。砂的ftfをtIf予T8む.D。em憐i，.占r.:，不台良it。fJ2KIno ロクロ調銭。外IfJi:民間11;1)り離し不Iりl→付高内。内IfIi:ヘラミガキ→底部品 34-20 02'1 

18 土師2.高台杯 日 舷11・I.t: F部破JI-- 円総 . ~台欠1ft。 ロ?ロ縄盤。 両面ヘラ 1 ガキ『両前~U色処E型。 飴土微細。 焼成不良。 024 

19 l凶器商合同;， 日 厳Jl 円総~休部敏H-.ロ空口調続。向luiへラ iガキ 両ilI1:1;¥色処即lo!bl微細。焼成イ、良。 024 

20 上師:!ii.l:fss UA 岐Jl 体色部処即~。低郷内而完形会主・干高却台1~ヘ市 1ラ/2ミ敏ガJIキ，ー・向!日台色íl!処3埋2c。m高。 台両部台内高lhli.2はuロn。クロロタナロデ凋の儀ま。ま外。 面!ti土:1にt締細切かtり-履砂し伐不を明少-し4合f荷む。台ー焼へrG.イラ~þミ!.ガキーm 34-21 024 

21 土師2.耳肌 nA 破片
底lィfl、iJ以ill!阿。・部5連は合へ部ラ2/ミ3ガ厳キ/i。ー且荷l色台処1世13唱2ーcml。郎必に合焼4J6tE1前oc期叫Jlロ?口調荷慨台。郎外内ii日fIi 底縁切りナ纏デし不明ま『胎ifrls.台に一・ヘラミガキー黒色合処む。理。焼成内fxム はロ7ロ のま 。 細かい砂粧を少し 34.19 024 

22 ーI~師a:;尚珂: 8ill iltSmi己形-)位E。部破l吋1lJiH。e 口総l111~体ラミ卜郎ガ、キ脚胤却槻色欠処Htiit。非脚ロクロ.測幣ズ。リ外脈山j:r本知ド1部~脚砂部粒ヘラケズリ『側耳、目iA11・"慨に縦長突レンズ状のかし 3'1¥&0 1'11(U: flぽへ ・ 。 部ヘラケ 。 ょにかい を合む。焼成 。
34.22 02'1 

23 製I主上器 破片 \.I~$，~ll般Jl 。 外而 揃オサエ。l勾Illi:ナデ。掠1'f.7-8mm。柏 1に砂粒・ガラス位・長{i!占を事く合む。焼1..ややUl'. 35.2 026 

2'1 製塩u. 般Il
体を制事舷片合。む外焼Ifii:lii I'J以l!ft'lみ，~げfiÆ-指オサエ。 内面:帖 UR術みよげ俄『ナデ。 総附7-10mm。 粕 l に砂1，(( ・ ガラス粒 ・ 長μ粒
く e nv庇やや t ‘。 35.3 026 

25 有日忠器可、 Dl ~H 体郎~底部完形厳H'.IA径6.Ocm.外而 底部回転糸切り無』国干匹。胎1:に細かい砂位を含む。焼成不I述。 35-1 024 
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〔出土遺物〕縄文土器の口縁部 ・体部 ・底部破片が少数出土している。いずれも、胎土に繊維を含む

深鉢形土器である。

1・2は同一個体で、斜行縄文 (LR)に縦位の 2段撚りの撚糸圧痕文が施され、内面にナデ調

整されている口縁部破片である。 3は外面に撚糸文 (単軸絡条体L)、内面に貝殻条痕が施される体

部破片である。これらの特徴をもっ土器は、吉田浜貝塚上層出土土器群 (後藤， 1968)、田柄貝塚貝

層下土層出土土器群 (相原，1986)に類例が認められ、縄文時代早期末に位置付けられる。

4は撚糸文に絡条体圧痕と折板状工具による山形沈線文が、5は口縁部と口唇部に絡条体圧痕が

施される。いずれも内面にナデ調整が施される口縁部破片である。これらの特徴をもっ土器は上川

名貝塚上層出土土器群 (加藤， 1951)、里浜員塚梨木東地点土層出土土器群(東北歴史資料館， 1994) 

に類例がみられ、縄文前期初頭の上川名式に位置付けられる。

6~9 は口縁部破片で、 6 は非結束羽状縄文、 7 ・ 8 は同一個体の斜行縄文 ・ O 段多条 (R L)、

9は斜行縄文 (RL)である。10・11は撚糸文 (単軸絡条体R)の体部破片、 12は単節縄文 (RL) 

が施される丸底の底部破片である。6~12はいずれも内面がナデ調整されている。 これらの特徴を

もっ土器は縄文早期末から前期の土器群に類例がみられ、この時期に位置付けられる。

7.遺物包含層

2箇所の遺物包含層 (SX 1遺物包含層、 SX2遺物包含層)を検出した。

【SX1遺物包含層】(平面図:第3図、断面図:第121図、出土遺物:第122図、図版20-1・3) 

〔位置〕 調査区北半部、丘陵尾根上の北東側に向かつて傾斜する沢頭を中心に、標高34.0~36.5m付

近に分布する。

〔重複JS 1 9・19・40・41・43竪穴住居跡、 SE1・3井戸跡、 SX6炉跡、 SX7焼成遺構、 SK12・

13土墳、 SX5平場と重複する。S1 9・19・40・41・43竪穴住居跡、 SE 3井戸跡、 SX6炉跡、

SX7焼成遺構、 SK12・13土墳より新しく、 SE 1井戸跡、 SX5平場より古L、。

〔規模〕南北が約32m、東西が12m以上で、厚さは最大80cmある。

〔層位) 4層に分けられ、いずれも自然堆積層である。このうち第 1層は SX 1遺物包含層第 l層、

第 2層は S140D竪穴住居跡第 2層、第 4層は S140D竪穴住居跡第 3層に相当する。したがっ

て、 SX1遺物包含層は、 S140D竪穴住居跡の廃絶以降に S140D竪穴住居跡の窪みを含めた周

辺に自然堆積した遺物包含層である。

〔出土遺物〕第4層からロクロ調整の土師器杯 (2・4・5)・高台杯 (6・7・9)・費、製塩土器

(11)、手裡ね土器(10)、須恵器杯(12・13)・聾などの破片が少数出土した。第3層から万子 (15)

の破片 l点の他、ロクロ調整の土師器坪 ・高台坪 ・聾、須恵器坪・聾などの破片が少数出土した。

第2層からロク 口調整の土師器杯(3 )・高台坪 (8)・聾、須恵器坪・聾、 土製紡錘車(14)の破

片が少数出土した。第l層からロクロ調整の土師器杯(1)・高台坪・蜜、須恵器坪・聾の破片が少

数出土した。このうち土師器杯(1~ 5)、須恵器杯(12・13)は、いずれも底部が回転糸切り無調

整のものである。
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番号 碕鎖 分矧 包合府 庖位

l 土舗器lf IIB SXI 第 l悩

2 上師器材t Ds SXI 第4層

3 土師お珂: DB SXl 第2府

4 IJ:.師:'lf UB SXl 首HI百

5 土師捺J.f 日B SXl 第4陪

6 I 1:師器均台叫t 日 SXl 第4陪

7 土師2.~両台師 日 SXI 首14脳

8 土師:!.'l刈台珂tn 1 SXl 第2附

9 土師器高台杯? 日 SXl 首¥4鮪

10 手控ね土:. SXl 第4屑

11 製塩土器 SXl 都4層

12 須恵恕呼 01 SXl 第4脳

13 須.¥!(認t干 01 SXl 第4脳

14 上型紡録耳1 SXl 第2府

15 刀千 SXl 話~3 届

16 須止f器月: A3 SX3 ;<';31凶

。
11 

守主 慣

¥ー一一一___j_

i i 15 

5 IOcm 

IJ径13.6cm。成筏5.8cm.器内4.9cm。ロ?口調l'a。外lIii 雌都l両lfi糸切り無調賞。l勾Itii:政射状ヘラミガキ→紫色処用。

1I1l!il3.Ocmo民側5.4cm.2.尚5.lcmoロク口調犠e外而，底綿回転糸切り無調種。内面.ヘラミガキ→:l'.色処理→1事滅。

n径13.lcm.雌fJ!5.8cm.器高4.3cm.ロク口調盤。外凶I 雌都同転糸切り鴛調格。内i師，肱射状ヘラミガキ→黒色処Jlfo
ほt干5.6cm.ロ7ロ訓載。外而 底節回転糸切り鋸.:tITI!. 内断。政.tttヘラミガキ→~.u色処開。

既往5.7cm.ロクロ関銭。外Itu: 1Jl;部回転糸切り鱒調帳。内Itti 放射状ヘラミガキー:n色処担。

同台径8.4cm。ロ?口調報。外面底部回転糸切りー付向台。内山 ヘラミガキ(1事減)-品1色処Pp，。

高台任8.4cm。高台1，1j 1.2cm。 ロク ロ 凋額。 外面白 rll:~jI凶転糸切り -H尚台。 内ltii ・ヘラ ミ ガキ-).U色処J!tl。

高:M台色径処7Fi0!9。cm。AE台?，'Sl.0cm。ロク口調略。外而 1((:';~il切り離し不明→付高台、街イtt~ オサエ。 1川市，肱射状へラミガキーー

ロクロ剥略。外而 .ヘラミガキ。 内面:ヘラミガキー;品色処則。胎 1:にi正ィilJtを合む。焼成不以。

1Ii:径4Acm。段大fi¥は6.7cmで、 i卒中央部にある。，Ifロク口調略。外i百 ハケメーナデ『摩滅。l則前 ナデ。E塩釜式。

口唇ヂ郎平体也綿、 k而ナわずかにF臨む。非ロク口調慢。外而 .粘」紺偵み上げ瓜「街頭オサエー11総ヨコナデ.内i町 11総ヨコ
ナ 、 ヘラデ.

~Ií'韮 1 4.9cm。 雌i.l\6 .Oc山器，'64 .6cm。 外面 ・ 嵯昂I!!lfi糸切り鱒調盤、底却に耳目彼。

厳{王6.6cm.外面 :1底部l司転糸切り紙調略。

上ナ師デ質?。、約階減下。分欠制。同豊富状。柑孔内に錨と副交する慣}il;'Jの隙僚がある。直径6.5cm.11-さl.lcmo触孔径O.8cm。全両

M先~身部GliH。切先フク ラややっく。'1'造り1'1棟。境作i正5.6cm。ガ部幅8.5mm.!lli1'l3mm。
外面1応部切り雌しイ、II)J→f<i:f郎~底部向転ヘラケズリー応部に焼成Ijij刻占口 crよ」カ)。

第122図 SX1・3遺物包含層出土遺物
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【SX 2遺物包含層】 (平面図 :第3図、断面図:第121図断面C-C'・ D-D'，遺物;第123・123

図、図版20-4) 

〔位置〕調査区南半部、丘陵尾根上の北東側に向かつて傾斜する沢頭を中心に標高28.0m~30.0m付近

に分布する。

〔重複JSB 12・13掘立柱建物跡、 S132・37--39竪穴住居跡と重複する。 SX2遺物包含層第 2層

はこれらよりも古く、 SX2遺物包含層第 1層はこれらよりも新しく、その上を覆う。

〔規模〕南北が約22m、東西が25mで、厚さは最大90cmある。

〔層位J2層に分けられ、いずれも自然堆積層である。下位の第2層と上位の第 l層とで、時期的に

大きく異なる。

〔出土遺物〕縄文土器の口縁部・体部破片が少数出土した。いずれも胎土に繊維を含む深鉢形土器で

ある。

lは斜行縄文 (LR)に上下2段に撚糸圧痕文 (LR)が施され、内面はナデ調整されている口

縁部破片である。この特徴をもっ土器は、吉田浜貝塚上層出土土器群(後藤， 1968)、田柄貝塚貝層

下土層出土土器群 (相原， 1986)に類例が認められ、縄文早期末に位置付けられる。

2は内外面に結束第1種羽状縄文 (0段多条RL・LR)が施される口縁部破片である。3・4

は内湾気味の口縁部で、内面に丁寧なミガキ調整が施される。3は渦巻状の 1段撚りの撚糸庄痕文

(R)と縦位・斜位の沈線文、 4はl段撚りの撚糸圧痕文 (R)と斜位の沈線文が施される。5は

内湾する口縁で、口縁端部に斜位の沈線文、体部には斜行縄文 ・0段多条 (LR)が施される。 6

2層 2層

2脳 21曽

23 
2層

第123図 SX2遺物包含層出土遺物
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は菱形状の結束第 l種羽状縄文 (LR.RL)の施される口縁部である。これらの特徴をもっ土器は上

川名貝塚上層出土土器群 (加藤， 1951)に類例がみられ、縄文前期初頭の上川名式に位置付けられる。

7 -22は口縁部、 23は体部破片である。 7・13は非結束羽状縄文(0段多条LR.RL)で、 12・

15・17・21は斜行縄文・ 0段多条、 14・16・18-20は斜行縄文 ・単節、 22・23は撚糸文(単軸絡条

体L)が施される。11は焼成前に補修穴が穿孔されている。

これらの特徴をもっ土器は、縄文早期末から前期の土器群に類例がみられ、この時期に位置付-け

られる。

8 .その他の出土遺物

古代の竪穴住居跡、掘立柱建物跡、土墳、遺物包含層、溝、撹乱、表土などから、縄文時代早期末

~前期初頭頃の縄文土器片やその頃と考えられる石器、弥生土器片、続縄文土器片、古墳時代前期の

塩釜式期の土師器片などが少数出土した。代表的な縄文土器、弥生土器片、続縄文土器片、古墳時代

前期の塩釜式期の土師器を第125図、石器を第126・127図に掲載した。また撹乱や表土などからも奈

良・平安時代の遺物が少数出土した。特に注目すべき奈良・平安時代の遺物を第124図に掲載した。

【奈良 ・平安時代の遺物】(第124図〉

表土などから出土した奈良 ・平安時代の遺物には、土師器杯・高台坪・耳皿 (1 )・高杯(2 )・艶、

須恵器杯 ・高台町、 ・鉢 (5 )・聾 (3)、円面硯 (6 )、丸瓦 (7 )、土製支脚 (8)なとの破片、砥石

(11・12)、板状鉄製品、鉄棒などがある。須恵器聾破片 (3)は外面体上部に 「是」と焼成前に刻書

されている。丸瓦 (7)は隣接する桃生城跡出土の丸瓦l類に相当する。

【縄文土器】(第125図1-14)

1 -13はすべて胎土に繊維を含んでいる探鉢形土器である。

1・2は菱形状の結束第1種羽状縄文 (LR・RL)で、口唇部に刺突文 (1 )・撚糸押圧文 (2 ) 

が施され、内面にナデ調整が施される口縁部破片である。 3-5は内湾気味の口縁部破片で、外面に

は非結束羽状縄文 (0段多条)に、渦巻状の l段撚りの撚糸圧痕文 (R)と縦位・斜位の沈線文が施

される。内面に丁寧なミガキ調整が施される。なお、 7は3と同一個体である。これらの特徴をもっ

土器は、上川名貝塚上層 (加藤， 1951)出土土器群に類例がみられ、縄文前期初頭の上川名式に位置

付けられる。

6・8・10・11は斜行縄文 ・O段多条が施される口縁部破片で、 6は口唇部に回転縄文 (LR)が

施される。 9• 12は単節縄文が施される口縁部破片である。13は尖底の底部破片でO段多条 (LR) 

が施されている。これらの特徴をもっ土器は、縄文早期末から前期の土器群に類例がみられ、 当該期

に位置付けられる。

14は2つの突起が付き、羊歯状文が施される深鉢形土器の口縁部破片で、縄文晩期前葉の大洞BC

式に位置付けられる。

【弥生土器】(第125図15-24)

15-24は全体に鈍い黄褐色の胎土で、 地文があるものは細かい縄文が施される。小破片のため器形



は不明である口15はやや内湾気味の肥厚する口縁で、棒状工具による l条の沈線文を施した後、口縁

下端を指頭押圧し、沈線文上に連続刺突文を施している。16・17は同一個体でやや外反気味の肥厚す

る口縁である。先端の鋭い工具で2条の沈線文が施された後、口縁下端が指頭押圧される。 18はやや

外反気味の突起を有する肥厚する口縁で、口縁部には斜行縄文 (RL)と工字状の沈線文、口唇部に
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回転縄文 (RL)が施文される。19・20は先端の鋭い工具で工字状の沈線文が施される体部破片であ

る。21-23は同一個体で斜行縄文 (LR)、24も斜行縄文 (RL)が施される。これらの特徴をもっ土

器は、弥生後期 ・天王山式に類似するもので、天王山式の土器群の範轄に位置付けられる。

【続縄文土器】(第125図25-35)

25-35は全体に薄手で黒褐色の胎土である。25-33は聾形土器である。

25は外傾する口縁部で、端部に横位と縦位に垂下する隆起線文が施され、 その聞に細かな三角形の

連続刺突文が施される。 また、口唇部にも細かな刻みが施される。 26はやや外反気味の口縁部で、横

位の微隆起線文の下に細かな三角形の連続刺突文が施される。 27はやや内湾気味の口縁部で、横位の

細い沈線文にLR帯縄文と連続刺突文が施される。28-33はし、ずれもLR帯縄文が施文される体部破

片で、 28は2条の微隆起線文と LR帯縄文の聞に細かな三角形の連続刺突文、29は隆起線文と 2条の

LR帯縄文、 30-31は帯縄文と細かな三角形の連続刺突文が施される。33はし、ずれも縦位の沈線文 ・

LR帯縄文 ・連続刺突文が施される。34は鉢形土器の体部下端から頚部にかけての体部破片で、縦位

の沈線文 ・LR帯縄文 ・細かな弧状の連続刺突文による文様が施文される。35は浅鉢形土器の底部か

ら体部にかけての体部破片で全体に摩擁している。沈線文 ・LR帯縄文 ・連続刺突文による弧状の文

様が施文される。

これらの特徴をもっ土器は、①微隆起線文のほかに細い沈線文が施文され、②微隆起線文 ・沈線文

に沿って連続刺突文が施文される点で特徴的である。後北C2・D式 (佐藤，1984;相沢， 1999)に

位置付けられ、石巻市の小沢遺跡(石巻市教育委員会， 1993)、新金沼遺跡 (芳賀，1999)でも出土し

ている。

【古墳時代前期の塩釜式期の土師器】(第125図36-38)

36は複合口縁大型壷形土器の口縁部破片である。外面にヨコナデ調整後、接合面をへラ状工具で押

さえた縦位の 「棒状浮文」が貼付される。内面はヨコナデ調整される。

37は複合口縁壷形土器の口縁部破片である。外面に斜位のハケメ調整後、 縦位の 「棒状浮文」と連

続刺突文が施文される。なお、「棒状浮文」は剥落している。内面はヨコナデ調整される。

38は壷形土器の頚部破片で、頚部に刻み目のある突帯が巡る。 外面はミガキ調整後、朱彩されてい

る。内面は摩滅のため、調整不明である。

これらの特徴をもっ土器は、古墳時代前期の塩釜式に位置付けられる。

【縄文石器】(第126・127図)

縄文時代の石器には、石鎌 (1 -10)、尖頭器(11-13)、スクレイパー (14・15)、石匙(16-18)、

不定形石器、二次加工ある剥片、剥片、チップ、石核などの剥片石器、石斧 (22)、石剣 (20)などの

磨製石器、凹石 (25)、蔽石 (24)、磨石 (23)、円板状石製品 (21)などの礎石器がある。他に時期不

明の垂飾品 (19)がある。このうち石鎌には凹基で両側辺の轡曲するもの(1)、わずかに凹基となる

二等辺三角形状のもの(2・3)、平基で二等辺三角形状のもの (4・5・6)、わずかに凸基となる

二等辺三角形状のもの (8・9)、先端が丸まる平基のもの (10)などがある。石匙はすべて縦長のも

のである。
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第 4章 E・m.IV区で発見された遺構と遺物

1. II区で発見された遺構と遺物

主要調査区である I区の調査区の斜面下方に設定したE区では、遺物包含層 (SX 3遺物包含層)

の北西端部を検出した。このSX3遺物包含層はE区とW区までは広がらなし、。

【SX3遺物包含層】(平面図 :第2・3図、断面図:第121図、出土遺物:第122図、図版20-2) 

〔特徴〕表土の下が自然堆積した遺物包含層で、堆積土は l層である。

(出土遺物〕非ロクロ調整の土師器費、須恵器耳、・蓋 ・盤、縄文時代早期末頃~前期初頭頃の縄文土

器深鉢などの破片が少数出土した。遺物の多くは摩滅している。

2. m区で発見された遺構と遺物
田区は三陸自動車道計画路線内の民家の移転地であり、国庫補助の緊急調査費を用いて確認調査を

行ったものである。皿区は丘陵斜面が大きく削平を受けた人為的な平坦面であったため、遺構は検出

されなかった。表土からは古代の遺物が少数出土した。
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3. IV区で発見された遺構と遺物

町区は三陸自動車道計画路線内の民家の移転地であり、国庫補助の緊急調査費を用いて確認調査を

行ったものである。W区では掘立柱建物跡2棟、柱列跡2条、竪穴住居跡3棟、遺物包含層 l箇所を

検出した (第 2・128図)。遺構検出の際に地権者と協議し、遺構面を土盛り保存した後に民家の移転

を許可するよう指導し了承が得られたため、遺構の掘り下げは掘立柱建物跡、柱列跡について必要最

小限に留め、竪穴住居跡、遺物包含層の掘り下げは行わなかった。

【SB16掘立柱建物跡】(平面図・断面図:第128図、図版6-1) 

〔重複) S A 1柱列跡と重複し、これよりも古L、。また、 SB17掘立柱建物跡と重視し、新旧関係は

不明である。しかし、 SB 17掘立柱建物跡の方向がSA 1柱列跡とほぼ同様であり、これらが同時

に存在した可能性が高く、 SB 16掘立柱建物跡がSB 17掘立柱建物跡よ りも古いと考えられる。

〔柱問数 ・棟方向〕桁行2問、梁行2聞の南北棟で、すべての柱穴を検出した。

〔柱穴〕一辺40-60cmの方形を基調とし、深さは斜面上方の残りのよい北西隅柱穴で28cmある。

〔柱痕跡〕すべての柱穴で・径16cm前後の円形の柱痕跡を検出した。SA1住列跡との重複関係からみ

て、廃絶時に柱が切り取られているとみられる。

〔平面規模〕桁行総長は西側柱列で約4.0m、柱間寸法は北から2.0m・2.0mで・ある。また、東側柱列

で‘約4.0m、柱間寸法は北から1.9m・2.1mである。梁行総長は北妻で約3.8m、柱問寸法は西から1.9

m・1.9mで、ある。また、南妻で約3.8m、柱間寸法は西から2.0m・1.8mで・ある。

〔方向〕西側柱列でみると北で西に約100偏る。

(出土遺物〕掘方から摩滅した土師器聾と縄文土器深鉢の体部破片、柱痕跡から非ロクロ調整の土師

器聾と縄文土器深鉢の体部破片が少数出土した。

【SB 17掘立柱建物跡】(平面図 ・断面図:第128図、図版 6-1) 

(重複)S B 16掘立柱建物跡と重複し、新旧関係は不明である。前述のように、 SB 17掘立柱建物跡

の方向がSA 1柱列跡とほぼ同様であり、これらが同時に存在した可能性が高いので、 SB 17掘立

柱建物跡がSB 16掘立柱建物跡よりも新しいと考えられる。

(柱間数 ・棟方向〕桁行3問、梁行2聞の東西棟とみられ、調査区外に位置する南側柱列をのぞく柱

穴6箇所を検出した。

〔柱穴〕 一辺30-45cmの方形を基調とし、深さは斜面上方にあたっていて残りの比較的よい北西隅柱

穴で24cmある。

(柱痕跡) 6箇所すべての柱穴で句径14cm前後の円形の柱痕跡を検出した。

〔平面規模〕桁行総長は北側柱列で・約5.2m、柱間寸法は東から1.5m・1.9m・1.8mである。また、東

妻で柱間寸法は北から2.3mである。

〔方向)東妻でみると北で西に約37
0
偏る。北側柱列でみると北で東に約52

0
偏り、 SA 1柱列跡の方

向とほぼ一致する。

〔出土遺物〕掘方から摩滅した土師器聾体部破片、柱痕跡から非ロクロ調整の土師器準体部破片、須

恵器杯口縁部破片が各 l点出土した。
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【SA 1住列跡】(平面図 ・断面図 :第128図、出土遺物 :第129図)

〔重複)S B16掘立柱建物跡と重複し、これよりも新しL、。

〔柱間数・方向〕柱間2間で、柱穴3箇所を検出した。方向は北で東に約53。偏り、SB 17掘立柱建物

跡の方向とほぼ一致する。

〔柱穴〕一辺50~60cmの方形を基調とし、深さは中央柱穴で"40cmある 。

〔柱痕跡〕各柱穴で-径15cm前後の円形の柱痕跡を検出した。中央柱穴では柱切取穴の下から柱痕跡を

検出し、廃絶時に解体されている。

〔出土遺物〕中央柱穴の柱柱切取穴から回転糸切り無調整の須恵器杯底部破片(1)がl点出土した。

【SA2柱列跡】(平面図 ・断面図:第128図)

〔重複〕主要遺構との重複はないが、 SB17掘立柱建物跡の北妻と約1.0m離れている。

〔柱間数 ・方向〕柱間2聞で、柱穴3箇所を検出した。方向は北で東に約38
0
偏る。

〔柱穴〕径20cm前後の円形を基調とし、深さは中央柱穴で'15cmある。

〔柱痕跡〕中央柱穴で径llcmの円形の柱痕跡を検出した。

〔出土造物〕遺物は出土しなかった。

【S157竪穴住居跡】(平面図:第128図、出土遺物 :第129図)

(重複)主要遺構との重複はない。南半は床面下まで削平されている。

〔平面形 ・規模〕平面形は方形とみられ、規模は北辺で4m以上、東辺で4m以上ある。

〔方向〕東辺でみると北で西に約13
0偏る

〔カマド〕カマドの位置は不明である。

〔出土遺物〕 検出面から土師器杯 ・聾 (5)などの破片が少数出土した。土師器はL、ずれも非ロクロ

調整で、郎には体下部に段を持つ口縁~体部破片が l点ある。

【S158竪穴住居跡】(平面図:第128図、出土遺物:第129図)

〔重複〕主要遺構との重複はない。東半は床面下まで削平されている。

〔平面形 ・規模〕 平面形は方形とみられ、規模は西辺で'6.4m、北辺で4m以上ある。

〔方向〕西辺でみると北で東に約200偏る

〔カマド〕カマドの位置は不明である。

〔出土遺物〕検出面からロク口調整の土師器杯 (2 )・椀 (4)・費、須恵器杯(3 )・聾・壷などの破

片が少数出土した。このうち土師器杯(2 )と須恵器杯 (3)は底部が回転糸切り無調整である。

また、土師器椀 (4)は、ロクロ調整で、底部が回転糸切り後に付高台と両面がへラミガキされ、

内面が黒色処理されている。

【S159竪穴住居跡】(平面図:第128図)

〔重複〕主要遺構との重複はない。

〔平面形 ・規模〕平面形は方形とみられ、規模は北辺で3.8m以上ある。

〔方向〕 北辺の方向からみて、西辺は北で東に約130偏るとみられる。

〔カマド〕北辺に付設されている。



〔出土遺物〕検出面から非ロクロ調整の土師器杯 ・聾体部破片、須恵器杯口縁部破片 ・護体部破片が

少数出土した。

【SX4遺物包含層】(平面図:第128図)

〔位置JIV区の北部に位置する。

〔規槙〕規模は南北が20m以上、東西が19m以上である。

〔出土造物〕土師器杯(6・7・8)・聾 (9)などの破片が少数出土した。土師器には非ロクロ調整

のものとロクロ調整のものがあり、前者の土師器坪には体下部に段を持ち、丸底気味のもの (6)、

段がない丸底のもの(7)、後者の土師器坪には底部が回転糸切り無調整のもの (6 )がある。

【表土の出土遺物】(出土遺物 :第129図)

表土から土師器坪・護、須恵器杯(10)・聾の破片が少数と丸瓦破片l点(11)が出土した。このう

ち土師器にはロクロ調整のものと非ロ ク口調整のものとがある。非ロ ク口調整の土師器杯には体下部

に段を持つものと丸底気味のものとがある。須恵器杯には底部~体下部が回転へラケズリされたもの

(10)がある。丸瓦破片 (11)は桃生城跡出土の丸五2類に相当する行基丸瓦である。

ミヰニj

』件特 椅期 分矧 沼 t揖

l 税.I!'. Z~lf、 DI SAlI.l:州中央柱穴

2 上師おlf E日 SI58住I，ol跡検m，面
3 lij.1l(お呼 DI 5158住尉跡検問面

4 1'.師銭高台Jf uc SI58It.肘跡検11:面

5 1 1:鮒総鍵 IA SI57住居跡検:H面

6 よl珂~郎 日日 SX4irl物包合回

7 1 -1:師~lf 181 SX4遺物包合崩

8 1:制i~".q; 1 A2 SX4遺物包骨制

9 1:師'1.!!:! 日 SX4i置物包合宿

10 ifj邸 1~J，(; A3 必よ

11 )L瓦 J陸上

¥一一惇ろグ
6 

9 

。 5 lOcm 

、11
0510m 

特 自量 、;1'1. 似納

体下綿~底部1/6厳Ji.o民儒6.Ocm.外両j:肱節1"1絞糸切り無諸積a 025 

体部~底部1/5殴H"o 底径6.Ocm. 外I(，i: 成郎1"1較糸切り黛調!Il'~ 内山.ヘラミガキー黒色処埋。 025 

体下部~民館1/4磁I~0 民間5'&'110外岨j:氏部制転朱切り無調盤e 025 

I ロl縁クIロ13ナ~デ底を綿股完す形} ・-尚f*台m郎に欠ヘmラ般必~;;} ~ III径ム10内80l師110・紘ロ射ク状口へ調帳ラ。ミガ外而キ一期底部色処回転開。糸切り→10{'荷台→ヘラミガキ {ー郎に 35.5 025 

口敏1/5-刷上部骸Il 。 非ロクロ調態。 外~Ù: U総ヨコナデ、体部熔減。内山:口説ヨコナデ?、副都峨滅。 025 

体部~底邸1/4鮫H'.m:径6.2cm.外lfij:服部l叫E糸切り鯖湖館。内面 :政射状ヘフミガキ一周色処捜。 025 

日リ。総内1/6聞~:J正ヘ剖ラi破ミI"iガ.キ九L!立JI。ltEn処i量問2。0.&‘mo ~尚4.3cmo 非ロク口調盤。 外出1: 白紙ヨコナデ、休部~底部1'1年ちヘラケズ 025 

1I総~体F町1舷n.f-l:卜郎に段。)LJ正気味か。JI'ロクロ湖頼。外商 摩t喧。内市lへラミガキ-:1¥色処F目。 025 

口縁1/6-胴部鍍片。口径20ι&m.I.IU厩〈外反。ロクロ訓1!!。 025 

体F部-/.正郎1/4破J¥""外而 岐部 111 り崎Lイ;'~I-'体 ド剖s-岐部101転へラケズリ、火樽能。燐成不良。 025 

焼破成片。堅布敏。側端桃t部1，伐城r跡了。分t矧HJIのlt11.縦L2tji2lhZlIヘi(ラHケ1占ズJLリii)凶に山相i:布当。TI-間'11古縦方向ヘラケズリ。灰色。胎土に齢、f立を合むが、総省。 36.'1 027 

第129図 W区出土遺物

175 



176 

第5章考察

1 .古代の土器類の分類

本遺跡から出土した古代の土器類には、土師器、須恵器、須恵系土器、製塩土器、灰軸陶器がある。

このうち主体を占めるのは土師器、須恵器で、他は少量である。土師器には古墳時代前期の塩釜式が

少量含まれるものの、土師器の多くと須恵器は奈良 ・平安時代のものである。

これら奈良 ・平安時代の土師器、 須恵器、及びこれらとともに少量出土した須恵系土器について分

類を行い、製塩土器、灰軸陶器については記載のみ行う。なお、古墳時代前期の塩釜式の土師器につ

いては、量が少ないので、以下の分類からは除外する。

( 1 )土師器 (第130・131図)

土師器には製作にロクロを使用しないもの (以下、 「非ロク口調整Jとする)とロ クロを使用するも

の(以下、 「ロクロ調整」とする)とがある。前者を I類、後者をE類とする。

非ロクロ調整の土師器I類には、坪・ 域・高杯・鉢・聾・壷がある。ロクロ調整の土師器E類には、

杯 ・腕 ・高台杯 ・耳皿・壷・鉢・ 費 ・甑 ・蓋がある。これらの中には、器形、調整手法の違いなどに

よってさらに細分されるものがあり、以下のように分類した。

【杯】非ロク口調整の杯I類とロクロ調整の杯E類とがある。

《非ロクロ調整の杯 I類》

底部の形状によって以下のように分類される。

(lA類〕丸底のもの。外面の体下部の段や横方向の沈線の有無によって以下のように細分される。

1 A 1類:外面体下部に段や沈線が巡るもの。 大きさは口径14.6cm、器高4.3cm、器高/口径比

0.29である。内面はへラミガキ後に黒色処理されている。外面は口縁部がヨコナデされ、

体部から底部は摩滅して調整不明である。

1 A 2類 :外面体下部に段や沈線のないもの。大きさは口径12-15cm、器高3-5cm、器高/口

径比0.25-0.28である。内面はへラミ ガキ後に黒色処理されている。外面は口縁部がヨコ

ナデされ、体部から底部は手持ちへラケズリされている。

(lB類〕丸底気味のもの。外面体下部の段や横方向の沈線の有無によ って以下のように細分される。

1 B 1類 ;外面体下部に段や沈線が巡るもの。大きさは口径12-17cm、底径7-13cm、器高3-

4cm、器高/口径比0.22-0.27、底径/口径比0.63-0.81である。内面はへラミガキ後に

黒色処理されている。外面の口縁部はヨコナデ、体部から底部は手持ちへラケズリされて

いる。

1 B 2類:外面体下部に段や沈線のないもの。口径13-16cm、底径7-l1cm、器高3-4cm、器

高/口径比0.22-0.27、底径/口径比0.50-0.65である。内面はへラミガキ後に黒色処理さ

れている。外面の口縁部はヨコナデ、体部から底部は手持ちへラケズ リされている。

(1 C類〕平底のもの。器厚と作りによって以下のように細分される。
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第130図土師器の分類(1)
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1 C 1 類:器厚が薄く丁寧な作りのもの。大きさは口径1O~14cm、底径 6 ~7cm、器高約 5cm、

器高/口径比0.36~0.45、底径/口径比0. 50~0.60である。 器高/口径比がやや大きい。 両

面ともへラミガキされている。その後に内面が黒色処理されるもの (第80図6、第88図53)

と両面とも黒色処理されるもの(第5図3)とがある。

1 C 2類:器厚が厚く 粗雑な作りのもの。大きさは口径15.8cm、底径1O.0cm、器高4.5cm、器高/

口径比0.29、底径/口径比0.63、器厚9mmである。 口径、 底径は 1C 1類よりも大きく、

器高/口径比が小さL、。内面は口縁部から底部がナデされ、その後に黒色処理されていな

い。外面は口縁部がヨコナデされ、その後に体上部から底部が手持ちへラケズリされてい

る。

《ロク口調整の杯E類》

平底で、体部が膨らみながら立ち上がり、口縁部がそのまま外傾するかわずかに外反する。内面は

ロクロナデ後にへラミガキされ、その後に黒色処理されている。底部の切り離しは回転糸切りであ

る。その後の外面の体部下端から底部への再調整の有無によって以下のように分類される。

cn A類〕 外面の底部外周または体部下端~底部外周が手持ちへラケズ リで再調整されているもの。
大きさは口径14~ 17cm、 底径 5 ~ 7cm、器高4~ 7 cm、器高/口径比0.30~0.38、 底径

/口径比0.37~0.45である 。

cn B類〕再調整されていないもの。 大きさは口径13~16cm、 底径 5 ~ 8cm、器高3~ 6 cm、器高

/口径比0.29~0.40、 底径/口径比0.36~0.43である。

【腕】非ロク口調整の腕I類とロク口調整の境E類とがある。

《非ロク口調整の焼I類》

底部の形状 ・大きさ、口縁部から体部の形状によって以下のように分類される。

[I A類〕丸底で、口縁部が直立またはわずかに内轡するもの。大きさは口径14~16cm、 器高 7~

10cm、器高/口径比O .51~0.59である。 内面はへラミガキ後に黒色処理されている。 外面

は全面がへラミガキ、または口縁部から体下部がへラミガキ、体下部から底部が手持ちへ

ラケズリされている。

[IB類〕平底で底径が大きく、口縁部が外傾するもの。大きさは口径13.5cm、器高8.9cm、底径

8.0cm、器高/口径比0.59、底径/口径比0.66である。両面ともへラミガキされ、その後に

内面が黒色処理されている。

[IC類〕平底で底径が小さく、体部が強く膨らみ、口縁部が内轡するもの。大きさは口径9.1cm、

器高7.0cm、底径3.0cm、器高/口径比0.77、底径/口径比0.33で、 1A類、 1B類よ り

も小型である。内面は口縁部がヨコナデ、体部から底部がナデされ、黒色処理されていな

い。外面は口縁部から底部までへラミガキされている。

《ロク口調整の腕n類》
平底で、体部が膨らみながら立ち上がり、口縁部がわずかに外反する。大きさは口径21~24cm、底

径9-10cm、器高13cm前後と大型で、器高/口径比0.55-0.60、底径/口径比0.40-0.42である。内



面はロクロナデ後にへラミガキされ、その後に黒色処理されている。底部の切り離しのわかるもの

(第57図14)は回転糸切りで、その後に底部の一部がナデまたは手持ちへラケズりされている。

【高坪】非ロク口調整の高坪I類がある。

全形のわかるもの(第四図 6、第61図4)は、杯部が丸底で、外面の体下部に段や沈線が巡り、脚

部が外に轡曲しながら聞くか、厚みを増しながら外に聞く。脚部には縦長凸レンズ状の透かしが外面

側からあけられている。透かしは第119図6が3個、第61図4が4個である。大きさは口径15cm前

後、器高 6cm前後、脚部径 7-8cm、脚部高2.5cm前後、坪部高 3-4cmである。坪部の内面はへ

ラミガキ後に黒色処理されている。坪部の外面は口縁~体上部がヨコナデまたはへラミガキ、ナデさ

れ、体下部から底部が手持ちへラケズリされている。脚部の内面は手持ちへラケズリされ、外面は手

持ちへラケズリまたはナデされている。

脚部破片には脚部径 5-8cm、脚部高 2-3 cmのものが多L、。脚部下部が欠損して大きさが不明

確だが、これらよ りも大型のものもある (第5図2)。 また、脚部に透かしのあるものとないものとが

ある。透かしは縦長凸レンズ状で、外側からあけて貫通するものを基本とするが、中には 1個が貫通

し、それと組み合う孔が貫通していないもの (第48図1)や両側からあけたもの (第23図1)もある。

透かしのあるものには 2個、 3個、 4個のものがある。

【高台坪】ロク口調整の高台坪E類がある。杯部の形状によって以下のように分類される。

cn A類〕体部が直線的に立ち上がり、口縁部がわずかに外反するもの。底部は回転糸切りで切り離
され、その後に外に開く高台が付けられている。大きさは口径14.6cm、器高5.4cm、高台径

7.0cm、高台高1.7cmで、ある。杯部の内面はへラミガキ後に黒色処理され、杯部・高台部の

外面と高台部の内面はロクロナデのままである。

cn B類〕体部が膨らみながら立ち上がり、口縁部がそのまま外反するかわずかに外反するもの。底
部の切り離しがわかるものはいずれも回転糸切りで (第43図49・50、第56図4)、その後に

外に聞く高台が付けられている。底部の切り離しが不明なものの中に、付高台された後で

底部が菊花状にオサエられるもの (第45図4)もある。大きさは口径14-16cm、器高4-

7cm、高台径7-8cm、高台高 2cm前後で-ある。坪部の高さは 4cm前後のものが多いが、

中には 5cm程とやや深いもの (第56図4)もある。杯部の内面はへラミガキ後に黒色処理

されるものが基本であるが、へラミガキ後に黒色処理されないもの (第43図49)もある。杯

部・高台部の外面と高台部の内面はロクロナデのままである。

cn c類〕体部が強く膨らみながら立ち上がり、口縁部が直立するもの。高台を欠損し、 全体の大き
さは不明だが、底部の切り離しは回転糸切りで、その後に高台が付けられている。口径

10.8cm、杯部高4.6cmである。郎部の内面はへラミガキ後に黒色処理されている。坪部の

外面はロクロナデ後にへラミガキされ、 一部にロクロナデ痕を残す。

この他、全体形状が不明の破片で、底部が回転糸切りされた後、内傾する低い高台が付けられ、内

面がへラミガキされるが黒色処理されないもの (第118図5)、ロクロナデ後に両面がへラ ミガキされ

た後、両面とも黒色処理されるもの (第40図2、第119図18)がある。
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【耳皿】ロクロ調整の耳皿E類がある。高台の有無によって以下のように分類される。

(11 A類〕高台の付くもの。皿部を大き く欠くものが多く、全体の大きさは不明確だが、 高台径が3

-4cmと小型なもの(第19図20・21、第23図 1)と6.2cmと大型のもの(第92図7)とがあ

る。底部の切り離しは不明で、底部に外に聞くか直立する高台が付けられている。皿部は

ロクロナデ後に両面ともへラミガキされている。高台部は内面がロクロナデのままであ

る。高台部の外面がロ クロナデのままのもの(第92図7、第119図20)とへラミガキされる

もの(第229図21、第123図 1)とがある。皿部・高台部の両面とも黒色処理されてい

る。

(11 B類〕高台の付かないもの。底径4.2cmで、口縁を欠き、大きさが不明確だが、口径約8cm、器高

約2cmと推定される。平底で、高台が付けられていない。底部が回転糸切りで切り離され

たままで、内面のみロクロナデを残して粗くへラミガキされ、その後に両面とも黒色処理

されている。

【蓋】ロク口調整の蓋E類がある。天井部が膨らみ、体部が内暫しながら口縁部にいたる。口縁部を

わずかに欠くが、折り返されると推定される。つまみはリング状で、中央がやや突出する。両面とも

ロクロナデ後に黒色処理されている。

【壷】非ロク口調整の壷I類とロク口調整の壷E類がある。

《非ロクロ調整の壷 I類》

胴上部から口頚部を欠損し、全体の形状は不明である。底部は平底で木葉痕があり、底径6.6cmで、

ある。胴部中央が強く膨らむ。外面は手持ちへラケズリされ、内面はへラナデされている。

《ロク口調整の壷E類》

平底で小型の無頚壷で、口径2.6cm、底径4.4cm、器高6.5cm、胴部最大径6.9cmある。胴部中央が強

く膨らんでここに最大径があり、口縁部が強く内傾する。外面はロ クロナデ後にへラミガキされ、内

面はロクロナデのままである。底部は摩滅し、調整不明である。

【鉢】非ロクロ調整の鉢I類とロクロ調整のE類とがある。

《非ロクロ調整の鉢 I類》

体中央部の膨らみと大きさによって以下のように分類される。

(1 A類〕体中央部が強く膨らみ、体中央部径が口縁部径とほぼ等しいもの。口縁部は短く外反し、

口縁端部はすぼまる。大きさは口径16.4cm、底径8.4cm、器高14.8cm、器高/口径比0.90

である。外面は、口縁部がヨコナデ、体部が縦方向のハケメ、体下部が指オサエで調整さ

れ、底部には木葉痕が残る。内面はナデで調整されている。

(lB類〕体中央部が強く膨らまないもの。大きさによって細分される。

1 B 1類:口径12cm前後、器高10cm前後、底径 6cm前後の小型品で、器高/口径比0.91である。口

縁部が長く外反するか、わずかに外反し、口縁端部がすぼまる。外面は、口縁部がヨコナ

デまたは軽いナデ、体上部がナデ、体下部がオサエ、 内面がナデで調整されている。

1 B 2類;口径17-25cm、器高10cm以上の大型品で、器高/口径比0.78である。口縁部が長く外反
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するか短く外反し、口縁端部はすぽまるか、突帯状となる。外面は口縁部がヨコナデ、体

部が手持ちへラケズリまたはナデされ、内面はナデまたはへラミガキされている。

《ロクロ調整の鉢E類》

口径17-19cmで、口縁部に最大径がある。体下部から底部を欠き、全体の形状が不明確だが、器高

20cm以下とみられ、器高/口径比が0.5以上、1.0未満と考えられるので、鉢に分類した。口縁部は体

上部と 「く」字状となるように外反する。 口縁端部は突帯状で、稜をなす。ロクロナデ後に外面を手

持ちへラケズリし、内面をナデで再調整している。

【聾】非ロク口調整の聾I類とロクロ調整の聾E類とがある。

《非ロクロ調整の聾 I類》

胴部の形状と最大径の位置によって以下のように分類される。

(IA類)長胴聾で、口縁部に最大径があり、口縁部が長く外反するもの。大きさは口径18-24cm、

器高24-35cm、底径6-11cm、器高/口径比1.33-1.68である。外面は口縁部がヨコナ

デ、胴部が縦方向にハケメで調整されている。底部は木葉痕のもの (第29図12、第61図

11、第102図1)が多 く、他にナデのもの (第105図1)がある。内面は口縁部がヨコナ

デ、胴部から底部がハケメ、またはへラナデ ・ナデで調整されている。胴下部にくびれの

あるもの(第61図11、第102図1)とくびれのないもの (第29図12、第105図1)とがあ

る。

(IB類〕球鯛聾で、胴部ほぼ中央に最大径があり、口縁部が外反するもの。胴部と口縁部の形状に

よって以下のように細分される。

1 B 1類:胴部が膨らむ球胴形で、口縁部が短く外反するもの。胴中央部や胴下部から底部を欠

き、全体の大きさは不明だが、口径15-24cmである。口縁端部がすぽまるもの (第96図4)

と突帯状となるもの (第62図13)とがある。前者は外面の口縁部がヨコナデ、胴部がヨコ

ナデ、ナデ、胴下部が縦方向の手持ちへラケズリ、内面の口縁部がヨコナデ、胴部から底

部がヨコナデ、ナデで調整されている。後者は外面の口縁部がヨコナデ、胴部がナデ、内

面の口縁部がヨコナデ、胴部がナデで調整されている。

1 B 2類:胴部が特に強く膨らむ球胴形で、口縁部が長く外萄気味に外反するもの。胴下部から底

部を欠き、全体の大きさは不明だが、口径10-15cmで'わる。口縁端部がすぼまるもの (第

80図9)と突帯状となるもの(第97図19)とがある。前者は外面の口縁部がヨコナデ、胴

部がヨコナデ後にへラミガキ、内面の口縁部がヨコナデ、胴部がナデで調整されている。

後者は外面の口縁部がヨコナデ、胴部が縦方向の手持ちへラケズリ後に粗いへラミガキ、

内面の口縁部がヨコナデ、胴部がへラナデ、ナデで調整されている。

《ロク口調整の重量E類》

胴上部から口頭部がく字状に外反し、口縁部は短く直立し、端部は面取りされている。口径は10-

19cmである。胴下部から底部を欠くものが多い。底部の調整のわかるものはL、ずれも回転糸切りさ

れたままである。外面の胴下部は手持ちへラケズリされるもの (第41図23)とされないもの (第四図



8)とがある。

【甑】ロク口調整の甑E類がある。底部から胴下部破片で、全体の形状など詳細は不明である。底径

は17.4cmと大きし、。ロクロナデ後に両面をへラミガキしている。

(2 )須恵器 (第132・133図)

須恵器には坪 ・高台町、 ・盤・葦・鉢・塑・壷がある。他に、特殊器形として須恵器質の円面硯と三

重小塔がある。以下、器種ごとに分類と細分を行う。

【坪】主に底部と体部の形状によって以下のように分類される。

(A類〕体部下端が屈曲してから体部と口縁部が直線的に外傾するもの。底部切り離しの後の外面の

再調整によって、以下のように細分される。

A 1 類:再調整されずに、底部がへラ切りされたままのもの。 大きさは口径13-16cm、底径 7~

10cm、器高3~ 5cm、器高/口径比0.22~0.34、底径/口径比 o 56~0.57である。

A2 類:底部のみ回転へラケズリされているもの。 大きさは口径14~16cm、底径 7 -10cm、器高

3 ~ 4cm、器高/口径比0.24-0.26、底径/口径比0.52~0.65である。 底部の切り離しは不

明である。

A 3 類:体部下端から底部が回転へラケズりされているもの。大きさは口径13~17cm、底径 7~

llcm、器高 3-5cm、器高/口径比0.22-0.33、底径/口径比0.49-0.65である。底部の切

り離しのわかるものにはへラ切りのもの(第85図42・43)が多いが、回転糸切りのもの (第

5図1、第62図25)、静止糸切りのもの(第43図53、第62図18)が少数ある。

A 4類:底部のみ手持ちへラケズリされているもの。大きさは口径14.5cm、底径9.4cm、器高

3.9cm、器高/口径比0.27、底径/口径比0.65である。底部の切り離しは不明である。

A 5 類:体部下端から底部が手持ちへラ ケズりされているもの。大きさは口径13.6cm、底径10~

llcmで・ある。底部切り離しのわかるものにはへラ切りのもの (第8図3、第62図16)が

ある。

(8類〕体部下端から口縁部が直線的に外傾するもの。底部切り離し後の再調整によ って、以下のよ

うに細分される。

8 1類:再調整されずに、底部がへラ切りされたままのもの。大きさは口径14.2cm、底径8.6cm、器

高3.8cm、器高/口径比0.27、底径/口径比0.61である。

8 2類 :再調整されずに、底部が回転糸切りされたままのもの。大きさは底径6.4cmである。

8 3 類 : 体部下端から底部、または体部下端が回転へラケズリされているもの。大きさは口径12~

16cm、底径 8-10cm、器高 4-5cm、器高/口径比0.26-0.38、底径/口径比0.62-0.66で

ある。底部の切り離しのわかるものにはへラ切りのもの(第5図4)、回転糸切りのもの(第

88図59)がある。

8 4類:体部下端から底部、または体部下端が手持ちへラケズリされているもの。大きさは口径13

-16cm、底径8-10cm、器高 3- 4cm、器高/口径比0.22~0.29、底径/口径比0.56~0.70
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である。底部の切り離しがわかるものにはへラ切りのものがある(第23図8、第85図37、第

96図13、第97図24・25、第107図1)。

(C類〕体部下端と底部外周が丸みをもち、体下部から口縁部が直線的に外傾するもの。底部切り離

し後の再調整によって、以下のように細分される。

C 1類:再調整されずに、底部がへラ切りされたままのもの。大きさは口径12.8cm、底径8.0cm、

器高3-4cm、器高/口径比0.38、底径/口径比0.63である。

C 2類 :体下部から底部が手持ちへラケズリされているもの。大きさは口径14-15cm、底径10-

llcm、器高3-4cm、器高/口径比0.24-0.26、底径/口径比0.66-0.75である。底部切り

離しのわかるものには静止糸切りのものがある (第67図5)。

(D類〕体部が丸みをもって立ち上がり、口縁部が外傾ないしわずかに外反するもの。底部切り離し

後の再調整によって、以下のように細分される。

D 1 類:再調整されずに、底部が回転糸切りされたままのもの。 大きさは口径13-15cm、底径 5~

8cm、器高3-6 cm、器高/口径比0.26~0 .37、底径/口径比0.40-0 .49である。底径/口

径比が他の坪各類よりも小さL、。

D2類:体部下端から底部が回転へラケズりされているもの。大きさは口径13.6cm、底径7.0cm、

器高3.8cm、器高/口径比0.28、底径/口径比0.52である。底部切り離しは不明である。

(E類〕体部下端から口縁部が直線的に外傾し、器高が深く口径も小さいいわゆる 「コップ形」のも

の。大きさは口径10.3cm、底径6.8cm、器高5.1cm、器高/口径比0.50、底径/口径比0.67で

ある。他の坪各類よりも口径が小さく、器高がやや深く、器高/口径比も大きし、。底部の切

り離しはへラ切りで、再調整されていない。

【高台坪】 高台の作り方、器高/口径比、坪部高/口径比によって、以下のように分類される。

(A類〕付高台で、杯部が浅いもの。体部下端から底部が回転へラケズリされてから断面方形状で外

に聞く高台が付けられている。大きさは口径14-18cm、高台径8~12cm、器高 4-7cm、

郎部高 3~ 6 cm、器高/口径比0.28-0.37、坪部高/口径比0.21-0.30である。大きさに大

小の区別があり、以下のように細分される。

A 1類:口径15cm前後のもの。

A2類:口径17cm前後のもの。

(B類〕付高台で、杯部が深いもの。外面の体部下端から底部が回転へラケズリされてから断面方形

状で外に聞く高台が付けられている。底部の切り離しがわかるものにはへラ切りのもの(第

3 1図21、 第53図 8 、第85図45) がある。 大きさは口径12~18cm台、高台径 7 -l1cm、器高

5 -9cm、杯部高4- 8cm、器高/口径比0.42~0.54、杯部高/口径比0.32-0 .47である。

大きさに大小の区別があり、以下のように細分される。

B 1類:口径13cm前後のもの

B 2類:口径17cm前後のもの

(C類〕削り出し高台によるもの。外面の体部下端が回転へラケズリされてから、削り出しによって
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低い高台が作り 出されている。口縁部から体下部を欠損し、全体の大きさは不明で、高台径

は8~ 9 cmで・ある。底部の切り離しがわかるものには回転糸切りのもの(第63図28)が

ある。

なお、 A類またはB類の高台部破片で底部の切り離しのわかるものに、回転糸切りのもの (第32図

26)、へラ切りのもの(第53図8)がある。

【盤】口縁部から体部を欠き、全体の形状・大きさは不明である。高台径13.4cmと大型で、底部回転

へラケズリ後に断面箱形の高台が付けられている。

【高杯】坪部と脚部との接合方法によって以下のように分類される。

(A類〕坪部と底部との聞に円盤を入れないもの。破片で、全体の形状 ・大きさは不明である。邦部

と脚部との接合面には接合をしやすくするために沈線が巡っている。杯部の外面の体下部は

回転へラケズリされている。

(B類〕杯部と底部との聞に円盤を入れ、底部が2段構成となるもの。破片で、全体の形状 ・大きさ

は不明である。脚部には縦長長方形の透かしが4個あけられている。杯部と脚部との接合面

には接合をしやすくするために沈線が巡っている。

この他、透かしが 3個ある脚部中央破片が 2点ある (第63図38、第90図4)。

【蓋】天井部から口縁部にいたる形態、によって以下のように分類される。

(A類〕天井部から口縁部が斜めに外傾するもの。つまみの有無と天井部から 口縁部にかけての形

状、口縁部の折り返しの有無によって、以下のように細分される。

A 1類 :つまみの付くもの。

A 1 a類:体部が直線的に外傾し、 口縁部に折り返しをもたず、口縁端部が丸みをもつもの。つ

まみの残るもの(第63図33)は、 中央がやや突出するリンクー状のつまみで、つまみの径

は2.6cm、高さは7mmで‘ある 。 大きさは 口径14~19cm、器高 2 -4cm、天井高 2-4

cmで‘ある。外面の天井部は回転へラケズリで再調整されている。

Alb類 :体部が緩やかに内轡し、口縁部に折り返しをもたず、 口縁端部が丸みをもつもの。つ

まみの形状は不明である。大きさは、口径約19cm、天井高約 2cmである。外面の天井

部は回転へラケズリで再調整されている。

A 1 c類:体部が直線的に外傾し、 口縁日縁端部が短く折り返されるもの。大きさは口径16-

22cm、天井高 2-5 cmで‘ある。外面の天井部は回転へラケズリで再調整されている。

A 1 d類:天井部と体部が 「く」字状に屈曲し、体部から口縁部がやや内轡し、口縁端部が短く

折り返されるもの。つまみの残るもの (第81図19)は、中央がやや突出するリング状の

つまみで、つまみの径は5.0cm、高さは7mmである。大きさは口径13-17cm、器高2

-4cm、天井高 2~ 4 cmで‘ある。外面の天井部は回転へラケズリで再調整されてい

る。

A2 類:つまみが付かず、天井部が平らなもの(~、わゆる 「平頂蓋J ) 。 口縁部を欠損し 、 全体の形

状、大きさは不明である。外面の天井部は回転へラケズリで再調整されている。



CB類〕天井部と体部がほぼ直角に屈曲するもの。つまみは高い宝珠形であるo 大きさは口径

14.8cm、器高5.1cm、天井高3.6cm、つまみの径2.7cm、つまみの高さ1.3cmで'ある。外面の

天井部は回転へラケズリで再調整されている。

この他、つまみが残るものの残存が悪く、分類できなかった破片が2点ある。このうち①(第63

図32)は頂部がやや盛り上がる扇平な擬宝珠形のつまみ、 ②(第99図5)は高い宝珠形のつまみであ

る。A1 a類、A1 d類のつまみとは形態が異なり、 ②はB類のつまみと類似している。外面の天井

部は回転へラケズリで再調整されている。

【鉢】底部の形状、最大径の位置によって以下のように分類される。

CA類〕平底で、口縁部に最大径があり、体上部から口頭部が緩やかな rSJ字状または 「くJ字状

に外反するもの。底径 ・器高の大きさ、口頭部と体部の形状によって細分される。

A 1類:口径に比べ底径が大きく、器高がやや低く、体上部から口頭部が緩やかな rSJ字状に外

反するもの。大きさは口径23.4cm、器高13.7cm、底径14.5cm、器高/口径比0.59、底径/口

径比0.62である。両面ともロクロナデされ、外面の体部にロクロナデ前の平行叩き目痕を残

さない。

A2類:口径に比べ底径がやや小さく、器高が高く、体上部から口頭部が緩やかな rSJ字状に外

反するもの。大きさは口径30--33cm、器高20cm前後、底径14cm前後、器高/口径比0.68、

底径/口径比0.49である。外面の体部にロクロナデ前の平行叩き目痕を残し、両面がロクロ

ナデされている。

A3類:口径に比べ底径がやや小さく、器高が高く、体上部から口頭部が 「く」字状に外反し、口

頭部と体上部との境が内面で稜となるもの。大きさは口径29.3cm、器高20.6cm、底径

13.1cm、器高/口径比0.70、底径/口径比0.45である。外面の体下部がロクロナデ後に手持

ちへラケズリされ、内面はロクロナデされている。

CB類〕丸底で体部が強く膨らみ、体上部に最大径があ り、口縁部が短く屈曲して内傾するもの。大

きさは口径13.4cm、器高10.lcm、器高/口径比0.75である。外面はロ クロナデ後に体下部が

回転へラケズリ、内面がロクロナデ後にナデで再調整されている。

【壷】大小の区別があり、大きさによって以下のように分類される。

(A類〕大型なもの。高台の有無によって細分される。

A 1類:高台が付き、 口頭部が短 く直立するもの(大型短顕壷)。大きさは口径11.0cm、高台径

12.0cm、器高17.5cm、最大径20.9cm、器高/最大径比0.84である。両面ともロクロ調整で、

外面の体下部は回転へラケズリ、内面の体下部はナデで再調整されている。

A 2類:高台の付かない平底のもの。底径8.6cm。口頭部から体上部を欠損し、口頭部の形状は不

明である。両面ともロクロ調整で、外面の底部はナデで再調整されている。

(B類〕小型なもの。高台は付かず、平底である。器形と口頭部の形状によって細分される。

B 1類:最大径に対し器高が低L、扇平な器形で、口頭部が短く直立し、体部の中央が強く膨らむも

の(小型短顕壷)。 大きさは口径6.5cm、底径6.7cm、器高6.2cm、最大径10.7cm、器高/最大
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径比0.58である。両面ともロクロ調整で、外面の体下部は回転へラケズリで再調整されている。

B 2類:口縁部を欠くが、器高と最大径がほぼ等しく、口頭部の長い長頚壷と推定されるもの。大

きさは底径4.3cm、最大径6.6cmで司ある。底部は回転糸切りで切り離され、外面の体部は回転

へラケズリで再調整されている。

【費】底部の形状と外面の胴部の叩き目によって、以下のように分類される。

CA類〕平底で、外面の胴部に平行叩き目痕、ナデを残すもの。口頭部が外反し、胴部が球胴でその

上部に最大径が位置する。口縁端部は断面三角形状の突帯となる。外面の口頭部はロクロナ

デされている。大きさのわかるものは、口径20.2cm、底径14.0cm、器高42.6cm、胴部最大径

40.5cm、容量29~品である (第86図47)。 外面は口頭部がロクロナデ、胴部が平行叩きとその

後にナデ、内面は口頭部がロクロナデとナデ、胴下部がナデで調整されている。

CB類〕丸底で、外面の胴部に平行叩き目痕を残すもの。口顕部が外反し、胴部が球胴でその上部に

最大径が位置する。口縁端部は断面三角形状の突帯となる。外面の口頭部はロクロナデされ

ている。大きさのわかるものは、口径20-22cm、器高27-42cm、胴部最大径36-42cm、容

量20-29.5~;~ である (第82図22、第87図48)。 外面は口頭部がロクロナデ、胴部が平行叩き、

底部が平行叩きまたは平行叩き+手持ちへラケズリ、内面は口頭部がロクロナデ、胴下部が

ナデで調整されている。

(C類〕外面の胴部に同心円状叩き目痕を残すもの。口頭部 ・底部形状は不明である。

( 3 )須恵系土器 (第134図)

須恵系土器には坪 ・小型坪 ・高台坪がある。以下、器種ごとに分類と細分を行う。

【郎】体部が丸みをもって立ち上がり、口縁部は体部からそのまま直線的に外傾するか、やや外反す

る。底部の切り離しは回転糸切りで、その後に再調整されていなし、。大きさは口径13cmを中心とし、

底径4-6 cm、器高3-5cm、器高/口径比0.25-0.32、底径/口径比0.33-0.46である。器高は3

-4cmのものが多い。中には器高5.1cmと器高のやや深いもの(第41図12)や底部円柱作りの疑似高

台状となるもの(第43図47)がある。

【小型杯】体部が丸みをもって立ち上がり、口縁部は体部からそのまま直線的に外傾するか、やや外

反する。底部の切り離しは回転糸切りで、その後に再調整されていない。大きさは口径llcm前後、底

径5cm前後、器高約3-4cm、器高/口径比0.26-0.31、底径/口径比0.43-0.47である。

【高台杯】体部の形状、高台部の高さによって以下のように分類される。

(A類〕坪部は体下部が丸みをもち、体上部から口縁部が直線的なもの。大きさは口径14-16cm、高

台径7--8cm、器高5--6cmである。底部は回転糸切りで切り離され、その後に外に開く

高台が付けられている。

C B 類〕 体下部から口縁部が直線的で、高台が高いもの(~、わゆる「足高高台杯J)。 大きさは口径約

16cm、高台径7.8cm、器高約 5cmで、須恵系土器坪よりも口径が 2--3cm大きL、。底部の切

り離しは不明で、その後に外に聞く高台が付けられている。
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第134図 須恵系土器・灰軸開器の分類

(4 )製塩土器 (第131図)

非ロクロ調整で、粘土紐積み上げ痕が明瞭に残り、器厚が 6~10mmと分厚く、黄褐色~赤褐色で

胎土に砂粒を多く含む。焼成はよい。破片資料のため全形は不明である。口縁部破片を 3点図示した。

口縁端部は、 ①丸みをもちながらすぼまり、外傾するもの、 ②わずかに外反し、口縁端部が丸みをも

つもの、 ③外傾し、口縁端部が面取りされているものがある。

( 5 )灰紬閤器 (第134図)

皿が l点ある。体下部~底部が回転へラケズリされてから、定形化した三日月高台が付けられ、内

面の口縁~体部に灰軸が刷毛塗りされている。猿投窯製品の黒笹90号窯式第2型式のものである。

2.土器群の設定と年代的位置付け

( 1 )基準資料による土器群の設定

主要遺構から出土した土器をみると、 S1 8・20・21・33B・33C・34D・38・40C・40D・53竪

穴住居跡の床面、土壌、周溝、主柱穴抜取穴、嵩上げ整地、廃絶時の人為的埋土などから比較的多く

の土器が出土している。これらから出土した土器は一括性の高いものであり、それぞれ共伴関係にあ

るものとみることができる。

各遺構 ・層位ごとに類型の組み合わせをみると、表1のようになる。この表において、類型の組み

合わせの相異に着目して土器群を設定すると、須恵器坪A3類を含む I群土器、 ②土師器杯IIB類・

聾E類、須恵器坪D1類を含むE群土器の 2群に大別される。そして、 E群土器は須恵系土器を含ま

ないIIA群土器、須恵系土器を含むIIB群土器に細分することができる。
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表 1 土器群を設定した遺構 ・層位から出土した土器の組成 ( )綿織の底部磁片、 0あり

【I群土器】

基準資料:S 1 8焼失竪穴住居跡床面、 S121竪穴住居跡人為的埋士 (SB 2建物建設時)、S134 

D焼失竪穴住居跡床面・ 3層上面、 S138竪穴住居跡床面 ・人為的埋土、 S153竪穴住居

跡人為的埋土

須恵器杯A3類が基準資料のすべてに含まれており、土師器坪 1B 1類、 土師器鉢 1B 2類、聾I

A・1B類、須恵器坪A1・A2・B4類、高台杯A1 • A 2・B1・B2類、蓋Ala.Ald類、

鉢A2類、聾B類が複数の基準資料に含まれている。出土層位からみて、この他の類型も共伴関係に

ある。したがって、 I群土器は以下のような類型で構成されているとみることができる。

〔土師器〕坪 1B 1・1B 2・1C 1類、腕1A • 1 B類、蓋E類、鉢 IA・1B 1・1B 2類、壷

I類、聾 1A・1B 1・1B 2類

〔須恵器〕杯Al.A2 .A3 .A4 .A5・B3・B4・C1・C2・D2類、高台坪A1・A2・

B 1・B2・c類、高坪B類、蓋Ala.Ald・B類、鉢A1 • A 2類、壷A1・B1 

類、聾A.B類、円面硯

【llA群土器】

基準資料:S 120焼失竪穴住居跡床面、 SI33B竪穴住居跡床面 ・人為的埋土・周溝、 SI33C竪

穴住居跡床面 ・土壌 ・主柱穴抜取穴

土師器坪llB類・聾E類、須恵器杯D1類が基準資料のすべてに含まれ、出土層位からみてこの他

の類型も共伴関係にある。したがって、 llA群土器は以下のような類型で構成されているとみること

ができる。

〔土師器〕杯llA.llB類、 土宛E類、高台杯llB類、聾E類

〔須恵器〕杯D1類、高台杯、輩、鉢A3類、童、聾A類

〔灰軸向器〕皿

【llB群土器】

基準資料:S 137B竪穴住居跡床面、SI40C竪穴住居跡床面 ・周溝など、 S140D竪穴住居跡C

主柱穴抜取穴 ・嵩上げ整地など
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土師器部lIB類 ・聾E類、 須恵器坪D1類が基準資料のすべてに含まれており、須恵系土器杯が複

数の基準資料に含まれている。出土層位からみて、この他の類型も共伴関係にある。したがって、 E

B群土器は以下のような類型で構成されているとみることができる。

〔土師器〕杯IIB類、高台坪IIA.IIB類、耳皿IIA.IIB類、聾E類

(須恵器〕杯D1、蓋A類、壷、聾

〔須恵系土器〕坪、小型杯、高台坪A類

〔製塩土器〕

(2 )その他の主要遺構出土土器を含めた土器群の設定

前項の基準資料で設定した I群土器、 IIA群土器、lIB群土器において含まれている各類型は、出

土状況からみてそれぞれ共伴関係にあるものである。

土器群を設定した竪穴住居跡で基準と した以外の層位から出土した土器、および土器群を設定した

以外の主要遺構について、掲載した土器に未掲載の底部破片を含めてその組成をみることにする (表

2・3)。そして、各土器群の基準資料に含まれている類型が複数含まれている主要遺構について、そ

の類型を含む土器群に相当するものとして抽出する。なお、竪穴住居跡の掘方・床面出土資料のうち、

点数が少ないものについては、その竪穴住居跡の埋土または堆積土から土器群の比定が可能な資料が

出土した場合には、その土器群に相当するものと考えた。

こうした作業の結果、 I群土器、 IIA群土器、 118群土器は以下のように設定される。

1) 1群土器の設定

I群土器の基準資料に、これに相当するとみられる S1 2・5・6・7・9・238・24・27・31・

32・34A・35・41・43・48・49竪穴住居跡、基準資料の S1 8・21・34D竪穴住居跡の他の層位、 S

8 1・2・6・9掘立柱建物跡掘方、 SK4土壌から出土した土器を加えて検討すると、 I群土器は

以下のような組み合わせになるとみられる(表2・3、註2)。

〔土師器〕坪 1A 1・1A 2・1B 1・182・1C 1・1C 2類、腕1A・1B類、高坪I類、蓋

E類、鉢 1A・181・1B 2・E類、壷 I類、聾1A・181・182類

〔須恵器〕坪Al・A2 • A 3・A4 • A 5・81・B3・B4・C1・C2・D2・E類、 高台杯

Al・A2・B1・82・c類、 高坪A・B類、盤、蓋A1a.Al b.Al c .A1d. 

A2・B類、鉢A1・A2・B類、壷A1・B1類、聾A・B・C類、 円面硯

2) 1I A群土器の設定

IIA群土器の基準資料に、これに相当するとみられる S1 1 .13・17竪穴住居跡、基準資料の S1 20・

338・33C竪穴住居跡の他の層位、SE 3井戸跡から出土した土器を加えて検討すると、IIA群土器

は以下のような組み合わせになるとみられる(表2・3、註 3)。

〔土師器〕郎lIA.IIB類、腕E類、高台坪IIA・llB類、聾E類

〔須恵器〕杯D1類、高台杯、蓋、鉢A3類、壷、聾A類

〔灰軸陶器〕皿
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表2 竪穴住居跡出土土器の組成 口土器群段定の基準となる遺構 ( )宋掲銀の底部破片 Oあり
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表3 掘立柱建物跡、井戸跡、土墳など出土土器の組成 口土器開定の基準となる遺構()瑚 織の底部破片 Oあり

3) II B群土器の設定

llB群土器の基準資料に、これに相当するとみられる S40B竪穴住居跡、基準資料のSI37B竪穴

住居跡の他の層位、SK12土墳から出土した土器を加えて検討すると、 llB群土器は以下のような組

み合わせになるとみられる (表2・3、註4)。

〔土師器〕坪llB類、 高台杯llA'llB類、耳皿llA.llB類、聾E類、甑E類

〔須恵器〕坪D1類、蓋A類、 壷、聾

〔須恵系土器)杯、小型坪、高台坪A・B類

〔製塩土器)

( 3) 1群土器の特徴

前項で設定した I群土器の基準資料とその相当資料のうち、竪穴住居跡から出土したものについ

て、掲載した土器と未掲載の底部 ・高台部破片を各遺構 ・層位別に集計した (表4-1・2)。 また、

I 群土器を第136~139図に遺構別に集成した。

これらの竪穴住居跡から出土した土器は、出土層位の特徴からみて以下のような分類が可能である。

A群 焼失せずに人為的に埋め戻された竪穴住居跡の床面 ・埋土、焼失した竪穴住居跡の掘方 ・

貼床などから出土した土器:S 1 8・21・34A・34D竪穴住居跡掘方・貼床、S1 2・21・

23 B • 32・35・38・48竪穴住居跡床面、 S1 7竪穴住居跡貯蔵穴、S1 6・21・22・23B・



24・31・32・35・38・41・43・48・49・53竪穴住居跡埋土

B群 焼失した竪穴住居跡の床面などから出土した土器 :S I 8・34D竪穴住居跡床面、 S134 

D竪穴住居跡3層上面

C群 自然堆積した竪穴住居跡から出土した土器:S I 5・8・9・27・39竪穴住居跡堆積土

こうした分類からみて、土器の特徴に相違があるかどうか検討するため、表4ではこの分類に応じ

た集計をした。結果は、①土師器では郎1A 1・1A 2・1B 2・1C 2類、 高杯、鉢 1B 1・E類、
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円面硯がA群に含まれている、②土師器では班1B類、鉢

1 A類、須恵器では高台杯B2類、蓋B類、鉢A1類、壷

B 1類、聾A・B類がB群に含まれているなど若干の相違

も認められた。しかし、これらの出土点数が少ないので、

こうした相違が時期差につながるかどうか断定できない。

そこで、これらA群・ B群 ・C群をさらに集計し、 I群

土器全体の特徴の傾向性をつかむことにしたい(表5、第

135図)。

I群土器は土師器・須恵器で構成され、須恵器が約2/3、

土師器が約1/3を占める。
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は丸底気味の 1B類が主体を占め、丸底の 1A類、平底の 1C類は少なし、。 聾では長胴の1A類が主

体を占め、球胴の1B類が少ない。
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A2・B1・B2・c類、盤、蓋Al・B類、高坪A類、鉢B類、壷A1・B1類がある。須恵器の

大多数が回転へラケズリで再調整されている、というのが最大の特徴となっている(第135図)。

また、須恵器杯・高台坪で底部の切り離しがわかるものはへラ切りのもの(第32図1、第80図1、第

85図42・43、第97図24・25など)が多く、静止糸切りのもの (第43図53、第62図18)、回転糸切りのも

の(第5図1、第62図25、第63図28)が少数であるというのも特徴の一つである。

土師器・ 須恵器を食膳具(土師器杯 ・腕・高杯、須恵器杯 ・高台杯・盤 ・葦 ・高杯)、煮沸具(土師

器蜜)、貯蔵具(土師器鉢、須恵器鉢 ・壷 ・聾)、文房具(硯)に分けると、食JJ善具が土師器・ 須恵器

とも主体を占め、煮沸具、貯蔵具が土師器 ・須恵器とも少なく、文房具はきわめて少ない (表 6、第

135図)。

このように、 I群土器は土師器が非ロ クロ調整のものを主体とし、土師器杯では丸底気味の1B類、

須恵器杯では体下端が屈曲してから体部と口縁部が直線的に外傾し、体部下端から底部が回転へラケ

ズリで再調整されている坪A3類が主体を占め、須恵器の大多数が回転へラケズリで再調整されてい

ることなどで特徴付けられる。

(4) 1群土器の年代

I群土器と類似する資料に、本遺跡のすぐ西に隣接する桃生城跡の政庁SB 17西脇殿跡から出土し

た土器群がある (阿部 ・佐藤編，1995;第140図)。 この土器群は、土師器は出土していないものの須

恵器が比較的多く 出土しており、 宝亀5年 (774)7月の海道蝦夷の攻撃によって焼失した頃の一括土

器群として位置付けられている。下限年代は宝亀5年 (774)7月、上限年代は桃生城が造営され始め

た天平宝字2年 (758)頃であり、宮城県内における 8世紀第3四半期頃の基準土器群である。

前述の分類にあてはめると、桃生城跡SB 17西脇殿出土土器群の須恵器には、杯A3・A4・A5

類、高台坪A1・B2類、高坪A類、蓋A1 c・A1d類、鉢A1・A2類、聾A類または聾B類が

あり、本遺跡のI群土器と同様に杯 ・高台杯 ・高坪 ・蓋の調整に回転へラケズリが主に用いられてい

る(註5)。量的に最も多い須恵器杯では、 I群土器と同様に回転へラケズりされたA3類が主体を占

め、本遺跡出土のA3類と器形 ・大きさも近似する (註6)。 高台坪ではB2類、鉢ではA1類が多

く、特徴的である。高台杯 ・蓋 ・鉢も本遺跡のものと器形 ・法量が近似し、 調整技法も同様である。

桃生城跡SB 17西脇殿出土土器群は、本遺跡の I群土器の須恵器と種類・大きさ ・調整技法などが

よく似ているとみなせる。

I群土器の基準資料の一つである S134D竪穴住居跡は、拡張された4番目のものであり、それが火

災にあって再建されていなし、。出土した須恵器の特徴は桃生城跡政庁SB 17西脇殿跡出土土器群 (阿

部・佐藤編， 1995;第140図)のものと酷似する。当初のS134A竪穴住居跡も I群土器に相当し、 3

回建て直されたS134竪穴住居跡 (S1 34A • B • C・D)が存続した聞に I群土器が使用され続け

られている。

S 134A・B• C • D竪穴住居跡が存続した時間幅がどの程度であったか知ることはできないが、

本遺跡が桃生城跡と密接な関連をも っていることから、 S134A竪穴住居跡は桃生城が造営され始め



た天平宝字2(758)年頃よりは古くはならないとみられる。したがって、 S134A・B・C・D竪穴

住居跡は、桃生城存続期〔天平宝字2(758)年頃~宝亀5(774)年7月〕の時間幅の範囲内に収ま

るとみられる。

以上のことから、 I群土器は桃生城存続期 〔天平宝字2年 (758)頃~宝亀5年 (774) 7月〕のも

ので、 8世紀第3四半期頃に位置付けられる(註7)。

(5) IIA群土器の特徴

IIA群土器の基準資料とその相当資料について、掲載した土器と未掲載の底部・高台部破片を各遺

構 ・層位別に集計した(表6)。また、 IIA群土器を第142図に遺構別に集成した。

IIA群土器を出土した遺構のうち、 S120竪穴住居跡は火災で焼失した竪穴住居跡であり、火災時

の床面から出土した土器は良好な一括資料である。土師器は杯IIA.IIB類、腕E類、高台坪IIB類、

須恵器は杯D1類、鉢A3類からなる。S120竪穴住居跡の堆積土から出土した土器は火災後のもの

だが、本来はこの竪穴住居跡に帰属した可能性が高く、よく似た組成を示している。土師器は坪IIA. 

IIB類、 士宛E類、高台杯IIB類、聾E類、須恵器は坪D1類からなる。

IIA群土器を出土した遺構を通してみると、 IIA群土器は土師器、須恵器、灰糊陶器で構成されて

いる。このう ち土師器が112強と主体を占め、次いで須恵器が多く、灰軸向需はごく少数である (表

7、第143図)0 1群土器の約2/3が須恵器で土師器が約1/3であること (表5、第135図)と比べると、

須恵器と土師器の比率が逆転し、わずかであるが灰軸陶器が含まれている。

土師器はすべてロクロ調整のE類で、坪IIA.IIB類、腕E類、高台杯IIB類、聾E類がある。こ

のうち杯が過半数以上を占め、次いで高台坪が多く、 t宛・郵は少ない(表7、第142図)。

土師器杯は杯IIB類が主体を占める。底部の切り離しは回転糸切りで、その後に再調整されていな

い。22点の平均値でみると、口径13.7cm、底径6.1cm、器高4.9cm、底径/口径比0.436で、口径に比

べ底径が小さい。土師器杯には他にllA類がわずかに含まれる。これは底部が回転糸切りで切り離さ

れた後、手持ちへラケズリで再調整されている。高台杯IIB類も特徴的な器形で、杯IIB類を用いて

「ハ」字状に外に聞く高台を付けている。

須恵器には坪D1類、高台坪A類またはB類、鉢A3類、饗A類がある。これらのうち量的に最も

多いのは坪D1類である(表11、第142図)。 底部の切り離しは回転糸切りで、その後に再調整がされ

ていない。10点の平均値でみると、口径14.0cm、底径6.1cm、器高4.2cm、底径/口径比0.430で、口

径に比べ底径が小さい。法量・器形は土師器杯IIB類と似ている。

灰軸陶器には猿投窯窯製品の黒笹90号窯式第2型式の皿が l点ある。

土師器 ・須恵器・灰紬向器を食膳具 (土師器坪 ・班 ・高台坪、須恵器坪・高台坪、灰軸陶器皿)、煮

沸具(土師器聾)、貯蔵具 (須恵器鉢・聾)に分けると、食膳具が主体を占め、煮沸具、貯蔵具がきわ

めて少ない(表7、第142図)。

このように、 llA群土器は土師器が過半数を占め、いずれもロク口調整であること、土師器坪では

回転糸切り無調整の町、IIB類が主体となるものの、手持ちへラケズリで再調整された杯IIA類もわず
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かに含まれること、 土師器に腕・高台坪が含まれること、 須恵器杯も回転糸切りで底部が切り離され

たままの坪D1類のみからなること、須恵系土器を含まないことなどで特徴付けられる。
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(6) IIA群土器の年代

IIA群土器に含まれる須恵器坪はD1類で、体部が丸みをもって立ち上がり、口縁部が外傾ないし

わずかに外反し、底部は回転糸切りで切り離されたままのものである。これと特徴が類似し、法量も

近似する須恵器坪は、仙台市五本松窯跡第6・10・15号窯 (小川編，1987)てて焼成されている。この

窯は、多賀城跡政庁第W期 〔貞観11年 (869)の陸奥国大地震の復興期〕の瓦を焼成した瓦陶兼業窯

で、貞観11年 (869)以降の 9世紀後半頃に位置付けられている。体部が直線的に立ち上がる点は本遺

跡のlIA群土器のD1類とやや異なるものの、須恵器杯の底部は回転糸切りで切り離されたままのも

ので、法量も類似する(註8)。

また、9世紀第4四半期頃を中心とする頃に位置付けられている多賀城跡出土の土器群に、多賀城

跡平成6年度現状変更SK2270土墳出土土器群(丹羽， 1995)がある。須恵系土器高台鉢を少量含む

など組成にやや異なる点もあるが、土師器を主体としている点は本遺跡のIIA群土器と共通してい

る。また、土師器杯はIIB類を主体にIIA類を含む点も共通しており、法量も近似している。破片の

ため全体の形状は不明であるが、土師器高台杯を含むことも共通している。本遺跡のIIA群土器はこ

れと年代的に近いとみられる。

また、 IIA群土器には 1点のみであるが、灰紬陶器皿が共伴する。猿投窯製品で、黒笹90号窯式第

2型式に相当する。平安京などでの出土傾向からみて、 9世紀後半頃に盛行したものと考えられてい

る (粛藤， 1994)。

以上のことから、本遺跡のIIA群土器は 9世紀後葉噴のものと考えることができる。

(7) IIB群土器の特徴

IIB群土器の基準資料とその相当資料について、掲載した土器と未掲載の底部破片、高台部破片を

各遺構 ・層位別に集計した (表的。また、 IIB群土器を第144図に遺構別に集成した。

IIB群土器は土師器、須恵器、須恵系土器、製塩土器からなる。このうち土師器が主体を占め、次

いで須恵系土器が多く、須恵器、製塩土器が少ない(表7、第143図)。

土師器はすべてロク口調整のE類で、杯IIA.IIB類、高台坪IIA・IIB類、耳皿IIA.IIB類、

壷E類、聾H類、甑E類がある。このうち杯が約3/4と主体を占め、次いで聾、高台郎がやや多く、

それ以外の耳皿・壷・甑は少ない (表7、第143図)。

206 



一東
川町

(

-山日
前

置

ι

…(一
周
一

九

土師号~~lJ

マ:三三7¥
須恵l!1f穣A 川-24

rヘ
~J 

!色J

土防総町、日BL ーよ=フ 4ト14
須J芯系 1..¥tif t.f: 

~Ji yr( fu~!U!B2 

L........斗一一...1 40-21 

土mUl!~高台旬、 E じ

[S140C竪穴住居跡]
F主主~ 92-5 

須忠;系土?a~.fI荷台珂;A

[S137B竪穴住居跡]

YLと銭、主イ叶9
~fi !oι系土総向f1tH し州附川 口..." u u 

一
ダ
'込
制

問

-

一「

市

住

一一ピ
吋
峨

:

J
 一一¥Jマ

U
、~r:::::::::>
唱~ 42-31 

ミヨー

供三 百去
、Jヲ ~2-47

し主斗;;云J 43-S2
ー上師務自l¥土師~~耳1lll lJB 

モまさず4同
よ0i1i1線路台勾、lJA

汐
H
H
H
U

一

，
/

-J

一
0
1
e
刷

ナ

f
t
-一
製

↑
と
で

須恋系土~小型材、

初忠系土~勾;

[S140D竪穴住居跡]

、ミ主ヌトl 1一円 119-17、ミ語以18・14"-----=込丞グ lIR-R t
 
i
"
A
M
V
 

f
m
 

・u"
・}

'

b

 h
F
 

百
四
初

耳

「叫
し
、
門
出

M

モ三議~8- 1。 三
次
コ
三
叩

一
一
一一

-n
p・ァ

川

7

J

一冷

二一一

品川

ゴ
一一

u
p
Jmザ一一
向
斗
附

一
、

剖

・
制

aW
土
、
出

ぺ

土

そこ量一ノて王巧-3 、二塁〆18- ξ芯.-:;)11凶

塁宕切矧fヴサ111川lω9ト-
製I海孟土2僻P 

三基Z9ヨヨー2
ミErlZ
ミ主号 13

5
 
2
 

ヨ
グ

ゆ;
 

-

二
-
J
-

一一一
一一

士郎~;y.均、 日 A須恵系上日~t.f;

。 一一恒三プ
118-7 

土師器保nortr，tr杯H 須m器杯01土防器珂;s B 

[SK12土犠]εヨ~ 118-6 

~MJ.\系土株高f1杯A

縮}~ν6

05  1Oc. 
上師器杯sB

第144図 llS群土器ー10世紀前葉頃の土器

207 



208 

須恵器には郎、壷、小壷がある。郎はIIA群土器と同様のD1類で、須恵器の主体を占める。

須恵系土器には杯、小型杯、高台杯A・B類がある。このうち杯が主体を占め、次いで高台坪がや

や多く、小型杯は少ない(表7、第143図)。 杯、小型杯の底部の切り離しは回転糸切りで、その後に

再調整されていない。

土師器・ 須恵器 ・須恵系土器を食膳具 (土師器杯 ・高台坪 ・耳皿、須恵器郎、須恵系土器杯 ・小型

杯 ・高台坪)、煮沸具(土師器聾 ・甑、製塩土器)、貯蔵具(須恵器壷)に分けると、食膳具が主体を

占め、煮沸具、貯蔵具が少ない(表7、第143図)。

このように、 llB群土器は土師器がし、ずれもロク口調整で、約6割と主体を占めること、土師器で

は底部が回転糸切りで切り離されたままの杯llS類が主体を占めること、土師器に高台坪 ・耳皿が含

まれること、須恵器杯も底部が回転糸切りで切り離されたままの坪D1類のみからなること、 土師器

に次いで須恵系土器がやや多く含まれること、須恵系土器は坪 ・小型杯 ・高台珂くからなり、小型杯は

量的に少ないことなどで特徴付けられる。

(8) n 8群土器の年代

llB群土器と同様の土器群は、陸奥国府 ・多賀城跡の域内 ・城外で基準となる資料が蓄積されてい

る。 これらは多賀城跡終末までの聞に 4段階にわたって変遷していることが指摘されている(柳津 ・

白崎編， 1998)。このうち、第2段階の第2群土器 (註9)は、 10世紀前葉頃に降灰した灰白色火山灰

層およびその前後の層から出土したもので、10世紀前葉頃に位置付けられている。土師器、須恵系土

器などからなり、土師器が約3割、須恵系土器が6-7割を占める。土師器はし、ずれもロク口調整で、

坪が主体を占め、高台坪も少数含まれる。土師器杯は底部が回転糸切りで切り離されたものが大

多数を占める。須恵系土器には杯 ・小型坪 ・高台坪 ・皿があり、杯が主体を占める。

須恵系土器の含まれる比率は、多賀城跡が6-7割と多いのに対し、本遺跡のllB群土器は約2~J 

と少なL、。しかし、須恵系土器に杯 ・小型杯 ・高台坪があること、土師器杯では底部が回転糸切りで

切り離されたままの杯llB類が主体を占め、土師器に高台郎が含まれること、須恵器杯は底部が回転

糸切りで切り離されたままの坪D1類であるなど、共通点が数多く認められる。

そこで、本遺跡のIIB群土器と多賀城跡の 2群土器の両者に含まれ、それぞれの土器群を特徴付け

ている須恵系土器坪 ・小型杯の法量を平均値で比較することにする。

須恵系土器坪は、本遺跡のllB群土器が口径13.6cm、底径5.5cm、器高4.3cm、器高/口径比0.312

で、多賀城跡の第 2群土器が口径13.4-13.7cm、底佳5.2-5.8cm、器高4.2-4.5cm、器高/口径比

0.309~0.329である。 須恵系土器坪は本遺跡の llB群土器では少ないが、 法量は量の多い多賀城跡の

第2群土器の範囲内にある。

また、須恵系土器小型杯は本遺跡のllB群土器、多賀城跡の第2群土器とも少ないが、本遺跡が平

均すると口径10.8cm、底径4.7cm、器高3.1cm、器高/口径比0.284で、多賀城跡の第2群土器では多

賀城市高崎遺跡第11次調査SX1080土器廃棄土墳出土土器群(高野， 1991)に口径10.3cm、底径4.9cm、

器高3.7cm、器高/口径比0.359のものが 1点あり、近似している。



土師器杯llB類、須恵器杯D1類の法量も、本遺跡のllB群土器と多賀城跡の 2群土器では近似し

ている。

以上のことから、本遺跡のllB群土器は多賀城跡の域内・城外の第 2群土器に相当し、 年代的には

10世紀前葉頃に位置付けられるとみられる。

3.遺構期の設定と集落の変遷

( 1 )遺構期の設定

縄文時代~弥生時代の土器などが表土や遺物包含層、古代の遺構などから少数出土したが、竪穴住

居跡がないため、当該期の集落の実態、は不明でーある。

前述のように、本遺跡から出土した奈良 ・平安時代の土器は、 8世紀第3四半期頃の I群土器、 9

世紀後葉頃の IIA群土器、 10世紀前葉頃のIIB群土器に分けられた。

この他に主な遺構として、古墳時代前期の塩釜式期のS1 16竪穴住居跡、近世以降のSE 1井戸跡、

S D 1暗渠・開渠、 SX5平場がある。

これらを含めて以下のように本遺跡における遺構期を設定する。

なお、年代的位置付けができなかった S1 3・4・12・14・18・26・36・44・45・46・47・50・51・

55・56竪穴住居跡(15棟)については、ここから除外した。また、遺物点数は少ないが、建て替えら

れた前後の竪穴住居跡で時期のわかるものについては、その前後の遺構と同じ時期に含めた。

【A期】古墳時代前期の塩釜式期の集落(第145図左側)・・・・竪穴住居跡 l棟 (S1 16竪穴住居跡)

からなる。本期における遺構の分布は極めて希薄である。

【B期】8世紀第 3四半期頃(1群土器)の集落(第145図右側)・・・ ・SB 1・2・(3・4・5)・

6・(7・8)・9・(10・11・12・13・14)掘立柱建物跡(14棟)、 S1 2・5・6・7・8・9・(11

A.11B)・21・22・23A・23B・24・27・31・32・34A・34B・34C・34D・35・38・39・41・43・

48・49・52・53竪穴住居跡 (29棟)、(SE 2井戸跡)。

【C-l期】9世紀後葉頃 (llA群土器)の集落(第146図左側)・・・・ S1 1・13・(15)・17・20・

(33A)・33B・33C竪穴住居跡 (8棟)、 SE 3井戸跡、 SX 1遺物包含層。

【C-2期】10世紀前葉頃 (IIB群土器)の集落(第146図左側)・・・・ S1 19・37A・37B・40A・

40B・40C・40D竪穴住居跡(7棟)、SK12士墳。

【D期】近世以降の遺構(第146図右側)・・・.S E 1井戸跡、 SD 1暗渠・開渠、 SX5平場

S E 1井戸跡、 SD 1暗渠 ・開渠、 SX5平場は、大規模な造成を伴って構築された一連の遺構で

ある。SD 1暗渠覆土から出土した揺鉢(第110図1)は、井上喜久男氏のご教示によれば、井上(1994)

の登窯V期、藤沢 (1998)の瀬戸窯第2段階第 6小期に相当する18世紀前葉頃の瀬戸窯製品であると

いう。また、SX5平場に伴う整地からは火縄銃の鉛製鉄砲玉が出土している。笠原信男氏の御教示

によれば、火縄銃の鉛製鉄砲玉は、桃生郡では江戸時代以降に民間で使用されたという。したがって、

D期については近世以降に位置付けられると考えられる。
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第145図 集落の変遷(1) A期(古墳時代前期)、B期 (8世紀第3四半期頃)

B期 桃生年並存続期[天平宝字2年(758)頃~
宝亀5年(774)7月]の8世紀第 3四半期頃
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(2) B期の集落の様相

1)竪穴住居跡のカマド

B期の竪穴住居跡29棟(同一竪穴住居跡の拡張を除外すれば24棟)のうち、カマドのわかる竪穴住

居跡は 8棟ある。このうち煙道が外に長く延びる在地のタイプのカマ ドをもつものが4棟 (S1 2・

7・22・49竪穴住居跡)、煙道が外に延びない関東系のカマドをもつものが4棟 (S1 6・8.32・34

D竪穴住居跡)ある。

本遺跡に隣接する同時期の城柵 ・桃生城の造営にあたり、 『続日本紀』天平宝字2年 (758)12月8

日条に坂東の騎兵・鎮兵・役夫と夷伴、 『続日本紀』天平宝字3年 (759)9月26日条には鎮兵がみえ、

坂東の騎兵・鎮兵 ・役夫が動員されたことが知られている。

関東系のカマドをもっ竪穴住居跡は、関東からの鎮兵または柵戸が構築して居住したものと考えら

れる。在地の柵戸と関東からの鎮兵や柵戸が集落を構成していた可能性が高いと考えられる。

2 )須恵器の供給元

S 138竪穴住居跡から、7枚重ねで焼成されたまま融着した須恵器杯B4類が2組計14点出土した

(第97図24・25)。このように融着した須恵器杯は須恵器窯の窯内や灰原でよくみかけるが、明らかな

失敗品であって、本来は消費地に流通しないものである。消費地から出土した例としてはおそらく初

めてで、 2次的な用途として搬入されたものとみられる。また、S134D竪穴住居跡から出土した須

恵器聾B類 (第82図22)は著しく焼け歪み、須恵器壷A1類(第86図46)は外面体部に窯壁片が熔着

し、内面底部には拳大の窯壁片が熔着している。これらも失敗品であって、本来は消費地には流通し

ないものである。

これらの例は、本遺跡のすぐそばに須恵器窯があることを示唆している。本遺跡の北北西約2km

には太田窯跡があり、桃生城に瓦と須恵器を供給したとみられている(第l図27;阿部・佐藤編， 1995)。

本遺跡の須恵器の多くは太田窯から供給された可能性がある(註10)。

3)搬入土器

遠隔地から搬入されたとみられる土器に、北関東系の削り出し高台の須恵器高台杯、体部外面に同

心円状叩き目痕のある須恵器聖書とがある。

削り出し高台の須恵器高台坪は、 S121・27竪穴住居跡から各l点出土した(第63図28、第107図3)。

削り出し高台による須恵器高台杯は、 全国的にみても数少な く、 貼り付け高台が主流である。8世紀

代のものとして関東では群馬県・栃木県・千葉県などに類例が知られている (千葉県文化財センター，

1994)。

体部外面に同心円状叩き目痕のある須恵器聾は、SB 2掘立柱建物跡、 S1 8竪穴住居跡から出土

した(第8図10、第28図4・5、第31図27・28)。体部外面に同心円状町き目痕のある須恵器聾は、茨

城県新治窯跡群のある下総北半部を中心に分布している (酒井， 1981;川井， 1988;山口， 1994)。

これら北関東系の須恵器高台坪・聾が出土したことは、桃生城の造営に動員された関東からの柵戸

や鎮兵が携えてきた土器もわずかながらあったことを示唆している。

なお、 SB 2掘立柱建物跡、 S1 21・31竪穴住居跡から出土した脚部に透かしのある須恵器高杯



(第8図5、第63図37・38、第90図4)も県内ではあまり例のないもので、 8世紀中葉頃の松山町次

橋2号窯跡 (東北学院大学考古学研究部.1983)と8世紀第4四半期頃とみられる大衡村亀岡遺跡第

3号土壌(東北学院大学考古学研究部.1979)から各l点出土している。また、 SB 2掘立柱建物跡、

S 121竪穴住居跡から出土した底部が2段構成で脚部に透かしのある須恵器高杯(第8図5、第63図

37)もあまり例のないものである。福島県会津大戸窯跡群上雨屋83号窯跡 (石田.1994)に透かしの

ない 2段構成の須恵器高杯が認められる。これらの高杯の供給元については今後の課題であるが、本

遺跡への人の移動や物資の供給について知る手がかりの一つになりうるものである (註11)。

4)土葺き屋根をもっ竪穴住居跡

残りが特によいS1 8・34D焼失竪穴住居跡の床面の上には、焼土塊・焼土・炭片・小磯片を多量に

含む土層が自然堆積していた。この土層は壁際では20-25cmと最も厚く、中央部の厚い箇所では

12cm前後で、薄い箇所では3cmであった。平均の厚さは12cm程で‘ある(註12)。焼土塊にスサを含ま

ず、地山に含まれる小礎片を多く含んでいたことから、この土層は竪穴住居跡を掘削した際の掘削土

を屋根の上に葺いたものが焼け落ちたもので、これらの竪穴住居跡は土葺き屋根であったとみられる

(註13)。

また、この土層の上に炭層がないことから、茸土の上には草など焼失しやすいものは被せていな

かったとみられ、屋根の上から火がついたとは考えにくい。床面の上に多くの土器・石製品 ・鉄製品

などが残されていたことから、家財道具を持ち出した後に焼却処分されたような竪穴住居跡ではな

い。火もとは竪穴住居跡の内部であり、放火または失火とみられる。

そして、建築部材がほとんど焼失し尽くして残っていないことから、竪穴住居跡の焼失実験 (石守，

1995・2001)で指摘されたように、建築部材が灰になるまですべて燃え尽きた後、屋根に葺かれてい

た葺土が焼け落ちたものと推定される (註14)。

後続する竪穴住居跡や掘立柱建物跡がないこと、この他に同時期とみられる焼失した竪穴住居跡が

複数あることなどから、 S1 8・34D竪穴住居跡など I群土器を出土し、焼失した竪穴住居跡は、桃

生城跡と同様に宝亀5年 (774)7月の海道蝦夷の攻撃によって焼失した可能性が高い。

5 )鉄製品 (第147図)

B期の遺構から出土した鉄製品には、馬具(第147図1-10)、武具 〔柳葉鉱 (第147図11)、圭頭鎌
やりがん伝

(第147図12)、長三角形鎌 (第147図13)などの鉄鉱〕、工具〔万子(第147図25-35)、飽 (第147図

36)、撃または撃 (第147図37)、有袋鉄斧 (第147図38・39))、農具 〔曲刃鎌 (第147図40))、漁労具
かすがい

〔釣針 (第147図42・43)、刺突具 (第147図44))、その他 〔鉄釘 (第147図21-23)、 鎚 (第147図24)、

紡錘車 (第147図41)など〕がある。これらのうち、特に出土例の少ない馬具 (註15)と繋または撃を

取り上げる。

【，馬具】(第147図1-10)

馬具にはU字状吊手金具(第147図1)、引手(第147図2)、絞具(第147図3)、兵庫鎖(第147図4・

5 )、辻金具(第147図6)、縁金具? (第147図7-10)がある。 いずれもB期の竪穴住居跡から出土

した。
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鉄製U字状吊手金具(第147図 1)は、木心金属張三角錐形壷鐙(斎藤， 1986)に鋲留されるもの

で、斎藤編年 (斎藤，1986)による町期 (6世紀末)-VI期(7世紀中頃)のものに類似している。

本例により木心金属張三角錐形壷鐙が少なくとも 8世紀第3四半期頃まで残ることが判明した (註

16)。
〈つわ はみさきかがみいた

引手(第147図2)は、轡の一部をなす鉄製金具で、街先 ・鏡板に取り付けられて手綱を連結させ

るためのものである。直線的で摂りのない 2本線の柄の一端に鏡板に取り付けられる引手先、もう一

端に手綱が付けられる引手壷を一体となって造りだした鍛造品で、「一体造くの字状引手壷無摂二条

線引手Jと呼ばれる型式 (岡安， 1984・1998)である。実用的な環状鏡板付轡に取り付けられる引手

と考えられており、県内では多賀城跡第66次調査SK2321土壌第10層から出土した 8世紀後葉頃-9

世紀初頭頃の双環状鏡板付轡 (柳津 ・白崎編，1996)にこれと同型式の引手が取り付けられている。

奈良時代の轡の出土例は全国的にみてもきわめて少ない(大谷， 1984; ~龍瀬， 1994;小島，1997)。

絞具(第147図3)は、横棒に巻き付けた革帯を賞金具で留め、T字状刺金で別の革帯をこれに連結

する構造のものである。正倉院所蔵品 (正倉院事務所編， 1976・1994、富永，2002)や古墳出土馬

具からみて、こうした絞具は、力革が取り付けられて壷鐙と鞍とを連結する鮫具、または面懸・胸懸・

尻懸の銭具と考えられる。
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第147図 B期の遺構から出土した鉄製品の集成
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兵庫鎖(第147医14・5)は、壷鐙の鐙担金具か轡の立聞または引手とみられる。これが出土したS1 

34D竪穴住居跡からは壷鐙金具なども出土しており、これらとセットとなる馬具とみられる。

また、辻金具(第147図6)は、古墳出土馬具にも例をみないものである。径4mmの鉄棒を三角形

状に曲げ三文状に鍛接して縁金とし、そのー脚に薄い鉄板(長さ8cm、幅3.5cm、厚さ1mm)を二つ

折りにしたを鋳板2箇所鋲留めにして幅3.5cmの革帯を取り付け、他の2脚にほぼ閉じ幅の革帯を貴

金具で取り付け、 3方向に革帯をヲ|っ張る構造のものである。本例は正倉院例 (註20)よりも簡略的

なものだが、 三文状に帯革が取り付けられて三方向にヲ|っ張るとみられる点で、構造的には正倉院例

と同様である。馬具の胸懸または面懸の辻金具とみられる。

縁金具? (第147図7-10)は、木心金属張三角錐形壷鐙に取り付く U字状吊手金具(第147図1) 

と共伴したことから、この壷鐙の縁金具の可能性がある。

B期の竪穴住居跡から出土したこれらの馬具は、本遺跡のB期集落に騎兵や騎乗の武官が駐屯して

いたことを示し、 『続日本紀」の記事(註18)を一部裏付けている。平安時代のC期の竪穴住居跡から

はこれらの馬具は出土せず、前述したような遺跡の性格の違いを示していると考えられる。

【撃または撃】(第147図37)

盤または監は、 S135竪穴住居跡から出土したものである。刃部が両刃で、憾状になるもので、柄

頭を欠損しているため、撃か撃か区別できない(註19)。盤、監のいずれにしても、古代のものとして

は類例がきわめて少ない (註20)。

6)鉄鍛冶生産

B期の竪穴住居跡などから出土した製鉄関連遺物には、輔羽口 ・鉄棒 ・鍛造薄片がある。輔羽口は

L、ずれも破片で全体の形状・大きさが不明だが、外径7cm前後の小型品と外径8cm前後の大型品とが

ある。鉄棒類には通常の鉄棒の他、椀形淳、小球状淳、鍛造剥片がある(付章2参照)。量的にはテン

箱 1箱に満たない。

S 131竪穴住居跡からは繍羽口 (第90図6・7)と椀形砂鉄系精錬鍛冶淳、椀形鍛錬鍛治棒、小球

状津などの鉄棒、鍛造剥片が出土した。精錬から鍛錬までの一連の鍛治がこの竪穴住居跡内または付

近で行われていたことを示し (付章2参照)、 B期の集落で精錬鍛冶から鍛錬鍛冶までの鉄生産が行わ

れた工房もあったことがわかる。

また、焼失したSI34D竪穴住居跡からは鉄浮も少数だが出土した。床面には著しく焼けた焼面が

2箇所あり、土器 ・鉄製品 ・砥石など家財道具が多 く残されていた。この竪穴住居跡出土の鉄製品に

は、馬具、鉄銀、鎚、万子、有袋鉄斧、鉄製紡錘車があり、鉄製品が特に多し、。これら鉄製品を製作・

修理した鉄鍛冶工房の可能性が高い。

この他、 S151竪穴住居跡は椀形精錬鍛冶倖が出土し、鉄鍛冶工房の可能性がある。

また、SB 5掘立柱建物跡掘方から輔羽口(第5図12)、SB 6竪穴住居跡掘方から鉄棒、SB10掘立

柱建物跡掘方から椀形津が出土した。

7) B期集落の性格と年代

本遺跡は桃生城の東に隣接し、本遺跡の立地する丘陵を尾根伝いに登って行けば、桃生城跡第4次
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第148図 新田東遺跡と桃生城跡の位置関係

外郭北西隅築地塀、域内区画築地塀、櫓が宝亀5年 (774)7月の海道蝦夷による桃生城襲撃によって

焼失し、その後は再建されていないことが明らかとなってきた(岡田 ・進藤他1975;氏家 ・桑原 ・岡

田他， 1976;阿部・佐藤編， 1995-1999;後藤 ・吾妻編， 2000;柳津 ・阿部編， 2001;吾妻・阿部編，

2002 ;柳津， 2001;白鳥他， 2002;註21)。

I群土器は桃生城跡のものと類似し、B期集落は桃生城と時期的に重複する。

B期集落は竪穴住居跡と掘立柱建物跡とからなり、中には桃生城政庁後殿跡に匹敵する主屋 (SB 

2掘立柱建物跡)もあり、一般の集落ではない。

B期のS143竪穴住居跡埋土からは桃生城跡の平瓦 l類が出土し、 S1 8焼失竪穴住居跡では桃生

城跡の丸瓦 l類が施設瓦に用いられており、桃生城と同時期であることを裏付けている。

前述のように鉄製品を生産 ・修理したとみられる鉄鍛冶工房 (S131・34D竪穴住居跡〉もあり、

馬具の存在から騎兵や騎乗の武官の駐屯が窺える。

また、カマドは在地のものと関東系のものとからなり、北関東系の須恵器高台坪・聾など北関東か

ら搬入されたとみられる土器も出土している。在地の人々のみならず、関東出身者も居住したことが

窺える。

桃生城には陸奥圏内や関東諸国などから柵戸(移民〉や鎮兵(坂東諸国から動員された常駐兵)な

どが動員・移住されたことが「続日本紀』に記されており、関東系のカマドや北関東系の須恵器の存

在はこれらの記事を裏付けている。



以上のことから、本遺跡のB期集落は天平宝字2年 (758)頃~宝亀5年 (774)7月の聞に存続し

た当時最北の城柵 ・桃生城の兵枯基地としての役割を果たしたものと考えられ、桃生城と同時期のも

のとみられる。

桃生城跡のすぐ東に隣接する同時期の集落である本遺跡は、律令政府の辺境政策に基つeいて動員さ

れ、桃生城を支えた柵戸や鎮兵などの人々の集落と位置付けることができる (註22)。

8) B期の細分

B期集落は、掘立柱建物跡14棟、少なくとも竪穴住居跡29棟 (同一竪穴住居跡の拡張を除外すれば

24棟)からなる (第145図右側)。

竪穴住居跡と掘立柱建物跡との関係をみると、 S121竪穴住居跡、 SB 2・9・11掘立柱建物跡で

は、 S121竪穴住居跡が最も古く、これを埋め戻して直ちに主屋とみられるSB 2掘立柱建物跡が建

てられ、次にSB 9掘立柱建物跡が建てられ、最後にSB11掘立柱建物跡が建てられている。

これらの新旧関係を基準として、最も古いS121竪穴住居跡をB-1期、次のSB 2掘立柱建物跡

をB-2期、 3番目のSB 9掘立柱建物跡をB-3期、最後のSB11掘立柱建物跡をB-4期として

まず設定する。

これら重複する SB 2・9・11掘立柱建物跡の方向は、最も古いSB 2掘立柱建物跡が北で西に約

1 0偏り、次に新しいSB 9掘立柱建物跡が北で東に約120と大きく偏り、最も新しいSB11掘立柱建

物跡が北で東に約40，偏る。そこで、これら重複する掘立柱建物跡の方向を基準として、他の掘立柱建

物跡を位置付ーけることにする。

本期の掘立柱建物跡14棟の時期、方向、規模、新旧関係は表8の通りである。

話li立柱惣物跡 時 期j )j 1;'1 t現 十具 新|円関係

S B 1 樹立住ill物跡 s -2)羽 北で商に約3。偏る。 桁行3問、栄行2Ii制の束内線! S 1 18 と1I\復、 新旧イ~f列。

B-1却lのS[21より 事rr

S B 2掘，'[.f主主主物跡 B-2舟1 北で丙に約 10 f~lì る 。 桁棟行4問、梁行2問の束!向付市北 しく 、B-3矧のSB 7、
B -4矧の SBUよりも
古い。

S s 3高il立Hill物跡 B-3則 ~tで東にが，10。偏る。 桁行211¥1、梁行21h1の倉庫 S B 4と重復。

S s 4 抗II~立住建物跡 B-2則j ~tで東に約 2 。偏る。 桁行21問、梁行2問の倉時 S s 3と重復。

S B 5似立柱建物跡、 B -2)明 北で東に約 l。偏る。 H彼t行3fIl1 、 ~n2 間の東西

S B 6似立柱建物跡 B-3期 北で丙に約9。偏る。 相I行31lil、梁1i21fl1の束[1百煉

S B 7側 、:1:住主主物跡 s-3滞! 北で点に約90偏る。 桁行3閥、梁行2聞のi判北線
B -2)切の S[24よ りも
新しL、。

SBB侃 弘住建物跡 B -4)羽 北で東に約5。偏る。 桁行3閥、梁行2聞の尚北煉 A!引の S1 16より新しL、。

B-1均lのS[ 21、B-2
S B 9孤立住怨物跡 s -3!切 ~tでmに約 12。偏る 。 桁行31/官、 梁行2聞の束凶糠 JVJのSB 2より新しく 、B

4矧のSBllより ，Iiい。

SslO侃立住挫物跡 s -4)切 北で*に約5。偏る。 桁行3問、 梁行2聞の1将北線

B -1 JU1のS[ 21、B← 2
SBll!1iii立十主総物跡、 s -4!日j 北で束に約40偏る。 桁行2I/¥j以上、梁行2r間以上 JOJのSB 2、B-3期のS

B 9より新しL、。

S B 12慨すー柱建物跡、 B -3JPJ 北で束に約16。偏る。 桁行3r.JJ 、 梁行 2 間のm~t練
C-2JlJJの S137よ り古
L、。

S fl13腕、けi建物跡 B-4矧 ~tで東に約 6 。偏る。 桁行21llJ、梁行2rdJの東西棟 S B 12と近接し、別時期。

S B 14罰iiI.正住建物跡 B-4珂l 北で束に約 4。偏る。 lii行2間以よ、梁h2間以上
B -1)羽-fl-3)切の附
S [ 6より新しい。

表 8 B期の掘立柱建物跡の一覧
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重複するS124竪穴住居跡、 SB7掘立柱建物跡では、 S124竪穴住居跡を埋め戻して直ちに北で

束に大きく偏る SB 7掘立柱建物跡が建てられている。前述の遺構期設定の基準とした掘立柱建物跡

の方向からみると、SB7掘立柱建物跡はB-3期のSB 9掘立柱建物跡と同様であり、 SB 7掘立

柱建物跡はB-3期に、その直前のS124竪穴住居跡はB-2期に位置付けられる。前述の例と併せ

てみると、竪穴住居跡と掘立柱建物跡が重複する箇所では、竪穴住居跡が古く、次いで掘立柱建物跡

が建てられたとみられる。

また、前述の遺構期設定の基準とした掘立柱建物跡の方向からみると、ぼぼ磁北を向く SB 1・2・

4・5掘立柱建物跡が掘立柱建物跡の中では最も古い一群と考えられ、8-2期に位置付けられる。

その次に北で東に大きく偏るSB 3・7・9・12掘立柱建物跡が続くとみられ、 8-3期に位置付け

られる。そして、 北で東に4-50偏るSB 8・10・11・13・14掘立柱建物跡がこれに続くとみられ、

8-4期に位置付けられる。

なお、北で西に約9O.偏る SB 6掘立柱建物跡については、 SB 2掘立柱建物跡に次ぐ規模であり、

別時期の主屋の可能性が考えられ、偏りの角度が西と東という違いがあるものの、SB 9掘立柱建物

跡に近いことから、これと同時期のB-2期に考えた。

また、各掘立柱建物跡の柱痕跡には焼土が含まれていないので、掘立柱建物跡は火災にあっていな

いとみられる。

これらB期の主要遺構の重複関係と掘立柱建物跡の方向による遺構期の設定を第149図に示した。

【8-]期】 【8-2則】 【8-3M】
ほぽ磁北を向く 北で点または西に大きく偏る

S 121竪穴住居跡 → S 82掘立柱建物跡 → S B 9銅立住建物跡
S [ 24竪穴住居跡 → S 87制立住建物跡
S 8 3搬立式倉庫跡(→ SB4掘立式倉庫跡)
S 8 I 掘立柱建物跡 S 8 6術立柱鐙物跡
S 8 5掘立柱建物跡 S 812仙!立住建物跡

S 1 6竪穴{t属跡 (8-1 JtJj-B -3 JOJの閥)
この他、

【8-4.JtlJ】
北で*に 4-5。偏る
S81l掘立柱建物跡

S 8 8掘立住建物跡
S 810掘立柊建物跡
S 813繍立柱建物跡
S 814繍¥f..位悠物跡

①S 134A与を火住居跡→S134 B竪穴住居跡→S134C竪穴住居跡→S134D竪穴住居跡 (焼失)
②S 1 23A~穴住屑跡→ S 123B竪穴住居跡、 〔→隣接して同時には存在しえないS122報穴f主席跡(焼失))
③S 1 7 ~穴住居助、 S J 46竪穴住居跡→S1 8 ~穴住居跡 (焼失)
の新|円関係がある。これらの竪穴住居跡が上記の8-1)切-8-4ItHのいずれに位世付けられるかl男総ではなし、。た
だし、焼失したSJ 8 ・ 22 ・ 34D~穴住居跡は、宝抱 5 年 (774) 7月の海道蝦夷の桃生域製態によって、桃生滅と
同時に焼失したものである可能性が高く、 BJ切の最終末に位筒:付けられる。したがって、これら焼失墜穴住居跡はB
-4矧またはそれ以降に位置付けられるとみられる。

第149図 B期の主要遺構の重複関係と掘立柱建物跡の方向

次に、上記以外の竪穴住居跡について位置付けを行うことにしたい。

B期の焼失した竪穴住居跡7棟 (S1 8・9• 11 B • 22・34D・39・52竪穴住居跡)はいずれも建

て直されずに廃絶していることから、この火災は宝亀5年 (774)7月の海道蝦夷による桃生城襲撃に

よるものとみられ、B期の終末期 CB-4期またはそれ以降〕に位置付けられる。

この他の焼失竪穴住居跡は、いずれも遣存状況が悪く、家財道具を残したまま焼失したのか検討で

きなかった。 しかし、人為的に埋め戻された竪穴住居跡が20棟と多く、自然埋没した竪穴住居跡が2



棟と少ないことから、これらも桃生城存続期間中に焼却処分されたものではなく、 宝亀5年 (774)7 

月に焼失した可能性が高いと考えられる。

また、焼失竪穴住居跡以外の竪穴住居跡22棟のうち、自然堆積土が床面上に堆積している竪穴住居

跡が2棟 (81 5・27竪穴住居跡)ある。これらはB期の集落が廃絶した以降に自然埋没したと考え

られる。

この他、竪穴住居跡20棟 (81 2・6• 7・llA • 21・23A• 23 B・24・31・32・34A・34B・34

C・35・38・41・43・48・49・53)が人為的に埋め戻されており、床面上にあまり遺物を残さなし、。

これらは存続期の中でも相対的に古いものと考えられることから、B-1期-B-4期の聞に位置付

けられると考えられる。桃生城造営期にはかなり多くの動員があったことが 『続日本紀』の前述の記

事から知られているので、これら人為的に埋め戻された竪穴住居跡の中にB-1期のものがかなりあ

ると推定される。また、81 6竪穴住居跡については、前述のようにB-4期の8B14掘立柱建物跡

と重複してこれより古いことから、B-l期-B-3期の聞に位置付けられる。また、 3回建て直さ

れている8134竪穴住居跡については、最後の8I34D竪穴住居跡が前述のようにB-4期またはそ

れ以降に位置付けられる。当初の8I34A竪穴住居跡がB-1期、8134B竪穴住居跡がB-2期、

8 I34C竪穴住居跡がB-3期に対応する可能性が考えられる。

以上のことから、B期は少なくとも 4小期に分けられ(註23)、B-1期-B-4期の様相は以下の

ようにまとめられる。なお、竪穴住居跡の位置付けはその小期に確実に含められるもののみについて

行った。竪穴住居跡が各期に多く存在したとみられる。

【B-l期】竪穴住居跡1棟 (8121竪穴住居跡)以上からなる (第150図左側)。人為的に埋め戻さ

れた竪穴住居跡20棟のうち、かなり多くが本期に位置付けられると推定されるが、特定できない。

8 121大型竪穴住居跡からは、在地の土器 (第135図上段)の他、北関東系の削り出し高台の須恵器

高坪(第62図25)、県内であまり類例のない透かしのある須恵器高杯 (第63図37・38)、蓮花の蓄がへ

ラ書きされた円面硯(第63図41)、古墳時代前期の珠文鏡 (第65図51)とガラス小玉 (第65図50)など

特殊な遺物が出土しており、注目される。8121竪穴住居跡はB-2期に埋め戻され、 8B 2掘立柱

建物跡が建てられている。

B - 1 期が B期の当初の小期で、あり、本遺跡の B期集落が律令政府の辺境政策に基つ)~、て桃生城を

支えるために陸奥圏内や関東諸国などから動員 ・移住された柵戸や鎮兵の集落であるので、 B-l期

は天平宝字2(758)年頃よりは古くはならなし、。桃生城が翌天平宝字3年 (759)末頃までの 1年余

りで完成したので、 B-l期の下限年代がこの頃に位置付けられる可能性が考えられる。

【B-2期】ほぼ磁北を向いた掘立柱建物跡4棟 (8B 1・2・4・5掘立柱建物跡)と竪穴住居跡

l棟 (8124竪穴住居跡)以上からなる (第150図右側)。 他に8134B竪穴住居跡など他の竪穴住居

跡の存在も推定されるが、特定できない。

掘立柱建物跡のうち、8B 2掘立柱建物跡は桁行総長約7.7m、梁行総長約4.7mと最も平面規模が

大きな桁行4問、梁行2聞の 8B 2東廟付南北棟で、ほほ北を向いて建てられている。隣接する桃生

城政庁跡の8B 1正殿跡、 8B 2後殿跡、8B 16東脇殿跡、 8B 17西脇殿跡の掘方の規模(阿部 ・佐
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藤編， 1995)には及ばないものの、掘方は一辺約1.1mとかなり規模が大きL、。柱痕跡の大きさも径約

30cmと大きし、。 SB 1正殿跡の径50cm前後、 SB 16・17脇殿跡の径40cm前後には及ばないものの、

S B 2後殿跡の柱痕跡に等しし、。一部の柱に礎盤も使用している。こうした規模の大きな格式の高い

立派な建物であることから、 B-2期の主屋とみられる。

このSB 2建物を建てる際には、 B-l期のS121竪穴住居跡を埋め戻している。埋土からは古墳

時代前期の珠文鏡とガラス小玉も出土している。後述のように、同型式の珠文鏡の分布状況から考え

て、関東からの鎮兵や柵戸などが携えてきた先祖伝来の鏡を埋納した可能性が考えられる。

また、桁行2問、梁行2聞の小規模な倉庫 (SB 4掘立柱建物跡)がl棟あり、注目される。

集落の性格は、竪穴住居跡のみからなるB-l期とは明らかに変質したものとみられる。

【B-3期】北で東または西に大きく偏る掘立柱建物跡5棟 (SB 3・6• 7・9・12掘立柱建物跡)

からなる。 SI11A・34C竪穴住居跡など竪穴住居跡の存在も推定されるが、特定できない (第151図

左側)。

SB6掘立柱建物跡は桁行3問、梁行2聞の東西棟で、柱間寸法 ・掘方 ・柱痕跡が大きく、主屋と

みられる。SB 3掘立柱建物跡は小規模な倉庫であり、 B-2期のSB 4倉庫の位置をややずらして

建て替えている。またSB 7掘立柱建物跡を建てる際には、 B-2期のS124竪穴住居跡を埋め戻し

ている。埋土からは三重小塔 (第105図5)と鉄鉢形の須恵器鉢(第105図4)が出土した。後述する

ように、この三重小塔が天平宝字8年 (764)9月の藤原仲麻呂(恵美押勝)の乱直後に発願された百

寓塔を模しているとみられることから、天平宝字8・9年 (764・765)以降と考えられる

【B-4期】北で東に数度偏る掘立柱建物跡5棟 (SB 8・10・11・13・14掘立柱建物跡)からなる

(第151図右側)。 前述のように、焼失竪穴住居跡7棟 (S1 8・9・11B・22・34D・39・52竪穴住

居跡)、自然埋没した竪穴住居跡2棟 (S1 5・27竪穴住居跡)は、本期またはそれ以降のB期集落の

廃絶期に位置付けられる。本期にこれらの竪穴住居跡が存在した可能性がある。

( 3 )桃生城廃絶以降の平安時代の集落

【C-1期】9世紀後葉噴の集落(第146図左側〉。

竪穴住居跡8棟 (S1 1・13・15・17・20・33A・33B・33C竪穴住居跡)、井戸跡l基 (SE 3井

戸跡)、遺物包含層 1箇所(SX 1遺物包含層)からなる。このうちS120竪穴住居跡は焼失住居跡で、

床面に土器などが多く残されていた。前述のように、この時期には桃生城は廃絶してから約100年を

経ており、桃生城とは関係のない一般集落とみられる。

【C-2期】10世紀前葉頃~中葉頃(第146図左側)の集落。

竪穴住居跡7棟 (S1 19・37A・37B・40A• 40B .40C・40D竪穴住居跡)、土壌1基 (SK12) 

からなる。このうちS140竪穴住居跡は3回建てなおされた大型竪穴住居跡で、 3小期目のSI40C 

竪穴住居跡と 4小期目のSI40D竪穴住居跡の内部にそれぞれ鍛冶炉をもち、 S140C竪穴住居跡か

らは高チタニア系砂鉄系製錬津などの鉄淳、S140D竪穴住居跡からは椀形精錬鍛治津などの鉄棒

(付章2参照)も出土したことから、鉄精錬 ・製錬などの鉄鍛冶を行った工房跡とみられる。



4.特殊遺物

( 1 )三重小塔

S 124竪穴住居跡の埋土から、須恵器質の三重小塔が完全な状態で出土した (第105図5、巻頭図版

2 -1・2、図版12-1 -3、36-1)0 1群土器と共伴したことから、この三重小塔は桃生城存続期

〔天平宝字2年 (758)頃~宝亀5年 (774)7月〕の8世紀第3四半期頃に位置付けられる。こう し

た完形の小塔が奈良時代の遺構から出土した例は、全国的にみて初めてのものである。以下、この三

重小塔について、検討する。

1 )円形小塔の集成

本例と同様に屋根 ・軸部が円形の古代の小塔を集成し、提示する (第152図;註24)。遺跡出土の須

恵器質の小塔については、以下の8遺跡17例が集成できた。本遺跡と平城宮跡、 窯跡を除けば、いず

れも古代寺院跡から出土している。形態のみならず出土遺跡からみても、これら小塔が宗教的な遺物

であることを裏付けている。なお、石川県七尾市能登国分寺跡から軸部が円形の多宝塔の瓦塔が出土

している (七尾市教育委員会， 1994)。しかし、軸部径が18.8cmと大きく、下記16例と明らかに大き

さ・形態が異なるため、除外した。また、瓦塔 ・泥塔や中世以降に模倣されたものも除外した。

1.法隆寺伝世の百寓塔(第152図l、巻頭図版2-1左側、註25)

百高塔は天平宝字8年 (764)9月の藤原仲麻目(恵美押勝)の乱直後に称徳天皇の発願で乱関

係者の供養のために製作が開始され、宝亀元年 (770)4月に完成し、 法隆寺など十大寺に十万基

ずつ分置された木造三重小塔で、法隆寺にのみ伝世している (金子， 1991)。

2.法隆寺伝世の一高節塔、十高節塔

百寓塔と同時に作られた木造小塔で、 一万基に 1基ずつ一高節塔、十万基に l基ずつ十高節塔

が作られ、それぞれ法隆寺に l基ずつ現存している。

3.宮城県河北町新田東遺跡S124竪穴住居跡出土の三重小塔(第152図2、巻頭図版2-1右側)

4.平城宮跡第250・259次造酒司地区SD11600溝出土の三重小塔 (第152図3) 

概報 (奈良国立文化財研究所， 1996)では器蓋のつまみ部で火舎の蓋と推定されていたが、そ

の後の検討から百高塔を模倣した三重小塔の可能性が高いと考えられる (註26)。

相輪部と基壇部を欠損する。内部は中空となっている。 現存高8.7cm。屋根径は初重が6.8cm、

二重が6.6cm、三重が6.4cmで、初重屋根一二重屋根間が2.5cm、三重屋根一三重屋根聞が2.1cm

で、本遺跡の三重小塔に数値が近L、。屋根の断面形状は百寓塔と酷似する。円筒状に軸部両面を

ロクロ成形した後、屋根を貼付し、ロクロナデ、タテナデしている。長顕壷の製作技法と類似し、

初重の軸部が2段構成となっている。

5.千葉県袖ヶ浦町川原井廃寺跡出土の小塔 (光江編， 1986;第152図4)

瓦塔相輪部の九輪破片として提示されている(註27)。しかし、これまでに出土している瓦塔の

相輪部とは形状 ・構造が異なる。小塔の初重破片とみることもできるかもしれなL、。屋根径

7.6cm。川原井廃寺跡は、 8世紀第4四半期-9世紀後半にかけて存続したとみられている。
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6.岐阜県各務原市各務廃寺跡出土の小塔(各務原市教育委員会編， 1983;第152図5~12) 

8点出土している (註28)。泥塔として報告されているが、泥塔とは形態・焼成が異なる。いず

れも須恵器質で、焼成やや甘く、灰白色を呈するもの(第152図5・7・9)、焼成が比較的よく、

青灰色~灰色を呈するもの (第152図12)、その中間的なもの (第152図6・8・10・11)の3者が

ある。胎土は微細で、チャート小片をわずかに含み、各務廃寺Ji!J!:出土の須恵器と同様である。美

濃須衛窯跡の製品の特徴と一致する。いずれも破片で全形のわかるものはない。基壇をもっ七重

小塔と推定される中実のもの (第152図9)が手担ねで、それ以外の 7点はロク ロを用いている。

ロクロを用いた 7点のうち、基部の残る 6点はいずれも中空で、層数不明のものが多L、。中には

五重以上のもの(第152図7・12)や四重以上のもの (第152図6)がある。

7.岐阜県各務原市出土の五重小塔(小川， 1983;第152図12;註29)

泥塔として報告されているが、一般的な泥塔とは形態 ・焼成が異なる。須恵器質で、焼成やや

甘く、灰白色を呈する。胎土は微細で、チャート小片をわずかに含み、各務廃寺Ji!J!:出土の須恵器

と同様である。美濃須衛窯跡の製品の特徴と一致する。相輪部を欠損し、五重小塔と推定され

る。基壇が表現され、中実である。大きさが異なるものの、岐阜県各務原市船山北5号窯跡出土

の小塔(第152図13)と形態が類似する。

8.岐阜県各務原市美濃須衛窯跡群船山北5号窯跡出土の五重小塔(岐阜県文化財保護センター，

2000 ;第152図13・14;註30)

相輪部を欠損するがほぼ完形の五重小塔(第152図13)と相輪部、基壇を欠損する中空で層数不

明の小塔(第152図14)とがある。前者は中実で、現存高7.9cm、基壇径5.7cm、初重屋根径5.5cm

と小型である。後者は現存高5.9cmで、最大屋根径7.8cmと前者よりやや大きし、。須恵器

質だがいずれも生焼けで、灰白色をしている。泥塔と報告されているが、須恵器窯製品であり、

形態的にみても泥塔とは異なる。8世紀末頃に位置付けられている。

9.岐阜県大垣市美濃国分寺跡出土の七重小塔 (八賀， 1972;第152図15)

基壇をもっ七重小塔。総高22.9cm。基底部径14.1cm。一高節塔を模倣したものともみられて

いる。しかし、総高は一高節塔の約1/2と小さいにもかかわらず、塔身部径は大きく、屋根径も大

きし¥基壇高が低く、基壇径が大きい、屋根閣の高さが低い、相輪部の形態が似ていない、中空

であるなど、 一高節塔とはかなり異なっている。

10.富山県立山町上末窯谷 l号窯跡第5次操業出土の三重小塔(富山大学人文学部考古学研究室編，

1989 ;第152図16)

三重小塔と推定され、初重 ・二重に 6単位の斗挟がT字形に表現されている。塔身部、屋根が

円形である点は他の例と共通するが、組物が表現されている点は異なる。総高8.8cm以上、基部

径7.3cm。初重屋根径12.2cmo8世紀末-9世紀初め頃に位置付けられている。

11.出土地不明、山形県鶴岡市致道博物館所蔵の三重小塔 (石田， 1969) 

須恵器質の三重小塔で、相輪部と基壇部を欠損する。内部は中空となっている。現存高

11.2cm。写真のみで、実測図は公表されていない。



3.・!被械'白・跡 一重小塔
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第152図 三重小塔関連遺物の集成
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て4匝掛恨径 7.9cm。 *平均8.4Oc01.

ご車問桜11¥ 6.&010 申平均7.62cm。

軸同l断Illiの形状 1'1形。 円形。

町1の-&IJl 初重軸~ßの 4 箇所にI止 Jil~の透かしで表現。 聞は表現されていない肺

相j重軸荷sO)Aきさ 尚喜4.&m、政大1~7.&m. 高さ約I.&m、厳Jに径約5Acm。

I書身都
一重傭織の大意書 ;:~さ1.&01、 E大径5ιClUo 尚喜約I.&m、最Jにi正約4.7c01o

ニ'1:(輪部の大暑さ 品さI.&m、緑A径!J.9cmo 尚喜約l.8cm、足太径r.J4.Oc01.

JさI~ j宵の イf無、形状と Jにき 基坦は表現されていない。 峰高崎J.Oが&ぶm現、基され坦てlい却る-tA。tllit明139瞳.8台4cn状h。ZE峡l1;部-'I'~li王 1 0.却cm、1;1;崎町l鳴I

初4iW.1lIまでの耐さ 5.1cmQ e 斗'~1両3.3Ocmo ~t-i開i去の (B.A) による。

tJHil;{1U 明t再!ll!llll 2.9仁III。 取‘1'~1向:\.20<:m. jト訓wの (C・Blによる。

て晴原拠町一m品{1M附 2.lcm:> *‘l'均高3.2Icm，W陣IJ<の([)ーC)による。

内郎の孔のi也前と大きさ 錐初f(僧Z引Z底幽佐から上方に向けて、下任4.5cm、
深さlI.4omのイLを円

n.1こりく.
A採高身さ自都お町c耳m3の3lci続1Z4E孔縦をk1か'J筒ら状トにJi例に向り紘けくて.、キ平ICjlc経2.25cm、*・l'均

内部への』唱納
不入明。中に人勺ていた kを悦司Iに横書分吋、簡にかけたが、 I'Jも 印旋刷回さ4れ障たの無陀垢寂m尼y)tAをJ陀絡属をJイ邑L縫の内(6相櫨iにあ納る品う、ち別の作桜り本の、相rt愉心問、iで抑必始を、六す
守ていなかった。 る。

4i査li土か紺しをを人巻れき、上透げか、 しロ川クilロJ と成形卜部し・て1正い副iるを。子+持~nち宜軸へ却ラにケはズ良リ方し形てのい 機溶1時u櫨身則を践的削締lにすりt宵でiも111製作横とされてい取るり "にー木鉄似造跡爪だが 割l立厄式とのもの機も側あ後者削る
I丹身市lの円りん にの 、軸構健細舗川に 。後りのHけノたミ t壱M跡妓、すありも。の 而がにあはる~m~)がり

る。

相輪部位、山i 7.2cm。 7*8平9c均m.総 1~1j8.52cmで、制備調lに人れられる。を除いた高さは噂 4且j

軒1偏却の刷用WlJI fJ'I郎の 'J~ß車のみJ<現在れ、 m花、~給、伏鉢、砥盤は表現されてい J花ニ、かlらk鉢阪に、主~峰盤、が小表現・ 大され-てillのい泊る.fE、1i'Tiの'i(給 付L蛤を簡蛸{ヒ)、前
f.il、申

軒1輸部
'iaまの形状とλ;きさ 低い宝縁形で、lJi.lI.!~J置の主味つまみと額似する。 径2.4cm、商事

1.4c01。
1l 1iME車cmのe刊尚ささが*~あJ2り、:Ul意先箱が尖勺て長く 延びている。 ・平均i.I¥

.Ocm. 

相l倫締結都11¥ 3.9cm。 相鎗締基却は露11となる.・砥I!・ド均径2.59cm。

'_ja牢11(ドの段上!"イE径 'j[疎~-[ fの結 tc!n'1Eにあたる悩ijiの11¥は1.9cm。 傘']1.基'J1.92cm。

相l輸剖iの(~;り 1i ロクロ成形による併身部と十11給計uの一体泊。 機憾n>Jりで製作されている。 i'Iこ・木造だが、組iutのものもある。

一
表9 三重小塔と百寓塔の比較

掌I孟金子裕之.1991 r百高峰Jr法隆寺の至宝 第5巻百.1書・蛇躍尼経』ρ93の計;JJ.による.

本遺跡の三重小塔と最も類似する資料は、法隆寺に伝世する木造百寓塔(第152図1)と平城宮跡か

ら出土した須恵器質の小塔(第152図3)である。後者は屋根の形態が百寓塔と酷似するが、全体の形

状が不明確である。上記追跡出土の小塔の多くは、木造百高塔とは形態 ・大きさが異なり、全体の形

のわかるものも少なし、。須恵器質の小塔では本遺跡から出土した三重小塔のみが完形で、最も百寓塔



に類似している。

2)三重小塔と百菖塔との比較検討

本遺跡の三重小塔(第152図2)と百蔦塔(第152図1)とを比べると (表的、屋根 ・軸部が円形の

三重小塔であり、ロクロ成形されていること、瓦が表現されていないこと、法量が近似する ことなど

類似点が多L、。ただし、須恵器質の焼き物であること、相輪部の表現が簡略化されていること、屋根

の大きさが初重 ・二重 ・三重と順に小さくならないこと、屋根の断面形が算盤玉状であること、初重

の軸部に長方形の透かしが4箇所開けられていること、基壇が表現されずに、内部が基壇底面から中

空に制り抜かれていること、仕上げに胡粉 (白土)が塗布されていないことなどは百高塔と異な

る。

須恵器質の焼き物で、須恵器窯で焼成されたとみられること、初重の軸部に長方形の透かしが4箇

所開けられていることなどは瓦塔と共通している。しかし、瓦塔は総高が 1m以上と大きく、法量が

まったく異なるとともに、屋根 ・軸部が方形で、瓦や組物も表現され、木造塔をかなり忠実に小さく

したものである。本遺跡出土の三重小塔は瓦塔とは法量 ・形態が大きく異なる。

以上のように、本遺跡出土の三重小塔は百寓塔を模倣したものとみられるが、忠実には模倣してい

なし、。

桃生城存続期〔天平宝字2年 (758)頃~宝亀5年 (774) 7月〕でも相対的に古い 8-2期のS1 

24竪穴住居跡から出土したことから、宝亀5年 (774)7月よりも古いとみられる。また、百高塔を模

倣したものとみられることから、天平宝字8年 (764)9月より古くはならない。

この三重小塔は、 8-2期のS124竪穴住居跡埋土から、横倒しになった上に鉄鉢形の須恵器鉢B

(第105図4)が被さった状態で出土した (第104図、巻頭図版 2-2)。

鉄鉢形の須恵器鉢は、 「仏供養具」とみられ、僧尼や仏教との関連の深い遺物である(中野. 1976; 

雨宮. 1983;兵. 1997;考古学から古代を考える会.2000など)。

三重小塔が百寓塔を模倣したものとみられ、 三重小塔と鉄鉢形の須恵器鉢がともに出土したことを

考え合わせると、 三重小塔と鉄鉢形の須恵器鉢を用いた何らかの供養 (註31)が行われた可能性が高

いと考えられる。

( 2 )珠文鏡

8-1期のS121竪穴住居跡埋土より珠文鏡がl点出土した (第65図51)。この鏡は錆が進行し、遺

存状態はかなり悪L、。大きさは直径約7cmで、約3/4残存している。文様は外側から素縁、外向鋸歯

文、櫛歯文、二重圏線、一列に整然と配置された珠文、圏線となっている。鏡式は森下分類の珠文鏡

2式、中山 ・林原分類、樋口分類の珠文鏡I類に相当し、古墳時代前期 (4世紀代)に列島内で製作

された倭鏡である (森下， 1991;中山・ 林原， 1994;樋口， 1979、註32・33)。

ところが，この鏡が出土した8-1期の S121竪穴住居跡は、 上限年代が桃生城造営期 〔天平宝字2

年 (758)頃〕に位置付けられる。したがって、この珠文鏡は少なくとも300年間は伝世されてから埋

められている。
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本例のように、年代的にかけ離れた古墳時代の鏡が古代の竪穴住居跡から出土した例には、 9世紀

後半頃の埼玉県嵐山町大木前遺跡第5号竪穴住居跡から出土した{方製二神二獣鏡、 9世紀前半頃の千

葉県千葉市下回遺跡第49号竪穴住居跡から出土した珠文鏡など、全国的にみてもごく少数例しかない

(埼玉県埋蔵文化財調査事業団， 2001)。今回、奈良時代の竪穴住居跡から出土した珠文鏡は、かなり

珍しいものと言える。

新田東遺跡に古墳時代前期に属する古墳があったとは、これまでの周辺地域の状況からみてとても

考えられなし、。塩釜式の竪穴住居跡が l棟 (S1 16竪穴住居跡)のみ検出されたが、出土遺物は貧弱

で、珠文鏡を保持していた集団に属していた可能性は低い。同型式の珠文鏡の北限である長野県を含

めた中部 ・関東地方から、奈良時代になってもたらされたものとみる方がより自然な解釈である。こ

の珠文鏡については、桃生城の造営にあたり、関東地方から強制移住させられた柵戸や鎮兵などが伝

世してきた可能性が高いと考えておきたし、。

なお、珠文鏡と同じく S1 21竪穴住居跡埋土からガラス小玉が l点出土したが、成分分析の結果か

らみて古墳時代のもので、珠文鏡とほぼ同年代のものとみられる。

第 6章 まとめ

1.古墳時代、奈良時代、平安時代の集落が検出された。他に縄文時代前期の土壌1基、遺物包含層

l箇所、近世以降の石組井戸跡1基、石組暗渠 ・開渠1条、平場l箇所が検出された。

2.奈良時代のB期集落は、西に隣接する城柵官街遺跡の桃生城を支えるために、律令政府の辺境政

策に基づいて陸奥田内や関東諸国などから動員 ・移住された柵戸や鎮兵の集落跡である。

3.奈良時代のB期集落は、桃生城造営期の天平宝字2年 (758)年頃~廃絶期の宝亀5年 (774)7 

月までのもので、掘立柱建物跡14棟、竪穴住居跡29棟以上からなる。竪穴住居跡29棟のうち、 20棟

は人為的に埋め戻されており、桃生城造営期または存続期のものである。また、焼失した7棟、自然

堆積して廃絶した 2棟は、桃生域廃絶期の宝亀5年 (774)7月頃のものとみられる。掘立柱建物跡

を中心にみると 4小期の変遷がある。各小期には複数の竪穴住居跡の存在が推定されるが、特定で

きなし、。

4. B期の竪穴住居跡には関東系のカマドがもあり、北関東系の須恵器高台坪・裂も出土している。

遺構 ・遺物から 『続日本紀』にみえる関東からの鎮兵や柵戸の存在を裏付けることができた。

5. B期の竪穴住居跡から馬具が出土し、 『続日本紀』にみえる騎兵や軍毅などの存在を裏付けること

ができた。

6.平安時代のC期の集落は、宝亀5年 (774) 7月の桃生城廃絶から約100年後の一般集落であり、

2小期に分けられる。



註

註 l 愛知県陶磁資料館主任学芸員の井上喜久男氏に御教示いただいた。器形 ・調整 ・胎土 ・鉄錆利l・焼成の特徴な

どからみて瀬戸窯製品であ り、井上編年(1994) の設窯V期(l716~1743年、亨保~寛保年間〕、藤沢編年(1998)

の瀬戸紫第 2段階第6小期 (18世紀前菜頃)のものであるという。御教示に感謝L、たします。

註 2 U洋土器の可能性のある土器が出土した遺構 ・周位には、 S111 B焼失竪穴住居跡堆積土、SB 3・4・5・

7・8・10・12・14掘立柱建物跡掘方、 SB 5・6・10・11・12掘立柱建物跡抜取穴、 SB 1・2・3・4・6・

7・9樹立柱建物跡柱痕跡、 SE 2 井戸跡掘方 ・ 自然企ff~磁土、 S K 3 ・ 5 ・ 6~8 土域がある。 また、 u洋土苦誌を

設定した基準資料に含まれていないが、 I苦手土総に相当する資料に含まれている類型には、土師器杯 1A 1・1A 2・

1 C 2類、高原 I類、鉢E類、須恵誌郎B1 • E類、高珂;A類、盤、蓋Alb.Alc.A2類、鉢B類がある。

註 3 llA群土器を設定した基準資料に含まれていないが、 IJA群土器に相当する資料に含まれている類型には、土師

~高台係 ll A類がある。なお、 土師器杯 1 :額 . ~I 類、須恵器郎A3 類がこれらの一部から破片で少数出土したが、

IJA群土総よりも古い時期のI群土器が浪人したものとみられる。

註 4 llB群土器の可能性のある土器が出土した遺構・腐位には、 S137 A竪穴住居跡周様、S140A竪穴住居跡WJ溝・

主住穴抜取火、 S140B主柱穴掘方、 SX 1 遺物包含府がある。また、 IJB群土器を設定した基準資料に含まれてい

ないが、 llB群土器に相当する資料に含まれている類型には、土師器甑B類がある。なお、土師路上不 I類 ・鎚 I類、

須恵総杯A3類がこれらの遺構の一昔flから破片で少数出土したが、 IJA群上器よりも古，、 It洋土器が浪人したもの

とみられる。

註 5 本遺跡の I群土器に含まれていた須恵総のうち、桃生滅跡SB17西脇殿出土土器群に合まれない須恵織の類型

には、杯A1 • A 2・B1・B3・B4・C1・C2・D2・E類、高台杯A2・B1・c類、高月;B類、盤、蓋

Ala.A1b.A2.B類、鉢B類、壷A1 • B 1類、裂C類、円面硯がある。前述のように、これらの多くは

I 群土~~の中で少数含まれていた類型であり(表 5 、第135函)、これらが含まれていないことは大きな差異ではない

と考えられる。

註 6 本遺跡出土の須恵誌上不A3類と桃生城跡西脇殿出土の須恵器杯A3類について、Microsoft社のExcel2000を用

いて口径、底径、~~高、 底径/口径比、 器商/口径比、器高/底径比、外傾度の属性表を作成し、商用の汎用統計

ソフ トSTATISTICA Version99i (開発元:米StatSoft社、日本法人:スタットソフト ・ジャパン株式会社)の学

習用機能限定版STATISTICABLUE BACKS Special Version (新村秀一.2002)にその属性表を読み込んでデー

タ解析した。結果は下記の表のとおりである。この表の中央値 (Q2)は測定値を小さい順に並べた時の中央の値、

第 l四分位点 CQl)は同様に25%の値、 第3四分位点 (Q3)は同様に75%の億を指す。中央値を中心とするQ1から

Q3までの聞に計測値の50%が入り、中央値がこれらの計測値を代表している。点数の少ない桃生滅西脇殿の数値

は、いずれも新旧東遺跡の中央値を中心とする50%の範囲内に入り、両者の法量が類似していることがわかる。

智1AEE3総矧月: ，ft測数 平均 中(Q央2{)由 段小筒 h立大i直 tp，l (四Q分l〉{立点 第3阿分3)i立点(Q 内分i立J有事E開 保権偏J長

n l.事 391点点 14_7cm H.6cm 13.3cm 16.6cm 14.1cm 15.4cm 1.3cm 0.844349 
14.&m 14.8cm 14.Ocm 15.6cm 14.6cm 15.2cm 0.6cm 0.516667 

戚 1干 43点政 8.4cm 8.4cm 7.Ocm 11.0cm 7.&m 9.2cm 1.4cm 0.89卯21
12 8.3cm 8.3口n 7.6cm 9.3cm 8.Ocm 8.6cm 0.7cm 0.487029 

~・ 2五 390 点点 4.15cm 4.25cm 3.lcm 5.2cm 3.9cm 4.4cm 0.5cm 0.45ω61 
4.3cm 4.2cm 4.Ocm 4.5cm 4.2口n 4.3cm O.lrm 0.166667 

In:l呈/口径 390 点点 0.567 0.568 0.493 0.652 0.531 0.603 0.072 0.044904 
0.565 0.575 0.487 0.628 0.544 0.582 0.037 0.040864 

:mtVII径 390 点点 0.282 0.285 0.220 0.333 0.265 0.301 0.005l 3 00.0262 396 
0.2飽 0.284 0.272 0.307 0.281 0.298 0.017 .012278 

総j'，vr.tl量 390 点点 0.500 0.511 0.344 0.614 0.450 0.538 0.090 0.064945 
0.565 0.575 0.487 0.628 0.544 0.582 0.037 0.040864 

外傾!主 390点，.，'，:て
52. 5532。0 4468。。 5597。0 55010 。 5555。0 4550 。 3.525249 
53。 3.077016 

新旧東遺跡 ・桃生城西脇殿出土の須恵器勾;A3類の法量比較(上段:新旧東遺跡、下段 :桃生城跡西脇殿)
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註 7 1群土器を出土し、基準資料に用いた竪穴住居跡のうち、焼失したS1 8・340竪穴住居跡は宝亀5年 (774)

7月の桃生城廃絶期に位置付けられ、 I群土器を出土した他の遺構よりも年代的に新しいとみられる。

3回建て直されたS134竪穴住居跡のうち、当初の S134A竪穴住居跡には丸底の土師器杯1A 1類が含まれて

いる (第137図下)。 また、焼失した最後のS1340竪穴住居跡には丸底の土師器杯1A類が含まれず、平底の土師器

器杯1C 1類と土師器椀1B類が含まれている(第139図)。 層位的関係からみて、土問i器杯の丸底(IA類)から平

底(IC類)への転換が新旧関係として把握される。これら S1 8・340焼失竪穴住居跡出土土器を I群土器の中で

も新しい土器様相としてみることができる。

一方、 SB 2・9・11掘立柱建物跡と重複してこれらより古いS121竪穴住居跡については、 SB 2・9・11掘立

柱建物跡からも I群土器が出土したことから、 I群土器を出土した遺構の中でより古い遺構であり、そこから出土し

た土器 (第136図上段)はI群土器の中でも古い操相のものととらえることができる。土師器杯は丸底気味の 1B類

に限られ、 土師器高杯を含む。土師器高原は新しい土器様相を示すS1 8・340焼失竪穴住居跡に含まれず、土師器

杯 1B類はS1340焼失竪穴住居跡に含まれていない。量的に少ないため、断定できないが、土師器係 1B類、 土師

器高杯も I群土器の中でより古い様相のものとみることができるかもしれない。

註8 底部が回転糸切りで切り縦されたままの須恵器郎、土師器杯は宮城県内では 9世紀後葉頃に一般化している。

註 9 第2群土器の基準資料には、多賀城市高崎遺跡第11次調査SX 1080土器廃棄土機出土土務群 (千葉・伊藤.1995; 

高野. 1991)、多賀城市山王遺跡第9次千刈田地区SX543土器廃棄土墳出土土器群 (石川・相沢. 1991)がある。

註10 在地・関東系というカマドの相違に関わらず同じ土器様相であることを併せ考えると、この太田窯跡の製品が官

給品として本遺跡に居住した人々に支給された可能性がある。その一方で、次項で述べるように、北関東系の須恵器

高台杯 ・裂が両者のタイプの笠穴住居聞から若干出土している (S1 2・8 • 21・27竪穴住居跡)。このことは竪穴

住居の構築者と居住者が必ずしも一致していなかったことを示唆している。

註11 脚部に透かしのある須恵器高杯は、関東では茨城県新治窯跡群 (赤井. 1997 a • b)などで知られ、岐阜県美濃

須衛窯跡群 (斉藤 ・後藤編.1995)にも多く認められる。

註12 体積はS1 8竪穴住居跡では約2.5m'、 S1340竪穴住居跡では約2.1m'で、埋蔵文化財関係で一般的に用いられ

ているテン箱 (内法54cmx 34cm x 15cm)に換算すると、 S1 8竪穴住居跡では約92箱分、 S1340竪穴住居跡では

約76箱分となる。固く焼き締まった焼土塊にはスサを含んでいなかった。この層直下の床面上には炭化材があまり

多く認められず、上部に炭化物の薄い層は認められなかった。そしてS1 8.340竪穴住居跡とも壁際が周溝状に掘

削され、その掘方が埋められ、 上部が窪んだ状態で火災に遭っていた。また、 S1 8竪穴住居跡のカマド前には暗渠

が設けられ、この暗渠も掘方が埋められて、上部が窪んだ状態で火災に遭っていた。

註13 S 1340竪穴住居跡の火災後に流入した堆積土からはスサを含まない焼けた壁土片が少量出土している。S1 

8焼失墜穴住居跡については、壁と土葺き屋根をもっ構造であったと考えられる。

註14 土茸き屋根をもっ古墳時代~平安時代にかけての竪穴住居跡については、群馬県下での検出例が多く、中筋違

跡 -E黒井峯遺跡 ・荒神前遺跡などの例が集成されている (深津. 1992)。また、竪穴住居跡の覆土モデルと上屋 ・埋

没過程モデルについての論考もある(江口.1998)。本遺跡の焼失竪穴住居跡の構造を考える上で参考にさせていた

だL、fこ。

註15 宮城県内では、① 6 世紀末~7 世紀初頭領の仙台市大年寺山第10号横穴の鐙 ・ 轡 ・ 51手・革金具 (佐藤 ・ 菊地

編.1990)、②利府町郷楽遺跡第107号住居跡出土の 8世紀後半頃の鉄製U字状吊手金具(庄子他. 1990)、③多賀城

跡第66次調査SK2321土壌第10層出土の 8 世紀後葉頃~9 世紀初頭頃の双環状鏡板付轡 (柳津・白崎編. 1996)、④

仙台市中田畑中遺跡第54号土坑出土の 9世紀代と推定される壷鐙銭担金具 (太田編. 1994)、⑤多賀城市市川橋遺跡

河川跡出土の10世紀前菜頃の鉄製壷鐙 (多賀城市埋蔵文化財センター. 2000)など、数遺跡から馬具が出土してい

る。 このうち、②の利府町郷楽遺跡第107号住居跡出土例は、本遺跡出土の壷鐙金具と形態が類似し、年代も本遺跡



に近L、。また、 ③の多賀城跡第66次tIlJ資SK2321土域第10屑出土例に取り付けられている引手は本遺跡例と類似し

ている。本追跡の轡も同様の環状鏡板付轡であったとみられる。

註16 木心金属張三角錐形蛮鐙については、古積時代の出土例(斎藤， 1986;花谷， 1991;富永， 2002)が集成されて

いる。奈良 ・平安時代のものは出土馬具自体きわめて少ない (大谷， 1984;瀧瀬， 1994・1997;小島， 1997)。また、

古代の木製鐙についても出土例が少ない (永井， 1996)。鉄製U字状吊手金具は、 平安時代などの遺構からの出上例

も少数知られているが (大谷， 1984; J.京他， 1989;太田編， 1994;瀧瀬， 1997;山口編， 1999など)、木製舌長鐙に

取り付く金具と推定されており(原他， 1989)、これらの共伴関係や年代、取り付けられる木製鐙の形態などについ

て、今後さらに検討する必要がある。

註17 3方向に革帯をヲ|っ張る構造の辻金具には、正倉院中倉宝物の金銀泥絵鞍 (第 l号鞍)、素地牟久木鞍 (第2号

鞍)の胸懸の辻金具ーがある(正倉院事務所編， 1976・1994;日本馬具大鑑編集委員会編， 1991)。これらは水晶・琉

拍が依装された金銅製の優品で、 3本の革帯は先金具 ・平環 ・締金具でそれぞれの脚と結合され、鋲留めはされて

いない。馬形地輸の例では面懸の辻金具は3H向ないし 4方向にヲ|っ張る構造のもので(増岡， 1960;太田，1999; 

徳江編， 1998)、尻懸の辻金具は 4-6方向にヲ|っ張る構造のものである。

註18 本遺跡の隣接する桃生滅の造営にあたり、 『続日本紀』天平宝字 2年 (758)12月8日条には坂東の騎兵、 『続日

本紀』天王11:宝字 3年 (759)9月26日条と 『続日本紀』天平宝字4年 (760)1月 4日条には軍団を統括した軍毅がみ

え、騎兵や騎乗した武官が存在したことを示している。

註19 撃であるならば、軍防令備戎具条には兵士10人ごとに備えるべき火具のーっとして繋l点が規定されており、本

遺跡の性絡を考える上で注目される。

註20 群馬県松井WIl1J愛宕山遺跡第4母焼失墜穴住居跡出土の8世紀末-9世紀初頭頃〔天平宝字 4年 (760)初鋳の

万年通賓が共伴、土器からの年代推定〕の盤 (徳江， 2000)、埼玉県上皇町中堀遺跡出上の平安時代の豊富 (瀧瀬，

1997)など、少数例が知られているにすぎない。

註21 桃生城跡が宝亀5年 (774)7月の後に再建されていないことについて、鈴木拓也氏はその直後の宝亀5年 (774)

10月に按察使兼鎮守将軍の大伴駿河麻巴が遠山村を攻撃して制圧し、宝亀7年 (777)頃より海道蝦夷から山道蝦夷

に律令政府の攻繋回線が絞られてくることから、宝亀5・6年の征討によって遠山村を中心とする海道蝦夷がほぼ制

圧され、そこに桃生城に代わる海道蝦爽の支配の拠点として中山柵が設位されたと推定している (鈴木，1998)。桃

生城より北に位世する中山榔の設置によ って、桃生械は前進基地としての役割を終え、再建されなかったとみられ

る。そして、桃生城を支えた本遺跡のB期集落も廃絶したとみられる。

註22 B期集落の出現と廃絶のあり方は突然であり、隣接する当時最北の城柵・桃生城の存廃と同一歩調を取ったもの

とみられる。また、このことは桃生城を支えるために律令政府の辺境政策に基づいて陸奥圏内や関東諸国などから

動員・移住された柵戸や鋲兵の集落である本遺跡の性格をよく示している。

註23 B -1期の上限年代については、桃生械が造営された天平宝字 2年 (758)頃、 BJUIの下限年代は桃生城が海道

蝦夷の襲撃によ って焼失した宝亀5年 (774)7月とみられる。BJ切の存続年代は桃生城存続期 (天平宝字2年 (758)

頃~宝亀5年 (774)7月〕の17年間とみられ、この間に少なくとも 4小期の変遷があることになる。各小期を通じ

て存続した竪穴住居跡などもあると予想されるが、 l小期は平均4年と短く 、短期間のうちに変遷している箇所もあ

ることがわかる。

註24 東海地方の出土品については、愛知県陶磁資料館の井上喜久男氏と岐阜県各務原市埋蔵文化財調査センターの

渡辺博人氏に御教示いただいた。また、奈良国立文化財研究所の金子裕之には百議塔全般にわたって御教示いただ

いた。御教示に感謝申し上げます。

註25 法隆寺百高塔 (第153図 1)は金子(1991)掲載図を筆者が再トレースしたものである。誤りがあればすべて箪

者の責任である。また、巻頭図版2-1左側の百寓熔は東北歴史博物館所蔵のもので、本巡跡仕1上の三重小塔と並べ
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て撮影させていただくとともに、掲載を快諾していただL、た。東北歴史博物館の御配慮、に感謝申し上げます。

註26 平城宮跡出土資料 (第153図3)については、須恵器の器輩として概報 (奈良国立文化財研究所. 1996)に報告

されたものである。資料調査にあたって奈良国立文化財研究所、金子硲之 ・巽淳一郎 ・金田明大氏の御配慮、をいた

だき、ともに実見して本遺跡の三重小峰と同様の三重小暗の一部としてみた方がよいとの結論に達した。そして、後

日に金田氏が改めて実測された実測図を提供していただき、柳津がトレースしたものを提示した。誤りがあればす

べて筆者の責任である。関係者各位の御配慮に感謝申し上げます。

註27 千葉県袖ヶ浦町川原井廃寺跡出土資料 (第153図4)については、報告書掲載図を上下逆にみて裏トレースした。

誤りがあればすべて筆者の責任である。

註28 岐阜県各務廃寺出土小塔 (第153図5~12) は、各務原市埋蔵文化財調査センターで実見し、 『各務原市史』 掲載

の図に一部加筆 ・修正して再トレースした。そのうち第153図11は未公表資料で、筆者が略iJlIJ図をとらせていただい

た。誤りがあればすべて筆者の責任である。各務原市埋蔵文化財調査センターの御配慮に感謝申し上げます。

註29 山臼寺跡出土小塔 (第153図13)は、各務原市埋蔵文化財調査センターで実見させていただき、 『各務原市史』燭

載の凶に一部加筆・修正して再トレースした。各務原市埋蔵文化財調査センターの御配慮に感謝申し上げます。

註30 岐阜県文化財保護センターで実見させていただいた。御配慮に感謝申し上げます。

註31 百蔦塔の造立根拠となった 『無垢浄光大陀羅尼経』には、建立した仏塔の前に 「方壇」を作って供養する呪法が

述べられ、その際に 「五色鉢Jr五鉢Jr供養鉢Jr五供養鉢Jが用いられている(新筒大正蔵経刊行会編. 1928. 
pp.718-720 ;千早.1908)。

註32 大手前大学の森下章司氏に珠文鏡全般について御教示いただいた。感謝申し上げます。

註33 これまでユ見つかった珠文鏡は、 1994年段階の集成によると、 全国で約250例ある (中山・林原. 1994)。珠文鏡に

は珠文が-:yIJに並ぶもの、二列に並ぶもの、三列以上乱雑に配されるものなどがある(樋!こし 1979;小林. 1979:森

下. 1991;今井. 1991)。珠文鏡の北限は、福烏県会津坂下町森北 l号墳 (吉田編. 1999)と福島県原町市桜井古墳

群上渋佐支群7号墳 (鈴木編、 2001)で、これらは珠文が二列に並ぶ型式である。今回見つかった珠文鏡と同様に珠

文がー列に並ぶ型式の珠文鋭は、群馬県に 2例、長野県に 6例、東京都に l例、|岐阜県 l例、 大阪府に l例、兵庫

県に 2例、広島県に l例、徳島県に 3例、愛媛県に 2例、福岡県に l例、熊本県に l例など21例以上がある (白石・

設楽編. 1994;今井， 1991;西山， 1997;中111・林原. 1994)。このうち、長野県長野市川柳将軍塚古墳(森本，

1929 ;後藤. 1977;岩崎. 1982)、同川田条里遺跡・篠ノ井遺跡群 (西山. 1997)、古墳時代前期の群馬県甘楽郡甘楽

町天引向原遺跡20号-住居跡(右島編. 1994)、群馬県佐波郡赤堀町今井南原古墳群 (群馬県立博物館. 1980)がこれ

まで北限であった(白石 ・設楽編. 1994;西山. 1997;中山 ・林原. 1994)。珠文鏡の分布を考える上でも、今回出

土した珠文鏡は貴ー重である。

なお、宮城県内でこれまで、見つかった古墳時代の鏡は 9例 (①四獣形鏡:伝古川市日光山古墳群、 ②重層文鏡?・

色麻町御山古墳、 ③六獣形鏡:fllJ台市ー塚古墳、 ④乳文鏡:仙台市裏町古墳、⑤涙文鏡?:仙台市南小泉遺跡、 ⑥

t戻文鏡 :角田市吉ノ内 l号墳、 ⑦六鈴六獣形鏡・丸森町狐塚古墳、 ⑧六鈴七獣形鏡:丸森町台町20号墳、 ⑨内行花文

鏡:丸森町台町20号墳〕だが、珠文鏡はない(藤沢.1994)。
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付章 1 新田東遺跡より出土した炭化材 ・種子の分析

吉川純子 (古代の森研究舎)

1 . はじめに

新田東遺跡は、宮城県河北町にある桃生城跡の東に隣接し、掘立柱建物跡、竪穴住居跡などで構成

される大規模集落跡である。今回分析にあてた試料を出土した竪穴住居跡のうち、 S1 8・34D竪穴

住居跡は屋根に土が葺かれている 8世紀第 3四半期頃、奈良時代の焼失竪穴住居跡、 S120竪穴住居

跡は 9世紀後葉頃、平安時代の焼失竪穴住居跡で司ある。前者は桃生城跡が西暦774年に蝦夷により攻

撃を受けた際に焼失したと推定されている。

同定に際しては、東北大学理学研究科教授 以科目Pサ 追跡 近情用l 制位 制f.i

S 1 2 0 C-I即i H可 ネムノキt<>

鈴木三男氏にご指導を仰いだ。ここに記して
S 1 2 0 じー1IVJ Li'lui ムクノキ近似何l
日12 0 C IIVJ 3柄 カエデklI

感謝いたします。
S 1 2 0 C 1 l!iI 遇制 クーJ
SI8 日間"~.li 叫J クリ

SI8 日制tもよ 派IIIi ケヤキ

SI8 H用l終.li Jh:il日 コナラ節

S 1 B IlJUI終点 l"illdi岬内 クリ

2 . 炭化材同定結果 SI8 B即llHi ワ 'JIJi!l似同
10 S 13m B即l終.li 叫<Ifti ケヤキ

試料は自然乾燥させた後、カッターや剃刀
11 S 1 :111) 日開I1警本 時il(li コナラ飾

12 日1 :11υ 日開In.li 叫J刷 コナラ節

I:l 日13W 1)柑Jlをよ J.lillli ムクノキ近似附

を用いて横断面、放射断面、 接線断面を割り H S 134fl 11 IVJ終'" 1村川端7官際 コナ予防t

15 S 13W 日開l終本 ~tl'li部内 モ'1レンtJi

出し、反射顕微鏡で観察、同定した。同定結
f(j S 131D 日開lfi.li 。 クリ

Ij S I :J4fl 日間l終車 ? クリ

果を表 lにまとめた。全18試料で広葉樹8分
!日 S 1 :111) BIUI終よ '1 クヌギflII

類群が認められた。以下に同定した分類群の
表 1 炭化材の樹種同定結果

木材解剖学的記載を行う。

1) コナラ属コナラ節 Quercus sect. Prinusブナ科

図版 1-la-c (No.7) :No.7 (SI8)， No.1l，12，l4 (SI34D) 

早材部では大型で丸L、単独管孔 1-2 ~Ij配列し、晩材部でごく小型、薄壁で角張った管孔が火炎状

に配列する環孔材。道管の穿孔は単一で放射組織は向性、単列小型のものと複合で大型のものがあ

る。この大型の複合放射組織のため、コナラ属の炭化材は放射方向の割れ目が沢山出来る。また、薄

片状に放射方向に割れてしまうため、残りの薄片状の横断面では複合放射組織が全く見えず、クリと

誤同定されることがある。 コナラ節には、ミズナラ、コナラ、カシワ、ナラガシワなどの種類がある。

2) コナラ属クヌギ節 (No.18) Quercus sect. Aegilopsプナ科

図版 1-2 a -c (No.18) : No.18 (S 134D) 

早材部では大型で丸い単独管孔が1-2列配列し、晩材では厚壁で丸い小型の管孔が放射方向に比

較的ルーズ.に配列する環孔材。道管は単一穿孔。放射組織は単列向性で小型と大型の複合放射組織が

ある。また道管の周りには周囲状仮道管がある。年輪幅の広いものでは年輪界近くで小道管がかなり

小さくなり、コナラ節との区別が困難な場合がある。

3) クリ Cast，αnea crenata Sieb. et Zucc.ブナ科

図版 1-3 a -c (No.16) : No. 4 (S 120) .No. 5，8，9 (S 18) .No.16.17 (S 134D) 
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年輪のはじめに大型で丸い単独管孔が1一数列配列し、晩材にいくにつれ徐々に径が小さくなる小

型薄壁管孔が火炎状に配列する環孔材。道管の穿孔は単一、放射組織は同性で単列。試料のうち

No.9は燃焼が激しかったらしく、保存が極めて悪い。

4) ムクノキ近似種 cf. Athananthe astera (Thunb.) Planch.ニレ科

図版1-4a-c(No.13) :No.2 (SI20) ，No.13 (SI34D) 

やや大型で厚壁の管孔が単独及び放射方向に 2-3列複合してまばらに散在する散孔材。年輪界に

近づくと管孔径はやや小さくなる。木部柔組織は周囲状と帯状。放射組織は異性で 1---4細胞幅。ム

クノキは放射組織の端の直立細胞に結晶がみられることが多いが、ここの試料ではみられなかったた

め、近似種とした。

5) ケヤキ Zelkova serrata (Thunb.) Makinoニレ科

図版2-5 a -c (No.10) : No. 6 (S 18) ，No.lO (S 134D) 

大型の管孔が年輪のはじめに 1-2列配列し、晩材では小型で薄壁の管孔が数個から十数個ずつ塊

を作って斜め方向に速なる環孔材。道管の穿孔は単一で小道管にはらせん肥厚が認められる。放射組

織は異性で上下端が直立細胞、幅は 1-8細胞ほど放射組織の周りには大型の結品がみられる場合が

多い。

6) モクレン属 Magnolia モクレン科

図版2-6 a -c (No.15) : No.15 (S 134D) 

小さい道管が放射方向に 2-3個複合して散在する散孔材。道管は穿孔が単一で壁孔が階段状、炭

化材では階段穿孔にみえる。年輪界にはターミナル柔組織がみられる。放射組織は 1-2細胞幅で異

性。道管はどちらかというと丸みが強く、ホオノキの可能性がある。

7) ネムノキ属 Albizia マメ科

図Ji1i2 -7 a -c (No. 1 ) : No. 1 (S 1 20) 

大型で丸い管孔が単独または 2個複合して2---数列集合し、晩材で徐々に径が小さくなりながら放

射方向に 2-3個複合して散在する環孔材。木部柔組織は年輪のはじめでは周囲状、晩材部では翼状

から連合翼状。道管は単一穿孔。放射組織は向性で1-3細胞幅、きれいな紡錘形ではなくやや角張っ

た感じである。

8) カエデ属 Acerカエデ科

図版2-8 a -c (No.3) : No.3 (S 1 20) 

小型で丸い管孔が単独または 2、 3個複合して散在する散孔材。道管は単一穿孔で内壁にはらせん

肥厚が認められる。放射組織は1-4細胞幅で向性。

3.炭化種実同定結果

新田東住居跡からは、若干の炭化種実が得られたため、ここに同定結果を記す。S120 (C -1期〉

からはモモ核及びクリ炭化種子を出土し、 S121 (B -1期)からはモモ核及び不明草本の地下茎を

出土した。またSB6-Pll (B-3期)及びS134D (B期終末)からはモモ核を出土した。



モモ炭化核の長さは最大19.7mmから最小13.3mm平均16.lmmと小さく、長さと幅の比は 1:1.1でほ

ぼ円形に近L、。モモ核は轍密で細胞が詰まっているため、炭化しでも収縮が激しくはなく、サイズと

しては現在のものと比較するとかなり小さく外形も丸L、。クリ炭化種子の高さは最大15.4mm最小

11.6mm平均11.12mm、幅は最大16.2mm最小12.4mm平均11.3mmで・あった。クリの種子は生では水

分をかなり含み、空隙が多いので炭化するさいの収縮が激しいが、本遺跡で出土した炭化種子を生の

状態に復元すると20mm程度を超えないとみられ、現在の山野に生育しているような小さいクリと考

えられる。

4.考察

焼失竪穴住居跡における出土炭化材はほとんどが柱材をはじめとした建築材と推定されている。分

析にあてた18試料のうち最も多いのはクリで6試料、 3試料がコナラ属コナラ節、ケヤキとムクノキ

近似種が 2 試料ずつ、それにモクレン属とネムノキ属、カエデ属であった。 8~11世紀の東北地方の

建築材は、西日本のように針葉樹を利用せず、コナラ節、クヌギ節、クリなどの広葉樹材の利用が圧

倒的に多い。 8世紀以前から続く傾向としてこれらのブナ科樹種利用に くわえ、ケヤキ、あるいはモ

クレン属を利用する例もあるという(山田，1993)。おそらく本

遺跡でもクリ、コナラ節などとともに周囲から調達しやすいケ

ヤキやモクレン属などを加えて建築材として利用していたと考

えられる。

図lに各竪穴住居跡の出土炭化材分布を示した。S1 8竪穴

住居跡ではクリ、コナラ節とケヤキで、いずれも建築材として

利用度の高い樹種である。この竪穴住居跡もクリ、コナラ節、

クヌギ節、ケヤキを使っており、周溝で出土したモクレン属も

周囲の林野で手に入れやすい樹種であるため利用されたと考え

られる。S134D竪穴住居跡では、 NO.16の棚板とみられる炭

化材にはクリが使われていた。S120竪穴住居跡ではクリ、カ

エデ属は比較的利用されやすい樹種であるが、ネムノキ属は耐

久、保存性が低く、 一般には建築材としては用いられず、

ちょっとした道具に使われるか、燃料材などとして持ち込まれ

た可能性も考えられる。なお、ムクノキに近似する材がS134 

D及びS120竪穴住居跡で出土しているが、現在では関東地方

以南にしか分布していない。

引用文献

818 

図 1 新田東遺跡炭化材出土状況

山回目久 1993 I日本列島における木質遺物出土遺跡文献集成一用材から見た人間・植物関係史」

『植生史研究』特別第1号 p. 242 
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2a.コナラ属クヌギ節(恥18)CX55 2b.同 Rx110 2c同 TX110

3a.クリ (No.16)CX55 3b.同 Rx55 3c問 TX110

4a.ムクノキ近似種 (No.13)Cx55 4b閑 Rx110 4c.問 TX110

図版1 新田東遺跡より出土した炭化材 (1 ) 
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5aケヤキ (No.10)CX55 5b.同 RX110 5c.同 TX110

6a.モクレン属 (No.15)CX55 6b.同 Rx110 6c.同 TX110

7a.ネムノキ属 (No.1)C x55 7b.同 RX220 7c.同 TX110

8a.カエデ属 (No.3) C x55 8b.同 RX110 8c同 TX110

図版2 新田東遺跡より出土した炭化材 (2 ) 
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付章2 新旧東遺跡出土製鉄関連遺物の分析 ・調査

川鉄テクノリサアーチ株式会社

分析・ 評価事業部埋蔵文化財調査研究室

岡原正明 ・天辰正義 ・小川太一 ・福田文二郎

1 .はじめに

宮城県河北町新田東遺跡から出土した製鉄関連遺物(鉄津 ・鍛造剥片 ・輔羽口)について、自然科

学的な観点での分析調査を依頼されたので、 ①鉄棒 ・鍛造剥片 ・輸羽口の外観と切断面部分の顕微鏡

観察による記録、②鉄津の化学成分分析による製鉄工程上の位置付けを中心に以下報告する。

2.調査項目および試験・観察方法

(1)調査資料と調査項目

n斜
:-':0 
il:l:i1l情 制位 時開l 資料極別

岸
lliilF，砂鉄系的鋭鍛ftii事

SI3U奇跡 用上IIr'i BJIII 
腕形m.出般治f事 (合鉄)
位tt鉄I甲
領造i:，jJ¥・

5 Slol!Hi跡 ijfi脱J:1 R'i lJ!gJ 腕Jf，砂鉄系柿鈍鍛治伸 {合鉄〉

6 S1111'尉跡 ijt樹土l附 C.I用l 砂鉄系梢鈍鍛治序

7 制17f医師跡 地防t:31t!i C.I即l IliiJfHi7鎖般的fr

8 S140C住居跡 C市l品鴻 じー2用l 高チタニア砂鉄系製鎌印

9 SI'IOD1I'居跡 ij片山 1:3 h'i C.2岬l 腕JF"II~J!I!U;lt

10 SKiJ峨 t雅樹上 11函 H旧J? 腕形制鱗般ffii宇

11 日131!tlA跡 地上11fi B聞l 輔*J11

J! ~'1 C "1)ιはメタルチ i ヲカーによる金属傑知bi止、時四lは首~ 5 市 3 をお~t

，r， 

材科

抗
館J』虫3 

E 

i'll 13'1.4 fl't~虫

if. l日3.2 強

ff， 0.2 鮒

F事 0.7 首陸

if. 401.1 強

if. 23 制

i"f， 1i3 耐強

f事 26.8 昔時

i事 63.6 術詰1

i事 272.8 ft't中j

l.h Iニ 133 自瞬

表 1 調査資料と調査項目及び資料の製鉄工程上の位置付け

( 2 )試験 ・観察方法

①重量計測、外観観察および金属探知調査

M 
外組、L 学成分化 草制‘邑L l 

線l折X Hl 
1比C〉Ei 

。

分析X 

無 。。。 。
(i 。。。
無 。 。
俸 。 。
イi。。。 。
鰭 。。。 。
無 。。。 。
鯖 。。〆、、J r、J、
ー均 。。。
1司E。。。 。
無 。 。。

資料重量の計量は電子天秤を使用して行い、少数点2位以下で四捨五入した。各種試験用試料を採

取する前に資料を撮影し、試料採取時の特異部分についても撮影を行った。

着磁力調査については、直径30mmのリング状フェライ ト磁石を使用し、官能検査によ り 「強 ・やや

強 ・中・やや弱 ・弱」の 5ランクで、個別調査結果を表示した。金属探知機 (MC : metal checker) 

を用いて残存金属の有無を調査した。

②化学成分分析

化学成分分析は鉄鋼に関するJ1 Sの分析法に準じて行った。

鉄棒中成分は、18成分(全鉄T.Fe、金属鉄M.Fe、酸化第一鉄FeO、酸化第二鉄Fe，O，、シリカSiO九

アルミナAl_O、ライムCaO、マグネシアMgO、酸化ナトリウムNa.O、酸化カリウムK，O、チタニア

TiO，、酸化マンガンMnO、酸化リ ンPβ、化合水C.W.、炭素C、ヴァナジウムV、銅Cu、コバルトCo)

を化学分析した。
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③顕微鏡組織写真

資料の一部を切り出し樹脂に埋め込み、細かい研磨剤などで研磨(鏡面仕上)した。金属箇所はナ

イタール (5%硝酸アルコール液)で腐食後、顕微鏡で観察しながら代表的な断面組織を拡大して写

真撮影し、金属組織および介在物(不純物、非金属鉱物)の存在状態等から製鉄 ・鍛冶工程の加工状

況や材質を判断した。原則として100倍および 400倍で撮影を行い、必要に応じて実体顕微鏡 (5倍~

20倍)でも観察した。

④SEM-EDXによる観察

真空中で試料面の直径2μm程度の範囲に電子線を照射すると試料面から二次電子、反射電子、特

性X線などが発生する。SEM(走査型電子顕微鏡:Scanning Electron Microprobe Ana1ysis)によっ

て、二次電子または反射電子の発生程度を写真として撮影できる。さらにEDX (エネルギ一分散型

X線分析:Energy Dispersi ve X -ray spectroscopy)によって、試料に電子線を照射した際に放出さ

れる特性X線のエネルギーを検出し、試料表面層の元素分析を行うことができる。この両者を組込ん

だSEMjEDX (X線マイク ロアナライザー付き走査型電子顕微鏡)を用いて観察した。

SEM-EDX装置の仕様;検出器:KEVEX社製Quantum、定査電子顕微鏡:目立製S-4100型、標準

電子線加速電圧:15kV、標準蛍光X線積算時間 :100秒間、元素マッピング分析(最大指定元素数:

8、マッピング分析所要時間:約30分)。

⑤X線回折測定

試料を粉砕して板状に成形し、 X線を照射すると、試料に含まれている化合物の結晶の種類に応じ

て、それぞれに固有な反射(回折)された特性X線が検出されるこ とを利用して、試料中の未知の化

合物を観察 ・同定することができる。多くの種類の結晶についての標準データが整備されており、ほ

とんどの化合物が同定される。測定装置は理学電気株式会社製 ロータフレックス (RU-300型)を用

L、fこ。

3 .調査結果および考察
資料l・2・5-10の鉄浮について、表2に化学成分分析結果、表3にX線解析結果、図1-3に

成分解析結果を示した。以下、資料番号順に調査結果を述べる。

( 1 )資料番号NO.1 椀形精錬鍛冶津

①外観観察(図版 1-1・2) 長さ81.2mmx幅58.6mmx厚さ32.4mm。資料の重量は134.4gで・

ある。 MC(金属探知)反応はなし、。大きな割欠部が一辺にある。上部は木炭痕の空洞や灰色の土の

詰まった凹凸の激しい様相を呈し、細かな気泡痕が全体に見られる。底部は椀形を呈し、砂粒がかみ

込まれ火床材や水酸化鉄とともに、細かな気抱痕が多い。砂礁の汚染の少ない轍密な部分から試料採

取した。形状から炉内に放置された炉内津に見える。

②鉱物組織分析 資料を切断し、樹指に埋めこみ研磨した断面の100倍と400倍の顕微鏡ミ クロ組織

写真を図版2-22に示す。写真前面の灰白色四角状で中が三角形の空洞に見えるチタン鉄酸化物のウ

ルボスピネル (Ulvospinel:2FeO・Ti02)結晶と中間面に灰青色で四角形がやや崩れた形状をしたマグ



ネタイト (Magnetite:Fe3U.l)およびやや小さいファイヤライト (Fayalite:2FeO・Si02)結晶が観察さ

れる。したがって、本資料の主要組織は、ファイヤライト、マグネタイトおよびウルボスピネルから

構成されていると推察される。

X線回折チャートのまとめを表3に示した。ファイヤライト、ウルボスピネルとシリカ (Quartz:

Si02) が検出された。顕微鏡組織とほぼ一致している。

~() 1'. Fe M， Fc 1'.0 rcO 8iO， Mρ1 c"o MgO 
!t中(%1

Fc'，O、 FeO 
43 0.18 47.6 白32 2'1.5 6，26 1.67 1.29 14.U 8;;.1 

2 ;;2.9 。ュ3 32.6 : !~I 16.3 1.16 0.37 0.33 ♀1，5 45.5 
， 51 0.33 5.1.6 10.7 21.1 4.99 1.09 0.75 16.1 83.9 
6 59.6 0.17 ιl 13.8 13.8 3.51 OA 0.5 17.7 82.3 
， 57.5 11.12 61.1 11.1 12 3.49 。以 0.92 18.8 81.3 
8 30.9 0.22 28.5 12.1 23.5 6.21 1.12 3.6~ 29.8 10.2 
9 59 2的 15.8 63 3.47 1.12 0.39 0.5 79.9 20，1 
10 51.8 0，28 57.9 13，6 17 U9 0.57 0.54 19 空l

:-10 )J H~O 1(，0 'I'iO. う11110 pρ5 (;，W. Co じ V C:u i:'il'f，成分%
()，43 0.87 (i .5~) 0，23 0.:l:l9 0.87 。(112 0.04 O.()，16 。∞l 35 

2 0.21 0.38 0.27 0.0<; 0.255 3.62 0.012 0.35 。∞2 。005 21.8 

" 0.'15 0.99 2.13 0.12 0.221 0.78 0.011 O.似 0.016 0.005 :J!)A 

6 0.18 0.36 1.55 0.08 0.327 0.63 11倒防 。ω 0.024 0.001 18.8 
7 0.22 【1.76 4.9 0.14 0.144 0.46 0.02 0.02 0.18 。∞2 18.2 
8 0.11 1.03 23 0.66 0.161 0.37 0.036 0.03 0.27 。∞l 35.9 
9 0.04 0.12 4.49 0.15 。錦8 1.32 0.023 0.56 O.ω3 。∞3 5.6 
lU 0.18 0.32 3.51 0.13 0.37i 0.75 。ω8 日02 0.026 日∞l 22.8 
C.¥¥'.-化合水、itI作成分・:;iO，Al，Q・(;00+~1g()， 1¥11.0. 1¥.0 

表2 分析鉄;宰資料の化学成分分析結果(%)

且1.，"成分

資料 :'-Jo. 
w凶 llle [¥'lagnelILt.> HcmatiLP Fs){ulilc Uh'ospinel lImenitp Cocthitc QUl1l"l1. 
~mト マグIHト ヘ791ト 71件対ト 。島~'At j.~ イ.IHト t' -判ト イi..，
A 日 c D E F G 11 。1 02 03 

2 02 。l 03 
3 03 02 。l
6 。l 0:1 02 
t 。l 03 02 
8 02 。l 03 
日 。l 03 02 
10 02 03 。l

A : W usliw-Fpû、日 ~t8gnelit(" F{' 0"， C : Hematite-re.O、0・Fuyuhtc Fc-:SiO"， 
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表3 分析鉄津資料の×線解析結果

③化学組成分析 化学成分分析の結果(表2)によると、全鉄 (T.Fe) 43，0%に対して、酸化第一

鉄(ウスタイト :FeO) は47，6%、酸化第二鉄 (へマタイト :Fe203) は8.3%で、Fe，O，とFeOの比率は、

15 : 85で、平衡状態図(註 1)からウスタイトの存在領域に近い。反応ではウスタイト (FeO) と鉄

(Fe) が生成していたであろう。また、金属鉄 CM.Fe) は0.18%と少ないので、金属鉄は殆ど鏡化

したと推察される。

津中成分の指標となる造浮成分 (SiO~+ AbO:，+CaO+ MgO+  N a20+  K20)は35.0%である。砂鉄原料に

含まれていたと考えられるチタニア CTitaniumdioxide:Ti02)が6.59%で、パナジウム (Vanadium:V) 

を0.05%含有する。鉱石に含有される成分の一つで、ある銅 (Copper: Cu)は0.001%と少なし、。したがっ

て、低チタニア含有の砂鉄を始発原料とした可能性が高し、。なお、鉄津中のチタニアは工程が進むほ

ど外部に放出されるので、含有率は下がり最終工程(鍛錬鍛冶)では介在物に残る程度の微量になる

傾向がある。
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一方、本資料の製造工程の位置づけとして、これまでの組成分析結果(データ)を整理し、図 lに、

と造津成分には、 T.Fe (%) 2 の関係を示す。図(TiOz) とチタニア全鉄 (T.Fe) 

(Si02+Al~03+CaO+MgO+Na~O+K20) (%)の関係を示す。本資料は、図 1では砂鉄系製錬樺と砂鉄

系精錬津グループの境界領域に属し、図2では鉱石系製錬津グループと砂鉄系製錬津グループの中間

したがって、化学組成分析、顕微鏡観察およびX線回折の結果を考慮すると、本位置に属している。
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資料は、チタニア含有の砂鉄系精錬鍛冶津と推察される。
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以上の結果を総合すると、この資料は椀形砂鉄系精錬鍛冶津(炉内倖)で、鉄源にはチタニア含有

の砂鉄が使用された可能性が高い、と推定される。

(2 )資料番号No.2 椀形鍛錬鍛冶津(含鉄)

①外観観察(図版 1 - 3~5 ) 長さ81.4mmx幅57.6mmx厚さ40.4mm。資料の重量は193.2gで

ある。MC(金属探知)反応がある。重量感のある鉄棒で、全体が水酸化鉄と土砂に覆われ、黄土色

になっている。胴部には細い割れが中心に向けて入っており、鉄が鏡化中の状態である。底部には中

央に水酸化鉄の癌があり、割れが溝を通っている。茶褐色の割れ目や木炭(繊維)も観察される。

②鉱物組織分析 資料を切断し、樹脂に埋めこみ研磨した断面の100倍と400倍の顕微鏡ミクロ組織

写真を図版 2- 23~25に示す。写真前面に樹枝状のマグネタイト (Magnetite:Fe10，)、その背面に大

きな短冊状のファイヤライト (Fayalite:2 FeO・Si01)結晶が観察される。一方、金属鉄が共存し、フェ

ライト (Ferrite:αFe)の大きな結晶が観察された。したがって、本資料の主要組織は、ファイヤラ

イトとマグネタイトならびに、金属鉄とその鏡化物から構成されていると推察される。また、含鉄は

加工されておらず、岸内に残存した状態である。

X線回折チャートのまとめを表 3に示した。ファイヤライト、マグネタイトとゲーサイト CGoethite:

α-FeOOH)が検出された。ゲーサイトは金属鉄の鋳化物である。

③化学組成分析 化学成分分析の結果(表 2)によると、全鉄 (T.Fe) 52.9%に対して、酸化第一

鉄(ウスタイト :FeO)は32.6%、酸化第二鉄 (へマタイト :FeD3)は39.0%で、FeZ03とFeOの比率は、

54 : 45で、平衡状態図からマグネタイトの存在領域に近い。津中成分の指標となる造津成分

CSi02+AL03+CaO+MgO+ N a20+ K20)は21.8%である。砂鉄原料に含まれていたと考えられるチタ
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ニア (Titaniumdioxide:Ti02) が0.27%とかなり低L、。パナジウム (Vanadium:V)を0.002%含有す

る。鉱石に含有される成分の一つである銅 (Copper:Cu)は0.005%と少ない。化合水 CC.w.)が3.62%

と高いので、 金属鉄の鏡化物が多いと推定される。

一方、本資料の製造工程の位置づけとして、これまでの組成分析結果(データ)を整理し、資料番

号No.lと同様に、図 1と図 2をプロットし、図 3には、砂鉄系と鉱石系を分類する (MnO/Ti02と

Ti02/T.Fe)関係を示す。本資料は、図 lでは、砂鉄系鍛冶津クソレープの範囲に属する。図2では、

鉱石系製錬津グループと砂鉄系鍛冶津グループに近い位置に属する。図 3では砂鉄系鍛冶停に属す

る。したがって、 化学組成分析、顕微鏡観察およびX線回折の結果を考慮すると、本資料は、砂鉄系

鍛冶樺と推察される。

以上の結果を総合すると、この資料は含鉄鍛錬鍛冶津で、含鉄は未加工の状態で津内に残存してい

た鉄源にはチタニア系砂鉄が使用された可能性が高い、と推定される。

(3 )資料番号No.3 粒状鉄棒

①外観観察(図版 1-3) 長さ3.9mmx幅2.3mm以下、ゆ4mm-ゆ1.5mmのもの 4点が収集され

ている。資料の重量は0.2gである。MC(金属探知)反応はない。ゆ4mmのものは黒光りして微細気

抱がある。中間のψ2.8mmのものには比較的大きな孔があり、中空になっているものと思われる。こ

の2点について断面組織を観察した。

②鉱物組織分析 資料を樹脂に埋めこみ研磨した断面の20倍顕微鏡ーマクロ組織写真を図版2-26に

示した。急冷され微細な結品となり、全面に残存気孔が観察される。 100倍と400倍の顕微鏡ミクロ組

織写真を図版 2-27・28に示す。27には短冊状のファイヤライト、ウスタイ ト結晶、 28には全面に樹

枝状のファイヤライト結晶が観察される。したがって、鍛錬鍛冶または精錬鍛冶の初期工程で鉄棒が

飛散して急冷凝固したファイヤライト結晶とウスタイト結晶と推察される。

以上の結果を総合すると、この資料は粒状鉄津で、鍛錬鍛冶工程または精錬鍛冶工程で飛散して急

冷凝固した可能性が高い、と推定される。

( 4 )資料番号No.4 鍛造剥片

①外観観察(図版 1-8・9) 長さ5.3mmx幅3.6mmx厚さ1.0mm。大きいものは7mm四角、

小さなものは1mm四角の剥片。資料の重量は0.7gである。MC(金属探知)反応はなL、。鍛造剥片と

かさぷた状の薄い表皮状鉄浮片も含まれている。表面には薄く土が付着しているものが多いが、軽く

研磨すると青鉄色の光沢のある表面が出てくる。肉厚の表皮状のものと鍛造の際に鉄の表面から酸化

皮膜が剥離した極薄の試料を用いた。

②鉱物組織分析 資料を樹脂に埋めこみ研磨した断面の顕微鏡ミクロ組織写真を図版 2-29・30に

示す。29C鍛造剥片 :大、厚さ800μm=0.8mm)には全面に白色で主にウスタイト相とゲーサイト相

が観察される。黒色の気孔が見られるが、飛散過程では存在していた金属鉄が鋳化してゲーサイトに

なり溶出した痕跡と推察される。30C鍛造剥片 :小、厚さ200μm=0.2mm)には全面に白色で撤密な

ウスタイトが観察される。酸化皮膜(酸化鉄:ウスタイト)が剥離して飛散したものと推察される。

以上の結果を総合すると、この資料は鍛造剥片で、鍛錬鍛冶工程で、鉄の酸化皮膜 (厚さ800-200



μm)が剥離し飛散した、と推定される。

(5 )資料番号NO.5 椀形砂鉄系精錬鍛冶津(含鉄)

①外観観察(図版 1- 10~ 1 2) 長さ104.0mmX幅78.0mmX厚さ36.9mm。資料の重量は401.1gで

ある。3面に割欠面のある椀形鍛冶律。上部は平坦で土と水酸化鉄が凹部を埋め、部分的に黒光りす

るガラス質淳が見える。木炭繊維痕が多い。重量感があり、 上部にMC(金属探知)反応があり、着

磁力も強し、。底部は 2段津状で、 下部は黒色の梓。他は茶褐色をしている。黒色部の上にMC反応が

あるのでここを切断調査した。

②鉱物組織分析 資料を切断し、樹脂に埋めこみ研磨した鉄津の顕微鏡ミクロ組織写真を図版3-

31に示す。写真前面に樹枝状のマグネタイト (Magnetite:Fe3U，)、繭玉状のウスタイト (Wustite:FeO)

およびその背面に大きな短冊状のファイヤライト (Fayalite:2 FeO・SiOJ結晶が観察される。した

がって、本資料の鉄津組織は、ファイヤライト、マグネタイトとウスタイトから構成されていると推

察される。一方、鉄棒中に金属鉄が観察された。金属鉄の顕微鏡ミクロ組織写真を図版 3-32に示

す。金属鉄の外周にはもやもやとした乳白色のゲーサイト (Goethite:α-FeOOH)組織、 中心部に純

鉄のフ ェライト (α-Fe)と炭素 (0.5%C程度)を含むノfーライト [Pearlite:セメンタイト

(Cementite:Fe，C)結晶とフェライト (Ferrite:α-Fe)結晶が層状に析出する]組織が観察される。

鉄棒中に残存した鏡化中の金属鉄である。

X線回折チャートのまとめを表3に示した。ウスタイト、ファイヤライトとマグネタイトとが検出さ

れた。鉄津組織と一致している。

③化学組成分析 化学成分分析の結果(表 2)によると、全鉄 (T.Fe) 51.0%に対して、酸化第

一鉄(ウスタイト FeO)は55.6%、酸化第二鉄(へマタイト :Fe203)は10.7%で、 Fe203とFeOの比率は、

16 : 84で、平衡状態図からウスタイトの存在領域に近い。

津中成分の指標となる造津成分 (Si02十AIDl+CaO+MgO+Na20+K20)は29.4%である。砂鉄原料

に含まれていたと考えられるチタニア(Titaniumdioxide:TiOJが2.13%とパナジウム(Vanadium:V)

を0.016%含有する。鉱石に含有される成分の一つである銅 (Copper:Cu)は0.005%と少ない。

一方、本資料の製造工程の位置づけとして、これまでの組成分析結果(データ)を整理し、以上の

資料と同様、図 1、図2と図3にプロットした。本資料は、化学組成分析、顕微鏡観察およびX線回

折の結果を考慮して、砂鉄系精錬鍛冶津と推察される。

以上の結果を総合すると、この資料は砂鉄系精錬鍛冶津で、金属鉄を含んでいる、鏡化中の金属鉄

が未加工のまま残存した資料で、鉄源にはチタニア系砂鉄が使用された可能性が高い、と推定される。

( 6 )資料番号NO.6 砂鉄系精錬鍛冶浮

①外観観察 (図版 lー13) 長さ38.9mmX幅31.0mmx厚さ13.4mm。資料の重量は23.0gである。

MC (金属探知)反応はなし、。三方に割欠面のある肉薄偏平な黒色で細かく発泡した津。両面とも凹

凸が激しく、 凹部には砂礁が入っているが、全体的に清浄な資料である。

②鉱物組織分析 資料を切断し、樹脂に埋めこみ研磨した鉄津の顕微鏡ミクロ組織写真を図版 3

-33に示す。写真前面に樹枝状のマグネタイト (Magnetite: Fe30，)、繭玉状のウスタイト
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(Wustite:FeO)およびその背面に大きな短冊状のファイヤライト (Fayali句:2FeO・SiOt)結晶が観

察される。したがって、本資料の鉄棒組織は、ウスタイト、ファイヤライトおよびマグネタイトから

構成されていると推察される。

X線回折チャートのまとめを表5に示した。ウスタイト、ファイヤライトとマグネタイトとが検出さ

れた。鉄倖組織と一致している。

③化学組成分析 化学成分分析の結果 (表2)によると、 全鉄(T.Fe) 59.6%に対して、酸化第一鉄

(ウスタイト :FeO)64.0%、酸化第二鉄 (へマタイト :Fe2 O~) は13.8%で、 FeZ03と FeOの比率は、 18:

82で、平衡状態図からウスタイトの存在領域に近い。

津中成分の指標となる造津成分 (SiO汁AlzO~+CaO+MgO+ N a~O+ KzO)は18.8%である。砂鉄原料

に含まれていたと考えられるチタニア (Titaniumdioxide:Ti02)が1.5%となっており、パナジウム

(Vanadium:V)を0.024%含有する。鉱石に含有される成分の一つである銅 (Copper:Cu)は0.001%

と少なL、。

一方、 本資料の製造工程の位置づけとして、これまでの組成分析結果 (データ)を整理し、以上の

資料と同様、図l、図 2と図3にプロットした。したがって、化学組成分析、顕微鏡観察およびX線

回折の結果を考慮すると、本資料は、チタニア含有の砂鉄系精錬鍛冶俸と推察される。

以上の結果を総合すると、この資料は砂鉄系精錬鍛冶梓で、鉄源にはチタニア系砂鉄が使用された

可能性が高い、と推定される。

(7 )資料番号NO.7 椀形精錬鍛冶津

①外観観察(図版 1-15) 長さ88.4mmX幅58.0mmX厚さ31.0mm。資料の重量は173.0gである。

MC  (金属探知)反応はない。割欠面がIヶ所で半割されたような鉄浮。上部は黒色発泡し粗震な鉄

棒で一部に茶色の水酸化鉄癌が付いている。底部には水酸化鉄と土との癒が生成され黄土色の盛り上

がっている部分がある。比較的付着物の少ない肉厚幅広い部分から試料を採取した。

②鉱物組織分析 資料を切断し、樹脂に埋めこみ研磨した鉄棒の顕微鏡ミクロ組織写真を図版3-

34に示す。写真前面に繭玉状のウスタイト CWustite:FeO)、樹枝状と多角形状のマグネタイト

CMagnetitθ:FelOI)およびその背面に大きな短冊状のフ ァイヤライト (Fayalite:2 FeO・SiOz)結晶

やチタン鉄酸化物のウルボスピネル (Ulvospinel:2 FeO・Ti02)結晶が観察される。したがって、本

資料の鉄棒組織は、ウスタイト、ファイヤライト、マグネタイトおよびウルボスピネルから構成され

ていると推察される。

X線回折チャートのまとめを表3に示した。ウスタイト、ファイヤライ トとマグネタイトとが検出

された。鉄棒組織とほぼ一致している。

③化学組成分析 化学成分分析の結果(表 2)によると、全鉄 (T.Fe) 57.5%に対して、酸化第一

鉄 (ウスタイト:FeO)61.1%、酸化第二鉄(へマタイ ト:Fe，Oa)は14.1%で、 Feρ3とFeOの比率は、

19 : 81で、平衡状態図からウスタイトの存在領域に近い。

津中成分の指標となる造津成分 CSi02+AhOa+CaO+MgO+NazO+K20)は18.2%である。砂鉄原料

に含まれていたと考えられるチタニア CTitaniumdioxide:Ti02)が4.9%とやや高く、 パナジウム



(V anadi um: V)を0.18%含有する。鉱石に含有される成分の一つである銅CCopper:Cu)は0.002%と少なL、
一方、本資料の製造工程の位置づけとして、これまでの組成分析結果(データ)を整理し、以上の

資料と同様にプロッタした結果と化学組成分析、顕微鏡観察およびX線回折の結果を考慮すると、本

資料は、チタニア含有の砂鉄系精錬鍛冶津と推察される。資料NO.6と同様の傾向を示している。

以上の結果を総合すると、この資料は砂鉄系精錬鍛冶津で、鉄源にはチタニア系砂鉄が使用された

可能性が高い、と推定される。

( 8 )資料番号No.8 高チタニア砂鉄系製錬津

①外観観察 (図版 1-16) 長さ31.6mmx幅27.1mmx厚さ23.2mm。資料の重量は26.8gである。

MC C金属探知)反応はない。 割欠面は鋭角に 3方向にある。銀黒色をした流出棒状の資料である。割

欠面は撤密で、キラキラと結晶が光って見える。表面には木炭繊維痕があり、流出浮特有の表面が滑

らかな部分がある。付着物は少ないが、一部に砂礁をかみ込んでいる。

②鉱物組織分析 資料を切断し、樹脂に埋めこみ研磨した断面の100倍と400倍の顕微鏡ミクロ組織

写真を図版 3-35に示す。写真前面の白色針状で空洞があるチタン鉄酸化物のイルメナイト

CIlmenite: FeO・Ti02)または針状のプシュードブルッカイト (Pseudobrookite:FeO・2TiOz)およ

び大きい多角形状で空洞があるチタン鉄酸化物のウルボスピネル (Ulvospinel:2 FeO・TiOJ結晶と

写真の背面にファイヤライト (Fayalite:2 FeO・Si02)結晶が観察される。したがって、本資料の主要

組織は、ウルボスピネル、イルメナイトまたはプシュードブルッカイトおよびファヤライトから構成

されていると推察される。

X線回折チャートのまとめを表3に示した。ウルボスピネル、イルメナイトおよびファヤライトが

検出された。顕微鏡組織とほぼ一致している。

③化学組成分析 化学成分分析の結果 (表2)によると、全鉄 (T.Fe) 30.9%に対して、酸化第一

鉄(ウスタイト:FeO)は28.5%、酸化第二鉄(へマタイト:FeZ03)は12.1%で、 Fe20:1とFeOの比率は、

30 : 70で、平衡状態図からウスタイトの存在領域に近い。

津中成分の指標となる造津成分 (SiO汁ALO:I+CaO+MgO+ N a20+ K20)は35.9%である。砂鉄原料

に含まれていたと考えられるチタニア (Titaniumdioxide:Ti02)が23.0%と高い。パナジウム

(Vanadium:V)を0.27%含有する。鉱石に含有される成分の一つである銅 (Copper:Cu)は0.001%と

少ない。したがって、高チタニア含有の砂鉄を始発原料とした可能性が高い。

一方、本資料の製造工程の位置づけとして、これまでの組成分析結果 (データ)を整理し、図 lに

全鉄(T.Fe)とチタニア(Ti02)の関係を示す。図2にはT.Fe(%)と造津成分(SiO2+ A1203+CaO+ MgO 

+Na20+K20) (%)の関係を示す。本資料は、図 lでは、砂鉄系製錬津グループの範囲に属する。図

2では、砂鉄系製錬津グループに属する。したがって、 化学組成分析、顕微鏡観察およびX線回折の

結果を考慮すると、本資料は、高濃度合有チタニアの砂鉄系製錬棒と推察される。

以上の結果を総合すると、この資料は砂鉄系製錬浮で、鉄源には高チタニア含有の砂鉄が使用され

た可能性が高い、と推定される。

( 9 )資料番号NO.9 椀形精錬鍛冶浮
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①外観観察 (図版 1-17) 長さ58.4mmX幅33.6mmX厚さ27.6mmo資料の重量は63.6gであるo

MC C金属探知)反応は弱。全体が土と水酸化鉄の固着物に覆われ癌も生成された資料。水分の多い

ところに埋蔵されていたものか。黄土色や茶色の癌が多く、やや細長い重量感のある資料。一部に茶

褐色の水酸化鉄も見え、鋳化進行中の鉄を含んでいるものと見られる。

②鉱物組織分析 資料を切断し、樹脂に埋めこみ研磨した断面の100倍と400倍の顕微鏡ミクロ組織

写真を図版 3-36に示す。写真前面に針状で空洞があるチタン鉄酸化物のイルメナイ ト(Ilmenite:

FeO・Ti02)または針状のプシュードブルッカイト CPseudobrookite:FeO・2Ti02)および多角形状

で空洞があるウルボスピネル (Ulvospinel:2 FeO・Ti02)結晶が溶融鉄棒 (ガラス質)から晶出して

いる。写真の上部と下部は、金属鉄が鋳化したゲーサイ ト (Goethite:α-FeOOH)相が存在し、全体

を白色化している。

したがって、本資料の主要組織は、ウルボスピネル、イルメナイトまたはプシュードブルッカイト

およびゲーサイトから構成されていると推察される。本来は、金属鉄が存在していたが、金属鉄は鋳

化進行中と推察される。

X線回折チャートのまとめを表5に示した。マグネタイト、ウルボスピネルおよびへマタイトが検

出された。マグネタイトはゲーサイトの鏡化過程で生成したものと推察される。

③化学組成分析 化学成分分析の結果(表 2)によると、全鉄(T.Fe) 59.0%に対して、酸化第一鉄

(ウスタイト :FeO)は15.8%、酸化第二鉄 (へマタイト:Fe20:)は63.0%で、 Fe203とFeOの比率は、

80: 20で、平衡状態図からマグネタイトの存在領域に近い。

津中成分の指標となる造津成分 CSiOz+AlzO汁 CaO+MgO+Na20+K20)は5.6%である。砂鉄原料に含

まれていたと考えられるチタニア (Titaniumdioxide:Ti02)が4.5%で、パナジウム (Vanadium: V) 

を0.08%含有する。鉱石に含有される成分の一つである銅 (Copper:Cu)は0.003%と少なし、。したがっ

て、チタニア含有の砂鉄を始発原料とした可能性が高い。

一方、本資料の製造工程の位置づけとして、これまでの組成分析結果 (データ)を整理し、以上の

資料と同様、図 l、図 2と図3にプロットした結果と化学組成分析、顕微鏡観察およびX線回折の結

果を考慮すると、本資料は、チタニア含有の砂鉄系初期精錬鍛冶津と推察される。

以上の結果を総合すると、この資料は砂鉄系椀形精錬鍛冶倖で、共存していた金属鉄は全て鋳化進

行中、鉄源にはチタニア含有の砂鉄が使用された可能性が高い、と推定される。

(10)資料番号NO.10 椀形精錬鍛冶津

①外観観察 (図版 1-18) 長さ74.2mmx幅58.6mmX厚さ48.5mm。資料の重量は272.8gて♂ある。

MC(金属探知)反応はなL、。2方向に割欠面のある肉厚重量感のある資料。上部は気孔や木炭痕があ

り薄く水酸化鉄に覆われているが、中凹。底部は火床材が付着し、おにぎり状に膨らんでいる。黒色

発泡粗撃な鉄棒である。

②鉱物組織分析 資料を切断し、樹脂に埋めこみ研磨した鉄棒の顕微鏡ミクロ組織写真を図版3-

37に示す。写真前面に多角形のマグネタイ ト (Magnetite:Fe30，，)、繭玉状のウスタイト (Wustite:

FeO)およびその背面に大きな短冊状のファイヤライト (Fayalite:2 FeO・Si02)結晶が観察される。



したがって、本資料の鉄棒組織は、ウスタイト、ファイヤライ トおよびマグネタイトから構成されて

いると推察される。

X線回折チャー卜 のまとめを表3に示した。マグネタイト、ウスタイ トとファイヤライ トとが検出

された。鉄棒組織と一致している。

③化学組成分析 化学成分分析の結果(表 2)によると、全鉄(T.Fe) 54.8%に対して、酸化第一

鉄(ウスタ イト:FeO)57.9%、 酸化第二鉄(へマタイ ト :FezO~) は 13 .6%で、 FezO!と FeOの比率は、

19 : 81で、平衡状態図からウスタイトの存在領域に近い。

津中成分の指標となる造津成分 (SiOz+AL03+CaO+MgO+Na20+KzO)は22.8%である。砂鉄原料

に含まれていたと考えられるチタニア CTitaniumdioxide:Ti02)が3.5%で、パナジウム

(Vanadium:V)を0.026%含有する。鉱石に含有される成分の一つである銅 (Copper:Cu)は0.001%と

少ない。したがって、チタニア含有の砂鉄を始発原料と した可能性が高い。

一方、本資料の製造工程の位置づけとして、これまでの組成分析結果 (データ)を整理し、以上の

資料と同様、図 1、図 2と図3にプロットした結果と化学組成分析、顕微鏡観察およびX線回折の結

果を考慮すると、本資料は、チタニア含有の砂鉄系精錬鍛冶津と推察される。

以上の結果を総合すると、この資料は砂鉄系椀形精錬鍛冶津で、鉄源にはチタニア系砂鉄が使用さ

れた可能性が高い、ものと推定される。

(11)資料番号No.ll 輔羽口

①外観観察(図版 1-20・21) 長さ 71.4mm X 帽67 .9mm X 厚 さ 32 .4mm。 外径60mm、内径25~

30mm。資料の重量は433.0gである。MC(金属探知)反応はなL、。外観写真を34頁に示す。やや肉

薄の羽口で先端部には着磁力やや弱の黒色溶融鉄津が付着している。内部の被熱影響部を避けて胎土

も採取し分析を試みる。岸部はガラス質状光沢部もある。

②鉱物組織分析 資料を切断し、樹脂に埋めこみ研磨した鉄棒の顕微鏡ミク ロ組織写真を図版3-

38に示す。写真の溶融鉄棒 (ガラス質)の前面に樹枝状のマグネタイト (Magnetite:Fe:IOI)および

多角形状で空洞があるチタン鉄酸化物のウルボスピネル CUlvospinel:2 FeO・TiO~) 結晶が観察され

る。したがって、 本資料の組織は、溶融停が羽口炉壁に付着して生成したもと推察され、精錬鍛冶に

使用されていたものであろう。

③胎土組成 ・耐火度分析 表 4 に胎土成分の E D X分析結果を示す。 シリカ CSiO~) が66. 1%で、

通常の粘土(約60%程度)よりもやや高めで、耐化度を向上させるアルミナ CAlzO:1) も18.7%で、通

常の粘土における約15~18%に近い、 耐火度は普通(1500
0

C 程度)と推定される。

以上の結果を総合すると、 この資料は羽口の一部で、溶融津が付着していて、精錬鍛治に使用され

ていたものと推定される。

表4 蛍光×線による資料11(輔羽口)の化学成分分析結果
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4.まとめ

資料の調査結果および考察結果を以上に述べた、それらの結果を以下にまとめる。

①No.l・2・5・6・7・9・10資料は砂鉄系鍛冶律、 NO.1資料は鍛錬鍛治淳、 No.2・5・6・

7・9.10資料は精錬鍛冶浮と推定される。No.2とNO.9資料は、鉄津中に金属鉄が共存している

含鉄鉄浮である。いずれも加工処理を受けた形跡はない。

②No.3資料は粒状鉄停で、鍛冶工程(精錬または鍛錬)で発生したものと推定される。

③No. 4 資料は鍛造剥片で、鍛冶鍛錬工程で発生した鉄の酸化皮膜 (厚さ800~200μm) が剥離した

ものと推定される。

④No.8資料はチタニア系砂鉄製錬津で、高チタニア含有砂鉄を製鉄の始発原料としていると推定さ

れる。

⑤NO.ll資料は、輔羽口の一部に溶融津が付着した耐火材である。

参考文献

注問J銭郎 1986 r鉄の考古学』
たたら研究会編1994 r I:l木製鉄!と論集たたら研究会創立25刷年記念論集」
佐!族知雄 1963 r炭素鋼の顕微鏡組織写真と解説』
gtj沢泰二、佐久間健人 1979 r金属組織写真集鉄鋼材料編J(日本金属学会)
二ミ辻平IJ- 1989 1胎士分析による土器の産地推定←蛍光X線法Jr考占学・美術史の自然科学的研究J(古文化財編集
委員会編)

小川太一 2002 I分析側から見た鉄関連遺物発繍調査への期待Jr欽の歴史ーその技術と文化フォーラム』論文集』
(白木鉄鋼協会 鉄関連造物分析評価研究会)

、写占星=ロ

註1 FeO-Fe20，，-SiO，系状態図 (byOsborn and Muan) :Slag Atlas [ドイツ鉄鋼協会J(981) [Verlag StahleisenJ 

Dusseldorf， Fig. 106， p，76を用いた。
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1.資料NO.l椀形精錬鍛冶淳の外観(表) 2.資料NO.l 椀形精錬鍛;台湾の外観(裏) 3.資料NO.2椀形鍛錬鍛冶;幸の外観(表)

4.資料No.2椀形鍛錬鍛冶浮の外観 (裏) 5.資料No.2椀形鍛錬鍛冶浮の切断面 6.資料No.2線形鍛錬鍛;台湾の切断面

7資料NO.3粒状鉄浮の外観 8資料肋.4 鍛造剥片の外観 9.資料No.4 鍛造剥片の外観

10資料No.5t自形精錬鍛冶浮の外観 (表) 11.資料胤5t車形精錬鍛冶浮の外観(裏) 12.資料No.5線形精錬鍛冶浮の切断面

13.資料No.6精錬鍛冶津の外観 14資料No.7椀形精錬鍛冶淳の外観 (表) 15資料No.7椀形精錬鍛冶浮の外観 (裏)

16.資料No.8精錬浮の外観 17.資料No.9線形精錬鍛冶津の外観 18資料No.l0椀形精錬鍛冶浮の外観 (表)

19.資料No.l0椀形精錬鍛冶浮の外観 (表) 20.資料No.ll 繍羽口の外観 (上から) 21.資料 鎗羽口の外観 (織から)

図版1 分析資料の外観(縮尺40%)
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X400 と~ :25μm
22資料肋.1 椀形精錬鍛冶浮の組織

x 100 25・100μm

. . 

.・

X400 と早 25μm
28目資料NO.3粒状鉄浮の組織

X400 と~ :25μm
23.資料NO.2椀形鍛錬鍛冶浮の組織

x 100 と~ :100.μm 

X400 とヰ:25μm 
26.資料NO.3粒状鉄浮の組織

X400 包ヰ 25μm
29.資料No.4鍛造剥片 (大)の組織

図版2 分析資料の組織写真(1 ) 

X400 と~:25μm
24.資料陥2椀形鍛錬鍛冶浮の組織

x 100 と:斗:100μm

X400 とヰ:25μm 
27資料NO.3粒状鉄浮の組織

とヰ:100μm 

X400 と早。25μm
30.資料肋.4鍛造剥片 (小)の組織



X400 主主・25μm
34.資料No.7線形精錬鍛冶浮の組織

X 400 と~ :25μm
37 資料~10 線形精錬鍛冶浮の組織

X400 と!!;:25μm 
35.資料NO.8製錬津の組織

X400 とヰ:25μm
38. 資料~11 諸羽口の組織

図版3 分析資料の組織写真 (2) 

x400 ~ ・ 25μm
36資料NO.9椀形精錬鍛冶浮の組織
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写真図版
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SB1鋸立柱建物跡
S I 1 8竪穴住居跡

(北から)

2. S 8 2・9・11
鋸立柱建物跡
S 121竪穴住居跡

(東から)

3. SB2鋸立柱建物跡南東隅柱穴断面

図版3 SB1・2・9・11掘立柱建物跡、

4. S 8 2掘立柱建物跡北東隅柱穴掘上状況

S I 21竪穴住居跡
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図版4 S B 5・6・8・掘立柱建物跡、 SI 16竪穴住居跡

1. S B 5掘立柱建物跡
(北から)

2. S B 6掘立柱建物跡
(南から)
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1. S B 10掘立柱建物跡
(北から)
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(北東から)

3. S B 13掘立柱建物跡
(北東から)

図版5 S B 10・12・13掘立柱建物跡、 S137A・B竪穴住居跡
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量7町 一、
3. S I 1竪穴住居跡カマド

1. S 816・17
掘立柱建物跡
(北東から)

2. S 11・2・44
掘立柱建物跡
(北から)

4. S 12竪穴住居跡土器出土状況

図版6 S B 1・2・9・11掘立柱建物跡、 S121竪穴住居跡
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2. 力マド内土器出土状況 3.北東隅土器出土状況

4. カマド燃焼部底面 5. カマド燃焼部掘方断面・暗渠

6. カマド燃焼部下の配石 7. S 18竪穴住居跡完掘状況

266 
図版8 S I 8焼失竪穴住居跡



1. S I 17・19竪穴住居跡
(東から)

2. S I 16竪穴住居跡土器出土状況 (北東から) 3. S 116竪穴住居跡管玉出土状況 (南から)

4. S 116・51竪穴住居跡
(南東から)

図版9 S I 16・17・19・51焼失竪穴住居跡 267 
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3. S 120竪穴住居跡南西部土器出土状況
(北東から)

1. S 120竪穴住居跡
床面の土器、炭化材
の出土状況

(北東から)

1. S 120竪穴住居跡
完掘状況
(北東から)

4. S 120竪穴住居跡カマド検出状況
(北東から)

図版10 S I 20焼失竪穴住居跡



1. SI21霊穴住居跡
(東から)

2. SI21竪穴住居跡カマド検出状況 (東から)

4. SI22竪穴住居跡 (東から)

9 一一 一-
3. SI21竪穴住居跡珠文鏡出土状況 (南から)

5. SI23竪穴住居跡 (東から)

6.調査区南東端 (SI22.23・24・竪穴住居跡)(北から)

図版11 S 121・22・23・24竪穴住居跡 269 
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3. S 124竪穴住居跡三重小港出土状況
(西から)

4. S 124竪穴住居跡三重小培出土状況
(南から)

270 
図版12 S I 24竪穴住居跡、 SB 7掘立柱建物跡



1. S 131竪穴住居跡
(南から)

2. S 132竪穴住居跡
(北から)

3. S 149竪穴住居跡
(北から)

図版13 S I 31・32・49竪穴住居跡 271 
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1. SI32竪穴住居跡・カマド検出状況

4. S I 33C竪穴住居跡カマド底面 (北西から)

6. S 133C竪穴住居跡床面 (北から)

2. SI49竪穴住居跡カマド検出状況

3. S 133竪穴住居跡
(北から)

5. S 133C竪穴住居跡カマド掘方 (北から)

7. S I 33C竪穴住居跡pit9礎板 (南から)

図版14 S I 32・33・49竪穴住居跡



1. S 137竪穴住居跡
(北東から)

2. S 153竪穴住居跡
(北から)

3. S 135竪穴住居跡
(北から)

. .... ."':~ 
ープ.晶

、例

図版15 S I 35・37・53竪穴住居跡 273 
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図版16 S I 340焼失竪穴住居跡(1 ) 

1 完掘状況 (東から)

2.土器出土状況(3層上
面)

(東から)

3.土器出土状況
(西から)



1.床面の土器出土状況
(東から)

2.土器出土状況 (3層上面)

4.棚板検出状況

6. カマド綴方

3.土器出土状況 (3層上面)

5. S 134D竪穴住居跡カマド掘方

7.外延溝

図版17 S I 34D焼失竪穴住居跡 (2 ) 275 
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2. S 140竪穴住居跡東西断面西側
A.S・C周溝

4. S 140C竪穴住居跡カマド検出状況

6. S 140C竪穴住居跡pit4土器出土状況
(抜取穴)

1. S 140A~0竪穴住
居跡完掘状況
(北西から)

3. S 140竪穴住居跡南北断面北側IJ C.O周溝
S 143竪穴住居跡

5. S 140C竪穴住居跡カマド西側
C周溝・L字状暗渠

7. S 1400竪穴住居跡鍛冶炉

図版18 S I 40竪穴住居跡



2. S E 3井戸跡 (北西から)

3. S K 1土壌(北から) 4. S K 1土壌 (南から)

5. 6. S K 18・19土墳(北から)
r 、

7. S X 8焼成遺憾(東から) SX7焼成遺構 (東から)

図版19 S E 2・3井戸跡、 SK1・18・19土壌、 SX7・8跡焼成遺構 277 



278 

1. SX 1遺物包含層南北断面(西から) 2. S X 3遺物包含層東西断面 (南から)

図版20 S X 1・2・3遺物包含層

3. S X 1遺物包含層
(西から)

4. S X 2遺物包含層
(調査区南部遺構群)

(南から)
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2. S 01暗渠石蓋・側石 3.環状積石

4. S X 5平場Pit1断面 5. S E 1石組井戸跡

6. S E 1石組井戸跡断面 7. S E 1石組井戸跡石組状況

図版21 S E 1石組井戸跡、 SD 1暗渠、 SX5平場 279 
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図版26 S I 21・22竪穴住居跡出土土器
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図版28 S I 33・340竪穴住居跡出土土器
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長野県川柳将軍塚古墳出土珠文鏡
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1. S [ 24!i'1.穴住居跡
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珠文鏡・レントゲン写真 (提供:東北歴史博物館、実大)
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図版36 三重小塔丸瓦、土製紡錘車、ガラス小玉、珠紋鏡

i 三重小犠

2 -6.丸瓦 (縮尺1/6)
7・8・10-13， ー|二製紡~dI
14 ・ 15. ガラス小玉 (~大)
16・17.sI;文鋭
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